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平成２７年 第１回 松川町議会定例会 

 

会            期 

 

平成 ２７年  ３月 ５日 

１６日間 

平成 ２７年  ３月２０日 

 

日 程 表 

月日 曜日 日         程 頁 

3.5 木 開 会  平成２７年３月５日（木曜日）    午後１時００分 

開会宣告 

議事日程の報告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 町長あいさつ 

日程第 ４ 議案審議（２０件） 

議案第１号～第２０号 

日程第２４ 町長の報告（１件） 

報告第１号 

日程第２５ 議長の報告（３件） 

請願１号 

陳情１号～２号 

散 会 

 

35 

 

 

 

 

41 

 

67 

6 金 再 開  平成２７年３月６日（金曜日）  午前９時３０分 

開議宣告 

議事日程の報告 

日程第 １ 総括質疑 

散 会 

 

72 

 

7 土   

8 日   
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月日 曜日 日         程 頁 

9 月 産業建設常任委員会  

10 火 産業建設常任委員会  

11 水 総務社会常任委員会  

12 木 総務社会常任委員会  

13 金   

14 土   

15 日   

16 月   

17 火 再 開  平成２７年３月１７日（火曜日）  午前９時３０分 

開議宣告 

議事日程の報告 

日程第 １ 一般質問（７名） 

散 会 

 

179 

18 水   

19 木 再 開  平成２７年３月１９日（木曜日）  午後３時００分 

開議宣告 

議事日程の報告 

日程第 １ 議案審議（２３件） 

議案第１２号～第３４号 

日程第２４ 請願・陳情の審査（３件） 

請願１号 

陳情１号～２号 

日程第２５ 議員提出議案（２） 

発議第１号～第２号 

日程第２７ 継続審査・調査について 

日程第２８ 町長あいさつ 

閉 会 

 

270 

 

 

 

296 

 

 

303 

 

307 

20 金   
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付議議案および議決結果一覧表 

《 議案審議 》 

議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

議案第 １号 
松川町一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 
3 月 5日 3 月 5日 可 決 41 

議案第 ２号 
松川町介護保険条例の一部を改正する条

例の制定について 
3 月 5日 3 月 5日 可 決 42 

議案第 ３号 

松川町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の制定につい

て 

3 月 5日 3 月 5日 可 決 

44 

議案第 ４号 
松川町包括的支援事業の実施に関する基

準を定める条例の制定について 
3 月 5日 3 月 5日 可 決 

議案第 ５号 

松川町指定密着型サービス事業者等の指

定に関し必要な事項を定める条例の制定

について 

3 月 5日 3 月 5日 可 決 

議案第 ６号 

松川町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

3 月 5日 3 月 5日 可 決 

議案第 ７号 
松川町議会の議決すべき事件を定める条

例の一部を改正する条例の制定について 
3 月 5日 3 月 5日 可 決 15 

議案第 ８号 辺地に係る総合整備計画の策定について 3 月 5日 3 月 5日 可 決 46 

議案第 ９号 

飯田市との間において締結した定住自立

圏形成協定の一部を変更する協定を締結

することについて 

3 月 5日 3 月 5日 可 決 50 

議案第１０号 
戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委

託について 
3 月 5日 3 月 5日 同 意 54 

議案第１１号 
下伊那郡土木技術センター組合規則の一

部変更について 
3 月 5日 3 月 5日 可 決 58 

 



 －26－ 

 

議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

議案第１２号 
平成２７年度松川町一般会計予算につい

て 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

270 

議案第１３号 
平成２７年度松川町国民健康保事業特別

会計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１４号 
平成２７年度松川町後期高齢者医療特別

会計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１５号 
平成２７年度松川町介護保険事業特別会

計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１６号 
平成２７年度松川町公共下水道事業特別

会計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１７号 
平成２７年度松川町農業集落排水事業特

別会計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１８号 
平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特

別会計予算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第１９号 
平成２７年度松川町青年の家特別会計予

算について 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第２０号 
平成２７年度松川町水道事業会計予算に

ついて 
3 月 5日 3 月 19 日 可 決 

議案第２１号 
平成２６年度松川町一般会計補正予算

（第６回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

280 

議案第２２号 
平成２６年度松川町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第４回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第２３号 
平成２６年度松川町後期高齢者医療特別

会計予算（第３回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第２４号 
平成２６年度松川町介護保険事業特別会

計補正予算（第３回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第２５号 
平成２６年度松川町公共下水道事業特別

会計補正予算（第４回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第２６号 
平成２６年度松川町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第２回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第２７号 
平成２６年度松川町保養宿泊施設事業特

別会計補正予算（第４回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 
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議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

議案第２８号 
平成２６年度松川町青年の家特別会計補

正予算について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

280 

議案第２９号 
平成２６年度松川町水道事業会計補正予

算（第５回）について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第３０号 
松川町福祉医療費給付金条例の一部を改

正する条例の制定について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決  

議案第３１号 

松川町子どものための教育、保育給付の

支給認定及び利用者負担に関する条例の

制定について 

3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

295 
議案第３２号 

松川町保育園設置及び運営に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第３３号 
松川町保育の実施に関する条例を廃止す

る条例の制定について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

議案第３４号 
松川町保育園保育料徴収条例の一部を改

正する条例の制定について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 

295 

《 報  告 》 

議案番号 議   案   名 報告月日 報告頁 

報告第 １号 
自動車破損による損害賠償の額（町道名子原中央線）につい

て（専決第１０号） 
3 月 5日 67 

 

《 請願・陳情 》 

議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

請 願 １ 
手話言語法制定を求める意見書の提出

を求める請願について 
3 月 5日 3 月 19 日 採 択 

296 
陳 情 １ 

開かれた中央公民館の実現に向けた陳

情 
3 月 5日 3 月 19 日 採 択 

陳 情 ２ 

集団的自衛権容認の閣議決定にもとづ

く、法整備等を行わないよう関係機関に

意見書を提出することを求める陳情 

3 月 5日 3 月 19 日 採 択 
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《 議員提出議案 》 

議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

発議第１号 
手話言語法（仮称）制定を求める意見書

の提出について 
3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 303 

発議第２号 

集団的自衛権容認の閣議決定にもとづ

く、法整備等を行わないことを求める意

見書の提出について 

3 月 19 日 3 月 19 日 可 決 305 
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一 般 質 問 の 質 問 事 項 

平成２７年３月１７日 

順 序 発言通告者 質   問   事   項 頁 

1 熊 谷 宗 明 ○新年度、人の和のある協働のまちづくりへの施策は 79 

２ 加賀田   亮 ○「サイレントマジョリティ」への公聴のあり方とは 195 

３ 森 谷 岩 夫 
○教育委員会制度の改正をどうとらえていくか 

○人口減少時代に対応する松川町の取るべき施策は 
207 

４ 菅 沼 一 弘 ○松川町ハーフマラソンについて 216 

５ 松 井 悦 子 
○介護保険事業について 

○国民健康保険事業について 
226 

６ 間 瀬 重 男 
○松川青年の家の今後をどのように考えていくのか 

○東小のあと利用について 
239 

７ 黒 澤 哲 郎 
○町長就任以来、第４次後期総合計画と照らしその評価

を具体的に伺う 
248 
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平成２７年第１回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １ 日 目 ） 

 

 

平成２７年 ３月 ５日（木曜日）    午後１時００分 開議 

 

 

開会宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 町長あいさつ 

第 ４ 議案第 １号 松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

第 ５ 議案第 ２号 松川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ６ 議案第 ３号 松川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の制定について 

第 ７ 議案第 ４号 松川町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定につ

いて 

第 ８ 議案第 ５号 松川町指定密着型サービス事業者等の指定に関し必要な事項を定め

る条例の制定について 

第 ９ 議案第 ６号 松川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

第１０ 議案第 ７号 松川町議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例の

制定について 

第１１ 議案第 ８号 辺地に係る総合整備計画の策定について 

第１２ 議案第 ９号 飯田市との間において締結した定住自立圏形成協定の一部を変更す

る協定を締結することについて 
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第１３ 議案第１０号 戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託について 

第１４ 議案第１１号 下伊那郡土木技術センター組合規則の一部変更について 

第１５ 議案第１２号 平成２７年度松川町一般会計予算について 

第１６ 議案第１３号 平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について 

第１７ 議案第１４号 平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について 

第１８ 議案第１５号 平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について 

第１９ 議案第１６号 平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について 

第２０ 議案第１７号 平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について 

第２１ 議案第１８号 平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について 

第２２ 議案第１９号 平成２７年度松川町青年の家特別会計予算について 

第２３ 議案第２０号 平成２７年度松川町水道事業会計予算について 

第２４ 町長の報告 

報告第１号 自動車破損による損害賠償の額（町道名子原中央線）について（専

決第１０号） 

第２５ 議長の報告 

請 願 １ 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願 

陳 情 １ 開かれた中央公民館の実現に向けた陳情 

陳 情 ２ 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないよう

関係機関に意見書を提出することを求める陳情 

散  会 

 

出席議員    １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員    なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午後１時００分 開 議 

開会宣告 

○議長（関 克義） 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２７年第１

回松川町議会定例会を開会いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（関 克義） 議事日程の報告でありますが、日程につきましてはお手元に配布のとお

りであります。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

株式会社チャンネル・ユーのケーブルテレビ生中継の許可をしてあります。 

 

＝＝＝ 日程第１ 会議録署名議員の指名 ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第１、会議録署名議員の指名についてであります。会議規則第１１

９条の規定により１１番、松井悦子議員、１２番、米山由子議員を指名いたします。 

 

＝＝＝ 日程第２ 会期の決定 ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期につきましては、本日から３月２０日までの１６日間としたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から３月２０日までの１６日間と決定いたしました。 

 

＝＝＝ 日程第３ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第３、町長あいさつであります。 

深津町長、あいさつをお願いいたします。 

○町長（深津 徹） 昨年１２月６日に初雪が降りました。以来、今年の冬は寒さも厳しく、

雪の降る回数も多かったわけでございます。雪が降るたびに、昨年の２月の大雪のこと

が頭をよぎり、やんでほしいな、あの大雪の再来がないことを願った次第でございます。 
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大雪に対して、様々な対応、施策を講じてまいりました。幸いにして冬が終わります。

三寒四温の３月初旬を迎えた次第でございます。 

本日、平成２７年第１回松川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方

には年度末何かとお忙しい中、全員の皆様にご出席をいただき大変にありがとうござい

ます。 

また、２７年が明けて以来、今日まで健康を考える集会、福祉を考える集会、公民館

研究集会、また様々なりんごワインを使ってイベント、またふるさと味祭り等、様々な

イベントがあったわけでございますけれども、そのたびに町民の皆様方、議会の皆様方

にはご出席をいただき、町の活性化のためにご尽力をいただいておりますこと、重ねて

感謝を申し上げる次第でございます。 

１９９５年、地方分権法が可決をされました。以来、２０年余りになるわけでありま

すけれども、地方分権が叫ばれ、地方が元気にならなければ一極集中は駄目である、そ

んな声が飛び交ってきたわけでありますけれども、なかなかこの２０年間、地方にとり

ましてはそれに裏付けされた財政、あるいはノウハウ、いろんな面でなかなか進んでこ

なかったのが実情ではなかろうかというふうに思っております。 

そしてここ数年、人口減少時代を迎えてまいりました。そして少子高齢化を迎えるこ

のときにあたりまして、やはり地方分権を図って、地方が元気になっていくことがこの

日本の国を元気にしていくんだということが非常に高まってまいりました。 

私の机の上には、地方消滅という本と地方消滅の罠という本と２冊が置いてあります。

全部まだ読み切れてはおりませんけれども、ここ何年か地方創生という言葉が叫ばれる

一方、地方が消滅するという言葉が非常にマスコミを賑わしてまいりました。その反面、

地方消滅はあり得ないんだ、こうしていくんだというまた反論も数多く出されていると

ころでございます。 

私ども地方自治体を預かる者にとりまして、やはり地方創生の需要性とともに、一過

性に終わることなく５年１０年２０年先を見据えてまちづくりをしていくことが大事で

あるということを痛感をする次第でございます。 

国は昨年１２月補正におきまして、地方創生、まち・ひと・しごと創生ということで、

大きな補正予算を組んでまいりました。松川町でも総額５，５００万円の交付金が入っ

てまいります。非常に短期間の間にそれらの予算を消化するべく事業を立てていかなけ

ればならないということで、非常に担当課も苦労をし、全職員一丸となって、そのアイ

デア、工夫を出してきたところでございます。 
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私どもにとりまして、地方消滅が叫ばれる中で、いかに存続可能な持続可能な地方自

治体を作っていくかということは大きな使命であり、自治体との創意工夫が未来がその

工夫に託されているというふうに考えております。 

柳田國男の本の中には、「ほんのわずかな気持ちでいい。いいまちを作ろうと行動する

人が増えるまちが存続可能であり、本当のまちづくりである」という言葉が書かれてお

ります。 

私どもは、国のそうした補正予算、２７年度ひと・まち・しごと創生に向けての予算

も組まれております。まだ、２７年度予算につきましては、細かい部分がまだわかって

きておりませんので、これからのことになろうかと思いますけれども、しっかりと国か

らの補助もいただきながら、地方創生、松川町の発展のために頑張ってまいりたいとい

うふうに思っております。 

補正予算案につきましては、町の補正予算案、議会最終日に提案をいたしてまいりま

す。議会開会中の委員会、全協等で皆様方にも諮ってまいりたいというふうに思ってお

りますけれども、先ほど申し上げました総額につきましては、消費喚起型という形、そ

れから地方創生先行型というこの２種類にわたっております。 

消費喚起型では、今４事業を予定いたしております。地方創生先行型では、５事業を

予定をいたしております。すべての案件につきまして繰越事業になっていくというふう

に考えておりますけれども、またご提案をいたしてまいりますので、ご審議をお願いを

いたしたいというふうに思っております。 

また、最終日に上程いたします町の補正予算案につきましては、国の交付金等がまだ

確定をいたしていないがために、どうしても専決補正が出てまいります。今回、その専

決補正をできるだけ少なくするように各課に指示をいたしました。大きな金額の補正予

算案になってまいりますけれども、よろしくお願いをいたします。 

さて、本定例会は、平成２６年度の最後の定例会でありますとともに、私自身にとり

ましても、町長として１期目最後の定例会でございます。この４年間近く、町長として

一日も休むことなく勤められたこと、大過なくここまでこられましたことに深く感謝を

申し上げます。議会の皆様方、町民の皆様方に支えられ、そしていろんなお話も聞く中

でやってきた次第でございます。まずは感謝を申し上げます。 

私は、総合計画にあります人の和のある地域協働のまち、まつかわ、これをどのよう

に進めていくか。そして考えた中で公約に掲げました情報の共有、コミュニケーション、

現場、この三つを掲げてやってまいりました。そしてすべてが松川町に住んでよかった
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と、少しでも多くの皆さんに実感をしていただきたいという気持ちでやってまいりまし

た。町長になって一番最初にやったことは、朝礼を始めたことでございます。 

そして総合計画の人の和のある地域協働のまち、まつかわという垂れ幕を役場の庁舎

に飾ってもらいました。そして報連相、報告、連絡、相談、これが一番最初でありまし

たけれども、庁内に貼ってほしいということを頼みました。 

これらは、行政と住民の皆様に少しでも松川町の目指しているところ、行政がどうい

うことを考えているんだということを一緒に考えていきたい、考えてほしい、知ってほ

しい、そういう気持ちからでございます。以後、庁内に様々なキャッチコピーや標語を

貼りだしてきました。それは住民の皆様が役場に訪れた際目にしていただき、松川町の

役場がこんなことを考えながら行政を進めているんだということをやはり知ってもらう

ということが、行政に対する理解を少しでも深めていただく、そういう強い思いがあっ

たわけでございます。 

朝礼を初めて一週間目につっかけ、スリッパはやめてほしい。どんな靴でもいいから

靴にしてほしい。これは私が町長になったのは、４年前の東北大震災の直後でありまし

た。やはり様々なニュース、報道が流れる中で、いざというときにやはり行政はいの一

番に動いていくことが大切であるという思いの中から、靴にしてほしいということをお

願いをした次第でございます。 

また、私は情報の共有、コミュニケーション、現場、この三つの他に行政を企業経営

という思いを持っておりました。 

私は１１年前になりますけれども、町会議員になった時の抱負に、松川町株式会社と

いう文章を書きました。今も町長の机のところに貼ってあります。一番最初の時が私は

そういうふうに書きました。 

資本金６０億円の松川町株式会社。町長が社長、議会は取締役会である。町民の皆さ

んは税という形でお金を払っていただいて、松川町の株を持っておっていただくんだ。

株の配当が住民サービスであるというふうに書いてあります。そして夢のない会社の株

を買う人はいないと。売り上げが減ってきた。売り上げがだんだん減ってきた。さあ会

社はどうしますか、入るを計って出るを抑え、そして戦略的に将来見込みのあるところ

にはしっかりと投資をし、売り上げアップを図っていきますと会社は。 

そして最後にこんな文章が書いてございます。株主の皆さん。今、会社が厳しくなり

つつある。過剰な配当ができなくなってきた。過剰な配当を続ければ粉飾決算になる。

私は取締役の一員になりました。しっかりと社長の進むべき道を考え、一緒に町をよく
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していきたいと思いますという希望が書いてあります。 

行政と民間は違います。違いますけれども、やはり共通の部分もあるし、そういった

思いを私は持っておりました。そして職員の皆さんに住民の皆さんはお客様である。ぜ

ひとも気持ちよく役場から帰っていただいて、リピーターになっていただくんだ。そう

いう思いを強く持っておりました。そしてＰＤＣＡ、あるいは５Ｓという形で取り組ん

でまいりました。 

行政と民間の一番の違いは、裁量行政ができないということでございます。裁量行政

が許されないだけに、どうしても前年踏襲、あるいは周り、あるいは国、あるいは県、

そういった動きをどうしても気にしてまいります。しかしながら、やはり裁量行政はで

きないけれども、やはり新しいことチャレンジをしていくことの大切さを日頃痛感をい

たしております。 

また、これも以前申し上げました。経済学者のドラッカーが言った非営利組織の経営

という形の中で、ドラッカーは「非営利組織にとってはやはりそのミッションがその使

命感がそのモチベーションである。リーダーはそのモチベーションをいかに高めていく

ことがリーダーの役割である」という言葉をドラッカーは非営利組織の経営という中で

書いております。 

私もこの４年間、努めさせていただいて勉強もさせていただきました。やはり町長に

とりましては、職員の皆さんがいかに使命感、モチベーションを持つ中で、松川町住民

のため、松川町の発展のためにそのモチベーションをいかに高めていくか。そしてそれ

をどうやって引き出していくか、これが町長としての大きな使命だというふうに考えて

おります。 

また、様々な事業につきましては、今まで議会等でご報告をしたりしてきております。

多くの皆様方に住民の皆様方に協力をいただき、統合保育園もできあがりました。また、

これから宮ヶ瀬橋につきましても、非常に多くの皆さんの協力をいただいて進めてまい

ります。 

事業等につきましては、様々な事業をやってまいりましたけれども、省略をさせてい

ただきます。 

そしてこれからのまちづくりの中で大切なことは、様々な事業を推進し、懸案の事業

を推進していくことはこれはもちろんでございます。そうした中で、松川町が５年後１

０年後、リニア新幹線、三遠南信自動車等大きく変革をしていくこの伊那谷の中にあっ

て、持続可能ないかに松川町を発信し、松川町の活力ある元気をいかにまとめてつなげ
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ていくかということの重要性、これが大きな課題になってくるというふうに考えており

ます。 

２７年度の予算、事業についてでございます。 

この後また予算説明はいたしてまいりますけれども、一般会計５９億１，２００万円、

昨年対比マイナス４.３％の予算案でございます。特別会計は、おおむね４８億円、総額

１０７億１，２００万円あまりの予算を上程をいたしてまいります。合計では昨年対比

０.２％アップでございます。 

事業内容につきましては、継続事業という形の中で、重要案件が盛り込まれておりま

す。中央公民館、中央公民館につきましては、平成２１年度に耐震診断をし、私が町長

になった平成２３年度に改築を決定をいただき、その後建設委員会で練っていただき、

今日に至っております。継続という意味の中で、２７年度の予算に盛らさせていただい

ております。 

また、果樹栽培１００周年事業、これも非常に大きな事業だというふうに考えており

ます。この１００周年記念が、次の松川町の農業に生きていく事業であってほしいとい

うふうに願っております。 

また、予算の額には載って、あまり大きな予算を盛ってはありませんけれども、非常

に重要視していることが２６・２７年、２年にわたって計画を進めてまいります基本計

画。また、２７年度にこれから取り組んでいかなくてはならない松川町総合戦略、これ

らの案件につきましては、将来を見据えた中で、ある意味では最重要な案件というふう

に考えております。 

また、宮ヶ瀬橋の掛け替え、道路改良、東小学校のあと地の問題、それから青年の家

のどうやって利用をしていくかという問題、これらについても非常に重要な案件という

ふうに認識をいたしております。 

また、２７年度おおむね６月頃には、松川町の公共施設等総合管理計画白書ができあ

がってくる予定でございます。松川町のすべての公共施設についての白書でございます。

これらもまた総合計画の中にも入っていく案件でもございます。そうした意味では、松

川町のみならず、地方自治体にとりましてはこの２７年度というのは非常に重要な年度

になってくるのではなかろうかというふうに認識をしているところでございます。 

様々な事業やイベントを行う際、松川町には非常に地域の皆さんが自主的に運営をさ

れ、あるいは自主的にグループを立ち上げてやっていただいている事業がたくさんござ

います。 
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私は情報の共有、コミュニケーションということで、非常に多くの場面に接してきて

おりますし、多くの皆さん方と会話も交わしてきております。松川町は素晴らしいそう

した基盤がございます。これをいかにこれからのまちづくりに活かしていくかというこ

とが、これからのリーダーの役割であるというふうに考えております。 

予算につきましては、この後方針を述べてまいります。 

本日上程いたします案件は、条例案件７件、予算案件９件、その他案件４件、報告案

件１件でございます。また、最終日までには盛りだくさんの案件につきまして、皆様方

にお諮らいをしてまいります。 

よろしくご審議をいただきまして、ご認定をいただくことをお願い申し上げ、冒頭の

あいさつといたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

＝＝＝ 日程第４ 議案審議 ＝＝＝ 

◇ 議案第１号 松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（関 克義） 日程第４、議案第１号、松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） お願いします。 

＝ 議案第１号朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第１号、松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
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の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第２号 松川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（関 克義） 日程第５、議案第２号、松川町介護保険条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題といたします。 

説明を求めます。大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） お願いいたします。 

＝ 議案第２号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

松井議員。 

○１１番（松井悦子） この松川町介護保険条例の一部を改正する条例については、反対の討

論をさせていただきます。 

質疑をいたしませんでしたけれども、いろいろ説明がございましたので、討論のみで

反対の理由を申し上げます。 

まずは、標準段階、国の決めた標準段階ということで９段階にされたということであ

りますけれども。このことについては、少し工夫がないというふうに思います。市町村

によっては１２段階とか、それ以上というところもあるわけでありまして、この前年の

所得金額が５００万円以上の方って、ここでもうすぱっと切ってしまうと。確かに５０

０万円以上の方というのはどのくらい、数は少ないかも知れませんけれども、やはりそ

こは負担能力に応じて出していただくということも必要かなというふうに思っておりま

す。そうしますと、全体の保険料の軽減になってくるということだと思います。この点

が１点であります。 

それから、今回第６次介護保険計画、どこの自治体もこういった介護保険料の計算を

苦慮しながらされたということだと思いますけれども。 

そういう中で１次２次だんだんに平成１２年からですから、進んでまいりまして、当

初はこの介護保険料も苦しい中でもなんと捻出ができるどこの家庭といいますか、高齢

者の方も捻出ができるというくらいの金額であったのかなというふうに思いますけれど

も。ここまできますと、本当に１カ月あたりの負担額が高額になってきたという現状が
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あります。 

そういうことで、多くの自治体でこれはどうにかしなければならないということの中

で、いるものはいるということでありましょうからほかに方法はないということで、一

般会計からの繰り入れを検討される自治体がかなり出てきたということで、今回おそら

く決まってきますと繰り入れをする自治体もかなり多くなってくるんではないかなとい

うふうに思います。それはひとえに住民の負担軽減ということを行政が考えるという、

考えて思いやるということの表れであろうかというふうに思います。 

町の高齢者といいますけれども、３割以上約４，０００人以上の高齢者の方たちが、

長年社会に貢献をされてきた方たちであります。老後のこの介護保険ということで、保

険料は払わなければならない。そしてまた介護状態になったときには、利用料の負担も

また大きい。町も本人だけではなくて、家族ももちろん一緒になって負担をしなければ

ならないわけですけれども、そういったことでこの老後の暮らしに対しての不安が、地

域の町の住民の皆さんの中にも非常に強いものがあるというふうに思っております。 

子育て支援に対しては、先ほども全員協議会の中で説明もございましたけれども、か

なり子育て支援に関しては行き届いてきておるのかなというふうに思いますけれども。

この高齢者については、どうもちょっといまひとつ温かみがないなというふうなふうに

思います。たとえ一般会計から５０万円でも１００万円でも入れようという、繰り入れ

ようという、そういった行政ができることはそこなわけですから、その部分に対しての

その温かみというものがほしいなと、そんなふうに感じます。町民の老後の暮らしの質

に大きく影響をするものであります。 

今回は、市町村の比較、それから県ごとの比較も出していただきました。松川町はそ

うそう高い方ではないというようなお話もありましたけれども、決してそういう金額が

各高齢者に対して、軽いものであるということではありますので、ここはひとつ町の行

政のできる町政のできることとして、何らかの温かみのある方法がほしかったという、

そういうふうに思っております。 

ぜひそのあたりが反対の理由ということでお願いをいたします。 

以上です。 

○議長（関 克義） ほかに討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 
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議案第２号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１２名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第２号、松川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第３号 松川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の制定について 

◇ 議案第４号 松川町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について 

◇ 議案第５号 松川町指定密着型サービス事業者等の指定に関し必要な事項を定める条例

の制定について 

◇ 議案第６号 松川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（関 克義） 日程第６、議案第３号、松川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の制定について、日程第７、議案第４号、松川町包括的支援事業の実施に

関する基準を定める条例の制定について、日程第８、議案第５号、松川町指定密着型サ

ービス事業者等の指定に関し必要な事項を定める条例の制定について、日程第９、議案

第６号、松川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定についてを一括議題といたします。 

説明を求めます。大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） お願いいたします。 

＝ 議案第３号・第４号・第５号・第６号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

議案第３号から議案第６号までを一括して採決を行いますが、ご異議ございませんか。 
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（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なし認めます。 

議案第３号から第６号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第３号、松川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

制定について、議案第４号、松川町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の

制定について、議案第５号、松川町指定密着型サービス事業者等の指定に関し必要な事

項を定める条例の制定について、議案第６号、松川町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第７号 松川町議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（関 克義） 日程第１０、議案第７号、松川町議会の議決すべき事件を定める条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 議案第７号をお願いいたします。 

＝ 議案第７号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第７号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第７号、松川町議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条
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例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第 ８号 辺地に係る総合整備計画の策定について 

○議長（関 克義） 日程第１１、議案第８号、辺地に係る総合整備計画の策定について議題

といたします。 

説明を求めます。斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 議案第８号、辺地に係る総合整備計画の策定について。 

＝ 議案第８号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

坂本議員。 

○４番（坂本勇治） ただいまの総合整備計画書ということで説明いただきました。 

峠辺地についてお聞きしたいと思いますが。 

除雪機の購入ということでありますが、この２番の方の説明文に峠辺地は飯田駅伊那

大島からというここはおそらく辺地の説明だと思いますけれども、冬場の積雪により広

範囲の定期交通機関に支障が出ることが多く、役場の委託業者では間に合わないため除

雪機を導入したい。地元住民により除雪対策が急務という書き方でしております。 

この委託業者では間に合わないという文面と、また除雪機を購入して地元住民による

除雪対策ということですが、この除雪機を買って住民によるというところが、安全対策

とかそういったところの計画がどうなっているかお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） それでは除雪機の方につきましては、総務課の方で提案させていた

だきましたのでご説明申し上げます。 

今、坂本議員からおっしゃられました２番の件につきましては、ここは作文というふ

うにちょっとご理解をいただきたいと思っています。 

実質的には、昨年レンタルで除雪機を導入させていただいております。この計画では、

常用の除雪機を２台、それから歩行用の除雪機を１台の３台を導入したいということで

計画しております。 

今、レンタルで借りている除雪機に対して、買い取りになりますと維持管理という面

ではレンタルが優れていますけれども、総額費用でいくとやはり３割ほど高くなってし

まいます。除雪機自体の補助事業といいますと、この辺地計画しかございませんので、

とりあえずこの俎上へ載させていただきまして、名目は生東辺地、実質的には全町で使
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えるような形で今回計画をさせていただきたいということで載させてありますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 今の説明で全町的にということです。 

もう少し詳しく予定としてお聞きできればと思いますが。どういったもの、どういっ

た程度の機械を何台という説明があればありがたいと思いますが。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） 今、昨年レンタルで借りた除雪タイプのものを計画しております。 

これ辺地ということで国の補助がつきますので、ちょっと細かいところまでは申し上

げることができませんので、なんとかご理解を願いたいと思っています。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） もう１点。 

２７年度から３１年度という期間がありますので、２７年度でいきなりすべてという

ことじゃないということですか。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） ２７年度からの計画に載せない。この間に逆に載せてこないと、い

ざ必要なときに対応できませんので、あくまでも計画としては計上しておりますけれど

も、その時々の気象条件等ありますので、そのときで臨機応変に対応してまいりたいと

いうふうに思っています。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございませんか。 

黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 今、坂本議員からも質問が出ましたけれども。 

この計画について、今まで全協、委員会等で説明をされてきましたでしょうか。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 前回の全協で図面をお示しして説明させていただきまし

た。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） この除雪機についてもあったということでしょうかね。 

○議長（関 克義） はい。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） その時の資料を見ていただきますと、そこに図面の中に
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項目が載させていただいております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） そこに載っていたということであろうかと思いますけれども、詳しい説

明は記憶しておりません。 

ぜひ、こういう問題については、詳しく説明をお願いしたいかなと思います。 

あと計画書ということで、辺地債を申請していく上でのもとになるものかなというふ

うに考えるわけでありますけれども。 

この最初の峠辺地の部分についての２の部分でありますけれども。計画書の文言とし

ても、最初の２行については、公共施設等の整備を必要とする事情という項目の中で、

最初の２行は、森林に点在する集落で、猿やイノシシなどによる作物への被害防止対策

が急務であるという事情で、除雪機を購入するということになるのかなと思うわけであ

りますけれども。その点、整合性に疑問を持ちますがいかがでしょうか、文言として。 

○議長（関 克義） まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 前での２行につきましては、この地域がこういう地域で

あるというだけでありまして、除雪機の購入につきましては下の２行ということでご理

解いただきたいと思います。 

○議長（関 克義） そのほか。 

米山議員。 

○１２番（米山由子） 確かにこの間の委員会の中ではお示しいただきましたけれど、説明は

いただかなかったように思っておりますね、除雪機設置事業というのは入っております。 

ただ、大変必要であるということはわかりますけれど、本来で作文であって、これは

ちょっと嘘を書いておるんだというような説明は真摯でないと思います。もう少し本当

に真剣な説明をいただかないと、議会としてはじゃあこれ本当に賛成して良いのかなん

だか、そういう態度じゃちょっと受け入れがたいなという感じも私は受けるわけでござ

いますけれど。 

できましたらもう一度ご説明をいただいて、判断をさせていただきたいわけでござい

ますが。お願いできませんでしょうか。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） 辺地のこの施設整備を必要とする事情の中で、少し文言的に足りな

い部分があるというご指摘をいただきました。そのとおりだと思っています。 
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一昨年の大雪を受けまして、特に生東地域等孤立集落が発生する恐れがあるといった

ところに関しまして、町としてもこうした重機を備えることによって、そういった孤立

世帯の解消、あるいは安心安全のために備えたいといったことで気持ちでおりますので、

どうかそこのところをご理解願いたいと思っています。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） ほか質疑ございませんか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 今、坂本議員や黒澤議員、米山議員からもご指摘ありましたが、この峠

の除雪に関しまして、全協で確かに資料を見たら文字は載っておりますが、この常用の

２台、それから手押しを１台というのを今後５年ということで整備していく、計画配備

していくというふうなことと受け取らせていただきました。 

この辺について、例えば運転者の安全管理など坂本議員からも質問がありましたが、

そういった部分も含めて地元にはどのような形で説明をしてきたか、その経過をご報告

いただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） まず、運行、いわゆる運用につきましては、今後の規定等を作って

対応したいと思っています。 

とりあえず財源措置としまして、今回の辺地計画に上程して議決いただきまして、こ

の町の必要性として国へ上げてまいりたいというとこで手段でございますので。また、

今後の運用管理については、それぞれの検討をさせていただきます。 

お願いします。 

○議長（関 克義） よろしいでしょうか。 

そのほか質疑ございましたら。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 反対で討論させていただきます。 

まず、計画書として先ほど質問をさせていただきましたけれども、ご理解願いたいと

いう答弁でありましたけれども。この文言からは、整備計画を必要とする事情としては

理解は私はできないと思います。必要でない部分が乗っかっているんじゃないかなとい
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うふうに理解するわけで、計画書として不十分だというふうに考えます。 

また、先ほどの質問で私もしましたし、多くの方がされましたが、運用についてもそ

うですけれども、しっかりとした提示が説明、計画がされてない中で、こういう計画を

認めるというわけにはなかなかいかないなと考えます。 

以上をもって反対といたします。 

○議長（関 克義） ほかに討論ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第８号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１０名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第８号、辺地に係る総合整備計画の策定については、原案のとおり可決

されました。 

 

◇ 議案第９号 飯田市との間において締結した定住自立圏形成協定の一部を変更する協定

を締結することについて 

○議長（関 克義） 日程第１２、議案第９号、飯田市との間において締結した定住自立圏形

成協定の一部を変更する協定を締結することについてを議題といたします。 

斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 議案第９号をお願いいたします。 

＝ 議案第９号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 先ほど全協においてもご説明をいただきましたし、以前にも報告があっ

たというふうに思っておりますが。 

この定住自立圏の協定書を変更して、どんどんどんどん１４市町村ですか、共同でや

っていった方が良いものはどんどん入れ込んでいくと、こういうやり方で今おるという

ふうに思いますし、今回そのことで戸籍情報に関わる電算システム機器の一部の共同利

用とこういうことで提出がされております。 

私の認識が古いかどうかわかりませんが、基礎自治体の一番の肝心なところはやっぱ
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し戸籍の情報だというふうに思っておりますし、ちょっと私報告があったかどうかわか

りませんが、この戸籍の情報を共同することによって次のこの議案第１０号、組織の事

務の委託等にも関連してまいりますけれども。 

詳しいそのことは、私はちょっとよく勉強してないんでわかりませんが。 

大量の情報を１カ所に集めるということは良いようでもあるし、悪いことも当然ある

というふうに思っておりますし、それぞれの戸籍というのは基礎自治体にとっては非常

に重いものだというふうに思っておりますので、自分の基礎自治体に何人誰々がおると

いうことがすべての行政の政策のもとになる、そういうものだというふうに思っており

ますが。それを今回もう新聞報道等でもありますが、２７年度からこの１４市町村の半

分ぐらいでありますか。２９年度からは松川町が第２次の方でこれに参画していくと、

こういうことになっておりますが。 

また、後ほど出てまいりますが、その協定に関することの中にも事務の委託に対する

この規約の中にも、管理及び執行について必要な事項は関係市町村が協議して定めると、

こういうことになっておりまして、ちょっと何か問題があったときにはどうなるかなと

いうようなことを考えたときに、扱いとしては簡単すぎではないかというふうに思うわ

けであります。 

１４市町村が共同でいくというようなことはもう既に方々に発表されておりまして、

今さら私がいろいろ申し上げてもおかしいようなことでもありますけれども。実際には

やっぱし戸籍を一括して管理をしていくようなことだというふうに思っておりますので、

飯田市松川町ということになっては私は困りますので、協定できちっとやることが必要

なものはそれはそれでいいんですが、こういったその肝心な基礎になるようなものまで

この定住自立圏の中でこのサーバーがどのぐらい効果があって、いくらぐらい住民に利

益が還元されるのかというような数字的なものをちょっとお聞かせをいただきたいわけ

でありますが。 

たとえそれがかなり住民にとって経費が安くて済むというようなことであっても、基

礎自治体として管理をきちっとしていかにゃいかんものは当然あるはずで、何でもかん

でも定住自立圏でこの中で始末をしていきゃ良いというような考えにはちょっと賛成を

しかねるとそんなふうに私は思っておりまして。 

この協定を結ぶ意義、それからどのぐらい住民サービスの中で利点もあって経費も安

くこのぐらいになるとか、あるいは良い面もあるし悪い面もあると思いますので、もう

一度それらについてご説明をちょっといただきたいかなと、そんなふうに思います。 
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○議長（関 克義） 塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 住民にどのような利点があるかというご質問でございます。 

まず、経費でございますが、今まで１，１１５万円の経費が松川町ではかかっており

ましたけれども、この共同化によりまして平成２９年からは３６０万円、約１／３に軽

減できるという利点がございます。 

お金のことばかり申し上げるのもなんですが、やはりこの大きな差というのはやはり

ハードを共有できるという、パソコンのシステムは住民規模、人口規模で割ってしまう

のでいくら共同してもあまり安くではできないんですけれども、ハード、箱とかそうい

うものについては安くできるということで、こちらを選択したいというふうに考えてお

ります。 

また、セキュリティーの関係を懸念されることがありますけれども、ＷＡＮ、独自の

回線を使っておりますので、他者からの攻撃がされないシステムを使っております。ま

た、後ほど議案第１０号でお願いしますけれども、委託の事務の管理につきましては、

委託の受託していただく市の条例によって、セキュリティーに関してもすべて見ていた

だけるということで、それを含めた委託というふうに考えております。 

また、災害時の関係も一つの利点として考えておりまして、ただいまは松川町にサー

バーがあり、全国のバックアップサーバーを使って二つのバックアップがあるんですけ

れども、さらにこちらのデータを使うことによって、長野市にもバックアップのサーバ

ーを持つことができるということで、災害時の紛失等の事故に対して万全を期したいと

いうふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） バックアップということを申されておるけれども、二重三重という言葉

もありますけれども、従来紙ベースできちっと管理しておったものが、例えば火災だと

か災害で庁舎が流出したというようなときには当然どこかへ行ってしまいますが、現状

では紙ベースのほかにも二つにわたってバックアップの用意をしてあるというようなお

話であります。そういう中でありますので、バックアップのことはいかがかなというふ

うに思いますが。 

あとここで今お話がありましたが、約７００万円ぐらいずつ毎年経費が少なくて済む

と、こういうことでありますけれども、７００万円というのは非常に大金でありますけ

れども、基礎自治体として守っていかにゃいかんものというのは当然あるわけで、それ
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が７００万円だろうが１億円かかろうがやらにゃいかんことはやるということでありま

すので、このサーバーを共用することによって、経費が安く済むと。松川町でこの７０

０万円でありますので、１４市町村でいきゃ結構なお金になるというふうに思いますけ

れども。そのセキュリティーだとかあるいはやっぱし住民としての一括管理をされてお

るというようなことになってしまっては、基礎自治体としてはどういうものかなという

ふうに私は思いますので、そのあたりを考えて、当然職員の皆様方が集まっていろいろ

協議をされてこういうことになって進んでいくというようなことになっておるというふ

うに思いますけれども。 

後で出てくるものをちょっと見せていただいたら、なかなかこの規約案では責任の所

在もきちっとしておらんし、何かあったら協議をして進めりゃいいと、こういうような

ことでありますので、ちょっと戸籍を扱うにしてはお粗末ではないかと私は思っており

ますので、町長はどんなふうにお考えかお願いをいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 森谷議員のご質問は、これから広域で連携をとったり協力体制をしてい

くことは大切なことではあるけれども、軒先貸して母屋を取られるような地方自治体で

は駄目だということを言われているというふうに私は認識をいたしております。 

戸籍という一番の基本になる部分でございます。その辺は担当者の方もしっかりと把

握をした中で、飯田市との交渉に乗っていきたいというふうに思っております。 

今、言わんとされる基礎自治体、それぞれが飲み込まれないようにしっかりやってい

けというお言葉だというふうに受け止めております。十二分に注意をしてまいりたいと

いうふうに思っております。 

それからこの規約の内容、これについてはいま一度私の方も精査をする中で広域、あ

るいは町村会の場でも必要に応じて発言をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第９号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 
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（起立１２名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第９号、飯田市との間において締結した定住自立圏形成協定の一部を変

更する協定を締結することについてては、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第１０号 戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託について 

○議長（関 克義） 日程第１３、議案第１０号、戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託

についてを議題といたします。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） それではよろしくお願いいたします。 

＝ 議案第１０号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 先ほど森谷議員からも前の議案でございますが、質問があったと思いま

す。それに関連してという形になるかもしれませんが。 

この規約の中では、もうはっきりといわゆる戸籍法に対してのいわゆるその管理であ

るとか扱いであるとかということが、かなり明確にこの規約に中に盛り込まれているわ

けであります。 

全協の場でも質問いたしましたけれども、やはり本当に戸籍というものに関しまして

は、非常に個人情報の中でも最も重たいものだと私は思っております。そういったもの

に関しての危機管理ということで、万が一の際に対してどのような対応をするべきかと

いうことに関しまして質問させていただきましたが。この第３条を見ますと、委託事務

の管理及び執行については受託市の条例もしくは規則。つまりこの場合であると飯田市

の方が持つ条例やそういったものに定めるところによるというふうに理解していいのか

なというふうに考えております。 

この受託市の条例や規則がそのいわゆる危機管理について、どのような形になってい

るのか、概略だけでも結構ですのでご説明いただければと思います。 

○議長（関 克義） 塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 申し訳ございませんが、ここの場にそのものを持っておりませ

んが。 

地方自治法に定められた個人情報保護条例等が各町村市町村に定められて制定されて



 －55－ 

おりますので、松川町程度のものはきちんと持っていただいているということで認識し

ております。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきましたが、個人情報保護法令というのは、そちらの条例の

方は私も私なりに勉強したつもりでございます。 

その情報の取り扱いとか、管理の仕方については説明はあると思います。それはわか

るんですけれども、私が言っているのは万が一の情報漏洩に対しての責任の所在ですね。

いわゆる例えば町村が管理するいろんな個人情報はあると思いますけれども、なんとか

情報が漏れてしまったとかいうことに関して、戸籍が漏れたというのはものすごいこと

だというふうに思います。 

先ほど説明の中でＬＧ１だから大丈夫というふうな説明がありましたけれども、この

世に絶対という回線はございません。実際に具体的な導線を引いているわけではありま

せんので、いわゆるその回線の一部を借りた専用線という形でありますので、そういっ

た意味でもそのリスクはあるわけですね。その部分に関してどのような責任体制、万が

一のことが起こったときにどういう体制でバックアップして対処していくのか、情報の

流出、拡散を防ぐのか、こういったものの取り決めというのがどの程度当町の方で把握、

管理されているのか、そういったものをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（関 克義） 塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） ６条にありますように、やはりここは協議の場ということがあ

りますので、やはり今後この受託に関する協議会の中で、この責任、所在についてもし

っかり明確にしていくということで考えてまいりたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 私も全く同じことでありますけれども。 

ここにあります第３条の２項あたりを見ましても、飯田市の市長は松川町の町長に通

知すりゃいいとそれだけのことであります。協議をして差し障りのないようにするとか、

そういうことも何も書いてありませんし、全体的なこの定住自立圏の中での書き方がす

べてこうなっておったかどうだかちょっと私も記憶になくて申し訳ありませんが。 

あまりも一方的な話でありまして、この指にとまりたいものはついてこいというこう

いう文言であります。 

先ほど町長の方から、心してあれしていくというお言葉がありましたので、これ以上
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は申し上げませんが、この２項、あるいはこの６条も何かあったら協議して定めりゃい

いという、こういうことではいかにしても規約としてはお粗末であると、こんなふうに

思っておりますので、きちっとこのあたりは対処していただくということが前提だとい

うふうに思います。 

○議長（関 克義） 答弁は。 

○６番（森谷岩夫） 必要です。 

○議長（関 克義） 塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） ありがとうございます。 

議員さんのおっしゃるとおり、お粗末ということでありますので、やはりこの戸籍の

協議につきましては、３年前ほどから皆で協議してまいりまして、先行自治体もござい

ます。長野県内に二つの自治体ももう既に先行してやっておりますので、先進のところ

を視察させていただきながら、この協議の規約ということで例をしとって決めてまいっ

たものでございますけれども、やはり皆様のおっしゃる議員の皆様のおっしゃるような

セキュリティーに関してのものにつきましては、弱いということでご指摘をいただきま

した。 

この規約が施行するまでの平成２９年までの間に、先行自治体の８市町村が開始にな

りますので、その開始前の間にこの規約についてのもう一度協議を申し込みまして、今

ご指摘いただいている弱い部分につきましては、今後この規約の中に入るか、それとも

別のものをセキュリティー関連として責任、所在をもったものを別立てにもっていくか

ということをまた協議してまいりたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） それで結構だと思いますが、よろしくお願いいたします。 

ただ、ここに第１条にありますが、ここには７つかな、松川も含めて７つの市町村の

規約であります。 

先行する２７年からのものを当然こういう規約があって進めておるというふうに思い

ますが。当然後発の７つだけでこうで、先にいっておるとこはこうでというのはおかし

いと思いますので、そのあたりもなかなか難しい部分があると思いますが。 

特に松川は高森とも並んで飯田市に次ぐ大きい人口を持った町村でありますので。私

どもがきちっとしたことを申し上げていかんと、ほかの村部でいろいろお話があるとい

うことはまずないというふうに思っておりますので、そのあたりも含めて今日のきちっ
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とお願いをしておきますので、ぜひ善処をお願いしたいと思います。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論ありませんか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 私は、この議案に対しまして反対の立場をとらせていただきます。以下

その理由を述べます。 

先の議案に関する議案でありましたその協定に関しましては、全体の大枠を占めるも

のということで理解はできたつもりでございますが、その細則にあたるという意味での

この議案に関しまして、先ほどからも指摘しておりますし、森谷議員も言われたとおり、

やはりまだ少し恐ろしいところがまだ残っているなという感じがいたします。 

一つの理由としては、今ご協議いただくということで、それを信用したいというふう

なのありますが、この附則のところにありますようにあと２年半もあるわけですね。平

成２９年１１月１日から施行でというふうなことありますので、もう少し内容を詰めて、

また今後の議会で上程いただいても十分時間的に間に合うんじゃないかなと。この早い

タイミングで出すというのも何か理由はあると思うんですけれども、その割にはやはり

ちょっとまだ中身がまだ十分に煮詰めきってないんじゃないかという思うところが１点

でございます。 

２点目は、やはり先ほど申し上げたように、これが戸籍であるということに関してで

す。 

戸籍を扱うということに関して、この程度の規約ということであるとやはり非常に不

安を感じざるを得ません。もう昔の話かもしれませんが、我が長野県は、島崎藤村を生

んだ県でありまして、有名な破壊というふうな小説もあります。そういった問題にも発

展する可能性が十分にあるわけですね。非常に扱いにとっては恐ろしいことになりかね

ない。 

そういったことも考えると、この程度の規約ということに関して、何かあったときに

もう取り返しのつかないことになってしまうということに関しては、私は非常に懸念を

感じております。 

そういった意味でも含めまして、まだ時間もあるということも含めまして反対の立場

をとらさせていただきたいと思います。 
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以上です。 

○議長（関 克義） ほか討論はありませんか。 

森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） くどくなりますが、私も反対であります。 

定住自立圏の中の構想の中で、きちっと締結をするものはするものであっていいと思

うんですが。先ほど町長もそんな話をしていただいたんで、そのことについて心配はな

いというふうに思いますけれども。 

図書館の本をみんなで見まいかと。全部で見ることがいいじゃないかというようなこ

ととはやっぱりちょっと性質が違うと、そういうことには私は思いますので、その定住

自立圏の中へ何でも放り込みゃというような考えでいきますと、くどくなりますが、飯

田市松川町にどうしてもなってしまうというふうに思いますので、そういう危険のある

ことについてはやっぱしかなりきちっと防護策をとっておいてから参加すると、そうい

うことが大事ではないかというふうに。 

今回のことばっかではなくて、戸籍は重要でありますので、このことは強く申し上げ

ますが。やっぱし定住自立圏の中に入れておくものの中で、これはどうだ、これはどう

だという精査をきちっとやっぱすべきだというふうに思いますので、そんなことも合わ

せてお願いをしたいと思いますが。 

そういう意味からも、今回のものについては、この程度の規約では賛成はできないと

そんなふうに思います。 

○議長（関 克義） ほか討論ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１０号について、原案に同意の方の起立を求めます。 

（起立９名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第１０号、戸籍に関わる電子情報処理組織の事務の委託については、原

案のとおり同意されました。 

 

◇ 議案第１１号 下伊那郡土木技術センター組合規則の一部変更について 

○議長（関 克義） 日程第１４、議案第１１号、下伊那郡土木技術センター組合規則の一部
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変更についてを議題とします。 

田中建設課長。 

○建設課長（田中 学） 議案第１１号、下伊那郡土木技術センター組合規則の一部変更につ

いて。 

＝ 議案第１１号朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

議案第１１号、下伊那郡土木技術センター組合規則の一部の変更については、原案の

とおり可決されました。 

 

◇ 議案第１２号 平成２７年度松川町一般会計予算について 

◇ 議案第１３号 平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について 

◇ 議案第１４号 平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について 

◇ 議案第１５号 平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について 

◇ 議案第１６号 平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について 

◇ 議案第１７号 平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について 

◇ 議案第１８号 平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について 

◇ 議案第１９号 平成２７年度松川町青年の家特別会計予算について 

◇ 議案第２０号 平成２７年度松川町水道事業会計予算について 

○議長（関 克義） 日程第１５、議案第１２号、平成２７年度松川町一般会計予算について、

日程第１６、議案第１３号、平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について、

日程第１７、議案第１４号、平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について、

日程第１８、議案第１５号、平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について、
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日程第１９、議案第１６号、平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について、

日程第２０、議案第１７号、平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算につい

て、日程第２１、議案第１８号、平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算に

ついて、日程第２２、議案第１９号、平成２７年度松川町青年の家特別会計予算につい

て、日程第２３、議案第２０号、平成２７年度松川町水道事業会計予算についてを一括

議題とします。 

説明を求めます。深津町長。 

○町長（深津 徹） ２７年度予算を上程するにあたりまして、その方針と概要について述べ

させていただきます。 

まず、経済動向であります。 

内閣府の発表した２月の月例経済報告によれば、「先行きについては、雇用や所得環境

の改善傾向が続く中で、原油価格下落の影響や各種政策の効果もあって、緩やかに回復

していくことが期待される。ただし、消費者マインドの弱さや海外景気の下振れなど、

我が国の景気を下押しするリスクに留意する必要がある」とされています。 

一方、直近の長野県内企業業況アンケートによれば、急速に進んだ円安の影響などに

より製造業ＤＩは大幅に悪化。米国向けを中心に受注が底堅く推移した企業もあったが、

円安による原材料価格上昇が収益環境を圧迫した企業は業況感が悪化するなど、企業間

格差が拡大した。 

一方、非製造業では消費増税の影響は薄らぎつつあり、公共工事の底堅い需要がある

建設業で業況感がプラス水準を維持したほか、マイナス水準ながら事業所向けサービス

など緩やかに持ち直す動きが見られた。 

今後は、製造業、非製造業ともに先行きに慎重な見方をする企業が増加し、ＤＩは低

下する見通しで、個人消費を中心とした内需に力強さが戻っていないほか、円安に伴う

原材料価格上昇などマイナスの影響を引き続き懸念する企業が多い。新年度に向けての

政府地域創生施策による消費喚起策など、地域独自のアイデアや工夫による景気の押し

上げ効果が期待されるとされ、中小企業個人事業者を中心とする地元経済の実状は、先

行きに対する慎重な見方が依然として強い傾向にあります。 

平成２７年度の地方財政計画では、地方税は前年度対比２.５兆円、７.１％増とする

一方で、地方交付税は１，３０７億円、０.８％減、赤字地方債である臨時財政対策債は

１９.１％減の４兆５，２００億円あまりとなっており、財源不足額は７兆８，２００億

円と深刻な債務状況が続いています。 
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こうした中、地方公共団体が自主性・主体性を最大限発揮して、地方創生に取り組み、

地域の実情に応じたきめ細かい施策を可能にする観点から、地方財政計画の歳出にま

ち・ひと・しごと創生事業費１兆円が計上されました。また、地方自治体が保有する公

共施設等の老朽化対策に要する経費について、その集約化・複合化等に必要な経費とし

て投資的経費に公共施設等最適化事業債を０.１兆円、維持補修費として１.２兆円を計

上されているところであり、今後の自治体運営は、地方創生と財務マネジメントに対す

る結果が求められると考えているところであります。 

私が町長に就任して、間もなく４年が経過しようとしております。この間私は、一貫

して、安全、安心、活力の３つの視点を軸に、松川町に住んで良かったと実感できるま

ちづくりの実現に向け、予算編成を進めてまいりました。このことは、松川町に暮らす

町民の皆様にとって、最も重要であると認識をしているところであります。 

安全に暮らせる基盤整備としては、ブロック塀等の耐震改修補助、弥太沢橋の橋梁長

寿命化事業、横断歩道橋や舗装など道路ストックの総点検に取り組んでまいりました。 

安心して子育てできる環境整備としては、子育て世帯臨時特例給付金の支給、子ども・

子育て支援事業計画策定、中学校と北小学校体育館の非構造部材耐震改修工事などを行

っております。 

活力ある地域産業の推進では、フォレストアドベンチャー施設設置、有害鳥獣駆除対

策、住宅リフォーム補助制度など積極的に取り組んできたところであります。 

このほか、第４次松川町総合計画後期基本計画が平成２７年度に満了することから、

第５次総合計画の策定に着手しております。この中で、今回改めての試みとして、町民

１００人ヒアリングを行い、松川町に暮らしていて、いろいろがちょうど良くてなんと

なく居心地が良いといった感想もいただいているところです。今後、会議を重ね、本年

１２月を目途に策定作業を終える予定です。 

予防活動にも力を入れてまいりました。健康予防につきましては、個人の健康意識を

高めるため、まつかわ健やかマイレージを新たに取り組むとともに、介護予防では、老

人福祉センターなどを利用した、利用者本人の特性や機能を生かした生きがいづくりの

ための、コミュニティ・カフェをオープンさせ、利用されている方々からも好評を得て

おります。 

また、町独自の魅力や価値向上を図るため、３カ年計画で行う外部専門家活用事業の

初年度として、地域力想像アドバイザーの高橋寛治氏に、積極的に地域に入り込んでい

ただき、情報収集を行っていただくとともに、職員に対してもまちづくりに関する研修
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会を、これまで４回実施しております。 

地域医療の確保では、公的病院の運営費が特別交付税で措置されることを受け、地域

の中核病院である下伊那赤十字病院に対して、平成１５年度より運営費を補助しており

ますが、平成２６年度はその額をさらに増額をしております。 

また、子どもの地域ぐるみの学力向上支援や、人とつながり社会をつくる力の育成を

目的に、保育園・学校・放課後子ども教室と、地域とを結びつける、地域のコーディネ

ーター１名を新たに設置しています。 

以上、継続と変革の姿勢で、平成２６年度の事業推進を図ってきたところであります。 

平成２７年度の予算案についてであります。 

平成２７年度は、第４次総合計画後期基本計画の最終年度にあたります。この基本計

画の目標を達成するための事業推進と、先ほど申し上げた、松川町に住んでよかったと

実感のできるまちづくりに向けた、安全、安心、活力の３つの重点事項のさらなる推進

を図ってまいります。 

また、選択と集中の考えのもと、国の支援がある有利な起債事業を最大限活用し、活

力あるまちづくりのための予算案としております。 

一般会計予算は、前年度に比べまして２億６，８００万円、４.３％減の、５９億１，

２００万円となっています。 

特別会計予算は、前年度に比べまして２億８，９００万円あまり、６.４％増の、４８

億円あまり。 

合計いたしますと、前年度に比べ２，１００万円、０.２％増の、１０７億１，２００

万円あまりであります。 

主な施策についてであります。 

各項目の主な施策について、第４次総合計画後期基本計画の５つの基本方針ごとに、

順次申し上げます。 

１．新たな協働の地域づくりに取り組むまちでございます。 

地域で支えあう協働のまちづくり。 

外部専門家活用事業が２年目を迎えます。引き続き、地域力創造アドバイザーの高橋

寛治氏に、地域の魅力や価値の向上を図るための活動に継続して取り組んでいただきま

す。 

情報を積極的に発信する地域づくり。 

積極的な公共情報発信のため、番組などの制作や放映に関する費用を一元化して、株
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式会社チャンネル・ユーへ委託してまいります。 

地域に身近で効率的な役場づくり。 

社会保障・税番号制度導入に関しましては、平成２６年度より取り組みを始めており

ますが、平成２９年度運用開始に向け、基本形システム等の改修を引き続き進めてまい

ります。 

公共施設等総合管理計画の策定に取り組んでまいります。現在、白書の作成を進めて

おりますが、平成２７年度では、この白書に基づいて、広く町民の皆様よりご意見をい

ただき、計画書としていく予定であります。 

また、自主財源の確保と町のＰＲという観点から、ふるさと応援寄附金の募集にも力

を入れております。町内の事業所の皆様にも、特産品についてご協力をいただき、平成

２６年度は１，７００万円あまりの寄附をいただける見込みとなっております。この４

月１日からはクレジット決済も可能になることから、引き続き、魅力ある特産品を用意

し、募集を行っていく予定です。 

２番目にあたたかな育みのある輪を広げるまちであります。 

地域で支える子育て環境づくり。 

子育て支援の一層の充実のため、標準保育の該当者を対象に、名子中央・双葉・上片

桐の３園で土曜日の保育を全日化いたします。 

また、児童館では、夏休みなど長期休業中の受け入れに対応するため、空き教室など

を活用した特別保育を行い、児童の安全な生活と遊び場を提供してまいります。 

輝きのある人づくりでございます。 

平成２７年度の重点事業として位置づけております、中央公民館改築事業に着手いた

します。これまでワークショップや建設委員会等で作成してまいりました整備計画書に

基づきまして、平成２８年度までの２年間をかけて継続費により事業を進めてまいりま

す。 

また、公共性の高いメディアであるチャンネル・ユーの中央公民館併設について、社

会資本整備総合交付金を活用して、設置費の補助を行ってまいります。 

また、今年３月末をもって閉校となる松川東小学校につきまして、生東地区の拠点施

設として、地域の皆様をはじめ、多くの町民の方がご利用いただけるよう、維持管理し

てまいります。 

スポーツ活動の推進として、第１回南信州まつかわハーフマラソン大会を１０月４日

に計画しています。３つのコースに分かれ、たわわに実った果樹の中を駆け抜ける選手
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たちを応援いただきたいと思います。 

心身ともに健康なひとづくりについてであります。 

個人の健康意識を高めるための新しい仕組みとして、まつかわ健やかマイレージを平

成２６年度から始めています。新年度はさらに大勢の方に参加していただき、心身とも

に健康に過ごしていただけることを期待しているところであります。 

一方、疾病の際に不可欠な国民健康保険事業につきましては、国保特会へ一般会計か

ら繰り入れを行い、保険給付費等歳出の伸びに対する急激な保険税負担増の抑制を図り

たいと考えております。 

安心して医療を受けられるまちづくりについてであります。 

町内はもとより、周辺町村からの利用も多い下伊那赤十字病院に対しましては、平成

２５年度より、運営費の一部が特別交付税で措置されることに伴い、その範囲内で補助

を行っておりますが、今年も引き続き補助を行い、身近で安心して医療が受けられる体

制を確保してまいります。 

支えあう福祉のまちづくり。 

近年、増加の傾向にある認知症に対して、早期の発見と重度化を防ぐため、相談窓口

とプラン作成を下伊那赤十字病院へ委託する、認知症初期集中支援推進事業を、また、

利用者本人の特性や機能を生かした生きがいづくりと介護予防を実践するコミュニテ

ィ・カフェを、いずれも介護保険特別会計で行います。 

地域活動支援センターにつきましては、施設の老朽化、地理的条件、利用者の高齢化

等によりまして、平成２６年度は閉所しておりましたが、旧北名子保育園に場所を移し

て、４月から開所することといたしました。これによって、障がいをもつ方の日中活動

の場の提供と、就労に向けた支援を行ってまいります。 

３番、次世代の環境づくりに取り組むまちであります。 

豊かな自然と共生するまちづくり。 

北部火葬場につきましては、平成２７年度、夏に供用開始の予定となっております。

整備事業費分につきまして、負担金として計上しております。 

環境にやさしい暮らしを育むまちづくり。 

水資源の有効利用と総合的な治水対策の一環として、宅地内の雨水貯留施設の設置に

対して、補助金を交付しております。 

また、フードリサイクル事業は現在、９地区、約１８０世帯に参加いただき、実施し

ております。 
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引き続き、ごみの分別収集の推進を図り、循環型社会の形成を目指してまいります。 

産業の活性化を図るまちについてであります。 

地域をまるごと楽しめる観光づくり。 

町営温泉宿泊施設清流苑、およりての森及び青年の家一帯の森林資源活用を図るため、

フランス発祥の森林体験施設フォレストアドベンチャーを平成２６年度に整備いたしま

した。引き続き誘客を図ってまいりたいと考えております。 

また、近年の電気自動車の普及に対応して、清流苑に新たに電気自動車ＥＶ充電器を

２基２台分設置いたします。設置は１０月頃を予定しております。 

付加価値の高い農業づくり。 

農業振興の推進では、新たに地域連携推進員を農村観光交流センターみらいへ１名配

置して、遊休農地の解消に努めてまいります。 

農作物を有害鳥獣被害から守るため、鳥獣被害防止対策事業を、生東、大島及び上片

桐地区において引き続き行ってまいります。この事業につきましては、平成２７年度を

もって概ね終了する予定です。 

今年は果樹栽培１００周年にあたり、記念事業として６月には、まつかわ大学におい

て、木村秋則さんの講演、８月はくだものフォーラム、１０月には記念式典など多彩な

催しを計画しております。また、地域おこし協力隊の募集も随時行ってまいります。 

力強い企業を育む工業づくり。 

企業の設備投資等に対して、低利で融資を受けられるための商工業振興資金預託金を

計上し、町内企業の活性化を支援してまいります。 

合わせて、企業誘致の推進と、町内既存企業の振興により、雇用の確保にも努めてま

いります。 

森林の恩恵を次世代につなぐ林業づくり。 

落石等危険度の高い林道間沢川線につきまして、引き続き改良工事を進めてまいりま

す。 

安心して住める基盤のあるまちについてであります。 

暮らしを支える交通環境づくり。 

安全確保のための事業にも積極的に取り組んでまいります。道路の維持・整備では、

町道神護原線、大草線、２３４号線について道路改良を進めてまいります。また、測量

設計として、新たに町道町谷線を計上いたしました。 

地域公共交通の運行では、ＪＲ伊那大島駅無人化に伴い、町で雇用した職員による切
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符簡易委託販売を引き続き行い、駅無人化による地域住民の不安解消に努めてまいりま

す。また、東小学校の閉校に伴いまして、生田児童送迎用バスの運行も行ってまいりま

す。 

安心な水を安定して供給する環境づくり。 

水道事業会計では、アセットマネジメント業務を平成２６年度から行っています。今

後、確実に進む町営水道全施設の老朽化を見据えた上で、詳細な施設状況、管路状況な

どの洗い出しにより、平準化した更新計画策定を行うものであります。 

生活環境を向上させるまちづくり。 

公共下水道は、現在加入率が８３.１％、農業集落排水は、８１.９％となっています。

引き続き加入促進に取り組むとともに、松川浄化センターの耐震診断を行ってまいりま

す。 

火災や自然災害に強いまちづくり。 

老朽化した、長野県衛星系防災行政無線の更新工事を行います。このほか、防災情報

提供サービスの拡充を図るために設置した気象情報システムを活用し、収集した情報を

早期に提供してまいります。 

また、地震発生時における倒壊または転倒の危険性のあるブロック塀などの撤去や安

全な塀に改修するための、ブロック塀等耐震改修事業補助も引き続き行ってまいります。 

交通事故や犯罪のない地域づくり。 

交通安全施設を整備するとともに、交通安全啓発活動を実施し、事故のないまちづく

りを推進してまいります。 

以上、平成２７年度予算案の概要について申し述べてまいりましたが、本予算編成で

は、安全、安心、活力の３つの重点事項に基づいて、町民の目線に立ち、切れ目のない

行政サービスを提供していきたいと考えております。 

十分なご審議をいただきまして、ご賛成いただくことをお願いを申し上げまして、町

政運営の所信表明といたします。 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

ここでお諮りいたします。 

平成２７年度各会計予算案についての総括質疑を、３月６日に行いたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 
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それでは平成２７年度各会計予算案についての総括質疑を、３月６日午前９時３０分

より行うことにします。 

ここでお諮りいたします。 

ここで休息をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） こちらの時計で３時１５分まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後 ３時０７分 

再  開  午後 ３時１５分 

 

○議長（関 克義） それでは再開いたします。 

 

＝＝＝ 日程第２４ 町長の報告 ＝＝＝ 

◇ 報告第１号 自動車破損による損害賠償の額（町道名子原中央線）について（専決第１０

号） 

○議長（関 克義） 日程第２４、町長の報告であります。 

報告第１、自動車破損による損害賠償の額（町道名子原中央線）について（専決第１

０号）報告をお願いいたします。 

説明を求めます。高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） お願いします。 

＝ 報告第１号朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認め、質疑を終了し、報告を終わります。 

 

＝＝＝ 日程第２５ 議長の報告 ＝＝＝ 

◇ 請 願 １ 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願について 

◇ 陳 情 １ 開かれた中央公民館の実現に向けた陳情 

◇ 陳 情 ２ 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないよう関係機関

に意見書を提出することを求める陳情 
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○議長（関 克義） 日程第２５、議長の報告であります。今定例会に請願１件、陳情２件が

提出されております。 

内容について、事務局より説明させます。酒井議会事務局長。 

○議会事務局長（酒井 仁） 議案書の末尾より３枚目からに写しを添付してありますので、

ご覧ください。 

＝ 請願１・陳情１・陳情２ 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

お諮りいたします。 

ただいまの請願１件、陳情２件について、担当の常任委員会に審査を付託したいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは請願１、手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願について、陳情

１、開かれた中央公民館の実現に向けた陳情、陳情２、集団的自衛権容認の閣議決定に

もとづく、法整備等を行わないよう関係機関に意見書を提出することを求める陳情を総

務社会常任委員会に審査を付託いたします。 

 

散  会 

○議長（関 克義） 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

 

午後３時２０分  散  会 



 

 

 

 

 

 

平成２７年 松川町議会 第１回定例会 

（第 ２ 日 目） 
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平成２７年第１回松川町議会定例会会議録 

（ 第 ２ 日 目 ） 

 

 

平成２７年 ３月 ６日（金曜日）    午前９時３０分 開議 

 

 

開議宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 総括質疑 

散  会 

 

出席議員    １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員    なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午前９時３０分 開 議 

開議宣告 

○議長（関 克義） おはようございます。 

出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２７年第１回松川町議会

定例会を再開いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（関 克義） 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおり総括質疑であり

ます。 

本日の会議に説明者として、理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

佐々木代表監査委員の出席をいただいております。 

株式会社チャンネル・ユーのケーブルテレビ生中継の許可をしてあります。 

 

総括質疑 

○議長（関 克義） 日程第１、総括質疑であります。 

３月５日に町長から提案されました平成２７年度松川町一般会計及び各特別会計の予

算について総括質疑を行います。 

質問者、答弁者ともに簡潔にお願いいたします。 

なお、質問者は会計名、予算書のページを示し質問するようにお願いします。 

ただいまから総括質疑を行います。 

黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） おはようございます。 

昨日に引き続きということでありますけれども、新年度予算に対する総括質疑という

ことで。 

まず、はじめに、全体についてという観点でお伺いをしたいと思います。 

昨日、新年度予算について、町長の方から所信表明というような形の中でお話があり

ました。深津町政４年間を振り返る中で、また新年度に向けての計画を立てられたのか

なというふうに思うわけでありますけれども。 

新年度予算の総額を見させていただいた時に、非常に大きな予算が組まれているなと

いう感想を持ちました。 

町長の初めの言葉の中にも、新年度に向けての私の施政方針と平成２７年度の予算案
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の概要について申し述べさせていただきたいというふうに書かれておりますけれども。 

当初より２７年度は、町長改選の時期でもありまして、骨格予算というふうに言われ

ていたかなというふうに思うわけであります。 

感想としては、骨格予算という割には、私も予算書等見させていただく中で、通常予

算に近い、通常予算と言っても過言ではないような予算編成になっているのかなという

ふうに感じました。臨時財政対策債も２億円ほどというような形で起債を上げておりま

す。 

総額では２億円程度下がっているということでありますけれども、北部火葬場等の負

担金減というような形の中で、大枠で見ればほとんど前年度とあまり変わらないかなと

いうような枠的にはそういう予算になっているかなと思います。 

骨格予算という中で、予算編成方針も示されて、町長査定もされて編成されてきたと

思います。骨格予算でありますから、どういう肉をそぎ落として編成されたのか。そぎ

落とそうと取り組まれたのか、そこら辺のところはまずはお伺いしたいなと思うところ

であります。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 本定例会は、町長改選期を前にした予算でございます。 

そうした中で、予算を編成していく中で、非常に継続をしていかなければならない事

業。中央公民館、あるいは果樹栽培１００周年、あるいは北部の火葬場、赤十字病院に

対する支援、それから社会資本整備ということで道路関係、神護原、大草線、あるいは

町谷線につきましても。町谷線は新規でございますけれども、今までの経過の中で見て

まいります。 

そうした点から、やはり予算規模全体を見ますと、今黒澤議員の言われたように、い

わゆる骨格予算とはいうものの、どうしても継続していかなければならない事業が、予

算の全体額を押し上げているという傾向はあるというふうに私自身も認識をいたしてお

ります。 

それから大切なことは、それらの予算を組むにあたっての裏財をどういうふうにして

いくかということが問題になろうかというふうに考えております。 

社会資本整備交付金、あるいは辺地債等３年５年にかけての計画を立てて国へ申請し

ていっているということでありますので、その辺のところはご理解をいただきたいとい

うふうに思っております。 

それから町長自身としての新たな考えについて。 
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今、私も手元には、次期町長が判断することでありますけれども、ある程度のものは

持って、ここにも持っておりますけれども。予算総額ではどうしてもああいった形にな

ったということでございます。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 予算書等見させていただいても、苦心の部分も十分に見えるわけであり

まして、見た中でも継続というものについてはやっていかなければならないし、新規の

ものであっても昨年度のものを了承されたもの等あるわけでありまして。 

そういった中で、大枠前年度に近いものになってしまった。仕方がないのかなという

ふうには察するところはあります。 

しかしながら、骨格予算といえどもなかなか削れなかったというか、骨格というより

も通常になってしまったというところかなと思いますが。かといって、また来年度６月

の議会に補正等また出る中で、非常に大きな予算規模になっていってしまうのではない

かなという危惧もするわけであります。 

そういった意味で、今後の配慮という面ではどんなふうにお考えになって編成された

か、その部分をもう少しお話しいただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 予算規模というところに注目が集まります、どうしても。これはやむを

得ないことだというふうに思っております。 

ただ、これは私はこの４年間、借金を減らしながら基金も減らしてまいりました。そ

れは借金は必ず減らしていかなければならないし、減らしていけという、しっかりした

考えを持っております。 

基金につきましては、必要な部分については投入をしていくんだという思いの中でや

ってきております。 

これは、今までも皆さん方からも質問をいただいております。どのくらいまで使って

いくんだとか、いろんな形があろうかと思います。 

財調につきましては、大きな市では１５％、標準財政規模に対して町村では２０％が

一つの目安であるというようなこと。だからといって、そこまで使っていけということ

は考えておりません。 

そうした中たちの中で、財政運営をしてまいりました。そしてその中で健全財政、松

川町は非常に今まで健在財政に努めてきておりますし、財政状況は決して厳しい中では

ありますけれども、悪い財政状況ではないというふうに見ております。 



 －75－ 

一番問題になるのは、基金を使ったりいろいろやっていきますけれども、経常的経費、

これについてはやはりしっかりと精査をしていかなければならないというふうに思って

おります。 

今回の予算を編成するにあたりましても、経常的経費、そしてやはり事業をするにあ

たっては、単費を使っていくのか、国や県の有利な事業を使っていくのか、これが非常

に大きな問題になってまいります。 

ですから私は、事業を推進していく上で、国から県からの有利な起債事業等を使って

前へ進めていくということについては、進めていくべきという考えを持っております。

しかしながら、経常的経費が基金から出さなくてはならないというような面につきまし

ては、これはもうあってはならないことだというふうに思っております。この辺は大き

な課題だというふうに認識をしているところでございます。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 基本的な予算編成の部分について、町長の考え方をお話しいただいたか

なと思うわけでありますけれども。 

それでは若干全体に関わる部分で、また歳入の見通しについてお伺いをしたいと思い

ますが。 

まず、当初予算の概要というのも配布いただいておりますけれども。 

町税については、法人税等若干ではありますけれども、３.８％というふうに記載され

ておりますが、減を見込んでおるわけであります。経済状況等２６年度の消費税等もあ

りましたけれども、減速傾向というふうにはいわれておらない中で、法人税等減収とい

うようなところと判断された部分がどういうような観点でこういうような判断をされた

のかなと。 

また、地方交付税等の起債もありますが、歳入の見通しとして国で考えておる地方創

生関係の交付金とどのような感じで交付されてくるのか。見通しを含めてそこら辺のお

話をいただければと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 町税についてでございます。細かいことは担当課の方からご説明いたし

ますけれども。 

町税につきましては、１３億７，０００万円あまりを予定をいたしております。昨年

が１３億９，０００万円。それから今手元には、平成２３年度からの町税の金額がすべ

て私ここにありますけれども、なかなか町税、自主財源比率、それから町税をアップ、
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これは重要な問題でもあるし、焦点になるところなんでありますけれども。 

この町税の金額をアップさせていくということは、非常に正直申し上げて難しい。お

そらく１０年前でも１２億円１３億円。それで平成２３年度が１３億３，０００万円、

２４年度が１３億７，０００万円、２５年度が１３億８，０００万円、２６年度が１３

億９，０００万円、そして今度１３億７，０００万円。非常に町税をアップして、そし

て税収を計って自主財源の比率を高めていく。３割自治ということがよく叫ばれますけ

れども、懸案事項であるとともに、難しい内容であるなというふうに思っております。 

それから国は、様々な形で税源移譲を進めてくるというふうに思っております。しか

しながら、今度は地方交付税、あるいは特別交付税等の枠を絞り込んでくる可能性があ

るのではないかなというふうに。これはあくまで予想でありますけれども、絞り込んで

くるんならばしっかりとした税制改正を行う中で、地方財源の確保をしていってほしい

なというのが今の思いでございます。 

この金額を想定したことにつきましては、担当課の方から説明をいたします。 

○議長（関 克義） 塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） では町税の関係につきまして、全体的なお話と、ご質問いただ

きました法人税についてのお話をいたします。 

まず、法人住民税ですが、昨年の６月の議会の時に専決でお願いいたしましたが、法

人税の減税がされております法人税割、税率が１２.３％から９.７％に減税されており

まして、これの影響を受けまして減額を見込んでいるものでございます。 

また、個人住民税も昨年より減額しておりますが、今年の決算ベースで補正予算で減

額をお願いする予定でございまして、その決算ベースよりは若干上向くというような計

算をしております。 

景気が回復しているものですが、給与も伸びておりますし、また農業につきましても

一部で雹による影響はありましたけれども、農業全体としては好調と見ております。 

ただ、２６年の当初の予算の見込みよりも２６年の見込みが下がってきたことにより

まして、やはり昨年よりは減額という形になっております。 

固定資産税は、今年度評価替えを行いました。宅地の基準値を見直した結果、その３

つの地点を増やしたのですけれども、その地点につきましては以前より下落の部分とい

う形で、下落の大きいところを分けたものですからその分が減額したこと。また、地価

も年々減少を続けておりまして、国が地価がとどまってきたところに比べますと、まだ

松川町は大きく下落をしておりまして、最高の下落率１年間で９６.１％ということで、
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依然下落ということでございます。去年よりも少ない６億５，７１４万円の予算と見て

おります。 

新築家屋は、消費税の駆け込み需要がありまして９０棟を超えました。明るい要素も

見えております。 

また、太陽光発電によります償却資産の増につきましては、今年の予算として３５０

万円を増という形で見ております。 

軽自動車税につきましては、平成２８年度に増率を予定しておりますけれども、平成

２７年に予定しておりました２輪車、農耕用作業車等の税額の増率を２８年に延ばされ

たということがありまして延期されました。 

軽自動車の人気は高くおりまして、昨年度に比較して増額にはなっておりますが、税

率の改正がなかったことによりまして、自分たちが期待したよりは多くないということ

でございます。 

たばこ税につきましては、平成２６年の実績に基づき増額の予算を立てております。 

毎年県の税制係の試算を参考にしておりましたけれども、今年は税制改正の大綱の発

表が遅くなったために予算計上時に間に合っておらず、当町の傾向と実績に基づいた試

算として今回の予算を計上してあります。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 再度でございますけれども、地方交付税についての考え方でございます。 

これは町長という立場の中で言いづらい部分もありますけれども。 

地方交付税につきましては、地方が受け取る権利のある税だというふうに交付金だと

いうふうに思っております。 

これは国の施策によっていろいろ変わってくるわけでありますけれども、地方の自治

体にとりまして、やはり地方交付税というのは一般財源分については特にそうですし、

その辺のところをしっかりと国の政策として打ち込んでいってもらいたいという思いを

持っております。統計的には依存財源に入ってまいりますけれども、私の認識はそんな

思いを持っております。 

それからこれもこういった場で発言することかどうかわかりませんけれども。今ふる

さと納税だとかいろんな形で地方を元気にという形をとっておりますけれども、現状を

見ますとやはり子供たちが育って、中学卒業、あるいは高校卒業して、それぞれ都会へ

行って都会で働いて都会に税を納めていく。そのような形の中で、非常に短絡的な考え
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方かもしれませんけれども、やはり３０歳なら３０歳までは生まれ育って、いろいろと

地方の中でいろんな政策の中で育っていった皆さんが、地方に税を納めるというような

形というものも、大きな見地の中からは国も考えていくべきではないかなというふうに

思っております。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 地方交付税の関係の本年の見通しと関連についてお願い

をしたいと思います。 

本年度の地財計画によりまして、０.８％の減額ということで起債をということできて

おります。 

昨年は１％ということでありました。本年度の一応決算見込みに対するもので、９９.

２％ということで、２１億４，５００万円という形をとらさせていただきました。 

全体的に地方交付税の関係上がっておりますが、特交につきましては、通常分を減ら

させていただいております。というのは、平成２５年の実績で、それまでの特交分、山

村振興という部分がだいぶ減らされてきておりましたので、その関係で特交につきまし

ては昨年より減額を見込まさせていただきまして、計画をさせていただきました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） そのほか質問はございませんか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） それでは質問させていただきます。 

今年度の予算の中で、性質別の経費として人件費のことがあるというふうな形は、昨

日町長のお話の中でもあったと思います。今回、職員も大幅に増えるというふうなこと

もありますので、私自身は人材というものに関しましては非常に大事なものであります

し、そういった部分の費用に関してはできるだけ惜しみなくというふうな考えを持って

おりますが。 

ただ、人件費の中でも、正規の職員もありますけれども、人件費に入ってこないと思

いますけれども、臨時職員の方々の存在もあるわけです。そういったものが一丸となっ

て、行政の運営を支えているというのが実態だろうなというふうに思っておりますし、

大変ありがたいことだというふうに思っております。 

そういった中で、ちょっとやや細かいことになりますけれども、各会計の中の人材に

ついて、人材の登用について少しお聞かせいただければというふうに思います。 

一般会計の例えば７５ページですけれども、一般会計７５ページの商工費のとこです



 －79－ 

ね。商工費の款項目の目の商工総務費のところになります。 

人件費関係ということで給料、それから職員手当など、それから共済費と並んでおり

ます。前年と比較しますと、大きくというわけではないですけれども、他の勘定科目に

比べるとやや上がっておりますので、人の異動などがあるのかなと思いますが。 

昨年までここに臨時職員の給与ということで２３０万円が計上されておりますが、今

年はなくなっております。ということは、臨職の方がどこかに異動になって正規職員で

賄うことになったのかなと推察されるわけではございますけれども、こういったところ、

商工費のことに関してですけれども、どういうふうなお考えのもとにこういうふうな形

になっていくのかというのを、総合的にちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

あと２カ所ありますので、それも合わせていただければと思います。 

同じく一般会計８２ページですね。 

８２ページの款項目の目の道路橋梁総務費のところです。 

こちらも上から節で給料、職員手当など共済費と並んであと賃金というのが並んでお

ります。ここも去年までは、臨職の方の賃金ということで４２６万円ほど上がっており

ましたが、今回なくなっております。代わりに節の７の賃金ということで、人事扱い賃

金というのが新しく３８４万９千円上がっております。こういったところもどういう人

材の計画に基づいてどういうふうな人事異動があって、それがまたどういう考えに基づ

いてこういうことをやっているのかなと。節を変えることがどういった意味があるのか

私もこの機に知りたいと思いますので、詳しく説明いただければと思います。 

同じく清流苑会計になりますが、清流苑会計の７ページでございます。 

清流苑会計の７ページの一番上です。営業費のところですけれども。こちらの節の４

番、共済費の方ですね。こちらも前年に比べて２５０万円大幅に上がっております。そ

の６ページの方の職員給料であったりとか、職員の手当やそういったものを見ますと、

さほど大きくは変わっておりません。ただ、今年その社会保険料だけが２５０万円もぼ

んと大きく計上されているということも、何かまたこの人材登用であったりとか、配置

計画にいろいろなんかのお考えがあってこういうことをやったのかなというふうに思っ

ております。 

代表的な例を３つ挙げましたけれども、今の例に鑑みまして、人材登用の方向性を教

えていただければというふうに思います。 

それが１点でございます。 

あともう１点お願いいたします。 
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地域お越し協力隊についてでございます。 

一般会計に戻ります。一般会計の７０ページでございます。 

地域おこし協力隊は、議会の方からも早く導入をという声もありましたし、今年つい

に踏み切っていただきまして、非常に今期待されているところでございます。外部のこ

の新しい目が入って、地域に新しい風を起こしてくれることを非常に大いに期待するも

のでございます。 

地域お越し協力隊というのは、国からの交付金が非常に手厚いということも有名な話

でございますが。 

今回、地域おこし協力隊関係の費用をさらってみますと、７０ページの款項目の農村

観光交流センター費ですね。一番下ですね、下から２段目ですか、共済費のところから

始まって地域おこし協力隊の社会保険料８７万３千円。その下の賃金は５９７万６千円。

続いて７１ページにいきますと、今度は旅費のとこですね、地域おこし協力隊の旅費が

７０万９千円。その下の需用費活動消耗品ほか５４万２千円。その下の燃料費３８万６

千円。その下の役務費にいきますと通信費が１８万円、広告料が５４万円。さらに７２

ページにいきますと、上からいきますと、やはり地域おこし協力隊の今度公用車のリー

ス料が９０万円。それから住宅の借り上げが２１０万円という結構な額になっておりま

す。その下パソコン４２万円、いす・机２４万円。その下の今度は負担金のところであ

りますけれども、研修会で２４万円。こんな感じで全部合わせてみたら１，３００万円

余というふうな費用が計上されております。 

国からの補助というか、交付金に対して、どのぐらいの部分が一般財源から出ている

のか。また、この地域おこし協力隊、当初３名というふうなお話で伺っておりましたけ

れども、現実にはまだ１名だというふうな話も聞いております。 

そういった中で、この予算は人数も含めてどういう見通しのもとに、この地域おこし

協力隊の費用を１，３００万円余の計上をなされているかということについてお聞きし

たいと思います。 

以上２点、お願いします。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） それでは一般会計の人件費につきまして、私の方からお答えをさせ

ていただきます。 

まず、商工費の関係でございます。商工費、一般職員の給与が増えております。これ

は職員を１名増員をしております。部署につきましては、まつかわの里、あるいはフォ
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レストアドベンチャー関係の業務であります。 

従来、ここの部署には係長職１人張り付いておりましたけれども、今清流苑の総支配

人と主任の２人で、清流苑関係、それからまつかわの里を運営しております。 

どうしても人の関係不足しておりますので、ここで１名増員をさせていただきまして。

従来ここに臨時職員がおりましたけれども、その方は正規職員に振り替えているといっ

たところであります。 

それから道路橋梁の臨時職員の関係でありますけれども、節の呼び方が人事扱いとい

うことになっています。これはすいません、人事扱いということではなくて、これ人事

扱いというのは予算の積み上げたときの基礎のいわゆる文言で使っておりまして、本来

は臨時職員ということで、節には従来どおり載せているんですけれども、従来と変わら

ない職員体制でありますので、字句の訂正ということでお願いします。 

○議長（関 克義） 片桐産業課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） お願いいたします。 

まず、清流苑の方の７ページでありますけれども。 

４共済費でありますが、この部分であります。これは７の賃金でお世話になっており

ます職員の皆様の社会保険料という位置づけになりますので。一般職というかその職員

の総務費の方の職員のではなくて、営業費の方の清流苑の方の常勤の職員の方等の賃金

に対しましての共済費になります。 

共済費につきましては、昨年と比較しまして２５０万円増というふうに形になってお

ります。一方、賃金の方は４８９万２千円を増額させていただいておるところでござい

ます。 

若干賃金の増に対しまして社会保険料の増が多いという感じがいたしますけれども、

ここにつきましては前回の委員会の時にもご指摘いただきましたが、清流苑の職員の賃

金については、年度の途中で固定的な部分については年度当初に盛るんですけれども、

流動的な部分については年度の途中で補正させていただくというとこがありまして、途

中でこう補正をしてきた経過があります。そこをちょっと当初の段階で、は少し精査が

足りなかった面がありましたので、本年度その指摘をいただきまして精査をしたところ

このような結果になったというところでございますので、特に条件等に変更が生じたと

いうことではございません。 

それから一般会計の７１ページの前後にあります地域おこし協力隊の経費でございま

す。 
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地域おこし協力隊の経費につきましては、今年度３名の部分を予定しております。内

訳としましては、１名につき４００万円になります。４００万円が３名ですから１，２

００万円ということになりますが、プラスして各団体、各市町村ごとに１年間に２００

万円の募集経費が認められております。それを足しますと、合計で１，４００万円が今

回予算計上した額になります。 

説明欄のところに、細かく地域おこし協力隊という形で記載されてないものも含まれ

ておりますので、議員ご指摘のとおり１，３００万円にもうちょっと加えて、全体とし

て１，４００万円ちょうどが計上されております。 

財源につきましては、すべてこれ交付税で措置されますので、一般財源の持ち出しは

ないということになっております。 

それから１人あたり４００万円の経費の内訳といたしましては、ご本人にお支払いす

る報酬といいますか賃金が２００万円までということになっております。それからそれ

以外の２００万円につきましては、活動経費ということで認められておりまして、都市

部の方から地方におこしていただいて、活動していただくことになりますので、この経

費を住居費に充てていいということになっておりまして、今回住居費の方に充てており

ます。 

町の方には、町営住宅もあるわけですけれども、町営住宅の現在、空き家もあるわけ

ですが、新規就農の受け入れ等に活用させていただいておる面がありますので、町営住

宅と言いましたが教員住宅になりますけれども、ありますので、そちらの方はちょっと

活用できないということで、民間のアパートをお借りするように考えております。 

それから活動される皆さんがばらばらに住まれるよりは、できる限り同じアパートに

住んでもらった方が、情報共有という点でいいかなということもちょっと考えたりして

おります。 

それから車両につきましては、活動車両ということになりますので、ご本人が個人的

に使う車両ではなくて、役場の方に勤務していただいて活動を行っていただくための車

両のリース料になります。 

それから３名の予算編成の方針でありますけれども、現在内定している方がお一人で

す。東京出身の方で観光の面で活動していただきたいと思っている方でありまして、男

性の方です。２０代前半の方であります。 

その方につきましては、観光の面も特に山、登山、山の方が非常に個人的に活動して

いるということもありまして、そういった面を活かしていただきたいなと思っていると
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こであります。 

それから現在、その後募集を行ってきておりますけれども、１名の方の応募がありま

して、その方は女性なんですけれども、現在まだ決まっておりません。試験の方へ進め

てまいりたいというふうに思っております。 

それから今回募集をやっていましてわかりましたのは、なかなか新卒の方を採用する

ような方法だとうまくマッチしないなということがありますので、随時募集するような

形で、一本釣りのような形ではありませんけれども、一人一人きちんと見て採用してい

きたいということで、今後随時募集していくような形ですので、応募があればその都度

判断していきたいと思っておりますので、そういったことも含めて３名募集していきた

いというのが予算編成の方針でございます。 

以上であります。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

地域おこし協力隊に関しましては、それで国の方で見てもらえるというふうなお説で

ございましたので、非常に心強いなという思いもありますし、その中で最大限地域のた

めに汗を流してくれる方を一日も早く確保して、現場で、活躍してほしいなと思う次第

でございます。 

そのためにいろいろと方策を作っていただいたりとか、環境を整えていただいたりと

いうふうなことがしっかりとやられているというふうに思います。ぜひ今後ともそうい

た部分に関しまして、お願いしたいと思います。 

卑近な例でございますけれども、近隣の町村にも地域おこし協力隊の事例というのは

たくさんありまして、私どももいろんな視察や講演などで見させていただきましたけれ

ども、やはりいろんなポイントもあると思いますけれども、大事なものの一つの中に、

やはりその役場の方のバックアップ体制ですね。いわゆるその呼んでそのままお任せし

てしまってというのが、なかなか大変だというふうなことも聞いておりますし、いわゆ

る役場の方で陰になり日向になり、常にバックアップすることが、彼らの力を最大限伸

ばすポイントだというふうに私は見ました。ですので、そういった部分も含めて、ぜひ

ご検討いただき、活用いただければうれしいなというふうに思います。 

それから人件費に関しまして説明いただきました。私の言わんとしているところは、

いろんな事情があって配置換えがあったりとか、また臨時職員の方が正規の職員になっ

たりということに関しまして、大変いいことだというふうに思っております。逆に言い
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ますと、臨時職員の方々のやはり給与の格差というのはどうしても生じてしまうという

ような事情はわからないではないですけれども、それが仕事の評価やそういった部分ま

で反映されることがないように、やはり同じ働く仲間ですから、そういうふうな意識で

また役場の力を十二分に引き出すために引き上げていただければというふうな考えでお

ります。 

８２ページの今お説にありましたけれども、８２ページの先ほど指摘したところ、い

わゆるその臨時職員賃金と書くべきところを人事扱い賃金というふうな項目で予算書に

上がってくるということに関しましては、ちょっと正直そういう事情だったということ

であれば、やや残念な気もしないこともないです。 

国の方でも今、その派遣社員について、人扱い、物扱いなんていう発言で大いに揺れ

ているとこでございます。そういったことも考えますと、やはりこういったことに関し

ては細心の注意が必要なんじゃないかなと思いますし、臨時職員の方々も１２０％の力

で仕事に打ち込むことができて、さらにそれをきちっと報酬で担保するということのそ

ういう姿勢がやはり求められるんじゃないかなと思います。 

以上のことにつきましてちょっとご意見を伺えたらありがたいかと思います。 

お願いいたします。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） 近隣の町村の話もやはり聞いておりまして、議員おっしゃられ

るとおりで、役場等役場の職員、担当する部署の職員とそのおこし協力隊との職員の中

で、やはりきちんとコミュニケーションをとって、お互いにいいところを連携しあうと

いうようなことがなかなかとれないとなかなかうまくいかずに帰ってしまうというケー

スも伺っておりますので、その点についてはこれまでにも何度かご意見いただいており

ますし、しっかりと注意してやってまいりたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） 表現の仕方につきましては、訂正の上お詫びを申し上げます。 

また、職員の処遇改善につきましては、毎年見直しをかけております。また、今年も

近隣の市町村の実態、状況等もお聞きしながら、今調整を進めておるところでございま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 人件費についてでございます。 

昨日全協でも、新規採用等につきまして、２７年度多くの皆さんを採用いたしてまい
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ります。 

人件費比率というのが叫ばれるわけでありますけれども、これは予算規模が大きくな

れば予算の総額によって構成比は変わってまいりますので、なかなかいえない必ずしも

当たっているというふうには思っておりませんけれども。 

２７年度の予算では、おおむね１８％ぐらいに標準財政規模からいくとなるんではな

かろうかなというふうに思っております。 

今、手元にある１０年前の人件費の金額でございます。金額を見ておりました。平成

１８年が７億９，０００万円。それからそれ以後７億５，０００万円、７億４，０００

万円、７億２，０００万円、７億４，０００万円、６億８，８００万円、６億８，５０

０万円。だんだんにこういう形になってきております。 

この人件費の金額、いわゆる民間企業、零細企業でもありますけれども、まずいわゆ

る改革を行っていくと、まず目にするところは人件費です。人件費を削れという形で、

そういう形で国も全体的にもそういう動いてきております。 

しかしながら、絞りに絞ってこの人件費を絞ってきたがために、問題になるのはそれ

だけの人数がいかに働いたが一番の問題であります。単なる金額、人数だけで想定して

いくことは私は違うというふうに思っております。 

今、松川町に置かれている状況、あるいは事業内容、それからこれから臨んでいこう

とする事業の内容を見たときに、はたしてそれが人数と合致しているかどうか。この判

断というのは非常に難しいわけでありますけれども、今回初めてでありますけれども、

大きく一歩前に踏み込んだ形でやってまいります。いろんな採用方法につきましても、

ひとつ違った形の中でやってきております。 

そうしたことで、この人件費の総額というものをご理解をいただきたいなというふう

に思っております。 

町長としての考え方でございます。 

○議長（関 克義） ほかに質疑ありませんか。 

菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） まず、一つお伺いをしたいと思いますが。 

１０１ページでございます。保健体育費の中で保健体育総務費というところでござい

ますけれども。その中にハーフマラソンという項目４５０万円のこの詳細についてお聞

きをするわけですが。 

先般１月の１５日に予算書の案を発表されております。その中にスポーツ振興費を３
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６０万円。それからその町の負担４５０万円の中から引きますと９０万円。その詳細に

ついてもお聞きをする中で、寄附金を５０万円町から集めるという、総額では１，６８

１万２千円というような膨大なお金を費やするわけでございますけれども、その中には

参加費の負担金が１，０７０万円というような参加費を予定されており、参加者を２，

３００名を募集するというような形の中に今出ておりますけれども。その中で松川町か

らの今の予算の中では９０万円。 

この大会についての費用でございますけれども、やっぱり寄附金とそれから参加者か

ら集めるというような形の中ですが、その詳細をちょっと説明をまずしていただきたい

と思います。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） ハーフマラソンについてのご質問でございます。 

寄附金に関してですが、ロードレースが第８回昨年まで行われてきて、やはり実行委

員よりそれぞれ企業さんですとか回っていただいたり、個人の皆さんからも寄附をいた

だいた経過ございます。 

記憶によりますと、おおむね３０万円くらいということだったんですが、もう少し広

げて５０万円くらいを目途にやってまいりたいということであります。 

参加費に関しましては、それこそ前段の資料にもございましたが、ハーフマラソンが

参加費５，０００円であります。あと５ｋｍで大人の皆さんが４，０００円。あとお子

様、子供の皆さん方が３，０００円。あと３ｋｍで大人がペアで４，０００円というよ

うなことで、人数が総体的に今議員申されましたように２，３００人くらいを予定して

おるところでトータル１，０７０万円というような内容でございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、課長から答弁がございましたけれども、誤解のないようにしていた

だきたいんですけれども、寄附金を行政が集めるということはできません。町は主管で

ある実行委員会の皆様方が寄附金とかいろんなことは考えていただくことで、行政が寄

付を募ってということはできることではありませんので、その辺のところはご理解をし

っかりとお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） 昨年は、ロードレースだったと思いますが、松川町からは予算が出てな

かったような気がします。ロードレースに対しては。 
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今度は今年は果樹１００周年というような形の中で計画されたのかなというような気

持ちもありますが。 

９０万円というような予算ですが、そのこのスポーツ振興くじ助成金というのは、ど

ういう形の助成金か、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） ロードレース実行委員会に関しましては、昨年まで１００万

円の補助が町から出ております。 

それとあとスポーツ振興くじ助成金、いわゆるｔｏｔｏでございますが、町が補助金

を出す分の４／５を補助していただけるという、そういう内容でございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） よろしいでしょうか。 

熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） それでは質問させていただきます。 

今回平成２７年度一般会計予算が、５９億１，２００万円ということで示されました。 

地域創生のまち・ひと・しごとの補正を本議会の最終日に示されるというようなこと

で、その額が１億２００万円と聞いておりますので、総額では６０億１，４００万円の

予算が計上されるということで見込まれると思います。 

骨格予算とはいえ、公民館改築もあり、前年並みの大型予算であると黒澤議員同様私

もそう思うわけでございます。 

それでは概要の３ページの下を見ていただきたいと思います。 

毎年示される自主財源比率と依存財源の部分でございますが。本年は自主財源比率が

マイナス１１.２％と前年より下回って３３.２％というふうになっております。先ほど

説明がありましたように、町税の２，３００万円の減などが一因であろうかと思います

が。自主財源比率という部分ではマイナス１１.２％ということであります。 

これにつきましては、財政調整基金の繰り入れ、あるいはふるさと納税などの寄附金

などの増額がこの比率については関わってくるわけで、また事業規模の大小にも関わっ

て、事業費を縮小すれば当然のことながら自主財源比率は高まるわけでございます。 

これについては、町長先ほど言われましたように、３割自治というようなことで言わ

れておりますが、はたしてそれがいいことであるのかどうか。地方交付税との相関関係

もあると思いますが、財政基盤の確立という観点からして予算を組む上で、この実質財

源比率ということを執行者としてどうとらえ、どう考えられておられるか、まず１点お
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聞きをしたいと思います。 

それから２点目でございますが、一般会計の歳出６７ページでございます。 

６７ページの下、３目の農業振興費で遊休農地対策会議で１３，０００円、それから

めくっていただいて６８ページの１１節の需用費でありますが、遊休農地対策資材ほか

ということで７５万９千円ということで、遊休農地対策事業への取り組みということで、

ほかにいろいろあろうかと思いますが、その２点がわかりやすかったので質問いたしま

すが、計上されておるということではございます。 

概要によりますと、対策会議によって具体的解決策、解消策の検討を行うとともに、

多様な手法による遊休農地再生への取り組みを支援すると示されておりますので、その

内容詳細についてお聞きをしたいと思います。 

それから３点目でございますが、水道会計一番下の方でございますけれど。水道会計

の２９ページの１５節、委託料アセットマネージメント導入調査ということで１，６２

０万円が計上されております。 

アセットマネージメントにつきましては、その都度ご説明をいただいておるわけで、

２８年度までの総額の３，０００万円の半額を今年度計上されたというふうに思います

が。既に今年度２７０万円かけてのこのアセットマネージメント作業に取り組んでおら

れるわけで、その経過、その状況等を説明していただき、そこから見えてくる対応につ

いてもお聞きできればと思います。 

以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 自主財源についてでございます。 

この比率につきましては、事業を減らして事業規模を小さくすれば自主財源の比率は

高まるという熊谷議員の言われるとおりでございます。 

それで昨年今年２６年２７年度もそうでありますけれども、国庫支出金の比率、県支

出金の比率が高くなっているということは、それだけ国や県から有利な補助をもらって

事業を遂行をしているということになるんではなかろうかなというふうに思っておりま

す。 

手元にも今、資料を持っておりますけれども、金額、国からの支出金の金額というの

は、非常に大きくなっているのが現状でございます。 

予算を編成するにあたって、自主財源比率を高めたいから事業を縮小をしていこうよ、

こういう考え方は持っておりません。その事業自体が松川町の財政状況、できることな
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のかできないことなのか、思い切ってやるべきなのか、しばらく先へ送るのか、これら

はやはり財政状況を自主財源の比率ということじゃなくて、町全体の歳入状況を見なが

らやっていくというふうに考えております。 

自主財源比率は、おおむね高くて３７、３８というのが今のここ何年かのずっと流れ

です。３３、３５から３７、３８というところでございます。 

これをそいじゃ４０％にせめて４０％という思いはございます。しかしながら、それ

は要するに事業内容によってくることでございまして、その辺のところはとにかく事業

と町全体の予算のバランスを考えて事業を遂行していきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（関 克義） 遊休農地について。 

片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） 遊休農地対策会議６７ページにつきましては、遊休農地対策会

議という組織を設置しておりますので、その対策会議に出ていただいております地元の

委員さんの報酬という形になります。 

それから次のページの６８ページの遊休農地対策資材費につきましては、その遊休農

地対策会議の点といいますか、関連します事業がいくつかあります。例えばふれあいガ

ーデンという市民農園のような形ですね。それから耕作放棄地の解消の一部でもありま

すけれども、アルプスひまわりロードの取り組みですとか、ハロウィーンのカボチャ畑

ですとか、そういったものを取り組んでおりますので、そういったものの資材。 

それからそういったものを活用した場合のイベントでの販売促進のＰＲへの資材なん

かも用品なんかもこちらの方で対応しているということでございます。 

以上です。 

○議長（関 克義） アセットマネージメントについて。 

福島環境水道課長。 

○環境水道課長（福島敏美） アセットマネージメントについてでございます。 

アセットマネージメントにつきましては、平成２６年から２８年度までという３年間

をかけて行う事業でございまして、債務負担行為をお認めいただいておるところでござ

います。 

本年度につきましては、初年度ということもございまして、工事履歴の資料収集、デ

ータ化でありますとか、財務状況のデータ化等行ってきておるところでございます。 

この作業が荒くなってしまいますと、精度の低いものになってしまいますので、そこ
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ら辺を注意して進めておるところでございます。 

平成２７年度につきましては、水道施設の現地調査から始まりまして、水事業の予測

ですとか、耐震化計画、また危機管理マニュアルですとか、水の安全計画というような

部分。また、施設の更新計画等にも着手してまいりたいというふうに考えております。 

このアセットマネージメントにつきましては、水道の経営審議会の方からもご意見を

頂戴をいたしておりますけれども、このアセットマネージメント全体、また施設の更新

計画、またこれからの財政計画等も踏まえる中で、また審議会の方にもお諮らい申し上

げてまいりたいというふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） 自主財源比率について、町長より答弁をいただいたわけでございます。 

３割自治というような言い方もあるわけですが、これは経済自立度という判断の中で

も町長も言われましたけれども、４割４０％近くに持ち上げるということが一番良いわ

けでありますが。町長言われるとおり、事業内容、大きな事業をすれば当然この自主財

源比率というのは下回ってくるというそういうことでございます。 

答弁の中では、この自主財源比率というよりは、事業内容を充実した予算をしている

ということでございます。 

この経済自立度ということになりますと、出を制して入る方をどう施策として組み込

んで収入を得ていくかという、町長の言われる松川町株式会社ということになれば、収

入をいかにして得ていくかということが、非常に財政基盤を確立していく上にも非常に

大事な分野かなというふうに思うわけで。 

今の景気状況によりますと、なかなか明るい見通し、先行き不透明というような部分

も見えてくるわけでございますので、私が思うところ、やはり将来展望と申しますか、

将来の財政の長期シミュレーションというものをある程度鑑み、示し、町民にも表して

いくという作業も大事ではないかなというふうに感じておりますので、その点について

再度お聞きをしたいと思います。 

それから遊休農地対策でございますが。 

これは私たち議会といたしましても、政策討論会、あるいは農業各種団体の皆さんと

懇談会する中で、担い手をどうしていくかというようなことを論点に一生懸命対策を練

って、今提案書をまとめているところでございます。 

そういう中で、もう少し遊休農地対策について一歩踏み込んだそういう施策を考えて
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いただきたいというふうに思うわけで、各農業者団体との会合、それからふれあいガー

デン、ハロウィーンパーティーというようなことも非常に大事ではございますが、もう

少し踏み込んだ中の遊休農地対策というものをしていかないと、どんどん果樹園は現在

もチェーンソーの音を立てて元から切られておると。梨やりんごの木がどんどん切られ

てしまうと、一本を植えても１０年ぐらい新ワイ化植えても３年くらいは収入は得られ

ないという、そういうようなことでございますので、議会でも担い手が入りやすいよう

な暫定管理制度というものである程度管理をしながら、担い手を育成し、そこへ参入し

ていただくという、そういうようなことを早急にやるべきではないかというような意見

も皆さんからも出ておりますので、そういったことについて多くのお考えをお願いした

いと思います。 

３点目のアセットマネージメントにつきましては、この経営審議会の中でもこのアセ

ットマネージメントをした上でないと、なかなか判断がつかないということの中で進め

られておりますので、その計画を見て、これからの老朽化した施設についての方針計画

とか、そういったものに入っていくということであろうと思うわけで、それにつきまし

てはだいぶ老朽化というようなお話も聞いております。そうするとかなりの今後の水道

会計についても財政負担が発生してくると、そんな考えを持っております。それについ

て答弁をいただきたいと思います。 

以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 自主財源の比率でございますけれども。 

昨年と比べますと、ご覧いただくとわかりますけれども、繰入金が２億円以上減って

おります。これ自主財源に入ってまいります。 

これは基金を取り崩して繰り入れてくるお金が減ったということでございます。昨年

は北部の火葬場だとか、広域の関係で基金を取り崩してきております。その金額が減っ

たということでございますので。 

必ずしもこの比率、数字というのは一人歩きするところがあるんですけれども、やっ

ぱり大事なのは金額そのものだというふうに思っております。どういう流れをしてきて

いるかということは、その金額で読んでいかなくてはならないかという思いをしており

ます。 

それから経済自立度の話が出ました。 

これはその地域において農業、観光、工業、この３つの分野でどれだけ稼ぎ出してお
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るかという数値だというふうに思っております。 

以前１０年あまり前には、地方事務所の商工課長が、その数字を飯田下伊那たたき出

しまして、上伊那との比較、上伊那より下伊那は劣っていると。なぜなのかというよう

なことで、私もちょうど議員になる時でありましたので、しっかり見させて勉強をした

覚えがございます。 

農業と観光業と工業で稼いだお金が地域の中に回って、様々な商業だとかいろんなも

のに波及効果があるということでございました。それが飯田下伊那が一番県の中でも劣

っているというような数値でございました。 

それらもしっかり思っておりますけれども、やはり人、物、情報を動かすことで経済

が回っていくという思いを持っております。いかに交流をすることか。そしていかに交

流を深めていくには、おもてなしの気持ちがどれだけあるかということにつながってい

くんではないかというふうに思っております。 

それからこれから課長の方から細かい答弁があろうかと思いますけれども、様々な事

業、イベント、いろいろやっております。私はそれらの人たちにものすごく感謝の気持

ちと継続してほしいという思いを持ちながら、それだけの基盤があるから次のステップ

へ進んでいくということ。今、熊谷議員ちらっと内容が含まれているのかどうか。一つ

一つの事業自体のどうのこうのじゃなくて、そうした事業が松川町には非常にたくさん

ある。それをどう活かして次にまさにＰＤＣＡだというふうに考えております。 

それをしっかりと受け止めて、次のステップに持っていくということができるかどう

か。これは非常に大きな課題であるとともに、重要なことだというふうに考えておりま

す。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） 遊休農地対策に対しまして、私の方からこの予算に関する部分

についての説明をさせていただきましたが。 

遊休農地対策という言葉は、土地利用の面で対策するという面とやはりその農業の基

盤をしっかり作っていかなくちゃいけないということの課題がこの言葉に表れているん

だろうなというふうに思っております。 

そういう意味ではおっしゃられるとおり、ほかもちょっとちゃんとしたことやらない

というか、本質のところはやるべきだというご意見かと思います。 

遊休農地の現在の状況でありますけれども、平成２０年度から面積把握しだしまして

から、平成２２年から約２２０ｈａ、全町でという数字で、だいたいその辺で前後で推
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移しておりまして、高止まりといいますか、逆に急速に増えているというとこなくて、

その数値で推移しているという状況でございます。 

その中で、今年のところは、平成２６年度は産業振興プロジェクトということで、農

業法人だけではなくてほかのものも含めてということでしたが、農業のことも考える中

で、３つの事業を新しく行いました。それは遊休農地対策につながるものというふうに

考えておりますが。 

一つは、農業経営アンケート調査です。これにつきましては、１，４００余の農家さ

んに送らさせていただいて、５０％という見込みよりは非常に高い数字で回収を行いま

して、今まとめを行っておるところでございますので、またこの３月の委員会、あるい

は全協でご報告、概要をご報告をさせていただく段階になっております。 

そこにはやはり様々なその経営状況あるいはいろんなその遊休農地の利用もあります

ので、今後に活かされていくのではないかなと思っております。 

それから受け手となります農業法人の情報交換会というものもゼロ予算ですけれど、

今年度２６年度から始めているというとこであります。 

また、地域おこし協力隊の取り組みなんかも移住交流、あるいは新規就農の受け入れ

という点で、遊休農地の対策になるかなと思っております。 

一方でやはり課題として見えてきましたのは、改めてやはり労働力の補完確保、担い

手も含めて、それから営農地園地継承の課題かなということであります。つまりこれ課

題ということになりますと、民間では解決できないということですから、行政がここの

点について何かやっていく必要があるのかなというところを今思ってはおります。 

来年度に向けましては、遊休農地対策というところでは載っておりませんが、地域連

携推進員ということで、農地の利用調整を推進する方を１人設置していくということで

考えております。 

これは今私も申し上げました課題とそれから農業経営アンケート調査でいただいたデ

ータを活用して、その課題のところを解決していくというところに一歩取り組んでいき

たいなというふうに思っています。 

来年度についてはそんなようなことを進めていきたい。そんなふうに思っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 財政の見通しというような中からまちづくり政策課の方

からお願いをしたいと思いますが。 
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町の方でもまちづくり実施設計計画ということで、３年ごとのローリングをやってお

りまして、その都度事業の見直し等をやっておりますが、財源が伴うもの、また一般財

源をすべて繰り出さなきゃいけないようなもの。そういう中で、財源の状況を見ながら、

先送りするものはというような判断をさせていただいております。 

また、初日の町長のあいさつの中でありました昭和代に作りました施設等が老朽化が

著しくなっております。また、人口減少に伴いまして、それだけの施設が必要になるか

ということも問題になっておりますので、松川町としましても公共施設等の管理計画書

を現在作成中であります。 

それと第５次総合計画を今やっております。今後、基本計画になってまいりますと、

実質的な事業が５年間の中での事業を繰り出すような形になっておりますので、そうい

う中で財政試算等含めまして、財政計画の方を立ててまいりたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 福島環境水道課長。 

○環境水道課長（福島敏美） ただいま行っておりますアセットマネージメントの中の更新計

画というのは、将来にわたる水道経営に関しまして大変重要な部分であるというふうに

考えております。 

例えば中切の浄水場ですと２５年以上既に経過しておるところでございますし、ほか

の浄水場、配水池につきましても年数が経過しておるところでございます。 

また、基金につきましても、既に２０年使った機器があるように、対応年数を超えて

も修繕等を行いながら大切に使わせていただいておるところでございます。 

また、今回行いますアセットマネージメントの中で、老朽化施設の更新計画も立てて

まいりたいと思っておりますけれども、その中には財政状況が大きく影響してくるよう

に考えております。それを踏まえた中で、これから将来にわたっての平準化した更新計

画を、できるだけ精度が高い形で仕上げてまいりたいというふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） ただいまのアセットマネージメントにつきましては、粛々とやっている

ということでございますので、またその都度その経過についてまたご説明いただけたら

と思っております。 

それから遊休農地対策につきましては、法人化をしている人たちとの懇話会、それか

らアンケート調査等のお話もございましたので、そういう中から明るい光明が見えてく
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ればいいかなというふうにも思いますし、その実態に基づいたことをしっかり受け止め

て検証して、次へのステップにしていかなければいけないなということを感じておりま

すので、またお示しいただければと思っております。 

それから財政の健全化ということでございますが。 

公共施設のマネジメントをやられておる中で、財政施策について考えていく。それか

ら５カ年計画の中でも考えていかれるということでございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

また、町長からは、経済自立度という話の中で、農業、観光、工業の稼いだ部分につ

いてを町に加入させるということが一番財政にとって大事だということの中で、いろい

ろ松川町は本当に自主的な活動、自主的なイベントを住民自らの力で築き上げていく部

分がたくさんあります。それは地域にとっても非常に大事な部分であり、賑わいの創出

という部分で、そういったことの中で財政部分も生きてくる。財政が動く、そういうふ

うに受け止めております。 

ガバメントからガバナンスという言葉がございまして、行政の上意下達というよりは

自分たちでやはり地域を作っていくという、そういうやっぱり地域協働のまちづくりと

いうものが一番大事かなということを感じております。 

そういったことを含めて、今後健全財政に努めていただければと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

ここで休息をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは１１時まで休憩といたします。 

 

休  憩  午前１０時５０分 

再  開  午前１１時００分 

 

○議長（関 克義） それでは会議を再開いたします。 

質疑ございますか。 

森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） それではお願いをいたしますけれども。 
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今回骨格予算ということで承知をしておりましたので、この予算書を見させていただ

いて、ちょっと私が考えておったのとは違っておりましたけれども。 

５９億１，２００万円というようなことで、非常に大きい予算というふうに思ってお

ります。 

継続ということを町長が申されておりまして、非常に大事なことだというふうに思っ

ておりますが。次に向けても、町長の意欲も旺盛だというふうに感じ取った部分もあり

ます。感想を一言申し上げます。 

それから細かいことで質問をさせていただきますが。 

まず、一般会計の４１ページであります。 

この中に情報政策費がございますが、１０目の情報政策費でありますが。ページは４

２ページ、次のページになります。この公共情報番組等制作放映委託料ということだと

思います。これで１，０００万円、新規に新しく事業として載ってきております。 

承知をしておる部分もあるわけでありますが、新しいことでありますので、これにつ

いて報告をいただきたいと思います。それが１点であります。 

それから婚活のことについてお聞きをしたいというふうに思っておりますが。 

５０ページに社会福祉総務費でありますが、この中でこの中の補助金の項目があると

思いますが。結婚支援のイベント事業が昨年は３５万円あったというふうに思っており

ますが、今年はこれがないということであります。 

北部地区への負担金というようなことで１４万円ほど増えております。この北部の５

町村でやっております婚活の事業も、非常に今年で４年目でありますか、成果も上がっ

てきておるというふうに思っておりますけれども。 

私は昨年もそうでありましたが、消防団員の皆様がイベントやるだとか、あるいはそ

の他にもありましたけれども、町独自でもやはり予算を持ってやることが非常に良いと

いうふうに思っておりましたので、今回もこれでいきますと町独自の事業がないという

ことかな、予算がありませんので、そんなふうに思いますが。これらについてどんなお

考えでこうなったのか、ちょっとお聞きをしたいかなと。 

それから３点目でありますが、介護のところでお願いをいたします。 

介護事業の特別会計でありますけれども、これの１１ページであります。 

コミュカフェの利用料というようなことで、３７２万円計上がされております。歳入

の方でありますけれども。これが昨年は９０万円ほどこの利用料というようなことで増

えておりますけれども、利用者負担金であります。 
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非常に好評といいますか、事業としては非常に着目も良かったし、利用されるという

ようなことで、今まだ健常でも元気でみんなと交流をしてそういう事業でありますので、

非常に大切な事業だというふうに思います。 

体のことばっかでなくて、精神の心身の安定にも資するところもありますし、やはり

いくつになっても大勢の中で大勢の方たちの中で交わるということは非常に大事だと思

いますが。 

この９０万円ほどの計上で、どのぐらいの方の利用増を見込んでおるか。それから昨

年より増えておるということでありますので、状況等も含めてご説明をいただきたいと

思います。 

以上、３点お願いいたします。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） それでは４２ページの公共情報番組等制作の委託料でございます。 

町が９割出資します第三セクターのチャンネル・ユーさんへの委託料になります。町

では、本日の議会中継を含めまして５５０万円の年間の委託料をチャンネル・ユーさん

にお支払いしております。 

この８割方は、行政で使うインターネット、あるいはテレビ、音声告知放送でござい

ます。 

チャンネル・ユーの地デジ１２チャンネルから放映されます放送のうち、役場からの

公共情報の放送時間、これは議会、あるいは深夜の気象情報も含めてですけれども、４

割ということになります。 

この第三セクターが経営するＣＡＴＶ事業に行政情報を流すことによって、特別交付

税の措置が受けられることになりました。そこで従来、公共情報のものにつきましては、

委託料としては計上してなかったわけでございますけれども、今回その５５０万円の従

来の委託料に加えまして４５０万円を増額しまして１，０００万円という額をチャンネ

ル・ユーさんにお支払いしまして、公共情報等の委託としてまいりたいという予算でご

ざいます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 結婚相談、コミュカフェ運営のことにつきまして。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 最初に５０ページのところでの結婚相談事業のところの婚活事

業ということで計上してありました３５万円ですけれども。 
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実はこれ事業の方の事業費の方は減になっております。これは理由としましては、こ

れまで婚活イベントということを３回事業として行ってまいりました。その中で男女の

出会いというようなことの中で、イベントの方を計画してきたわけですが。なかなかそ

の出会いの場面を設定するのに、非常にその対象者の方々の募集から始まりまして、そ

の出会いの場面から次の段階に進むということの中では、なかなか効果が現れてこなか

ったというようなこともございまして、新年度の２７年度におきましては、このものを

見直しをしていきたいという考えを持っております。 

現在、予算の方には、計上になっておりませんけれども、県の方に事業の方の申請を

しておりますけれども、結婚イベント見直しをさせていただいて、出会いから恋愛です

とか結婚、さらには妊娠、出産、育児というようなことまでを含めましたライフステー

ジにおける必要な知識と結婚への意識を高めるといった支援講座の方を開催をしていき

たいということで、事業の方を計画をしておるわけであります。 

決まればまた補正の方でお願いをしてまいりたいなというふうに思っておりますけれ

ども、そんなことで変えさせていただくものになります。 

あと愛ねっと北部の方の事業費につきましては、実は事務所の方が移転になりました。

その移転になったことによりましての事務所の方にかかる光熱水費の方がかかってまい

りまして、その分について増額になってきているという状況であります。 

愛ねっと北部の方は、現在約６０名の登録者の方がございまして、主に年間６つほど

のイベントの方の事業を担っておっていただきまして、町の方の事業とはまた違った形

の中で関わりを持っていってもらうというようなことになっております。 

続きまして、介護保険の方のコミュカフェの方の利用料の件でありますけれども。 

昨年の６月からコミュカフェの方がオープンという形をとらさせていただきまして、

利用料につきまして１００名の１０カ月分という形で計上しておりました。２７年度に

おきましては、利用者の見込みを現在１４０名ほどありまして、だいぶ好評いただいて

おりまして利用者数が増えてまいりました。 

今回、さらに利用者数を増やしていくという中で、１５０名の１２カ月分というよう

なことで、あと１，０００円ですね、その利用料という形の中でこれが増になってきて

おるということでありますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） コミュカフェでありますが、私も６５になりましたので、一応権利があ

りそうだというようなことでたまにはというふうに思っておりますが、なかなか時間的
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なことがあっていけませんけれども。 

友人で初めて行ったという方が幾人もおりまして、非常に良いということで。 

将来は果樹園ばっかいっておらんように４人で麻雀をやったりいろいろしめいかなと

そんな話もしておりまして、非常に期待をしておる事業であります。 

新しい出会いもありますし、例えばいろんなものを作り出す喜びもありますし、そう

いうこともあったりするんで、ぜひ宣伝も一生懸命されて、１５０名というようなどう

も計画でありますが、ちょっと小さいかなというふうに思っておりまして、今現在もう

１２０から１３０ぐらいのお話も聞いておりますので、できるだけ積極的にその輪を広

げていただいて、利用される皆様が多くなるように、そんな施策をぜひお願いをしたい

というふうに思います。 

それからもう一つ今お話がありましたチャンネル・ユーのことでありますけれども。 

昨年からプラスしても４５０万円というようなことで１，０００万円というお話のよ

うでありますけれども。 

私も副議長を拝命をいたしまして、あて職というようなことでありますけれども、チ

ャンネル・ユーの取締役ということでありますので。私があんまりここで増額のことを

申し上げるのもおかしい話かなといいふうに思いますけれども。 

２８年度から新しい施設に移って、また新たな公共放送というふうに思って期待もし

ておりますが。 

常々町長もお話にもありますけれども、災害だとか、あるいは緊急の時に非常に大き

い効果を発揮するものでありますけれども、若い皆様という言い方は良いかどうかわか

りませんが、加入をされてない家庭も結構あるというふうに伺っておりまして、普段は

うるさいという方もおられるし、いろんなご意見もありますけれども、町に一つある公

共放送で非常に大切なものだというふうに理解をしておりますので、今回補助金もそう

いう良いのが見つかったというようなお話もあって、増額ということでありますが。 

あれの果たしておる役割というのは非常に大きいというふうに思っておりますので、

ぜひ経営が不安定になりますと基本的にはその利用者の利用料を上げてお願いせにゃな

らんという側面がありますので、町でもできる範囲の支援もして、健全な経営でいけれ

るようなそんなことが良いと思いますので、非常に今回良い予算であったというふうに

思っております。 

それからもう１点、この婚活のことでありますが。 

今、その生涯を通してという言い方はありませんけれども、そのライフスタイルを確
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立するためにいろんな講習会をしていくと。このことは非常に大切なことで、計画とし

ては非常に結構なことだというふうに思います。ただ、私自身が思うには、愛ねっと北

部ももちろん活動をする。こういうことというのは、どこかで１カ所やっておればそれ

でいいということではないので、ダブっても良いし、同じようなことをやっても良いと

いうふうに思っておりますので。 

今お話があった講演会とかその研修会、あるいは身だしなみのそういったもののやり

方を教えるとかいろいろありましょうけれども、結婚相談員の皆様が町にもお願いをし

て、頑張っておっていただけますので、私は愛ねっと北部の中に包含をして、それで事

足りるというようなことではなくて、やはり町としても事業としていくつかはやっぱし

継続していくと、そういう姿勢が大事だというふうに思っております。 

職員の皆様の負担も大きいと、このことも承知をしておらんわけではありませんけれ

ども、そうはいっても人と人を出会いを組み立てていくということが非常に難しい大変

なものもありますけれども、それなりにまたやりがいもあるし、非常に事業としては行

政で手助けをしにゃいかん、今そういう時代になったというふうに思っておりますので、

できたら予算をほしかったけれども。 

補正でも何でも良いというふうに思っておりますが、もう一度ご答弁をお願いをした

いと思います。 

○議長（関 克義） チャンネル・ユーにつきましては答弁は。 

○６番（森谷岩夫） お願いします。 

○議長（関 克義） それでは高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） チャンネル・ユーへの１，０００万円への支払いの根拠でございま

すけれども。 

チャンネル・ユーが自主放送番組制作した経費が年間２，５００万円かかっています。

その先ほど４割がこの役場からの情報ということで、１，０００万円ということを総額

を決めさせていただきました。 

そのうち先ほど来のその５５０万円の利用料に４５０万円を上乗せするといった中で、

特別交付税の対象になります。これが約４割ということになりますので、総額１，００

０万円のうち４割、４００万円ほどが特別交付税で対象されるということでなっており

ますので、その同額ぐらいを上乗せさせていただいたということになっています。 

これをもちまして、またチャンネル・ユーさんの健全経営に資するようにお願いして

まいりたいと思っています。 



 －101－ 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 婚活イベントと大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 婚活イベントにかかるところにつきましては、先ほどの北部地

区の愛ねっと北部の方での事業、年間８事業、また婚活相談等を継続して行っていくと

いうことのものと合わせまして、先ほど議員さんも言っていただきました町の結婚相談

員の皆さんとの事業のことにも関係しますが。 

町の結婚相談員の皆さんも、この辺のイベントのことにつきましては、非常に対象年

齢が高い皆さんが登録というようなことも実情ではあるようなこともありますが。その

皆さんのイベントの方は、合わせてそちらの方でもやってもらうということを行ってき

ております。 

そのことをやっていただきつつ、町の方におきましては、北部地区への負担の方で負

担金も出してお願いしている関係もありますので、イベントの方はそちらの方へ棲み分

けといいますかお願いしつつ、町の方ではこれまでの実施してきたもののイベントの方

をなかなか男女を集めてイベントをするというのに非常に苦労してまいりました。そう

いったところを見直しをということの中で、早い段階から結婚ですとか、それだけじゃ

なくて、人の幸せを考えるという考え方に基づきましてのイベントを開催してまいりた

いということで行ってまいりますので、結婚相談員の皆さんとも引き続き連絡を取りな

がら実施の方をしてまいりたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 結婚相談について、森谷議員の方からのご質問でございます。 

今、人口減少時代の中で、これから地方自治体として取り組んでいかなければならな

いということは、出会い、結婚、出産、子育て、仕事、住居、やはりこれらを総合的に

政策を打ちながら、１年や２年で済む問題じゃございませんけれども、長い期間をかけ

て、総合的な政策を打ち続けていくことだというふうに考えております。 

そうした中で、結婚イベントにつきまして、今までも町としてやってまいりました。

担当の方からも、町長毎年こういうふうにしてこういう結果でＰＤＣＡではありません

けれども、こういうふうでこういうふうにきている。次のステップとしてまた違ったこ

ともこういう方向も考えて良いと思うという提案がございました。今議会開会中に、補

正予算としてまた上程をされていくものというふうに思っておりますけれども、そんな

形をとっております。 

そして結婚ということでございますけれども、今少子高齢化、今出生率１.４人ぐらい
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ですか、１.４ぐらいだというふうに思っておりますけれども、やはり晩婚化、今は女性

の皆さんも男女共同参画、仕事に出て働いていく。家庭だけにとどまらなくても良いと

いう時代でございます。そうしたことで、やはり晩婚化が進んでおります。 

そうした中で、やはり１人あたりの３０の後半になりますと、どうしても２人３人と

いうお子さんをもうけていくということは難しいということになる。データによります

と、結婚する世代が２５から３０までの間に結婚すると、おおむね１.８ぐらいになる。

それで２０歳から２５までの間に結婚をすると、もう２を超えるというデータがござい

ます。 

やはりただこれは、それぞれの考え方がございますし、結婚を強要するということは

できないわけでございます。 

その難しさをしっかり考えますと、やはり社会全体が結婚をしてもまた社会復帰、あ

るいは子育てをしながら社会へ出ていけれるというような社会を作っていくことが、人

口増につながるというふうに思っております。 

全体的な考え方でございますけれども、町長としての思いでございます。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） ありがとうございました。 

今、町長が申されたことに尽きるというふうに思いますけれども。 

やはりこういったものというのは、やはり住民の皆様に与えるものというのはやっぱ

本気度であります。町がどれだけ本気でこのことを考えておるかということであります

ので、今課長からもご答弁をいただきましたけれども、違った段階での講演会等もして

いくと、そのことは非常に結構なことだということでありますので、どういうことにな

るか結果を見守りたいと、そんなふうに思っておりますが。 

結婚相談員の皆様といろんな面で齟齬のないように、ぜひそのあたりだけご注意をい

ただいて進めていただきたいと、そんなことを要望をいたしておきます。 

それからコミュカフェでありますけれども、これも放っておきゃどんどん増えていく

ということばっかでもないんで、意外とあれそんなものがあったのというようなことも

結構あります。お聞きもしております。 

ことあるごとにこういう事業をしておると、そういう輪がどんどん広がって２００だ、

３００だというふうになってくれば、もう少しいろんな面で違った効果も出てくるし、

いい面も出てくるというふうに思っておりますので、やり始めた良い事業でありますの

で、ぜひ伸びるようにそんなご努力をぜひお願いをいたします。 
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これも要望もあります。 

以上であります。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございませんか。 

坂本議員。 

○４番（坂本勇治） いくつか質問させていただきます。 

まず、フォレストアドベンチャーについてですが。歳入の１８ページ。 

本年度１，５８０万円という金額が載っております。その歳入に関わることなんで、

どういう根拠でこの算出をしたかというのが１点。 

歳出の方で８０ページです。 

やはりフォレストアドベンチャーの施設費ということで、歳出が同額の１，５８０万

円ということで出ております。 

ここでちょっと気になったのが、臨時職員賃金他需用費等載っておりますが、その辺

の職員手当というのが載ってないわけで、その辺ちょっと説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（関 克義） フォレストアドベンチャーについて。 

片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず歳入の根拠ということでありますけれども。 

こちらにつきましては、産業建設常任委員会、それから全協の方で先般お示しさせて

いただきました５年間の営業試算がございます。それに基づいて、それを基準としまし

て、新年度の予算も計上を計算しております。 

その根拠につきましては、まず営業期間につきましては４月から１１月３０日までの

期間であります。 

基準といたしましたのは、平成２６年度の利用者数を基準といたしまして、他のフォ

レストアドベンチャーの施設のまる維持する施設を探してきまして、そういった施設の

２年目以降の利用者数の増を見込んでおります。 

それからその類似する施設の２施設ともほぼ同様の増加傾向を示しておりますので、

松川町もそこを目指したいということであります。 

それから平均単価につきましては、松川町の平成２６年度の実績でいきますと、約３，

３００円という数字が出ておりますが、２年目以降、子供の皆さんのご利用ですとか、

他の施設の状況なんかも鑑みまして、安全も見込んで客単価は３，０００円という形の

中で、この数値を見込んでいるとこでございます。 
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そうした結果、歳入については１，６００万円弱という数字を挙げております。 

それから歳出の方でありますけれども、８０ページであります。賃金の方であります

が、こちらについては基本的には清流苑の雇用のルールといいますか、形態の中でお願

いしているところがございますので、すべてこの賃金の中でお支払いするという形で行

っております。 

需用費につきましては、他の施設で予算全体として通年にわたってこの同規模の施設

を経営しますと、やはり１，８００万円とか、前後の数値が出るというふうに聞いてお

りますので、施設開業して２年目ですので、修繕等にかかる経費は少ないかなというこ

ともありまして、歳出もこの金額を見ております。 

その中で消耗品費についても、必要額を想定したものでありまして、あと必要なその

他の燃料費等の経費につきましては、１年目の実績も踏まえまして計上したということ

でございます。 

以上です。 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 説明いただきました。 

まず、歳入の方でありますが、町長の所信表明にもありますように、昨年できたフォ

レストアドベンチャーですけれども、誘客を引き続き図っていくということでおります。

今、他の施設等ということでありましたが、昨年の途中からの営業においても５，００

０人は超えていた報告を受けていたような気がしたんですけれども、この１，５８０万

円でいくと単価３，０００円としても５，０００人弱くらいになるんですかね。甘めに

見て赤字にならないようにということはわかりますけれども、日曜日、土日に関して、

かなり少なく見積もって６０人とか、土曜日は４０人とか平日１０人とかという見積も

りをしても、８，０００人くらいになるような私の計算になるんですけれども。 

そこら辺収入が予定より増える分には良いかと思いますけれども、歳出の方で職員の

給料、必要な需用費等委託料、備品は十分あるのかなとは思いますけれども、そこら辺

やはり昨年も話し合いの中で、別会計にしたらいいのかといったようなこともありまし

た。やはりこういったものも、今職員が兼任しているというような内容の中で、多分臨

時職員の賃金だけ載っているのかなという気もしますので、そこら辺も精査できるよう

な方法というのも、今年度徐々に考えていっていただきたいなと思います。 

それとすいません、先ほど質問落としましたが。 

一般会計の中の１０７ページです。 
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長期契約の不動産の借り入れの契約があります。一般会計、他の項目の中に個々に入

っていたりとか、少なくて実際の節に出てこなかったりする部分もあるかと思うんです

が。 

今年のきちんと精査して細かく計算はできないんですが、おそらく年間２，４００万

円余のこの借り上げ料というのがあるかと思うんですけれども、敷地料ですか。ここら

辺、昨年２６年度に土地評価の見直し等あったかと思います。その点どのように変わっ

て、少しでも借上料を減らすためには、やはり買い上げ等どちらが有利かということも

検討されているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず、歳入の方でありますけれども。 

多分５，０００人という数字は、昨年度の予算を計上させていただく段階で、示した

数字のレベルだと思います。 

これにつきましては、初年度ということもありまして、歳入をどれほど見積もるかと

いう部分では、歳出に対しまして収支を合わせるような形で予算を編成していこうとい

う方針を持つ中でその数字が出たということでございます。出していったということで

ございます。 

それから実績の数でいきますと、約２，３００人というのが実績ベースであります。 

それで見込みにつきまして、少し甘いのではないかということかと思いますが、これ

も正直なところ２年目やってみないとわからないという面もありますけれども、論理的

に計算される中では、１年目の実績をもとに土日の受け入れ者数も計算をしております。 

やっぱりやってみて一日どれほど受けられるかということを考えていくと、一番多い

８月の夏休みの月でも、最大でも１００人ぐらいかなというのが、あの施設の規模とそ

れからスタッフの体制等考えるということが見えてまいりましたので、そこら辺も当然

考慮はしております。 

それから歳出の方で人件費等、あるいはその兼任の部分等の話がありましたけれども。

当施設の強みという部分は、ある意味そこの部分でもありまして、清流苑、あるいはま

つかわの里と連携した流動的な職員体制もとれるという面もありますので、そこは強み

かと思っておりますが。おっしゃられるとおり、きっちりフォレストアドベンチャー単

体としてどういった数字が出るかということは精査していく必要があると思いますので、

またこの本格的に取り組ますこの２年目でしっかりと見ていきたいというふうに思って

います。 
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○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 借地料の関係でございますが、各課にわたりましてそれ

ぞれの契約が、いろんなパターンがございます。米価でやられるところから、先ほど議

員申された家屋の評価だとか、そんなケースがあります。 

ですので、そういう中で、一概にここが安くなったというのは財政担当としては今つ

かんでおりませんが。なるだけ買える機会には買うようなことは働きかけております。 

以前、中央公民館の敷地がちょうど買う機会がございましたが、そういう際にはあれ

は補助金を充てて買うことができましたが、そういう機会にはなるだけ取得の方向で考

えております。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） フォレストアドベンチャー、昨年は特に天候に左右されたかと思います。 

誘客、またこの歳出の方でのパンフレット印刷等ありますけれども、宣伝費に多少か

けてでも、ぜひ誘客を増やす方向でお願いしたいと思います。 

私もこの事業に対しては、賛成して非常に有力だと、交流人口を増やすのには有力だ

と思って進めた１人でありますので、ぜひ誘客、昨年以上にまたできるように希望した

いと思います。 

あと借り上げの土地の関係ですけれども、以前にも質問しましたのであれですが。や

はり買い上げという方向の方が場所にもよるとは思いますけれども、できるだけそうい

う方向にしていくということと、町の場所を特定するとあれですけれども、やはり借り

上げしているといろいろ条件もあるかと思います。そこら辺も精査した中で、町の方向

性がしやすいような方向でいろいろ交渉を続けていただければと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） 答弁はよろしいですか。 

そのほか質疑がございましたら。 

米山議員。 

○７番（米山俊孝） いくつか質問をさせていただきたいと思いますが。 

一般会計の歳出の方ですけれど、４３ページですね。目でいけば１２のまちづくり事

業費ですが。 

いわゆるうちの節の区分１９の負担金補助及び交付金のとこでございます。この中の

説明に、町民提案型まちづくり事業というのが載っておりまして、予算的に１５０万円
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という形で載っておりますが。この件についてお伺いしたいと思います。 

昨夜、この事業につきまして、２６年度の発表会ございまして、私も出席させていた

だきました。それぞれ事業の報告等聞いておりましても、内容のしっかりした素晴らし

い業務、それぞれ皆さん展開されているというように見てまいりました。また、この事

業の進め方自体も、非常にそういった仕組み、発表していただくということでもって、

事業を自分たちで見直したりとか、またそれに対して反省に基づいた新しい事業の展開

とか、いろんな工夫ができるような仕組みをとらえているということで、この事業と大

変結構な事業じゃないかと、こんなふうに思っているわけでございます。 

ただ、その中で、これの３年というか３回ですかという枠の中で、この支援が終わっ

てしまうというような内容であろうかと思います。 

それで内容的には、考え方としてこの事業をまちづくりに動機付けとして使っていた

だくというような意味では、非常に有効なことでありますし、重要なことじゃないかと

思うんです。 

ただ、事業によっては、やはりこの事業をスタートさせる中で、例えば設備費にこの

助成金を使って、これで利益を上げていくというような営利事業とか、反営利事業とか、

そういったものですと、この３年間に事業を安定させて、ある意味においてはまちづく

りに供するようなそんな事業が一堂に載せて、３年間で自立できるというような事業の

進展の仕方もあろうかと思います。 

また、もう一つには、３年間続けてやってみて、非常に住民の皆さんの共感を呼ぶ中

で、例えば支援が切れたとしても、町の支援が切れたとしても、他の民間の支援があっ

たりとか、そういったようなことで続けていけることも中にはあろうかと思います。 

ただ、そのそういうような一つのいわゆる継続させていくための費用が捻出できない

ような事業もどうしても中にはあろうかと思います。そんな中で、昨日見ていた中でも、

この事業をなんとか続けさせてやってほしいなというようなそんなような事例もありま

すし、実際にその事業、他の事業３年間で資金の関係で断念せざるを得ないような事業

に対して、何らかの他の形のまちづくりというような意味で、町の情報の発信していく

ようなそういった事業に対しての支援策というものは、なんとかできないのかなという

ような思いで聞いた内容も昨夜ございました。 

ここら辺のとこ、いろいろ限られた予算の中で運営していかなきゃならないというこ

とは、重々承知はしておりますけれど、一定の割合でそういうようなことも取り組んで

いっていただければなおよろしいんじゃないか。また、継続的な利益を生まないような
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事業でも、継続してやっていけるようなそんなような形になっていくんじゃないかなと

いうようなふうに思うんですが、そこら辺のとこいかがでしょうか。 

それからもう１点ですが、やはり一般会計の歳出の方になりますけれど、５８ページ

の児童館費ですけれど。この中に需用費の中で修繕費で８５万円という形で載っておる

んですが。この細かい内容をお聞きしても、おそらくその内容的には壊れたものの修繕

かというふうには思うんですが。 

実は先般、私児童館にちょっとお邪魔した時に、建物というか床自体がだいぶ名子の

児童館ですけれど、傷んでおりまして、私から見ても子どもたちはもう飛んだり跳ねた

りということはこれはもう日常茶飯事で当たり前のことでありまして、もし子どもたち

がそんな中で遊んでいる間に床を踏み抜いてしまったりとか、そんなようなことがあっ

たらこれは大変だなと思ってこんな思いで見てきたわけでございます。 

先ほどまちづくり政策課長の方から、公共施設の管理計画書を今進めておる最中だと

いうことでございますけれど、こういったああいうような施設もそういったものの見方

というか、管理の中に入ってくるかどうかということでございますけれど。やはり入っ

てないとしましたら、それぞれそんな自分のところで使っているというか、担当の部署

の施設、それの見直しということはやはりしっかり精査していって、対応をしていただ

くようなことも必要じゃないかなと、そんなふうにも思うわけでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 提案型まちづくりにつきまして。 

まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 昨日議員さん申されましたように、実績報告会をさせて

いただきました。 

素晴らしい発表で、昨年からやらさせていただきましたが。自分たちの思いが伝わっ

てくる発表ではなかったかなということで感じております。大変ありがたく受け止めて

おります。 

また、３年間終わる方たちが、１年目からの事業の経過からまとめまでやっていただ

いたような団体もございました。それでそういう中から、また新たな展開というような

次年度に向けての自分たちの活動のこんな方向でいきたいということで、心強く持った

わけでございます。 

そういう中で、同じ方たちというか、そういったグループが継続的にやられるという

とこは、またそういった展開も可能だと思います。先ほど議員さん申されました関係で、
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人は変わっていて同じような方向をやっていきたいというとこにとっては、財源的なも

のが不足する可能性はあるかなということでございますが、そういう方たちもお話を聞

く中では、もう昨年度から動く中で、自分たちで自主財源を求めようとか、そういった

補助金に頼らずやっていこうという動きが芽生えております。そういったことはすごく

ありがたく心強く受けております。 

ケースバイケースがあると思いますので、こんなケースにはということがあります。 

ただ、まちづくりのこの事業の中では、やっぱりルールがございますので、そういう

関係につきましてはまた違う面の寄り添った補助ができればなということでは担当とし

ても考えております。 

よろしくお願いをいたします。 

続きまして児童館の関係でございますが。 

それに関しましても、総合計画の施設の見直しの中には入ってございます。 

私の方からは以上でございます。 

○議長（関 克義） 米山議員。 

○７番（米山俊孝） 答弁いただきました。 

思っている内容についてご答弁いただきまして大変ありがとうございました。 

やはり今課長も言われたとおり、やはり行ってみますと、報告会、なかなか本当に熱

の入った素晴らしい報告会だったと改めて感心させられたような姿勢でございます。 

本当にあんなことが、大勢の皆さんがそれぞれ展開していけるようなそんな環境にな

ったら、本当にいい町になっていくんじゃないかなとそんなふうなことを感じた次第で

ございます。 

それから児童館の件でございますけれど、児童館関連でもう１点お聞きしたいんです

が。昨日の全協の方でも説明していただきました児童館の事業の拡充ということで、長

期休暇のときの児童館の開設というようなお話を伺いました。これは利用者の皆さん望

んいることだと、こういうふうに思うわけでございますけれど。あともう少しというと

こじゃないかと思うんですが。 

学校の臨休校のときの対応というのは、どのように考えられているかなとこういうふ

うに思うわけでございます。大して数が多くないから、なんとかそこで考えてくれと、

保護者が考えるべきかと思うし、また数が少ないからそれも合わせて包括して、拡充策

の中に入れていっていただけたらとなと思いますし、そこら辺のところいかがでござい

ましょうか。 
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○議長（関 克義） 下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 児童館の運営の関係ですが。 

長期休暇の関係につきましては、今までも実施をしているところですが、振替え休日

につきましてご要望たくさんいただいております。 

計画の中にもうたってありますが、２７年度から振替え休日につきましても一日開園

をするという計画で予定をしております。 

○議長（関 克義） 米山議員。 

○７番（米山俊孝） ありがとうございました。 

いろんな形でもって親が子育てをしながら、また仕事に就けるようなそんな環境づく

りということにも大いに助かることだと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

あと先ほどまちづくりという形でもってできました町長さんの方からお言葉をいただ

ければと思いますが。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 提案型まちづくり事業についてでございます。 

私も昨日参加をさせてもらいましたけれども、感激しました。素晴らしい内容でござ

いました。 

この事業につきましては、私自身非常に思い入れがございます。地域の宝、知財を再

発見再認識し、発信していきますというのは、私の考えでございます。そして地域の自

主的なグループや自主的活動をして、地域に元気を出していこうというグループを応援

をしていきたいという思いが強くございます。そして年に３回に受付をし、補助率もア

ップしたという事業でございます。 

ただ、これは補助金でございます。先ほど来予算規模の話も出ております。予算規模

の問題の中で補助金、あるいは交付金というものが非常に大きなウエイトを占めている

のも事実でございます。 

米山議員の言われたように、昨日の内容を見ておりましても、素晴らしい内容で取り

組んでおっていただけますし、なかなか気持ちとしたらやはりバックアップしていきた

いという思いもございますけれども、先ほど課長の答弁の中にありました。いろいろな

ことを総合的に判断をしながら考えていかなくてはならないなというふうに思っており

ます。 

グループの中には、来年からはなくなるということで、違う収入源、東北からサンマ
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を仕入れたり、あるいはだるまを売ったりとか、いろんな形で頑張っておっていただけ

るグループの皆さんもあります。 

「町長終わっちゃうんな、もう駄目だら」といってもちろん言われます。「ここにきて

なかなか難しい問題があるんで」ということで「わかった」と。「こういう形でまたでき

るだけのことは続けていく」ということを言っておられましたけれども。 

冷たい目で見るのではなくて、やはり地域の活力につながっていくことでございます

ので、次の手次の手をまた考えていただいて、やっていっていただければというふうに

考えております。 

○議長（関 克義） そのほか質疑はございませんか。 

島田議員。 

○８番（島田弘美） まず、一般会計の方からちょっとお聞かせをいただきたいと思いますけ

れども。 

先ほど黒澤議員からもご質問がありました。歳入の方でございますけれども、若干前

年対比減っているという中で、特に固定資産税の中で評価替えによって減っておるとい

うことのお話がございました。その中で、償却資産税というのがあるわけでございます

が。そのものについての計上の仕方というのは、この償却資産税は１月の３１日までに

町の方に申告の義務がなされておるということで、その価格をそこも載せてあるのかど

うかということと、それから固定資産税の中で、町の大変施策として経済効果というこ

とでやっておりました住宅リフォーム補助によって、かなりの住宅建設がなされてきて

おると思います。そういうようなものに対して、固定資産税の中にその部分が反映され

ておるのかどうかということをまずお聞きいたしたいということと、それから一般会計

の方の７７ページの商工振興資金約６，８００万円を預託をされております。その中で

貸付額はその６，８００万円の約４倍が貸付枠というふうに承知をいたしておりますが。

その中で２６年度の２月末現在までの利用率は、約６，０００万円弱ということで、２

０件の方が利用されておるというようなことを伺っております。 

そうした中で、国の方も大変この景気というような問題の中で、政府も小規模企業事

業者の支援に力を入れつつあるということが非常に報道をされてきております。 

その中で現在２億７，２００万円の融資枠の中で、既存のつまり借りておる、まだ返

済されておらない既存の借入残高というものがあって、その残りについて融資枠がある

というふうに思いますが。その金額だけで足りるかどうかということは、これからの景

気動向いろいろあるわけでございますが、まずはそこの辺のところの貸し付け融資制度
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がかなりあるわけですが、それらに対する金利の見直しであるとか、返済期間の延長で

あるとか、あるというようなことの小規模事業者に配慮した施策が組まれておるかどう

かということをお聞きをいたしたいことであります。 

それから特別会計の方、清流苑会計の方で電気自動車普及ＥＶ充電器の設置というこ

とが予算化をされております。これ３００万円だったと思いますが、これ２基設置する

ことになっておるということでありますが、この設置することにおいてのメリットはど

のような考え方に基づいて設置をされるのかというようなことをまずお聞きいたしたい

というふうに思います。 

○議長（関 克義） 固定資産税、償却資産税について。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 予算書にありますように、償却資産につきましては、こちらの

金額を載せてございますけれども、算出の根拠でございます。先ほども申しましたが、

毎年長野県の税率を参考にしておりましたけれども、今年度につきましては長野県の税

率の見込みが間に合いませんでしたので、町の独自の税率の試算を考えで作っておりま

す。 

平成２５年から２６年に償却資産の伸び率を見まして、それが９５.１％でございまし

たが、この増減率を２６年度の実績にかけて計算しております。ですから多少減額とい

うような形でしております。それに先ほど申しましたが、太陽光発電の増分をプラスし

た金額で試算しております。 

また、リフォームフォーム補助によって家屋の税金が増えているかというご質問です

が、一切影響がございません。 

以上です。 

○議長（関 克義） 預託金とか清流苑のＥＶ充電関係につきまして。 

片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） お願いいたします。 

まず、預託金の関係でありますけれども。歳入の方でも受けておりまして６，８００

万円ということであります。これ細かいその現在その詳細な数字は今ちょっとお答えす

ることができませんが。 

過去からのこの経過からしますと、平成２３年度まではこの預託金については６，５

００万円ということでお願いしておりました。４倍の融資ということで、２億６，００

０万円という形でありました。それに対しまして、平成２４年度の年度末の斡旋審議会
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を迎える中で、３００万円を上乗せをして６，８００万円という形になってきておりま

す。 

その際、金融機関さんともお話をする中で、４.５倍という枠の中で融資を受けるとい

うような形になってきております。今年が３年目ということであります。来年度４年目

ということになりますが、そんな中でやってきております。 

これまでの経過でいきますと、例年３月に斡旋審議会、年度末に行っておりますが、

この中では融資枠については今のところは問題ないといいますか、その中でやりくりで

きるという形で伺っております。 

また、制度の内容といたしましても、いろいろ融資がある中で、町として支援する部

分というふうに考えておりますので、その点においても今のところはこの額で問題ない

かなというふうに私どもは考えております。 

また、今年の審議会もこの３月に行うようにしておりますので、動向についてはちょ

っと把握をして、また議会の皆様にもお答えしていきたいなというふうに思っています。 

それから清流苑の方の特別会計のＥＶ充電器の設置工事でございます。こちらにつき

ましては、国の補助事業をいただきまして、基本的には１０割補助で行っていくものに

なっております。 

この内容でありますけれども、普通充電器になりまして、普通充電の２台充電できる

というものになります。補助金につきましては、２／３を国が見て１／３を残りがメー

カーさんが見るというような仕組みになっていまして、お使いになる方はカードをメー

カーさんの組合で示すＮＣＳカードと呼ばれるものだと思うんですけれども、それを買

いまして、購入しまして、それを使って充電をするということです。 

ですので、宿泊をしていただいている間に充電していただければ、翌朝を迎えればも

う満充電という形になっているものであります。 

ただ、最近の車につきましては、宿泊８時間とかかけずに充電が満タンになるという

ものもありますので、十分宿泊施設としては対応できるものが提供できるかなと思って

います。 

また、ＥＶ電気自動車、それからＰＨＶ車両の普及予測につきましても、２０１５年

度には２０万台ということでありますが、これが５年後には８５万台というような予測、

目標も示されているところでありまして、今回の清流苑が取り組みますこの事業で、全

国的にも相当数のこの充電施設が整備されるものと見ております。既にインターネット

等には、施設が整備されたところが既に一覧でわかるようになっていまして、検索する
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と地図でここに行くとありますよというのが出ていまして。例えば町内でしたらファミ

リーマートさんで既に設置していただいておりますけれども、そこももう既に出ており

ます。 

ですので、今まではこの部分については、少し普及がどうかなという部門もあったん

ですけれども、ここ１年ぐらいで相当進んでくるかなと見ていますので、そういった面

で宿泊施設でこれを積極的に取り組むことによって、利用者の増が図られるかなという

ふうなことをもくろんでいるところでございます。 

以上です。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

１２時を過ぎてまいりますが、このまま会議を続けたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

よって、会議規則第８条の規定により会議を続けてまいります。 

島田議員。 

○８番（島田弘美） 固定資産税等についてはご説明のとおりいただきましたので、結構だと

思います。 

それで電気自動車の件については、今私も勉強不足でわからなかったわけですけれど

も。この設置を清流苑が先んじてやったことによって、他の事業者、ガソリンスタンド

いろいろあるわけですが、その人たちにあまりその影響が及ぼさなければいいがなとい

う一つの思いがありまして、ご質問をさせていただきました。 

今、お聞きしますと、宿泊施設でだいたいそのぐらいの時間がかかるといえば、ちょ

うどそこに設置すれば利用価値もあるのかなということが見えてまいりましたので、そ

の件についてはいいかと思います。 

それで今、ちょうど清流苑会計の中で、予算全般的なことについて申し上げさせてい

ただきたいと思いますけれども。 

清流苑が発足して以来、２０数年を経過する中で、町民の憩いの場であるとか、町外

からも多くの方が訪れて、観光振興等、また交流人口等に非常に大きな貢献を与えてお

るということ。それから町内の雇用機会の増大にも資しているというようなことで、非

常に良い施設であるということは皆感じておるところだろうと思います。が、しかし、

この近年こうやって見てみますと、清流苑会計、大変主な使用料というか、この運営を
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図る上で、使用料及び手数料ということが非常にウエイトが高くなってきておる中で運

営をされておるわけでございます。 

そんな中で、この中身を見てみますと、確かに宿泊宴会料というのが２億７，０００

万円の余ということで、このウエイトを見てみますと、約５６.４％ということで、この

ものが一番貢献をされておるというふうにも思います。 

そんな中で、今年のこうした経済状況等々を鑑みる中で、これざっと目を通しただけ

で詳しいのはわからないわけですけれども、繰越金が昨年は４，０００万円、今年は３，

０００万円ということで入っております。これは前年度繰越金ということで書いてあり

ますので、多分本年度今年度２６年度は多分３，０００万円余の繰越金が発生するであ

ろうという思いの中でやってみております。 

そんな中でも、これが近隣のこうした施設がだんだんとその停滞傾向にあるというか、

そういう中で清流苑は特に頑張っておられるなと、スタッフ一同、それからそうしたこ

とで大変頑張っておるなということが伺えるわけですけれども。これは年々推移を見て

いくと、だんだんとどうも停滞傾向にあるなという思いが見られるわけであります。 

そうした中で、清流苑の中で経営会議というのをやっておられるかと思います。そう

した中で、経営会議ではどのような意見が出されておるのかということをもし差し支え

がなかったらお聞かせいただきたいなというふうに思います。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） お願いいたします。 

議員おっしゃられるとおり、清流苑経営会議につきましては、平成２５年度から設置

をいたしまして、平成２４年度に清流苑の経営委員会ということで、今後のことについ

て検討する中で、経営会議を設置していくという中であります。今年２年目になりまし

て、先月の１２日の日にちょうど経営会議も行われております。議会からは、産業建設

常任委員会の正副委員長さん出ていただいておるとこでありますけれども。 

その中で、長期的な部分で意見として出てきたところは、やはりその大規模な今後そ

の改修ですね。施設が既に２０数年たっておりますので、部分部分では改修を行ってい

くわけですけれども、あるいはその定期的に交換するものについてはそれは行っていく

わけですが、大規模に長期的に見て改修を行うという部分については、なかなか方針が

大きな点ではまだ打ち出していないというところかと思っています。 

その中で出たのは、やはりその町営施設という位置づけでやっていくかどうかという

点をきちんと明確にやっていく必要があるんじゃないかということがありました。 
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その町営でやるのか、その運営方式がどうなるのかということはちょっとあれですが、

町の施設ということでやっていくということをしっかりその方針を結論づけていく必要

があるんじゃないかということがありました。 

単年度収支で見れば黒字ではありますけれども、減価償却も含む部分を見ていけば、

なかなか不足する部分も出てきますので、これを長期的に見ていこうと思えばやはり一

般財源からの負担といいますかを受けていく必要性があるのであれば、そこの部分もき

っちり長期的に見てそこの方針を打ち出していく必要があるのかということでありまし

た。 

前回の会議では、今後やはり平成２７年度から本格的にその点についてしっかりと検

討をしていこうということが町長の方からも発言が出まして、そういう時期にきている

のかなというふうに思っているところであります。 

○議長（関 克義） 島田議員。 

○８番（島田弘美） いろいろなご意見が出ているようでございますが、今後の経営方針とい

うようなことで、大規模改修の面、それからどこがやっていくのかという中で、町が当

面施設運営を行っていくというようなお話がございました。 

そんな中で、今後の展望を図っていく上で、やっぱしこの会計だけで判断するという

のは非常にその困難にあるんじゃないかなというふうに思います。例えば財政収入、利

子及び配当金の中見ると、昨年は１００万円の予算を組んでおって今年は２０万円計上

されておるというのを見るのとざっとこの中で見るだけであっても、だんだんとその預

金が取り崩されておって、これがだんだんと減ってきておるんではないかということを

ざっと見られたわけですね。そうするとこれが何年も続くことになると、たちまちこれ

が預金が減っていっちゃう、今までせっかく。 

だからそういうようなことをやっぱし見るには、やっぱしその前も私一般質問等で申

し上げたかと思いますけれども、やっぱしこれは企業会計としてこれを発足していかな

きゃいかんということを非常にこの危惧をしておるわけです。これがいっこうにそうし

たものが見られてこないということについて、どのように感じておられるかということ

をお伺いして、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず、預金利子の関係ですけれども、ちょっと発言させていた

だきますと。 

ここにつきましては、現在基金の方が財政調整基金で３億５，０００万円余の基金が
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ある中で、利子の収入を見込んでおりますが。昨年度までちょっと少し預金利息を過大

に見ていた点があったので、今回すいません、修正をさせていただいたのが理由であり

ます、申し訳ありません。 

それでただ、島田議員おっしゃるとおりやはりありまして、長期的に見ればいろいろ

そういうこと見ていかなくちゃいけない。その中で企業会計という話は過去からも言わ

れておりまして、昨年度の決算書においても監査委員さんからもご指摘といいますか、

記載のあった事項であります。 

減価償却費の見積もりを今までやってきておりませんでしたが、昨年度減価償却費も

外注というか外にだして、ある程度出てきたとこでありますので、企業会計の移行につ

いては環境が整いつつあるというのは事実かと思っております。それで一方で、企業会

計の決算をじゃあやってないのかといいますと、一応企業会計による決算書については

毎年度作成をしておりまして、経営会議にもお示ししておるところでありますので、作

成自体はきちんと行っておるとこであります。 

それをそのきちんとしたこの予算上のといいますか、会計上の企業会計とするには、

やはり企業会計のシステムにも必要になってきますので、決算の方法、あるいはその計

上の方法も決算書を作るだけじゃなくて、支出、あるいは会計管理を行うシステムの改

修も必要になってきますので、その点も今後考慮しながら検討していきたいというふう

に思っていますので。十分検討していかなくちゃいけないということは承知していると

こであります。 

○議長（関 克義） お諮りいたします。 

ここで休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは１時まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後 ０時１０分 

再  開  午後 １時００分 

 

○議長（関 克義） 会議を再開いたします。 

質疑ありませんか。 

橋本議員。 
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○９番（橋本喜治） それでは質問をさせていただきたいと思いますが。 

まず、１点でございますが。今、松川町ではふるさとを発信するために都市交流、ま

た広報大使を使いながらそれぞれまた町の発信をしておられます。今日はそれでこの平

成２７年度松川町当初予算の概要で、これを参考にしてちょっとお願いしたいと思うん

ですけれども。 

８ページをご覧になっていただきたいと思いますが。 

ここの中に松川町を積極的にＰＲするということで、広報大使にゃんたぶぅ、それか

らそれぞれの参事を広報誌の関係だとかそういうことで予算が盛られております。それ

から都市間交流の推進におきましても、１５８万２千円という格好で盛られておるわけ

なんですけれども。これは当然今まで関東地区松川町の会だとか、関西の松川の会、ま

た蓮田市や牧之原市との交流との関係もあろうかと思いますけれども、昨年に比べまし

て特に都市間交流の関係で、予算的に対象ちょっと多くなっているわけなんですけれど

も、そこらの辺からちょっとＰＲがどのくらい変わってきているのか、その点について

まずお聞きしたいと思っております。 

引き続きまして、これは物品の関係でございますが需用費の関係でございます。物件

費の需用費の関係でございますけれども、この町のこの予算書を見ますと、燃料費及び

光熱水料の関係についてそれぞれ載っております。それぞれの分担の燃料費、光熱水料、

それをちょっと私の方から、総務の財産管理並びにそれぞれの主なところをちょっと拾

って見てきておるわけなんですけれども。 

たまたま昨年から原油の下落ということで、だいぶ燃料費が安くなっていると。そう

いうような状況の中で、今回予算を立てるにあたりまして、だいぶ下がっている部署も

ありますけれども、あいにく同じ状況で進んでいるところもあるんですが、そこらの辺

の予算を立て方についてちょっとお聞きしたいと思っております。 

それから引き続きましてもう１点は、これはたまたまこの地方創生ということで、今

回は地方へというような内容になると、定住、また人口増の問題になるわけなんですが。

町の方では今、出産の関係だとか、新築の住宅助成金等についても、その一部の中でも

いろいろとまた考えながらやっておられるわけなんですが。私はちょうどその新築の住

宅助成金並びにまた出生の祝い品の関係について、予算盛られている内容について、こ

の昨年と同じような格好になっておるわけなんですけれども。そこらをこの今地方創生

の状況として今後この取り組む中で、同じような金額で上がっているということについ

てどういうふうに考えているかちょっと最初お聞きしたいと思っております。 
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○議長（関 克義） 広報宣伝、都市間交流につきまして。 

斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 積極的に交流する風土作りということでございます。 

先ほど都市間交流の方がということでございました。昨年は関東松川の会が開催され

ませんので、本年度は関東松川の会の開催ということと考えております。そういう面で、

その負担金等が若干増えているのがこの関係でございます。 

ここには三遠南信サミットだとか、そういった部分も含まれておりますのでご承知お

きいただきたいと思います。 

また、にゃんたぶぅとか広報大使につきましては、昨年より２回ほど回数を減らして

あります。また、広報大使につきましては、昨年５名ということでしたが、また３名に

戻して活動をしていくということでございますので、若干そこら辺でそちらへの支払い

につきましては、減っているような状況でございます。 

一番最後のご質問のありました地方創生の関係のことについて、私の方から先にご説

明させていただきたいと思いますが。 

結婚に関するお見合いイベントだとか、そういうものにつきましては、この最終日の

定例会、補正予算の方で若干平成２７年度からこの補正の方へ振り替えた分の関係につ

きましては計上させていただきたいと思っています。これにつきましては、総務社会常

任委員会、また産業建設常任委員会、二つにまたがるところがございますので、それぞ

れの委員会の方でまたご説明をさせていただきまして、最終日の全協の方で最終的な両

方につきましてご説明させていただいてお願いをしたいと思います。 

今、考えられるのは、消防関係とか、そういった結婚イベント、また保健福祉課の方

で計画しておりますというイベント等につきましても今回計画をさせていただいており

ます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 次、需用費の関係で燃料費、光熱水費の考え方。 

高坂総務課長、お願いします。 

○総務課長（高坂竜夫） それでは燃料費のことでお願いします。 

普通会計に属する施設の燃料費、また公用車にかかる燃料費の方は、各科目にも計上

してありますけれども、そのとりまとめは総務課の方で行っております。 

例年３月に町内の石商組合の皆さんに、８社ほどあるんですけれども、入札を行って

おります。その中で一番安価なところと契約を結びまして、１年間その業者さんから灯
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油あるいはガソリン等を購入しております。 

確かに原油価格下落しまして、一時安いときがありましたけれども、またここへきて

また値上がりの傾向でございます。 

この価格の変動がありますと、その都度その業者さんと協議をしまして、単価の更新

をしております。 

財務規則上いわゆるカードというのは持つことができませんので、すべて伝票作業で

していただいております。各課で使う公用車、あるいは施設で使う公用車についてもす

べて手書きの伝票でしていただいておりますので、若干そこら辺の加減は単価が少しア

ップをしているところもございます。 

また、光熱費につきましては、昨年の７月に電気料の値上げがありましたので、若干

のアップはしております。 

以上であります。 

○議長（関 克義） 次に、地方創生に関わる出生金祝い金等。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 私の方からは、新築助成金のことについてご説明しますが。 

ページで言いますと４３ページ、３０２万６千円という負担金のところに載っており

ますけれども。こちら時限立法でございまして、現在の後期計画の中で、もうこの事業

については推進しないということで決まっておりまして、その時に既に助成対象になっ

ていた残りの平成２１年、平成２２年、平成２３年築の皆さんに６年間全部で６年間の

補助金を助成金を出すということになっておりまして、残りの３年分の３カ年分の予算

が計上してあるものでございます。 

○議長（関 克義） よろしいですか。 

出生祝い金について。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 出生祝い品につきましてですけれども。ここ数年約９０名ほど

の方に出生祝い品という形の中で祝い品を支給してきているということであります。 

この支給につきましても、これまでもいくつかご意見の方いただきながら、金額等の

見直しもできないかというようなことでいただいてきているところでありますが。子育

て支援策の一つということの考え方の中で、額等の見直しにつきましてはいくらか検討

の方はしてきておるとこではありますけれども、なかなかこの額の方をどの子どもさん

に増やしていくのかというようなことにつきましては、まだちょっと手続きの方に至っ
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ていないところもありまして、当面はまた検討の方はしたこともありますけれども、前

年の内容のもとに、今年２７年度の予算におきましても、祝い品の方の内容は同額でお

願いしていきたいということで考えて行わさせていただきました。 

○議長（関 克義） 橋本議員。 

○９番（橋本喜治） ありがとうございました。 

それでは最初の広報関係、その都市間交流の関係なんですけれども。実は私どもも松

川関東の会の皆さんとも、幹部の皆さんともお話もしたりいろいろしてきましたんです

が。やはり幹部の皆さんはふるさと大使という格好で今任命されておられるわけでござ

いますが。ふるさと大使の皆さんにこちらからは町の状況というものをお話ししながら

やっているわけなんですけれども。やはり説明するだけではふるさと大使のあり方とい

うのは、実際実感としてわかない話を、また会員の皆さんにお話ししていかなくてはな

らんということになりますと、やはりちょっと難があるんじゃないかと。 

私のちょっとお話ししたいのは、ふるさと大使のこの要綱の中に、広報の関係もお配

りして、そういう広報関係のものをいろいろ見ながら、きっと機関誌を見たりして勉強

される方もおられるんですが、この大使の皆さんにこの広報の状況を町の方へ来ていた

だいて、それで松川町の方の実態を実際に目の当たりに見ていただいた内容と、それか

ら広報の状況をこういうふうにタイアップしながらその人たちが外の方へ、また地域に

行かれてその関係についてはＰＲして会員を増やしていただくという方法も一つの方法

じゃないかと。 

ということで、もう少しふるさと大使の皆さんの設置ということで、良い要綱が作っ

てありますので、ふるさと大使の活用というものももう少しご協力いただければ、やっ

ていただければありがたいなと。そういうことにすることによって、我々地域をＰＲす

るためには、少しでも松川町の皆さんもそういう会員の皆さんに対しても、いろいろと

ＰＲするきっかけにもなるんじゃないかなと、こういうふうに感じてちょっとお話しい

たしましたんですが、そこらの辺のまた考えをお願いしたいと思います。 

それと今燃料の関係についてお話がございましたんですが。実は物価の高騰というこ

とで、原油が下がったということで、たまたまちょっと調べておりましたら、特に庁舎

内の一般総務費の方の財産管理の中では、燃料の関係には今回の場合５１５万３千円、

昨年が５２２万４千円ということで９８.６％になっております。それで光熱水料につい

ては５４２万４千円の昨年が５１６万５千円ということで、１０５％なっております。

特に総務の関係で出されている数字が非常に多いわけなんで、そこであと小学校、中学



 －122－ 

校の状況を見ますと、燃料費の関係については９３％、それから光熱水料については８

４.６％。中学の場合は燃料費が９０.４、それから光熱水料については９６.３％という

ことで、いろいろ使途によっては使い道も違ってくるとは思いますけれども、やはりた

だ私が思うのは、最近その節電の関係についてこういうふうに協力はしていただいてお

るんですが、節電というものに対して職員が本当にその節電しておる状況が自分で見て

わかる内容。要するに庁舎内へちょっとこういう毎月の状況がそいじゃ昨年の今はどの

くらいあったんだけれども、いくら現在はどうだと。そういうようなものもこういうふ

うに載せていくということによって、見た目で誰でもわかってこれはこれじゃ多いから

協力していかなくちゃならんと。こういうようなものをこういうふうにお互いに意識を

持ってやっていくことも必要じゃないかと、こんなふうにちょっと思いますので、そこ

らの辺のちょっとお考えがあったらお聞かせいただきたいと。 

それともう一つ、今住宅の関係の助成の関係と、それと出生祝い品の関係についてお

聞きいたしましたんですが。住宅新築の関係につきましては、やはりもう固定資産税の

関係の助成等でもうだいぶ利便を図ってやっていただいておるんですけれども。やはり

住宅を建てる場合には、一番基になるのは現金ということもどうもあるわけなんですけ

れども。それをお金はこういうふうに借りながらやっていくということになりますと、

先に立つは先から現金が先にほしくなっていくというか、建てるのは家を建ててからの

関係になりますので、むしろこういうものに対しては今後の課題としては貸付金に対す

る利子補給とか、そういうような対応もひとつの考えじゃないかなというふうにちょっ

と私は考えております。 

それとその結婚の関係の出生祝い品の関係なんですけれども。 

この内容についてできましたのが、ちょうど平成１９年でありましたか、もうかれこ

れもう７年くらいたっております。その間、各実態の方についても、この内容について

の金額的な内容についてもだいぶ変わってきております。 

今１人の出産の場合でも３万円くらい。それから２人でも５万円という。それから３

人目は１０何万円なんていう話のとこもありますし、お金ばっかりこれは変えるという

ことはできませんけれども、どうしても小さいお子さんたちをこれから育てていくとい

うことになりますと、子どもを出産してからは、お金というものはだいたい先にちょっ

と目につくんじゃないかなと私は思います。ですからそこらの辺も子どもを産みやすい

環境づくり、これも一つの方法じゃないかなと、こういうふうに思いまして、今後課題

としてそこらの辺も検討されたらどうかなというふうに思っております。 
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そういうわけで、ここらの辺をちょっとどんなふうに将来的に考えておられるか、人

口増対策として定住対策としてどのように考えておられるのか、そこらの辺をちょっと

お聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） まず初めにふるさと大使の活用を考える。 

この辺は斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） ふるさと大使の活用でございますが、ふるさと大使の皆

さんも清流苑祭りをはじめ、帰省の際には役場へ寄っていただいて、理事者等とも情報

交換、交流を深めております。 

先ほど橋本議員さんから提案もございましたので、また参考にさせていただいてまい

りたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 節電等に対する考え方。 

高坂総務課長、お願いします。 

○総務課長（高坂竜夫） 役場庁舎は高圧を使っておりまして、１年間で一番最も高いピーク

の基本料金で、その翌年の年の電気料が計算されます。それがちょうど昨年でありまし

たので、その昨年の実績をベースに今年の予算もうちょっと反映させていただいたので、

若干他の施設より高めになったかと思っています。 

今後、その職員が目に見える形の中で、どう節電するかという中で、ピークカットを

行うために最大の電気量がきたときに自動的に電源をカットするような仕組みもできる

んですけれども。これにはこの庁舎非常に古くありまして、多分冷房なんかも古い装置

がついておりまして、適合できないということも聞いておりますので、そこら辺の改善

をまずして、そういったピークカットをして、職員が判断できるような形をしてまいり

たいと思っているのと、不要な電気はもうすぐ消すということで、今５Ｓを取り組んで

おりますので、職員の方にも周知をしております。 

いずれにしろ２８年４月からまた電力料金の自由化というのありますけれども、それ

以前問題として職員としても意識を持って取り組みたいと思っています。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 新築住宅資金利子補給等について。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 先ほど新築助成金について、平成２３年度で終わりにしている

ということを申し上げましたが。当時助成金を給付した時のアンケートをとりまして、
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新築をした動機がこの助成があってからしたのかということの質問に対しまして、それ

が動機付けであったという方はたったの１名でありました。 

ですから、この助成金を差し上げることによって、松川町に住宅を建てたいというふ

うに考えた方はほとんどいなかったという結果から、この制度をもう時限で終わりにし

ようということで、続けてはいないという状態になっております。 

新築につきましては、現在は国の統一の制度ではありますけれども、３年間１２０㎡

の１／２の税金を軽減しているという制度がございまして、それを利用しております。

また、住宅借入金の特別控除としまして、所得税、それから所得税で引き切れなかった

ものについては住民税を安くしているという、減額しているという制度がございますの

で、今その国で元々決められた制度を利用していただくという方針で考えておりまして、

新たな制度を税務の側で考えるということは考えておりません。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 出生祝い品等について。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） この祝い品の支給は、当町におきましてはマーくんカードの方

を支給しております。 

それでこれまでもご意見としまして、マーくんカードだけではなく現金の支給もいた

だけないかというようなことのそういった意見もあったりします。そういったことも含

めまして、今後その内容と、あと第４子までそれぞれに額に差をつけておりますけれど

も、そこに差をつけることが良いのか、できるだけ早めの出生の方に対してもう少し金

額を多く支給するのが良いのか、そういったこともこれまでの検討の中にしてきており

ますので、そこら辺も含めてのこと。 

また、近隣では、この支給に対しまして、定住促進みたいなものの意味合いもありま

して、５年以上住めばその子の祝い品、額は多いところにつきましてですけれども、返

還はしなくても良いよというような形をとっておりますので、当町の場合にはそれにつ

きましては、居住１年というようなことで非常に短い年数であります。ですので、子育

て支援というような形で支援策でありますので、そういったいくつかのものの内容を含

めまして、またご意見いただけましたので、今後検討してまいりたいというふうに思い

ます。 

○議長（関 克義） 橋本議員。 

○９番（橋本喜治） ご説明いただきましたが、ひとついずれにいたしましても、将来的には
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目的は一つということになりますので、実効あるものに、また前向きに取り組んでいた

だくようにお願いをしていただきたいと、こんなふうに思いまして質問を終わります。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 橋本議員のご質問に対して、町長としての考え方を何点か述べておきた

いと思います。 

交流事業につきましては、これも私のメインの事業というふうに痛感をしております。

この４年間あまり、交流人口を増やしていきたい。人口を１００人増やすには至難の業

でありますけれども、来ても１００人来てもらうにはまたやり方があるというふうにも

考えておりますし、やはり人、物、先ほど申し上げましたけれども、人、物、情報が動

くことによって経済が動いていく、活力が出てくるという考え方を持っております。 

この交流事業につきましては、いわゆる今までの蓄積を次にどうやってまた活かしな

がらやっていくか、そんなことも考えながら続けていくべき事業だというふうに認識を

しております。 

それから移住、定住の話が出てまいりました。先ほど人口増対策ということで、出産、

結婚というような話もいたしましたけれども。松川町でも移住、定住対策としてインタ

ーネットで松川町のＰＲをし、また空き家バンク情報だとか、いろんな形をとってきて

おります。 

しかし、これからやっていく上で、やはり松川町に住んでいただいたときのライフス

タイルを提案していく形をやっぱりとっていくことかなというふうに考えております。

松川町に住んでいただければこういう空気、こういうおいしいものが食べれてこうです

よ、子どもが生まれるとこういう形で支援していきますよ。１８歳までは医療が無料で

すよ。子育て支援センターがこうあって、そして保育園はこうあって、いくらぐらいか

かって、そうするには収入がいくらなければならないということもある程度は、松川町

では子育て、中学校３年までにだいたいこのぐらいかかりますよというライフスタイル

というものもある程度提案していくことが大切じゃないかな。ただ来てください来てく

ださい、空気は良いですよ、景色は良いですよだけでは私は難しいというふうに思って

おります。 

また、全国の様々な今移住定住対策がとられておりますけれども、面白い例として話

しておきますけれども。 

山口県の島でございますけれども、一切うちは補助金出しません。補助金が必要な人

は来てくれなくて結構ですよ。それが今度は逆に本当に住みたい人が住んでいるという
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実例でございます。その代わり今、私が言いましたように、ここに住んでもらえばいく

らかかりますよ、そういったことがこれから新規就農やいろんな形がとられていくと思

いますけれども、やはり新規就農者も何人かおられてなかなか厳しい方も今までにあり

ました。それはやっぱりそうしたライフプランというものがしっかりしてないというの

が、どうしても難しくなってくるというふうに思っております。 

これからのやっぱり町のＰＲの中で、そうした住んでもらうこういうメリット。だけ

れどもこれはこういうことが必要ですよ。地域とのコミュニティーもこうですよ、そう

いった形で移住、定住対策というのを進めていくのは一つの大きなポイントになるんで

はないかなというふうに思っております。 

それからふるさと大使につきましては、今橋本議員の言われた提案、さっき課長が申

しましたけれども、検討に値するなというふうにも思っております。 

ただ、ふるさと大使と申し上げましても、やはりその方の年齢、あるいは動き、相手

があることでございますので、またそれは協議していく内容かなというふうに思ってお

ります。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ありませんか。 

間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） ３点ほど質問をさせていただきます。 

まず、一般会計の５３ページでございます。１３節でございますけれども、地域活動

センターについてお願いをしたいと思います。 

今年度新規といたしまして、障がいを持つ方の日中活動の場の提供と高齢者、子ども

の行政型サービスの提供を行うために、４月より旧北名子保育園において地域活動支援

センターを開所するということでございます。 

予算書の厚い方でございますけれども、当初予算として扶助費を混ぜて６９０万円ほ

ど盛ってあるわけでございますが、この概要の方には３，５４６万８千円ということで

ございますが。この点についてどんなどういうことかをご説明いただきたいと思います。 

それから今度開所ということの中で、利用者は何人ほどおいでになるのか。それから

また委託料も発生しておりますが、どういう形で委託をするのか、この点についてお聞

きしたいと思います。 

また、２点目でございますが、９７ページの中央公民館への改築事業についてお聞き

したいと思います。 

いよいよ念願でございました松川中央公民館の建設が２７年度から２８年度にかけて
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改築をされるわけでございますけれども。昨日も全協でお話をいただく中で、なんか確

認申請の全体計画の中で、別棟とか同一棟とかという形の中で、なんか認定申請がいる

ということでございます。 

今までそれまで考えておったのかどうかわかりませんけれども、着工が早くて７月、

それから遅くて９月着工という昨日説明をいただいたわけでございますけれども。進捗

としてこの計画に入っている中で、進捗が遅れておるのか、今までの計画の中で進んで

おるのか、その辺をお聞きしたいことと、それから完成が来年の２８年の秋ということ

でございますけれども、この辺は秋ではなんかちょっとはっきりしませんけれども、何

月とかその辺はどうなっておるのか、お聞きをしたいと思います。 

それから中央公民館の解体前におけるなんかセレモニーということは考えておるのか。 

それから３点目でございますけれども。予算書の９９ページの１３節でございます。 

東小のことでございますけれども、いよいよ３月をもって閉校となるわけでございま

すけれども。生東地区の拠点施設として、地域をはじめ多くの町民の方が利用いただけ

るように、後利用が決まるまで維持を管理していくということでございますけれども。

この維持、管理の方法というか、委託料等も発生してきておりますけれども、委託の方

法等についてどのようにしていくのかお聞きをしたいと思います。 

以上、お願いいたします。 

○議長（関 克義） 地域活動支援センターの予算について。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） まず、この金額のところについてでありますけれども。 

地域活動支援センターの業務の委託料は、５３ページのところにあります６２４万円

になります。ただ、施設の方の管理、運営のところの費用の光熱水費ですとか、そうい

った費用の方を入れたものがこの中でこの３，５４６万８千円というところの数字にな

るわけですけれども。主はこの業務委託料のとこにつきましては、６２４万円の内容に

なっております。 

この６２４万円の内容でありますけれども、事業としまして親愛の里さんの方に業務

委託の方をしてまいります。月額で５２万円で１２カ月分ということの中で、この委託

の方をしてまいるということになっております。 

現在考えておりますのは、定員が１０名ということ、３型ということの施設になって

おりまして１０名ということであります。 

基本事業の部分を実施の方をしまして、定員が１０名ということですので、この１０
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名にできるだけ近づけるような形で、今後利用者数を増やしていくということになりま

すけれども、どうしてもここのこの利用をする方々につきましては、なかなか外に簡単

に出れないという方々が多くいらっしゃいますので、連絡会議等情報交換を持つ連絡会

議を各障がいの団体の皆さんとも連携とりながら、今後の利用者につきましては、情報

等をもらって、４月からの利用に結びつけていくというようなことで考えておりますの

でよろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 続きまして中央公民館の関係、それから東小について。 

小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それでは中央公民館の関係からよろしくお願いしたいと思い

ます。 

昨日の全協の中で、全体計画認定申請を行ってまいるというようなお話を申し上げた

ところでございます。これについては、実は昭和５３年５月１９日、５３県第１７７号

の通知。渡り廊下による別棟解釈についてという文章が、長野県より出されております。

これ防災避難規定によるものでございまして、町民体育館は中央公民館と別棟であると

解釈して、設計業者、そして私どもが別棟の解釈として、従来どおり渡り廊下でつなぐ

設計を進めてまいったところでございます。しかし、建築確認申請中でございますが、

地方事務所建設課より構造規定上渡り廊下で接続されている中央公民館、町民体育館、

そして図書館資料館は同一棟と解釈され、渡り廊下による別棟解釈についての応用は難

しいというような旨が伝えられたところでございます。 

これによりまして、平成２７年４月から施行された建築基準法第３９条第３項の特定

天井、特定天井というのは釣天井になりますが、天井高６ｍ以上、床面積２００ｍ以上

の体育館の天井が補強が必要になるということでございます。町民体育館からすればト

レーニングルームとアリーナが該当になってございます。渡り廊下でつなぐ町民体育館

がそこの部分が触れるといったところでございます。そして図書館、資料館に関しては、

問題はないわけでございます。 

そこで建築基準法第８６条の８の規定により、中央公民館、町民体育館、図書館、資

料館の全体計画認定申請を提出することによって、従来同一ですから一緒にやはり工事

をやるというルールなんですが、あまりにも規模が大きいですとか、そういう状況があ

るために時間差でその工事が進めることができる、そういった申請になるわけでござい

ます。よって、この申請を出すことによって、そういうような形にもっていきたいとい

うような申請でございます。これが１点です。 
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そして工期のご質問もいただいております。早くて７月、遅れると１０月ぐらいに着

工というようなお話申し上げたところでございますが。国庫補助の関係上、早期着工の

お願いをただいましておるところでございます。早期着工になりますと、４月の１日か

ら事業を進めていいよというような許可下りてくるわけなのですが、通常ですと例年で

すと５月の末。ですから６月に入ってからの工事の着手ということになってまいります。 

よって、おおむねちょっと１４カ月ほど実は工期を見ておるところなのですが、具体

的に申し上げますと、平成２７年、早期着工の場合にはおおむね７月から８月ぐらいに

完成予定。そして通常着工になりますと、１０月から１１月頃になるのではないかとい

うふうに今考えております。 

もう一つ、解体のセレモニーに関してでございますが。今内々で、中央公民館内館長

を中心に、今どうしようか考えておるところでございます。 

いずれにしましても、着工時期との兼ね合いがありますので、そこら辺も考えながら

進めてまいりたいと思っておるところでございます。 

続きまして、東小学校の維持管理に関してでございますが。 

委託方法に関しましては、それこそ委託でお願いしてまいりたいと思います。それは

建物内の管理とあと建物外の管理というふうにとりあえず予算上分けてございますが、

地元の皆様方にお願いできればすてきなことじゃないかなと思っております。 

やはり東小学校を愛していただいて、卒業されておられる皆さん方というのはやはり

大事にしており、思い入れもやはりあるのではないかという考えがございます。そんな

形で委託をしてまいればということで、進めていきたいと考えております。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） それぞれ答弁をしていただきましたが。 

地活センターにつきましては、施設の関係も含めたということのようでございます。

委託については、親愛の里さんにお願いするということでございます。利用者において

は、１０名を予定しておるようでございますが。 

これは今までも一般の方というか、今回親愛の里さんが入って利用者さんが多くなる

という感じでございますけれども。以前あれしていた生田の地活センターにおいでたよ

うな方は含まれておいでるのか、その点をお聞きしたいと思います。 

それから中央公民館については、渡り廊下という建築上の問題で、同一棟という形の

中で、体育館の天井の補強もしなくてはならないという答弁でございました。 
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これは渡り廊下が今のところつながっているということでございますが、これ切り離

すとかそういう設計というのはできなかったのかどうか、その辺がわかればお聞きした

いと思います。 

それから工期については、ちょっと今流動的ということでございますけれども、名子

中央保育園のこともありますので、しっかり工期の計画を立てて進捗をお願いをしたい

と思います。 

セレモニーについては考えておいでになるということでございますので、やはり即解

体ということでは悲しい気持ちもありますので、今までの公民館の歴史等も踏まえたこ

とも残すような形の中でお願いをしたいと思います。その点については、どんな考えが

あるかお願いをしたいと思います。 

東小の管理については、地元の方に東小を愛していただいていたというか、地元の方

に管理をお願いするということでございます。 

後利用については、時間をかけてということでございますので、良い利用ができる後

利用ができることをお願い願っておるものでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 地域活動支援センターの管理のことにつきまして。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 以前に利用をしておっていただきました生田での作業が、利用

者の方につきましては、現在新たな場所の方で利用をしておっていただきますので、先

般も委託の事業所の親愛さんとの話をしましたところ、そちらの方での活動をしておっ

て、新たなところへは今度来ることはないというようなことでありましたので、今度の

１０名の方は新たな方を今後お願いをしてまいる、利用の方にお願いしていくというよ

うなことになるかと思います。 

あともう１点、先ほどの数字のところでちょっとお願いしたいわけですが。実はこの

障がい福祉費のところに、障がい福祉費と目で障がい福祉費と地域活動支援センターの

費用がございます。 

この地域活動支援センターの部分だけは純粋にいきますと、６７０万６千円の金額に

なっております。それがちょっとこの障がい福祉費の方の金額のものも入っての金額で

３，５４６万８千円とちょっと大きな数字になっちゃっておりますけれども。地域活動

支援センター分につきましては、６７０万６千円ということでお願いをしたいと思いま

す。 
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大変申し訳ありませんでした。よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 中央公民館の改築に関わる件につきまして。 

小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） つながっている切り離すことの考えはなかったかという、確

かそんなご質問だったと思います。 

直接的に切り離す、あるいは接続するということは、直接的に下世話な話ですけれど

も、お金的な部分には、手数料は若干今度の３月の補正でお願いする形になりますが、

大きな工事額には変更ございません。 

また、今現在、あれだけつながっていることでの利用価値が高く、大勢の皆様方にご

利用いただいている経過を考えれば、切り離すということは考えてなかったわけではな

いんですけれど、ただいまこうやってしっかり使っていただいておるその要因はあそこ

のつながりにあると考えまして、つなげていくという方向で進めてきており、それでや

ってまいりたいと思います。 

また、工期の計画を立ててというお話でございます。確かにそのとおりでございます。

そこもきっちり立ててまいりたいと思います。 

また、お別れセレモニーというか公民館のセレモニーに関してなんですが、確かにそ

ういった形もとるにせよ、大事なのは新しいスタートの段階での新しい公民館ができた

ところでのセレモニー、そちらの方を重要に考えております。ですから、公民館の開館

の折のセレモニーは、できるだけ落ち着いた形というかそんな形で考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） 地活センターについては、以前におった方々は入らないということで

ございますが。それにしても一般の方というか、親愛の里の皆さん以外の方も今後受け

入れるということですね。 

中央公民館につきましては、今私が言ったのは、渡り廊下をとりあえず離しておいて

完成したらつなぐというか、そういう考えでは物事は通らんのかということをお聞きし

たわけでございます。 

セレモニーはそんなに派手にやることはないと思いますので、ある程度の形で良いの

ではないかと思います。その点についていかがでしょうか。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） やはり先ほども同じ答弁で申し訳ないんですけれど。今活用



 －132－ 

されておるというその流れを十分大事にしてまいりたいというのが一つ。 

もう一つ、切り離しの部分を考えなかったわけではないというお話をしましたけれど。

元々国庫補助をもらう時に本当に真剣にそれ考えところでございます。と申しますのも、

中央公民館部分とあとチャンネル・ユー部分があって、その共有部分の按分のところで

それを本当に考えたところでございます。と申しますのも、施設がつながっている以上、

その按分の部分が町民体育館とか、図書館、資料館の按分の部分が入り込んできますよ、

図書館の皆さんもトイレを使うじゃないですか、町民体育館の皆さんもトイレを使うじ

ゃないですか、ロビー通るじゃないですかというようなことで始まっておったのが、い

ろいろ長野県と協議をしていく中で、共有部分はチャンネル・ユーと公民館で按分すれ

ば良いという方向になりました。よって、これはつながっていけると。 

もうちょっとさかのぼってお話申し上げますと、町民体育館の部分と図書館の部分が

くると、変な話補助金がその分さっ引かれるというような格好になります。 

やはりそういうことも勘案しながら進めてきたんですけれど、今言ったようにチャン

ネル・ユーと公民館部分で按分すれば良いというような答えをいただいた中で、よしそ

いじゃ予定どおりつなげてまいろうという、そんな結論に達したところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 先ほどの私の方で、利用者の方のことで親愛の里さんの方への

話を確認をしたというところについて話をさせてもらった点について、ちょっと誤解の

ないようにお願いしたいんですが。 

親愛の里さんの利用者の方が、地域活動支援センターを利用していくということでは

なくて、新たにこれからなかなか外に出れない方、そういった方々が今後居場所作りと

いうような形の中で出てくる。来て地域活動支援センターを利用していくという、そう

いう方々が利用していくということでありますので、親愛の里の入所者の方が利用とい

うことはちょっと難しいのかなというふうに考えておりますので、その点についてはち

ょっとその辺お願いしたいと思います。 

事業委託をするということでご理解をいただきたいと思います。 

お願いします。 

○議長（関 克） そのほか質疑ございますか。 

松井議員。 

○１１番（松井悦子） それでは何点かお伺いをいたします。 
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この当初予算の概要というところでお願いをしたいと思います。 

最初は１３ページになります。健やかマイレージ事業ですね。個人の健康意識を高め

るための取り組みということで、昨年度から始められた事業だというふうに思っており

ます。 

昨年は１２万６千円ですか、予算を組んで始められたわけですけれども、今年度はだ

いぶ少なくなりまして３万４千円ということですが。昨年の状況に応じた予算かなとい

うふうに思いますが、そんなちょっと今状況なんかもお伺いをしたいと思います。 

それからその次は、１１ページになります。 

１１ページの小中学校の研修事業というのが、これは毎年あるものなのだとは思いま

すけれども。町内小学校の教職員の指導力の向上と児童生徒を取り巻く課題について検

証を行うというふうに書かれております。 

何点かここに例といいますか、主なところが示されておりますけれども。３番目のメ

ディアリテラシー講演会というの、これもまたちょっと内容がわかりません。このあた

りも含めてどのような検証をどのくらいの回数などで行うのかということをお伺いをし

たいと思います。 

それから一番最初といいますか、主な事業の最初になります７ページですけれども。 

第５次総合計画策定業務について５８３万９千円というふうになっております。 

平成２７年度に満了する総合計画ですけれども、２８年度からの基本計画ということ

で、今策定委員会さんなんかも決められて順次作業を進められておるというふうにお聞

きをしておりますが。 

ちょっとお聞きをした中で、昨日の町長の所信表明の中に所信表明の４ページですか、

一番上のあたりですけれども、第５次総合計画の策定に着手をしておりますが、この中

で今回初めての試みとして、町民１００人ヒアリングを行い、松川町に暮らしていてど

うだということを聞いたのだと思います。いろいろがちょうど良くて、なんとなく居心

地が良いといった感想もいただいておるというようなことが書かれております。 

少し前の全協かなにかで、少しこのあたりに触れられた報告があったような気もいた

しますけれども。このあたりのこの町民１００人のヒアリングというところ、これがど

んなふうな設問でどんなふうに行われたのかということをまずお聞きをしたいと思いま

す。 

以上３点、よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 健やかマイレージの関係につきまして。 
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大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 健やかマイレージにつきましてですけれども。 

昨年より予算的には少なくなっておりますが。その内容におきましては、今回の計上

してあるものにつきましては、マイレージのカードの方を４５０枚ということで、それ

についての予算の計上してあります。 

昨年までは、この新たな事業を行っていくという中で、パンフレットですとか、周知

用の旗の方を作成しましたので、そのものが除かれてきておりますので、今年はそうい

ったことでポイントカードの方の使用ということになります。 

それと２月末までの実績ですけれども、６７名の方が利用していただきまして２，５

５０ポイントというようなことで、ポイントの方を獲得していただいて、健康の維持と

いうことの中で関心を持ってもらって、取り組んでおっていただくということでありま

す。 

これにつきまして、住民の皆さんの方に、健康学習会の折に出向いていきまして、こ

のポイントマイレージの方に取り組んでもらいたいというようなことですとか、最近で

はコミュニティ・カフェの方に来ていただいている方々にぜひこれに積極的にやってい

ただけないかというようなことでお話をさせていただきながら、最近その方々が結構継

続的に事業の方に取り組んでもらうというようなことも出てきておりますので、引き続

きそういったところでまた周知の方は図りながら取り組んでまいりたいというふうに思

います。 

お願いいたします。 

○議長（関 克義） 次に、小中学校教職員の研修について。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） お願いします。 

まず、４校合同研修会につきましては、町内の小中学校と松川高校の先生方も参加い

ただきまして、ここにありますように、共通の児童生徒、大きな課題についてのテーマ

を決めて講演を聴き、研修をするということを今年度もこれまで行っております。来年

度もこれを継続して続けていきたいというものです。 

それと各校訪問指導といいますのは、小学校２校、そして中学校１校ですが、それぞ

れ一日かけまして、それぞれの学校の学級学級を見ていただいて、それについて学級の

クラス運営について学級運営についてご指導いただく。それが終わった後、懇談会を開

いて、いろいろ疑問、指導、直接いただくとこういうようなことも継続して行いたいと
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いうものです。 

そしてあと３番目のメディアリテラシー講演会といいますのは、児童、保護者を対象

にしまして、今問題になっておりますネットですね。このネットに対する危険度、使い

方、その裏にあります犯罪につながる問題、ここにつきましてこれも毎年継続的に講演

を開いて研修をしていると、そういうものでございます。 

以上です。 

○議長（関 克義） 第５次総合計画策定業務につきまして。 

斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） １００人ヒアリングというご質問でございます。 

これにつきましては、今まではアンケート調査だとかあとワークショップによって、

第４次総合計画につきましては作り上げてまいりました。今回も先日、全協の方でお配

りさせていただきましたが、アンケート結果、またワークショップの途中経過等もお配

りさせていただきましたが、初めての試みということで１００人のヒアリングというこ

とをさせていただきました。１人の方からご紹介を受けて、またその方が次の方を紹介

していただくというようなことで行ってまいりましたが。 

やっぱ分野が偏らないように、福祉だとか教育、産業、文化、子育て、Ｉターン、そ

ういった様々な方々から事情徴収というか、意見を頂戴できるようなそんなふうにご紹

介をいただいて９７名の方からヒアリングをさせていただきました。それが先日お配り

した真ん中にちょうど良いという形の共通といいますか、皆さんがそれぞれ感じている

ことをまとめさせていただいたということであります。 

設問でございますが、やっぱりこっちから一方的に聞いていくということじゃなくて、

あなたが今考えている松川町だとか、そういったことからだんだんに聞かせていただい

ております。ですので、それぞれ全員の方から同じ質問をさせていただいて、それをま

とめたというものではございません。 

ですから中には、良いことばっかしか言わない方もおりますし、批判的なことだけも

あります。そういう中を総合させていただいて、この間のあの１枚のＡ４のもので、真

ん中にちょうど良いと。 

ですからそれにつきましては、自然だとか人だと過去の地域、そういったらあらゆる

ものがちょうど良いんじゃないかという共通ごとですかね、そういうのを引き出したよ

うな状況になっております。それをまた今のワークショップの方へ投げかけまして、今

順次ワークショップを進めておるのが状態であります。 
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現在の進捗でありますと、今基本構想という中で、いわゆる第４次ですと、地域協働

のまち、まつかわということになりますが、それのキーワード的になるものを今みんな

で考えておる状況であります。４月以降になりますと、基本計画の方へ移ってまいりた

いと思っております。 

先日も報告させていただきましたが、策定委員会並びに審議会の方へ報告しながら、

また議会の皆様の方へも報告させていただきたいと思います。 

また、そろそろまとまったようでございますが、議会の皆様からも提案をいただくと

いう予定でおりますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（関 克義） 松井義員。 

○１１番（松井悦子） さわやかマイレージについては、大勢の皆さんが利用されて２，５５

０ポイントも利用がされたということですが。これについて、その使い勝手については

何かご意見とかそんなようなことがあって、少し改善をするようなところがあるのかな

いのか、そんなようなこともちょっとお伺いをしたいなと、そんなふうに思います。 

それから次の研修会についてですね。 

この学級運営について、授業風景を見て指導をするという。それから４校合同研修会

というのは、松川高校も含めてということでしたね。こういったところは、どんな方が

講師となられてやるのか。 

それからこの合同研修会とか、学校運営について、このもちろんこのネットの危険度

もありますし、今この学校のこの中での出来事というのが非常に様々な中で問題になる

部分がよくあるのではないかと。報道なんかでも見ますと、体罰ですとか、セクハラで

すとか、先生の言葉遣いの問題だとか、そういった問題で非常に問題化されるというか、

表に出てきた、ここに出てきたというような感じもいたします。 

これは保護者の意識、社会の意識、そういったものの変化にもよるということなのか、

それとも学校内の教師の皆さんの問題なのか、はたまた生徒にもいろいろな原因がある

のか、そこのところについてもいろいろな論議があると思いますけれど、とりあえず手

立てをしていかなければならないというふうに思います。 

こういった点について、どうなのかということを再度お伺いをしたいと思います。 

それから今の１００人アンケートですね。 

方法としては、だんだんに紹介をしていったということですね。非常にこれ着眼点と

いうのは良いなというふうに思いますけれども。ただ一つちょっと懸念されますのは、

ヒアリングということになりますと、やはり聞く対象というか、聞かれる方が役場の職
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員であったのかと思いますけれども、やはり本音の部分がどのくらい出てきたのかなと

いう、そこのところが少し心配になります。 

それでなんとなく暮らしやすい、居心地がよい町だ、ちょうど良くてというこのあた

りは一番無難な回答というか返答なのかなということも、ちょっとそんなような気も勘

ぐればそんな気がいたしまして、やはりそのあたりはもちろんそうなのかなというふう

に思う部分もありますけれども、ここのあたりで安心をしてしまうというか、ああそう

なんだというふうにこのまま額面どおり受けてしまうということについて、ちょっと少

し不安を思います。 

今後、こういった町民の皆様の意識というものをもとに、だんだんに総合計画の方も

一部取り入れながら計画がされていくことだと思いますけれども。このあたり町長はど

のようにお考えか、そのあたり３点お願いします。 

○議長（関 克義） まず、健やかマイレージの使い勝手について。 

斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 平成２６年度は、まちづくり政策課の方で健やかマイレ

ージ担当させていただいて、２７年度からは保健福祉課の方へバトンタッチをしていっ

た経過でございますので、本年度のことにつきましては私の方からお答えをさせていた

だきたいと思いますが。 

ご利用されている方から使い勝手等にはご意見等はいただいておりませんが、ポイン

トにつきまして、やっぱしちょっとした運動を友達とやったとか、そういうのも加算で

きないかだとか、そういったご意見はいただいております。ですから、友達と３０分散

歩を毎日やらにゃいけないだとか、そういう形になっちゃっていますので、一週間にい

っぺんだとか、そういったポイントの加算の方法でご意見は頂戴しておりますので、ま

た引き継いで保健福祉課の方へまたそんなことはお伝えして、ポイントのこの足し算、

足されていく項目についてはまた検討をさせていただいて、より多くの方がお使いにな

って健康意識を持っていただけると、そんなことを進めていただいて、健康な体は自分

が作っていくんだぞという意識を植え付けていただければなと思っております。 

それと最後に町長ということでありましたが、私の方から１０人ヒアリングの関係、

ちょっと返答させていただいてお願いしたいと思いますが。 

役場の職員が行ってヒアリングはしておりません。委託しましたワイドという会社の

者が行ってヒアリングをさせていただいて、客観的に見ていただいているということで

評価させていただいております。 
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また、これはワークショップ等に使う材料としていただいただけであって、これがす

べてということでは決して思っておりませんし、逆にこの反面があるんではないかとい

うことを思っております。 

逆にそこに居心地が良いだとか言っていただいているということは、松川町の住民の

方とか町民の方は、松川町が本当に大好きなんだなと、そんなことを感じて大変うれし

く思っております。 

昨日の町民提案型も、やっぱり町が大好きでないとああいうことはできないのかなと。

ですから松川町が大好きな町民が松川町多いんではないかということで、大変担当とし

てはうれしく思って仕事をさせていただいているのが現状でございます。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 基本計画でございますけれども、私今までにも非常に重要視をしている

ということでございます。 

その途中経過の中で、ちょうど良いという言葉、これは私もあれが一番最初見た時に

笑った気持ちが、にやったと面白いなと思いながら聞いたところでございます。 

その内容につきましては、今課長が言われたとおりでございます。１００人ヒアリン

グに私もございました。応接室で職員じゃなくて、町長に対してこれからのまちづくり、

いろんなのを聞かれたところでございます。 

このちょうど良いなという、非常にほんのりした、松井議員、今、危ういんではない

かという、そこまでこの言葉尻を捉えられちゃうと厳しいなという思いを持っておりま

す。今、課長が申されたとおりで、途中経過、一般住民の人たちに松川町はどう、もし

聞けばおそらく半数近くはまあまあじゃないの、これが現実だと思います。だからそれ

だけで通して良いとは思っておりませんけれども、非常にこの計画については重要に考

えております。 

ワークショップへも私は参加ということじゃない、オブザーバーで見させてもらいま

したけれども、平均年齢３８、３９かなの方たちが、それぞれが意見を出し合っており

ました。 

ぜひともその世代の人たちのまた考えもまたまとまってこようかというふうに思って

おりますので、参考にしながらまたやってまいりたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 教職員の研修について。 
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高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 町の小中学校の先生方の研修でありますが。 

県費負担教職員である先生方に、町立の学校の教職員であるというそういう自覚を持

っていただきたいということで、県は県の独自の研修体系を持っているんですが、町独

自の研修ということでここにある３点、それからもう１点、昨年から始めましたが、新

任の教職員の研修会も開かせていただいております。 

それでここに挙げさせていただいております４校の合同研修会、これにつきましては、

上越教育大学の赤坂先生においでいただきまして、内容は教科指導のベースとなる学級

経営、学級作り、ここのところのお話をいただいております。いじめ、不登校等の問題

が多発する中で、どうやって学級経営をやっていくんだと、その一番の根本のところで

お話をいただいて、その研修をもとに各学校で実践をする。その実践の様子をまた赤坂

先生に足を運んでいただいて見ていただいてご指導いただくという、こういう研修内容

でございます。 

それからメディアリテラシーの講演会でございますが、子どもたちのネットでのつな

がり、ＬＩＮＥ等の中で、先生方がつかめないところでの動きがございます、川崎の事

件もそうですが、子どもたちの様子が学校の先生方のところでなかなか見えてこないと

いうところもあります。ネットの功罪を知りながら、上手にこれを利用していくという、

そういう学習を保護者と一緒に考えていくということで、この講演会を中学校で実施を

いたしております。 

それからいろいろな諸問題、学校の中で起きてきていると。時代の変化ももちろんあ

りますし、家庭も変わったと、子どもたちも変わったということもありますが。それぞ

れの直面している課題について、私ども教育委員会の方が敏感に把握をしながら先生方

に働きかけをしていくということも、ぜひ大事にしてやっていきたいなと思っておりま

すので、町の教育委員が学校に出向いて、全教職員との懇談会も各学校ごとに実施して

おります。その中で、先生方が直面している困難点や課題等も吸い上げながら一緒に考

えていくという、そんな場を設けております。 

数年すれば町を出て行ってしまう先生方がありますが、この松川町にいてくださる限

りは、なんとか町のために力を尽くしてくれるように積極的に研修の機会を設けていき

たいと、そんなふうに思っています。 

以上です。 

○議長（関 克義） 松井議員。 
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○１１番（松井悦子） さわやかマイレージについては、若干の使い勝手の良さを望まれる町

民の皆様もおられるということですので、またできる限り町民の皆様の使い勝手のいい

ように進めていただきたいということと、今コミュニティ・カフェなどでも周知をされ

ておるということですけれども、新たな利用者ということもまた発掘をしていくという

か、多いほど良いわけですので、ちょっと疲れちゃってやめちゃったという方がもしお

られるとしたら、また新たにまたちょうど定年退職したとか、そういったような方もま

た参加をされるということもありますので、ＰＲの方をぜひ繰り返しされていくことが

必要なのかなと、そんなふうに思います。 

それから小中学校の研修の方ですけれども。松川町の中で研修をされた先生方が、若

い先生方にしろ、それなりのお年の方にしろ、いずれにしてもしっかり松川町で研修さ

れたことはおそらくその先生の知識となって、以後の教育活動に大きく活きてくるとい

うふうに思われますので、ぜひまだまだ若くて、いろいろのこともしっかりと会得して

おられない先生方もおられるということもありますので、この部分はどうしても抑えて

ほしいという部分について、しっかり研修、指導をして行っていただきたいと、そんな

ふうに思います。 

ネットの問題は本当にこれおそらく学校側もですけれども、各家庭でも本当に今、不

安の問題ではないかなというふうに思います。ぜひ子どもさんたちにまだまだ興味本位

で利用をするということがありますので、そのあたり家庭ではむしろ経済的なことも大

きく影響してくると思うんです。利用料が明細書が届いてびっくりするというようなこ

ともよく聞きますので、そういったようなことも含めて、ぜひしっかり講演会なりで子

どもたちにも教えてやっていただきたいと、そんなふうに思います。 

それから１００人アンケートの方ですけれども。 

決してその恐ろしいとか恐れておるとかそういうことではありませんけれども、この

考えといいますか、回答がなんとなくこれが定着してしまうという、これが少し怖いな

ということを申し上げたわけであります。 

確かにこういうふうに言われた方もいるということではありますけれども、人数的に

は９７人ということですので、むしろこの表に出てこない、出る機会のない人たちの思

いというのもあるわけで、その部分十分に配慮をして、総合計画の方に取り入れていっ

ていただくということが大事かなという、そんなふうに思っております。 

政治とは足りない部分をどうやって補って、政策によって補っていくかというそうい

うことだと思いますので、そのあたり今更私が言うほどのことではないかもしれません
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けれども、言わせていただくわけでありますけれども。そういった配慮の中で、常に町

民にとって住みよいまちづくりということで進めていっていただけたらと、そんなふう

に思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） マイレージのＰＲ方法につきましては、また引き継ぎの

中で伝えてまいりたいと思いますし、今まで財政係長の方が中心になってやっていただ

いておりましたので、そういった引き継ぎにつきましては漸次させていただきたいと思

っております。 

総合計画でございますが、やっぱちょうど良いというご意見をいただいた中にはやっ

ぱ反することが絶対あるということで考えております。それとこのちょうど良い町を今

後どうやって作るのが良いのか、またそれを持続するにはどうしたら良いか、それがこ

れからの課題ではないかと思います。ですからちょうど良い町ということで今表現させ

ていただいておりますが、その町はどういう形でできていくのかな、これから作ってい

かなければいけないか、そういうキーワードになっていくんではないかと。私どもそう

いう考え方で、この総合計画に臨んでまいりたいと思っておりますので、よろしくお願

いをいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 総合計画でございますけれども。その方針の中に載っていたということ

で、その辺のところ。それから松井議員の言わんとすることは私も理解をいたしており

ます。 

これからいろいろ政策していく中で、その言葉だけが一人歩きをしていくようなこと

はおそらくはないだろうというふうに思っております。 

それからワークショップに出席して一番最初感じたのは、年齢の若さとそれからスタ

ートがみんな松川町の良いとこを出し合おうという形でスタートをしておりました。こ

れは今まで例えばおそらくは、松川町の基本計画、松川町は何が足りんと思う。いろん

なことできっと出ると思います。しかし、物事は松川町ってこんなに素晴らしいんだ、

いろんな先ほどからまちづくりの提案型まちづくりの話やいろいろが出ております。そ

うした中で、そういう町の中で、そいじゃ課題はなんなんだということで進んでいった

方が、私はより良いいろんな話し合いが進むんじゃないかなというふうに思っておりま

す。 
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それは私の思いもございます。プラス発想という言葉をよく職員に対しても投げかけ

ております。物事をプラスに考えていかないと、マイナスに考えればすべてマイナスに

なっていっちゃう。だからプラスに考える。問題がないということじゃございません。

しかし、私が最初行った時におっとびっくりしたのは、「皆さん今日は松川町の良いとこ

何でもいいでみんなで皆さんで出し合いましょう」といってワークショップ形式でこう

やってやっておりました。 

そういう光景って見たのは、その内容で見たのは初めてだったかな。そうなんで新し

いやり方で、またものをやっていくんだなというふうに見ておりましたけれども。そん

なような考えを持っております。 

町長としてそれじゃ松川町は課題がないのか、そんなことじゃないです。ただ、山の

中で人口も減っていくし、何もない町だ、そういう根底の中からものを考えていくのと、

良いところを伸ばしながらまた課題を拾い上げていくのでは考え方はやっぱり違ってく

るというふうに考えております。 

○議長（関 克義） 米山議員。 

○１２番（米山由子） いくつかご質問させていただきたいと思います。 

最初は３つほどという感じでございますので、３点ほどお伺いさせていただきますけ

れど、６９ページでございます。 

中山間地域活性化推進事業ということで、９７０万６千円というような形で、いろん

な事業盛られているところでございますけれど。特に今高齢化が進みまして、そして少

子化の中で一番地域として課題としていかなければならないというようなところは、生

田地域ではないだろうかという気がするわけでございます。 

その中で、この中山間地域活性化の事業といたしましては、いろいろな事業盛られて

おりますので、いくつかの中でお伺いをしてみたいと思うわけでございます。 

産業の振興ということで聞かせていただかないと、私総務社会という形でございます

ので、本当はまちづくり政策課とどうしてもこれはこういう地域振興ということは両方

にもっと横断的に関わる課題だと思いますけれど、絞りまして産業振興というようなこ

とで聞かせていただくことにいたしますけれど。そこは切ないとこでございます。 

やはりこの地域は非常に自然が豊かで、そして特殊な産業というようなものが根付い

てきた地域でございますけれど、この頃になって非常に高齢化になってきているという

ふうに思うわけでございまして。産業の中では今ほおづきの栽培、花木、そして山菜と

いうようなものの振興がずいぶん地域の皆さんの努力によりまして進められているなと
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いう気がするわけでございますが、反面梅松苑の問題でございますとか、それから課題

としては担い手の高齢化、老齢化というような問題がございますけれど。この中山間地

域活性化事業の中で特に産業観光課としてこうして取り組んでいきたいというようなこ

とが、なかなか補助事業がありましたりいろいろでございますので、担当課長さんの方

から方向としてはこういうふうだというようなものがありましたらひとつまずはそれを

お伺いしたいと思います。 

もう一つは、７４ページでございますか、７４ページの中で林業振興費、そして１５

節工事請負費の中におよりての森遊歩道の整備ということで、前年度は３，１５０万円

を盛られておりまして、清流苑のところから上へ舗装をするというようなことでござい

ました。今回は半額ぐらいの予算でございますけれども、２７年度どこを整備されるの

かについてお伺いすることと、もう一つは町有林入山鑑札看板設置工事費というのを５

４万円を盛っていただいてあります。これは生田の皆さん方の要望もありましたし、そ

れからまた町有林へ楽しみでキノコを採りに行ったりする町民の皆様からの声として「、

どうしてもオープンで松川町だけでない方々の方が多く入るような町有林については、

なんとかしてくれ」というようなお話もあったそれへの対応かなというふうに思います

ので、これについてご説明をいただきたいと、こんなふうに思います。 

もう一つは７６ページでございますけれども、商工業振興費の中に１３節委託料がご

ざいまして、公衆トイレの管理業務というのが、これについてはお伺いさせていただき

ます。 

前年は２万７千円の公衆トイレの管理でしたが、今回３０万７千円という非常に１０

倍ぐらいの大きい予算になっているその要因を教えてください。 

それから１４節では、使用料及び賃借料の中で、松川インター第２駐車場の敷地料が

７８万５千円。先ほど坂本議員もなるべく軽量経営というようなもので、必要性のない

ような使用料については見直す必要があるんじゃないかということでございましたけれ

ども、第２駐車場はどのぐらいの使用率であるのか。それから第１駐車場につきまして

も、今これは感でございますが、利用させていただくために見ると２～３割はいつも空

いていると、こういうような状況ですから、インター入り口の駐車場だけでは足りない

のかどうか、この点お伺いさせていただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 以上４点。 

片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず、最初に中山間の関係でありますけれども。 
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６９ページの関係、中山間地域活性化推進事業費の中で、生田地区のその産業の方向

性についてということでありまして、非常に難しい質問をいただいたかなと思っており

ます。 

ここでそのはっきりとその町が考えていることという意味ではなくて、私がその担当

する業務の中で感じていることだけ申し上げさせていただきますと。ここ２年、私たち

が産業観光課でやっておる中で、新規就農の受け入れですとか、移住の相談などを受け

る機会が多く設けるようにしてまいりました。その中で感じておりますのは、やはりそ

の松川町がくだものの里で果樹をやりたいといってくる新規就農の方と、それから野菜

がやりたいという方の他に、やはり生田地区のその中山間の特性をとても気に入ってい

ただいて、そちらに住みたいと。そちらで農業や農業に関わることをやりたいという方

がいらっしゃるなということを感じておりまして。松川町もちろん一つではありますけ

れども、松川町の中には地域性がそれぞれありますので、その地域性に合った形でその

受け入れなりをしていく必要があるのかなと思っております。 

そういったことを考えますと、やはり米山議員おっしゃいましたような形の中で、特

徴のあるその産業を起こしていくことが必要だなというふうに思っておりますが。ただ

まだ、具体的には何をやっていくかというところまではちょっと至っておりませんので、

その点は今後また地域の問題もあるかと思いますので、そちらの話とも連携しながら検

討してまいりたいというふうに思っております。 

続きましておよりての森の関係でありまして。林業振興費７４ページの１５節工事請

負費の関係で２点いただきましたが。 

まず、およりての森の遊歩道の関係につきましては、全体で１.３ｋｍという計画にな

っております。そのうち３００ｍは、下段から上段に上っていく一番最初の年にやった

ところでして、残りのあの１ｋが清流苑からものみの丘に抜ける縦道になります。その

うち残りが約３００ｍという状況になっています。 

今年度の事業は今やっているところでありまして、これから完成いたしますが、来年

度残りは３００ｍということになっておりますので、舗装の工事というか、遊歩道の整

備については、道路の整備についてはその３００ｍになります。ただ、辺地債を使いま

して、観光施設の位置づけでやっておりますので、近くにあります倒木なども処理した

りということもこの事業でやっていたりしておりますので、そういうことも含めてであ

りまして、基本的には２７年度をもって、この遊歩道の整備については完了するという

ことになります。 
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ただ、舗装の構成等については、ちょっとまだこれから検討の余地がありまして、下

からウッドチップ舗装をやってきておりますけれども、大の字広場までぐらいは車が入

ったりいたしますので、ちょっとまた関係する皆さんとも協議をしながら決めていきた

いというふうに思っております。 

それから同じ節の町有林の入山観察看板設置工事につきましては、ご発言のとおり、

町有林に入るにあたりまして、入山の鑑札を発行して、交付して、鑑札のある方だけは

入れるというような形にしていきたいということでありまして、そのための案内といい

ますか周知看板ですね、案内と合わせました今年から松川町の町有林ではこういった形

で有料化をしておりますので、ここは入っちゃいけませんよ、あるいはこういうことを

やっていますよという周知看板を３カ所設置したいというふうに思っております。 

それからそこの項目にありませんが、そのページの１１の需用費の消耗品費の中にち

ょっと説明欄から書いてありませんけれども、その入山の鑑札用の防止の購入費もその

中に入っております。同じページであります４ページの１１の需用費の消耗品の３８万

５千円の中に入山鑑札用の帽子代が３４万円ほど用意して入れてございます。 

こちらにつきましては、地元の皆様からも鑑札については、腕にまく腕章ではなくて

わかりやすい帽子にしてほしいということがありまして、そんなことで予算準備してお

ります。 

ただ、入山この鑑札の規制といいますか、この範囲につきましては、ちょっと全体と

は考えておりませんで、生東地区の中で最初初年度でございますので、一部についてや

っていきたいというようなことを今事務局としては考えておりますので、またそこは地

元の皆さんと話をもって進めていきたいというふうに思っております。 

それから７６ページの１３委託料の公衆トイレ管理業務が増えているのではないかと

いう話ですが。これは大変申し訳ありません、その上段の松川インター駐車場管理運営

業務の中に、昨年はあそこのトイレの管理業務も含めてしまっておりましたので、そち

らから２８万円こっちに振り替えてしまったので、ちょっと増えて見えるだけでありま

して申し訳ありませんが、そんなことでご理解いただきたいと思います。 

それから最後に松川インター駐車場の関係であります。１４節の敷地料でございます

が、この中には松川インター駐車場の敷地料も含まれておりますので、松川インター第

２駐車場の敷地料についてはその一部でありまして、金額についてはこのうち１０万円

が第２駐車場の敷地料になります。 

利用の状況でありますけれども、まず松川インター駐車場の方につきましては、おっ
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しゃられますような状況になっておりまして、利用率については利用率がちょっと今申

し上げられませんが、利用の状況についてはおっしゃっているとおりでありまして、だ

いたいピークになります週末は７割を超える感じで駐車していただいているという感じ

であります。 

一方、第２駐車場につきましては、利用者につきましては割と調査をいたしますと、

長期間駐車をするという傾向がありますので、やはり数日間という場合にはインター横

の駐車場をお使いいただいて、長期については第２駐車場を使っていただいているとい

う傾向もあるかなと思っております。そんな使い方があるかなということがあります。 

それともう一方、調査をいたしますと、やはり特定の車両が特に第２駐車場について

は駐車をされているということで、そのインターを利用される方が駐車しているかとい

う部分も少し疑問がある車両もないわけではないなということを感じておりますので、

その点についてはまた利用状況も改めて調査をして、今後のことを考えていきたいなと

いうことも考えているところであります。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 米山議員。 

○１２番（米山由子） 縷々ご説明をいただきました。 

生田地域におけるところの地域づくりといいますか、農業振興につきましては、なか

なか難しい点があると思います。一番難しいのが担い手が労働力が弱いという点だと思

いますので、そういう点ではやはりほおづきとか花木みたいな軽いもので、推進してい

くというようなことも一つであろうと思うんですけれど。 

生田の皆さん、ほおづきを作っておりますけれど、なかなか売れないということも聞

くわけでございます。「ある程度は町からも買っていただいているけれど、自分自身も努

力しなさいといわれているけれど、売るところがない」とこういう声を聞くわけでござ

いますけれど、そういう点については、極力地元で使わせていただくことが一番良いん

だろうなということで、私どもも多少いただいてはおりますけれど、原材料が非常に高

い。高いものをさらに加工しますので、さらに高くなってしまって、なかなか流通が進

まないというような部分もあるわけでございます。そういう点では、ひとつ行政も生産

者も、そして業者も一緒になって検討会を検討会というか、そんな堅いものでなくて良

いんですけれども、やはりひとつ情報交換をさせていただきながら、農家の皆さん方に

少しでも収入が入るような形を検討していくことは必要じゃないだろうかなということ

を今感じてきているところでございますが。 
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町のご努力もありましてラスクでございますとか、いろいろなジャムはちょっと、私

どもジャムを作りましたけれども、やっぱりなかなか出てまいりません。そういう点お

考えがありましたらお伺いをさせていただきたいと思いますし、今課長さんの方からお

話ありました農業については、新規就農者というような形の皆さんへの対応が非常に大

きかったと、こういうことでもございますので、それもまた大事でございますが、ちょ

っと生田地域、いわゆる中山間地域農業について、もう一度軽量農産物生産と流通のこ

とをちょっとお伺いしたいと思います。 

それからそのおよりての森についてはよくわかりました。それで、入山の鑑札の発行

でございます。これは結局看板は立てるけれども、今度入る人たちは町民も町外も鑑札

を買えば入れるということなのか、それからまたもう一つは、この看板を立てて３カ所

ぐらいからの周知をしていくんだということになりますと、そういうところへ管理人と

いうか、少し入山を状況を管理する人を置かれるのかどうか、そうした点の具体的な点

についてお伺いをしたいと思います。 

それから第２駐車場については、私ちょっとお伺いしたいと思いましたその本趣旨は、

やはり前もそうでございましたけれども、駐車場を作って有料にしないと、もう車廃車

のような車を長くそこへ置いてしまって非常に問題があったというようなこともひとつ

あって、有料の駐車場を作られてきたという経過もございます。第２駐車場がそのよう

な形にぜひなりませんように、ひとつ管理をよろしくお願いしたいと思うわけでござい

ます。 

その点についてもう一度ご答弁いただければありがたいと思います。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず、生田地区、生東地区のその農業振興の面で、軽量の作物

とまたその販売ということで、食べるほおずきの話をお話をしていただきました。 

おっしゃるとおりかと思っております。何より担い手の方が非常に少ないという地域

でありますので、現在働いて耕作していただいている皆様に、引き続き耕作していただ

くというようなことの中では、軽量な作物、あるいは花木のようなものが有効であると

いうことかと思っております。 

その中で、食べるほおずきという点につきましては、これまでに２４年度ほおずき会

ということで発足をしていただいて、現在松川町ほおずき会という会で運営をしていた

だいている皆さんがいらっしゃいます。現在は、生産農家さん、参加農家さんが２０数

戸ということになっておりますが、そういった皆さんともちょっと相談をしながら、今
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おっしゃられたようなことについては研究検討をしてまいりたいと思いますので、また、

そういった情報交換の場なり何かが開ければ良いかなというふうなことは、今感じた次

第であります。 

それから入山料の関係の鑑札につきましては、私の方でちょっと説明が不足しておっ

て申し訳ありませんでした。 

これを購入できるのは町民の方だけと考えております。町民の方で希望者の方を募り

まして行います。今ちょっと単価はまだ正式に決定しておりませんが、近隣の団体でや

っている金額をお伺いしますと、１人当たりワンシーズン５，０００円というような数

字も伺っておりますが、うちで提供するその入山というか範囲というかいろんなことも

考えまして金額は決めていきたいなというふうに思っております。 

それから管理のようなものにつきましては、これもこれから地元の皆様とどういった

形が良いかということを相談していく必要があるかなと思っておりますが、先行して実

施している団体では、年間を通じましてシーズンに何日かそのパトロール、監視のよう

なことを行いまして、鑑札を持っていない方がいると声をかけて確認していくというよ

うなこともやっておりますので、そういったことは初年度からもできるかなと思ってお

りますので、やっていきたいなというふうに思っているところでございます。 

以上でございます。 

第２駐車場につきましては、まず以前から米山議員さんおっしゃることは指摘されて

いるところでありますが、現在の地主さんとの契約がまだ契約期間が残っておるという

状況の中で、現在まできているという状況があるということもちょっとお伝えしておき

ます。 

その中で契約期間が切れてまいりますので、その段階でどういうふうにするかという

ことは、地主さんとも相談しながらですが。地主さんの方からは、継続して借りてほし

いというようなこともちょっと言われておるんですけれども。そうはいいましても、第

１駐車場の有料化を図りましてからもう数年たちますので、第１駐車場というか、イン

ター駐車場の有料化の状況を鑑みながらやっていきたい。 

特に注意しなければならないのは、たくさんあそこの駐車場利用していただいて、収

入が増えて入っていただくことは良いんですけれども、逆にキャパがいっぱいになると

その車の行き先がまたなくなりますので、その点は先ほど申し上げましたとおり、現在

ではピークでも３割から２割は空いておりますので、なんとかなるかなという思いもあ

りますが、ちょっとそこは詳細にきちんと予測を見ながら、そのことは考えていきたい
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というふうに思っております。 

いずれにしましても、第２駐車場については、利用の目的を明確にする中で、次のこ

とを考えていかなきゃいけないなというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 米山議員。 

○１２番（米山由子） ご答弁いただきましてありがとうございます。 

中山間地域、特に生田地域活性化につきましては、農業振興も大事でございますが、

あの自然とそれから人の良い住民の皆さん方、そしてまたあそこに風土として根付いて

いる生活ですとか食だとか、そういうものの非常に付加価値の高いものがあると思いま

すので、これは農業振興なのか、まちづくり政策課なのか、ちょっと横断する部分があ

ろうかと思いますけれど、これは答弁は結構でございます。 

私の思いでございますけれど、そういうものを将来に向けてぜひともその町長いつも

おっしゃられます知財、地域の宝だと私は思いますので、そうしたものを一つの売りに

していただいて、そしてあの地域の活性化に結びつけていっていただければありがたい

という思いであります。 

それにはやはり私思いますのは、何でもかんでも掘り起こすんではなくて、一つのテ

ーマを決めていただいて、この豊かな自然でおいしいものを食べようとか、何かそうい

うものに絞り込んだ中で、一つこれからリニアが開いてまいります。もう１０年や１２

年はすぐきてしまうんじゃないかと思いますので、なるべく早い形の中で、下から下か

ら盛り上げていただくような対策を立てていっていただければ、若い人もまた来るんじ

ゃないかという思いもいたしますので、その点ぜひ一つ両課長様にお願いをしたいとこ

ういう思いでございます。 

それからこの入山につきましては、本当他のお隣の町村なんか非常に高い形で、もう

早くからこの入山料を取ってやっているということでございました。課長の思いをこう

して実現をしていただいた。これは住民の皆さん方、特に生田地域の皆さん方の思い入

れもあるというふうに感じますので、ひとつ私ども町民のやはり共有財産でございます

ので、有効な町民の活用ができれば非常にありがたいことだというふうに感じるとこで

ございます。 

それから第２駐車場は、もう何が何でもやめた方が良いというふうには私は思いませ

んので、ぜひともこの危険物捨て場になるような形で使用料を払うというのはいかがな

ものかというふうにも思いますので、またご努力いただきまして、有効な活用ができる

ようにお願いしたいと、こんなふうに思います。 
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以上、ありがとうございました。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ただいま中山間地、あるいは生田地区、あるいはおよりての森等のお話

がございました。 

私自身は改選期を迎えているということでありますので、あまり将来に向けてのこと

を言っていいのかどうかちょっと迷いはありますけれども。 

今までも生田地区、東小の問題、様々な問題を挟む中で、将来この地域が非常に大事

なんだ、それから今米山議員の言われた脈々と続く宝があるんだということはよく痛感

をしているところでございます。 

それから里山あるいは林業についてでございます。林業というと非常に大げさになっ

てきますし、どこまでできるのかはわかりませんけれども、やはり将来に向けての里山

の整備というものの重要性というのを痛感しております。これは１年経験し、２年経験

し、じわじわじわじわ実は高まってきているところでございます。環境の整備という大

くくりではありますけれども、そういった意味でも先日根羽村への研修にも行っていた

だきましたけれども、やはり里山の整備という観点からも、ああいったものを研究して

いくということの重要性を痛感しているところでございます。 

およりての森につきましても、植樹祭もここ何年かは数年は続けてきておりますし、

また２８年度の全国植樹祭の末端でありますけれども、下伊那地区での植樹祭が松川町

で開かれるということ。 

これにつきましても、実は担当課長にすぐ手を挙げろと。松川町へぜひ持ってくるよ

うに動くから、なんとかしよ。 

やはりその事業自体ということもあります。ありますけれども、やっぱり発信と意識

の高揚というものが大事だという思いがありました。決定をいただいたわけであります

けれども、そんなこれから里山の整備というものの重要性を痛感をしているということ

をお話をいたしました。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） それではこの時計で３時まで休憩といたします。 
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休  憩  午後 ２時５１分 

再  開  午後 ３時００分 

 

○議長（関 克義） それでは会議を再開いたします。 

質疑ございますか。 

白川議員。 

○１３番（白川靖浩） だんだん質問が狭められてきまして、ちょっと一般質問も絡む可能性

もありますが、よろしくお願いしたいと思います。 

今回の予算編成を見させていただいても、総体的な面ですが、午前中も質問ございま

したが、町税のやっぱしちょっと収入の見込みが遠慮して盛ってあるかなという、そん

な感じがするんです。これは答弁はいいでね、このことは。 

２５年度末の決算なんか見ると、町税でも９，３００～９，４００万円それより多く

なっておるのよ。そんなようなことで、デフレの真っ最中の町民税。法人税はその当時

より減っておりますけれども、固定資産の評価の関係でそうなったと思うんだけれど。

それでちょっとばかに遠慮をして収入を見たかなという、そんな印象を受けました。で

もそれは堅くいくということでいいんじゃないかなと思うんだけれど。 

実は質問はそうじゃなくて、細かいことから言いますが。最初に一般の７ページの商

工振興費、これは企業誘致の接見調査料ですか、それが去年の半分ぐらいしか見てない

ということで、これは工場誘致は大変難しい問題でありますけれども、一生懸命やって

おってもらうと思うんだけれど、やっぱしもうちょっと力を入れてやらんと魚に逃げら

れちゃうような形になっていっちゃまずいと思うし、そこらのとこのちょっと少なめに

したやつの理由か何かありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

これはちょっと今まで私も言ってきたことでありますので、一般質問的ですが、８４

ページの地元施工の土木工事についてでございます。 

昨年より２０万円ばか少ない額は見てありますが。以前からこれは申したことであり

ますので、ぜひこれからご一考願っていただければありがたいと思っているんですが。 

昔と言うほど昔じゃないけれど、やっぱし地元施工の申請は結構１０年ばか前はいっ

ぱいあったと思うんだけれど。だんだん世話がないし、いろいろで一般土木の方へ申請

が偏っていっちゃうということで、町でできればいいんだけれど、下條じゃないですけ

れども、自分たちでできることは自分である程度みんなでやるといったようなそういう

考えをやっていけば、いくらか財政的にも違ってくると思うんです。 
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それで確かに問題もあることは事実なんですけれども、ぜひそんな方向をだんだん減

らしていって、みんな町でやってもらうという考えじゃなくて、町民が自分でできるこ

とはやるというようなそんな考えに変えていって、一度にはできるわけではございませ

んが、いただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

もう一つは公共下水道事業ですが、９ページのこれは債務負担行為のとこもあります

が、処理場の耐震診断１，５００万円載っておるわけですけれども、これが建物なんだ

か設備なんだか、多分建物だと思うんだけれど、ちょっとそこのとこ説明をお願いした

いと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） まず片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） ７７ページの商工業振興費の企業誘致の関係の接見調査料であ

りますけれども。 

昨年より減額をしておりますが、これは事業自体をその縮小するというよりも、この

部分についての実績に合わせて予算の方を見積もったというのが実情であります。 

特に企業誘致については、確か定住対策室ができた頃、それから平成２３年、２４年

ぐらいから非常に熱心に行うようになって、特に町長によります企業訪問等非常に多く

の企業、それから多くの関係する事務所を訪問してきたところでありますが。 

その中で過去とは違いまして、なかなか企業誘致がその簡単にといいますか、過去も

簡単じゃなかったと思いますが、非常に難しいことになってきました。つまり飛び込み

で営業やって企業を誘致してくるというようなことはなかなかできないということにな

っておりますので、やはり松川町に縁のある企業、それから企業の意向の中で道路のア

クセスだとか条件の中で、こちらの地を選ぶというようなところを見つけてくるといい

ますか、に出会うということが大切かと思っておりますので、そういう中でこの部分は

実績に伴って減らしたものでございます。 

昨年は、町長も副町長も東京の方に上京していただいて誘致活動も行っていただいて

おる中で、県、あるいは東京事務所、関係機関の方へも７回ほど私も上京して行ってお

りますし、それから現在では県、それから県の東京事務所、名古屋事務所、大阪事務所

とも情報を密にとれる、連携できるような状況を持っておりますので、そういう中で例

えば企業の名前が出てきたときには、ある程度情報収集ができるのかなというふうに感

じているところでございます。 

また、この企業誘致というか立地につきましては、２７年度においても非常に重要な
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事業だと思っておりますので、事業自体は引き続きしっかりとやっていきたいというふ

うに思っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 地元施工につきまして。 

田中建設課長。 

○建設課長（田中 学） 予算書の８４ページの地元施工の関係でございます。 

昨年１２０万円の予算のところを今年度も１２０万円の予算のところを来年度予算で

は１００万円ということで若干落としてありますけれど。こちらの方は申請に基づいて

予算化をしております。 

申請の方につきましては、来年度要望ということで、２件の申請が地元施工として出

てきております。峠と中山の方から道路の補修の等の地元施工ということで上がってお

ります。 

また、別の関係の土地改良の補助金の方の事業もあるんですけれど、こちらの方につ

きましては２２件の要望がございまして、２２件すべて採択して予算化をしておるとい

うような状況で、できるだけ地元でやっていただける要望を出しているものにつきまし

ては、極力採択をしていって、地元の皆さんのお力でやっていただきたいという思いで

予算の方をつけております。 

ただ、議員さん申されましたように、昔に比べればずいぶんここら辺の要望数が減っ

ております。やはり公共土木の方に頼ってきておる部分があるのかなという思いであり

ます。 

ただ、公共土木としましては、予算の方はやっぱり限られておりますし、採択の方も

６０％強のところで、なかなか全部が全部できるというわけではありませんので、なる

べく地元でできるものにつきましては、やっぱり地元施工の方に回していただけるよう

なそんなようなことを考えていき、また現場を精査する中で地元とも話しまして、なる

べく早く施工できるには地元でやっていただきたいという旨などをまたご説明しながら

協力をお願いしていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 処理場耐震診断につきまして。 

福島環境水道課長。 

○環境水道課長（福島敏美） 公共下水道特別会計の松川浄化センターの耐震診断についてで

ございます。 
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平成２７年度１，５００万円の予算に対しまして補助金１／２というような形で実施

をしていきたいというものでございます。 

松川浄化センターにつきましては、平成１０年に供用開始をいたしております。設計

につきましては、平成７年以前ということで旧の基準というようなことになっておりま

す。 

松川浄化センターにつきましては、今現在脱水につきまして下伊那の町村で作りまし

た組合の方から移動脱水車を譲り受けるような形でそれを利用してやっておりますけれ

ども、その施設、移動脱水車につきましても老朽化がかなり進んできております。そん

な形の中で、固定脱水も設置を検討していかなければならないというようなこともござ

います。 

固定脱水機につきましては、２階部分への設置ということで、荷重が大変かかってま

いりますので、そのあたりも考慮していかなければならないということがございます。

それで今回、松川浄化センターの建屋、それと池についても耐震診断の方行ってまいり

ます。池につきましては、地震等の災害時等も考慮する中で、町の一番重要な下水道の

施設というような形の中で考えておりますので、耐震診断を行う中でそういう災害等に

も備えていく必要があるということで、平成２７年度予算化をし、耐震診断を実施して

いきたいというものでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 白川議員。 

○１３番（白川靖浩） お聞きしましたが。 

今、そいじゃ公共下水の方からお聞きします。 

これ私は本当は平成１０年、今２７年かな、あまりにももうやるのかなというそうい

う感じがするんですけれども。しかも素人見じゃあんな壊れるわけはない、あれがつぶ

れるようじゃみんなつぶれちゃうなと思うぐらいの印象なんですけれども。 

池もというと池はどういうことなんだかわからんけれど。これかえって心配するのは、

建物や設備よりは設備というか、その地域に張り巡らしてある配管の方が危ないんじゃ

ないかなと思うような感じがするんですが。 

どうしてももう建物はやる時期にきておるのか、そうじゃなかったらやっぱし財政の

面もあるもんで、計画的にやっていったもらった方がいいんじゃないかなと思ったもん

で、お聞きしたんですけれども、その点はどうですかね。 

次に、地元施工のことについては先ほど申しましたが。これは申請で建設課へ言って
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も無理なことは無理なんだ。町の方向としてぜひなるべくできることは一般土木の方じ

ゃなくて、地元施工の申請にしていただきたいという。以前ちょっとそういう庁内の改

革委員会の中でもそんな方向を出した時期もあったと思うんだけれど。ぜひそういうこ

とはこれからもご一考願いたいと思うんだけれど、もう一度お願いします。 

それと工場誘致のその調査料ですけれども。一生懸命やっておっていただけることは

わかっておるし、難しいこともわかっておるんだけれど。やっぱしこういう時期だもん

で、その金に糸目をつけるというあれじゃないけれど、ぜひ充実をもっとしていただき

たいと思うんです。 

以前は専門の子会社というか、職員以外の方をお願いしてやっておったんだけれど、

どういうことでやめたか知らんが、実績ができなんだということでやめたと思うんだけ

れど。そういうこともあるんで、やはりもっと積極的にある程度泊まり込みでも行って

やる程度のそんな意気込みがほしいような気がするんですがいかがでしょう。 

○議長（関 克義） 工場誘致に関しまして。 

片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） 現在、当町ではその団地としては松川インター企業団地と生田

の団地に持っているというような、残りを少し持っているというような状況であります。 

その団地がある、ないにかかわらず、企業の誘致をしていくということは必要かと思

っております。 

また、昨年度から具体的に問い合わせをいただいており、情報を提供しているという

ものも企業もございますので、まず現状はそちらとのつながりといいますかをしっかり

やっていくということを考えているのが実情であります。 

ただ、白川議員おっしゃられるとおり、その点については重要なことだということは

認識しておりますので、今ある体制の中ではしっかりと対応できるような体制とってい

きたいと思っております。 

もちろんその人員的に増があって、活動するということもひとつの選択肢であるかと

思いますが、そうはいってもその町全体では他のものもありますので、今来年度以降の

体制の中で一応やっていけるかなと思っております。 

それともう一つは、やはりそういった話が進んでくる中で、新しくその経費を要する

場合が出てくる場合もあるかなというふうに思っています。例えばその具体的に何らか

のその調査をすることをしなければならないだとか、そういったことが出てくることも

もしかしたらあるかもしれませんので、それは活動の方はしっかりと進めていく中で、
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必要な経費が見えてくれば、それはまたお願い、予算の方に計上をお願いしていくよう

なことは考えていきたい、そういう気持ちでは取り組んでいきたいとは思っております。 

○議長（関 克義） 続きまして地元施工について。 

田中建設課長。 

○建設課長（田中 学） 今までの例でいきますと、地元施工やっていただいておるのは、割

と生東地区の方々が多い状況でございます。 

なかなか実際、全町的にそれがすぐにできるような状況ばかりではないかとは思うん

ですけれど、言われますように協働の精神でぜひやっていただけるようなことを町とし

ても呼びかけていくようなことを今後検討していきたいと思います。 

また、ちょっとこの地元施工とは違うんですけれど、土地改良の関係で、来年度、現

在要綱を募っておるんですけれど、今までなかなか手が入ってなかった、困っておって

水路、こんなようなものにつきまして、国庫補助を導入しまして、またそれについては

地元の負担１０％が必要なわけなんですけれど、それらを出してもらいながら、ぜひ困

っていたものについてやって町も一緒になってやっていこうと、そんなような事業も計

画しておるところであります。 

そういうこともありますが、この地元施工についてももう一度よく検討しながら、ま

た方向性考えていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 耐震診断につきまして。 

福島環境水道課長。 

○環境水道課長（福島敏美） 耐震診断につきましては、下水道の全体計画の中で、平成２３

年から４２年までの計画の中で、固定脱水機の設置でありますとか、統合問題について

計画が一応含まれてはおります。しかしながら、今の下水道財政の中で、なかなか難し

いという中で、計画の方はスライドといいますか、遅れてきておるのが現状というふう

になっております。 

固定脱水機につきましては、先ほど申し上げましたように、今現在移動脱水車を受け

まして、それで今処理をしておるわけでございますけれども、既に老朽化しており、か

なりな修理費も必要になってきておるというような状況もございまして、固定脱水機へ

の変更、更新というような形で検討を今しておるところでございますけれども。建屋の

２階へ設置するというようなことで、荷重もかなりかかってくるということで、確認が

必要であるということでございます。 
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また、管路につきましては、議員おっしゃりますように、地震等の際には使えないと

いうような状況もございます。その際にはくみ取りをする中で、浄化センターの沈殿池

の方へ直接投入し、薬品処理するというような方法をとっていかなければならないとい

うようなこともございます。そのような中で、沈殿池、池についても耐震を確認をして

いくということでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 白川議員。 

○１３番（白川靖浩） 今お聞きすると、汚泥の脱水の設備もいるでやるといったようなこと

も、その関連もあるということでありますが。 

それはやり方で脱水車を買った方が安いかなというそんな感じはないのかな。 

汚泥脱水車がもう古くなっておるということは十分わかっておりますので、そこらと

の比較。それと診断したって持つもんなら無理して耐震工事やることはないんだで、ぜ

ひそこらの検討はちょっとおいて送れるもんだったらちょっと送ってもらうとか、とに

かくお金がいることばっかのようだで、よろしくお願いしたいと思います。 

それで地元施工のことやこの工場誘致なんか、これは課の問題というか、町長のちょ

っと考えをやっぱし振ってもらわんと、それだけお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 公共土木についてでございますけれども、今白川議員さんからも言われ

ました。担当課長も今、お答えをしております。 

何らかの形で広報、周知の仕方、ああこんなことがあるんだという方も大勢おられる

んじゃないかなと思いながら今聞いておりましたので、何らかの形で少しでも住民の皆

さんの意識、あるいはアップになるように努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

それから工場誘致につきましては、今一生懸命取り組んでおりますし、あるときには

思い切った形、あるいは思い切った行動をとらなくてはならないかなというふうには考

えております。 

現時点では鋭意努力をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） そのほか質疑等がありましたら。 

森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） そいじゃ２回目でありますので、手短に１点だけお願いをいたします。 

先ほどから自主財源のこともお話に出ておりますけれども。このふるさと納税基金が
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まちづくりの方でありますので、ちょっとお伺いをいたしますけれども。 

この概要の８ページにもありますが、１，０００万円ほど計画をしておると、こうい

うことであります。予算として経費として４４６万５千円ということでありますので、

５６０万円ほどは純の財源が増えると、こういうことだと思いますが。 

下伊那の各町村でもやっておりますが、阿南町のお米はともかくとして、豊丘あたり

でもクレジットにしてクレジット決済できるようになったら１億円ぐらいになりそうだ、

もうちょっといきゃ２億円になるかもしれんというような話もあったりして、そんなニ

ュースもありますけれども。 

そういうのから見ると、その松川はこれ丸が１，０００万円だと思うんだけれど、も

うちょっとその積極的な展開をするなり、よそが１億円だといっておるのに松川がどう

して１，０００万円だというような気も私もいたしますので、産業振興のことにもなる

し、農家もいい場合もあります。また、清流苑の券を出すとか、いろいろなアイデアも

お話をお聞きしておりますので、やりようだと思うけれども、ぜひどうしてこの１，０

００万円だかということをお聞きしたいと思うけれど。 

まちづくり政策課でやることが良いかどうかという議論を前にした覚えもありますけ

れども、第５次の基本計画も作らにゃいかん、何もやらにゃいかんという中では、ちょ

っと仕事の割り振りをちょっと変えたらどうかというふうにも思ったりもしますが。と

もかくそれも含めてこのもうちょっと積極的に１０倍ぐらい、あるいは１５倍ぐらいク

レジットになったときにはなんとかならんのかということと、クレジット決済になると

どのぐらいの入り用がいるのか、そのあたりもちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） ふるさと納税の関係でございます。 

松川町でも平成２０年からふるさと納税に取り組んでおります。 

当初は、６件、２０年は６件、２１年は６件、２２年は１３件、２３年が１６件、２

４年が３５件と。この中には大きなお金をいただいた方もおりましたが、少ないときに

は１３万円１４万円ということでございました。 

昨年１月に、プレゼントを２０品目にさせていただきました。そうしましたら拡充前

が２０万円だったのに対しまして、平成２６年の２月からは４７３件で４９０万円のご

寄附をいただいているのが現状でございます。 

本年平成２６年度に１２月までに１，４５７件いただきまして、９７７万５千円頂戴

しております。それで拡充ごということで、平成２７年の１月から品目をもう７品目増
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やしまして拡充いたしました。また、金額も今まで割安感というか、５，０００円でお

返ししておりましたが、今回一口１万円という形のものをとりましたところ、平成２７

年の１月から５５８件いただきまして、９２６万円という金額を頂戴することができま

した。トータルで約１，８００人ほどで１，７００万円ほどに平成２６年度はなる予定

でございます。 

それもありますが、ちょっと控えめで１，０００万円ということ載させていただいて

おりますが。４月からは、一応クレジットも開始いたしますので、本年度よりは伸びる

んではないかとは予想させていただいておりますが、また補正の中で対応させていただ

きたいというのが気持ちでございます。 

クレジットの関係の代納システムにかかる費用は１％必要になります。ですから１０

万円いただきますと１，０００円かかるということですね。これが先ほど１，０００万

円なら１０万円ほどということですね。他の町村みたいに１億円ですと１００万円ほど

クレジット決済がかかるということで考えております。 

それで今の状況でございますが、先ほど拡充してから５５８件の９２６万円頂戴いた

しておりますが、松川町へ来てほしいということを思って拡充をさせていただきました

が、松川町へ来ていただいて交流だとか、観光していただける方は、今までに２件ほど。

清流苑の関係の無料券、フォレストアドベンチャーの無料券等も計画しておりますが、

今のところゼロでございます。 

今、交流ということで２件と申しましたのは、りんごの木のオーナーの関係でおかげ

さまをもちまして２名来ております。 

松川町としてのスタンスとしては、地元のものの中の松川産を消費していただく。ま

た、松川へ来て松川を楽しんでいただくと、そんなようなことで考えてこんなスタンス

を引いております。 

今までの状況の中ですごいなと思ったのは、昨年物品をいただいてリピーターの方が

多かったです。そのリピーターの品目は申し上げますと、貴陽、それとレクチェ、それ

と黄色いサクランボ、こういったものはいち早くなくなってしまいました。今、大変申

し訳ないんですが、またストップをさせていただいているような状況です。 

そういった品目について、かなりこの皆さんがリピーターとしてやっていただいてお

るのかなということで、こういったそのリピーターの多いものについて、今後また多く

利用できるような方法も、また農家の皆様や団体等に話しかけて拡充をしてまいりたい

と思っております。 
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本当はその松川町へ来ていただいて、物だけもらうんじゃなくて、交流だとか、一日

楽しんでいただくと、そういったことに目を向けて松川町では取り組んでいただきたい

というのが趣旨でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） これだけにしますが。 

趣旨も今お聞かせをいただいてわかってもおりますが。 

松川町のできたものをというようなことになると、今のお話の中にある貴陽だとかレ

クチェというのはもう数が限られておって、売り場所がなくて困るという農家はほとん

どないと思います。 

今まで努力して拡大をしてきた中で、急にふるさと納税の方へ出せといってもなかな

か難しい部分もあると思うけれども、ただ取り組みの中で来ていただくということはも

ちろん大事だけれども、やはり地方再生の中でも自分たちの努力でというような中で、

やっぱしこういったふるさと納税のこともある。また、先ほど町長も良いこと申されて

おったけれども、地域にお世話になって大きくなったんだで３０歳ぐらいまでの納税は

地域にしたらどうだというようなそういう話もあった。非常に素晴らしい話だと思いま

すけれども。 

そういうようなことを考えていったときに、できるだけ自分たちの努力の中で税を集

めるというような姿勢も大事でありますので、趣旨のことは趣旨でそれはそれでいいん

だけれども、実際リピーターも含めて、寄附をしていただく方はやっぱしその見返りの

物品がどうしてもほしいという中で寄附をしてくれるという方が圧倒的だと思うので、

努力もされてもう少しその増えるだろうというふうに思います。クレジットを採用する

と爆発的に増えるということもあるんで、むしろお返しのものが足りなんでどうすると

いうことに多分なるかもしれんと思いますけれども、そういうことがもちろんあっても

やはり町の中でまだ売れておらんものを発掘して、少しでも商品に仕立てて、珍しいも

のなら出していくというようなことも、産業振興の見地からもいいと思いますので、ぜ

ひ努力もしていただいてお願いをしたいと思います。 

最後に町長のお話の方がいいかどうかわからんけれども。やはりやるセクションをち

ょっと変えて、早く法人化をしろって前々から言っておりますが、そういうようなセク

ションがあればそこへ全部やるようにという話もできると思うけれども、どうもまちづ

くり政策課の職員が飛んで歩いてじゃなかなか大変だと思うんで、それらも今年一緒に



 －161－ 

考えてどうもやってみていただいたらどうかと、そんなふうに思います。 

町長にちょっと一言お願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 森谷議員からの提案でございます。 

その辺のところを担当課ともじっくりと相談をする中で、また検討をいたしてまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございましたら。 

黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） それでは公民館改築の関係でお伺いをいたします。 

概要の方からまずはお願いをしたいかと思いますけれども。 

１２ページに新規ということで中央公民改築出ております。 

まず、１点、確認ということでお伺いしたいと思っているのは。その事業費のところ

で５億９，３００万円余のお金が事業費ということで出ております。チャンネル・ユー

の方の事業費ということでも１億２，０００万円あまり出ているわけでありますけれど

も。この５億９，３００万円あまりというのは、チャンネル・ユーと按分する形で費用

負担という面積によって按分する形での費用負担ということだったかと思いますが。按

分した中での総事業費といいますか、総建築費が６億円弱の５億９，０００万円という

そういうことでよろしいのかどうかということがまず１点の確認で質問であります。 

続いてその事業費に対して、今年度２億６，０００万円という形で工事請負費と監督

費を合わせて２億６，０００万円ぐらいになるわけでありますけれども。その財源とい

うことでお伺いをしたいと思います。 

社会資本整備事業というような形でそこにも書いてありますけれども、交付金他１億

５，０００万円余というふうになっておりますけれども。その足りない分ですね、１億

円ちょっと。そこら辺のところは、どういう財源補てんをしているのかということ。こ

れ２点目であります。 

３点目でありますけれども、チャンネル・ユーのその下に新規でチャンネル・ユー設

置費補助金というのがあります。この部分は、我々初めてお伺いするかなという部分で

あるわけですが。こういうふうに表立って補助金が約５，４００万円というような形で

出てきておるわけですけれども。按分するという中で、それぞれ町側が５億９，０００

万円、チャンネル・ユーが１億２，０００万円というような形の中で、これで町から５，

０００万円補助するというような形になると、結局町が肩代わりするのかなというふう
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にとられてしまうんじゃないかなというふうに思います。そこら辺のところ。 

それでよくよく精査していきますと、財政調整基金からチャンネル・ユー設置補助と

いうのが出されていますが。最終的に予算書の方で最初の継続費のところですかね、第

２表の社会教育費の社会資本整備総合交付金事業のところに６億９，９００万円ほどの

額が記載されておりまして、平成２７年度の分は３億１，５００万円というふうになっ

ておりますが。この部分はその２億６，０００万円に工事費と工事監督費の２億６，０

００万円にこの財政調整基金から出ているチャンネル・ユーの５，４００万円ほどを足

すとちょうどこの金額になるという形になるかと思いますけれども。 

こういう表現をされると先ほども言いましたように、按分をしておきながらチャンネ

ル・ユーの設置に町から補助金が出ているんじゃないかというふうにとれるんじゃない

かなというふうに思うが、そこら辺のところはどうなのかなということがお願いをした

いと思います。 

あと最後に、財政調整基金８，１３０万円ほど計上されているわけであります。ペー

ジでいきますと一般会計の２８ページでありますけれども。そのうち火葬場の方に１，

２００万円、チャンネル・ユーの方に５，４００万円ということで、残りの部分はどん

な部分に、財調ですので、目的があって取り崩しということだと思いますので、そこら

辺のところをお伺いしたいなと。 

確認させていただくところがたくさんありましたので、今回の質問まだ他にもありま

すけれども、ここでいったんお願いをしたいと思います。 

○議長（関 克義） それでは公民館建設に関わる費用について。 

深津町長。 

○町長（深津 徹） この按分とかいろいろについては課長の方でお答えをしてまいります。 

事業費の按分で、ここにチャンネル・ユーの設置補助ということでございますけれど

も、社会資本整備交付金をいただいてきます。４０％補助の充当率９０％、それで起債

率の２０％を交付税で補てんということでございます。 

そういう形で進めていくわけでありますが。この補助金を使うためにチャンネル・ユ

ーもこの補助金を使ってまいります。実質チャンネル・ユーは自分のかかった分につい

ては出していくということが基本でございますけれども、形上これにつきましては後日

委員会、全協で再度細かいところはお答えをさせていただきたいというふうに思います。 

ここで明確に答えてまいると、非常に難しい問題がありますので、そんなことでご勘

弁いただきたいと思います。 
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○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いいたします。 

まず、平成２７年の松川町当初予算案の概要の方からでございますが。 

この事業費、新規中央公民館改築に関する事業費５億９，３５８万９千円の部分でご

ざいます。これに関しましては、今議員おっしゃられるとおりでございますが、設計業

務、チャンネル・ユー分と公民館分按分した公民館分の関係でありますが。設計業務が

１，５４４万８千円、工事単価入れ替えが１２５万円、管理業務が１，０５３万３千円、

あと建築が５億６，６３５万８千円ということで、合計額５億９，３５８万９千円でご

ざいます。 

同じような形でチャンネル・ユー１億２，４５８万７千円を先ほど言いました設計業

務から建設工事の分チャンネル・ユーの分按分をした分の合計額でございます。 

それで確認ということでしたので、そういうような按分の方式で割った数字がこの事

業費ということでございます。 

２億６，０００万円の財源は、今ほど町長よりお話しいただいたところでございます

が、国庫補助、社会資本整備総合交付金、この部分が最大４０％ということ。あと建築

費にかかる部分の建築費引く国庫補助分の９０％が、金額にしますと３億１６０万円に

なりますが、その部分、金額３億１６０万円、この部分が起債の部分であります。今あ

りましたとおり、交付税措置がこのうち２０％されるといった部分でございます。 

あとは基金の取り崩し等で、町分でお世話になる予定でございます。 

間接補助に関しては、先ほど町長おっしゃられたとおりでよろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（関 克義） 財政調整基金等について。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 財政調整基金でございますが、黒澤議員申されるとおり、

中央公民館の関係のＹｏｕ分ということで、５，４７０万円、北部火葬場で１，２６０

万円、それと有害鳥獣の防護柵の上片桐分ということで１，４００万円を計画しており

ます。合わせて８，１３０万円ということでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） ２，６００万円の公民館の方ですけれども、ざっと説明がありましたけ

れども。要するに歳入のところを見る限りでは、その１億３，０００万円ほどの要する

に財政調整基金からの事業の形で町債という形で起債で行うという形なんですけれど、
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その要するに差額というか、町で他に出す分がどのくらいかというのを聞きたかったわ

けですけれども、その額を聞きたかったわけですれども。 

それと教えていただきたいのは、要するに按分してやるわけですけれども、ここで工

事請負費ということで計上されているんで、その契約というのはどういうふうになるの

かなというところを教えていただきたい。要するに工事は同一進行というかやるわけで、

それでその支払いは工事請負費の分だけをやるのか、チャンネル・ユーはどういうふう

にやっていくのかという、そこら辺のところがここからちょっと見えてこないので、ど

んなふうになっているのかなというところが疑問であります。そこを教えていただきた

いなと思うわけであります。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 差額でございますが、歳出のトータル金額、公民館分でいき

ますと、これ補助対象のみで恐縮です、すいません。平成２７年度分が２億６，０８５

万１千円を見込んでおります。あと社会資本整備総合交付金と公共事業等債が２億４，

１９０万円を見込んでおりますので、おおむね２，０００万円、平成２７年度分に関し

ますと２，０００万円分が町からの持ち出しという計算になろうかと思います。 

続きまして契約の関係でございますが。この契約に関しましては、継続費を使うとい

うこと、そしてチャンネル・ユー分と公民館分の契約をしていくという、非常に長野県

の方にも問い合わせをしながら聞いておるんですが、なかなか範例がないということで、

それは落札された業者さんと町側の問題ですよということでしたのでありますので、

別々契約をもくろんでおりますが。その前にそういうことをチャンネル・ユー側、町側

と協定を結んで、チャンネル・ユーが町にその部分には委任するというような委任状を

とりながら進めていく形がよろしいかと思っております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） ３回目ということで。 

また、細かい部分は聞いてまいりたいと、直接聞いてまいりたいと思いますけれど。 

じゃあ今年度において、交付金等で公民館については交付金等で賄ってもらえる部分

を除くと、町の持ち出し分というのは２，０００万円ということでよろしいんですかね。 

私のその歳入とかの計算でいくと、１億円近くあるのかなと思ったのでちょっと確認

をさせていただいたというところであります。 

その契約の仕方の問題は、非常に難しいんじゃないかなと思っていたので、委任をし
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てもらって結局町が全部交渉して、実際は一つだけれども、二つの契約をしていくとい

う、そういうことなのかなというご説明だったのかなと思うので。 

この予算書の中では、町が立て替え払いをしておいて、チャンネル・ユーからもらう

とかそういうような部分はなかったので、どういうふうな契約になるのかなということ

をお聞きした次第であります。 

今、確認させていただいたところがあってればそれでよろしいかと思いますが、どう

でしょうか。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いいたします。 

まず、金額のところでございます。申し訳ございません、差額はあくまでも補助対象

分だけでしたので、それにプラスオブジェ移動ですとかモニュメントありますが、そこ

の移動分ですとか、あるいはそれにまつわる申請手数料等々がありますので、すいませ

んもう少し金額が上がってまいります。 

ちょっと早速ここで電卓ではじくと時間かかりますので、もうちょっとかかるという

ことでよろしくお願いしたいと思います。 

お願いします。 

○議長（関 克義） そのほか質疑はございましたら。 

坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 一般会計の６３ページでお願いいたします。 

環境衛生費の中の１９節、北部火葬場事業で１，８６１万円ほど載っております。２

７年度において供用開始が予定されている中で、１，８００万円というのが財政調整基

金の１，２６０万円というのも入っておりますが、まだ、施設費の一部がこの金額に入

っているのかどうか、そこらの辺をまず１点お聞きしたいと思います。 

それと同じ節でありますが、太陽光発電システム設置補助金ということで、８３２万

円ほどあります。これについて以前も補助金あるわけですけれども、１０ｋｗ未満の一

般の家庭の補助かと思いますが。 

だいぶ松川町は非常に各家庭に太陽光普及してきまして、また１０ｋｗ以上について

も、農地からいろいろ空き地にだいぶ進んでおります。その辺、他の地域、他の地域に

比べるとかなり進んでいる中で、これを推進していくということだと思いますけれども、

その辺どのような計画の中でこの数字が出てきたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 福島環境水道課長。 
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○環境水道課長（福島敏美） まず、北部の火葬場でございます。 

本年度の予算につきましては、整備事業分という部分と運営事業という部分に二つに

分けて北部の事務組合で、先の組合議会で議決になってきておる部分でございます。そ

の施設分について、繰り入れをお願いしておるところでございます。 

主な事業につきましては、道路の改良工事等が大きなものでございまして、あと指定

管理にかかる運営に関する部分等々が予算化されてきておるところでございます。 

町につきましては、１，８６１万４千円ということで、人口割、また均等割というよ

うな負担割合に応じまして、北部の組合で決定してきておるものでございます。 

また、太陽光につきましては、家庭用の１０ｋｗ未満ということで現在補助をさせて

いただいております。 

先に町の推進方針も示させていただきました。そのような形の中で、各ご家庭の太陽

光についても補助をしながら推進を図ってまいりたいというふうに思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 火葬場について、まだ道路整備等残っているということですが、維持費

について、今後の予想といいますか、整備ができたあとの維持費を単独で費用が目測と

して教えていただければと思います。 

それと太陽光システムの方についても、金額が上がっているような気がするんですが、

まだだいぶそういった要望が増えてきているのか、その点をお願いします。 

○議長（関 克義） 福島環境水道課長 

○環境水道課長（福島敏美） まず、太陽光につきましては、本年度の実績等踏まえる中で、

太陽光につきましては昨年度６８件という中で、本年度は今現在４６件ということで、

若干やはり消費税等の影響で減少してきております。 

そのような中で現状踏まえる中で、件数につきましては若干減らさせていただいてお

りますので、予算の方も減少をさせていただいております。 

○議長（関 克義） 吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） すいません、ちょっと声が出なくてすいません。 

新年度の運営費は５９０万円です。うちの松川町の負担は。５９７万８千円ですね。

それは９月分です、９カ月分です。逆算すると、約８００万円くらい毎年かかってくる

んではないかと思っております。 

お願いします。 



 －167－ 

○議長（関 克義） 坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 北部火葬場については、年間８００万円くらいの維持費が、本年度は途

中からということで５９０万円ですか、８５０万円が維持費としてかかっていくという

ことで、整備とすれば本年度２７年度で終了するということでよろしいかと思います。 

あと太陽光については、先ほどもう一度確認ですけれど、１０ｋｗ未満について２６

年度で６８件、２７年度で今予定が４８件ということでよろしいのかどうか。 

この太陽光については、私は特にこの余剰電力売電というのが、それぞれの家庭につ

けるには非常にいいことだと思います。また、売電についても、町も計画されておりま

すし、今の時点で２６円なにがしですか、の買い取り１ｋｗあたりの買い取り制度もあ

りますし、そこら辺の事業をまだ２７年度の補正で出てくるかどうかわかりませんが。

この時点では今載っておらないかと思います。そういった面でも環境問題、太陽光を進

める上で、町の特徴になっていっていただければと思います。 

その点１点だけ確認させていただいて質問を終わります。 

○議長（関 克義） 福島環境水道課長。 

○環境水道課長（福島敏美） 件数につきましては、昨年６８の本年度４６ということでござ

います。 

そして１０ｋｗ未満の余剰売電で契約したものについての家庭用の太陽光発電設備に

関する補助ということで、要綱に則って実施をさせていただいております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） そのほか質疑がございましたら。 

黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） そいじゃ２点、お願いをいたします。 

一般会計の１６ページでございます。歳入の部分の保育料の関係でございます。 

まず、前年度の様子を見ますと３９３名ぐらいからの徴収になるというような予想を

発表していただいておりましたので、２７年度はどのくらいの感じになるのかなという

こと。それとそれに関連して、その延長保育料というのがここに計上されておるわけな

んですけれど、昨日の全協とかで説明があった標準保育と短時間保育という中で、その

延長保育料というのがなくなるというような中で、この延長保育が計上されておるとい

うところは、どういう形で出てきたのかなと。そこら辺のところをまずお伺いしたいと

いうことです。 

それから国保会計ですけれども、国保の繰入金の関係ですけれども、一般会計の５１



 －168－ 

ページになります。５１ページの一番上の方ですけれども、繰出金のところで８，００

０万円。内訳は基盤安定分の３，０００万円と国保財政安定化支援事業分５，０００万

円ということで、合わせて８，０００万円でありますけれども。 

これも昨日の全協で説明がありましたが、当然医療費等の伸び率がありまして、国保

税も上げなきゃいけないというような中で、５点何％というようなお話もお聞きしたわ

けですけれども。 

今後の方針等も説明をいただいたわけですが、見てみますと前年度の繰出金も同じく

８，０００万円というような形になっております。上げなきゃいけないというような状

況の中で、同じ形の繰出金という、そこら辺のところをどういうふうにお考えになった

のかお聞きしたいと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） 保育料の関係につきまして。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 全協の時にもお話ししましたように、今回の当初予算につきまし

ては、今度の新しい保育料のものではなく、これまでの実績によりますこれまでの保育

料の実績によりますこういった１人あたりの保育料を算定しましてこれで求めておりま

す。 

その中でも時間、新しい制度の中で、短時間保育標準時間というものもありますので、

保育料の差額につきまして設定し、３０％が標準時間、７０％が保育短時間を利用する

のではないかということで、合計３９０名につきまして算定をいたしております。この

金額が保育料になっております。 

延長保育につきましては、今度保育標準時間ということで、これまでの延長保育料に

つきまして、いわゆる通常の保育標準時間保育料含まれるというふうになっております

が、保育標準時間の方でも朝１時間、７時から松川町は開園いたしますので、７時から

８時。そして保育短時間の皆さんにつきまして、必要に応じてなんですが、朝７時から

同じく８時。そして夕方４時から７時。これがずっと続く方ということでは続くという

ことになれば、これはもう就労の関係で標準時間になるわけですが、短時間の皆さんは

何らかの事情、それと農繁期等の関係で延長保育が必要になる場合がありますので、保

育延長時間を計上をさせていただいて、延長保育の保育料を計上をさせていただいてお

ります。 

○議長（関 克義） 国保会計繰出金について。 
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大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 昨日の全員協議会の方にもご説明させていただきました。 

年々給付費の方が伸びていくというような状況の中にありまして、これをこれまでの

中でも一定の負担の方を保険料としてお願いしながらきたわけですけれども。やはりそ

の伸び率年々給付費の方が伸びてくるということに関しまして、やはり将来的に考え方

の方を一定の考え方を持って財政の安定化を図っていくということが必要になるという

ことの中から、今回の５，０００万円の方につきまして、給付費の方の一部分の方をこ

こで見させていただく。さらに保険事業にあたる部分のところにつきましても、見なさ

せていただきまして、保険者の皆様とまた町の方で負担をしていくというようなことの

考え方を持って、今回その区分を含めましての５，０００万円を繰り入れとして、会計

の方へ繰り入れてくるということの考え方でお願いしていくということであります。 

３，０００万円の部分につきましては、保険基盤安定の繰入金ということになりまし

て、合わせて８，０００万円ということになります。 

やはりどうしても国保の会計につきましては、年々の伸びにつきまして、大きな負担

を強いるということがなかなか難しいわけですので、激変緩和ということの中で、徐々

に徐々にですけれども、軽減の方をしていくという考えを持って、繰り入れの方につい

ても今後行ってまいるという、そういう考え方に基づいてやってまいりたいということ

でありますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） じゃあ保育料の方は１点だけ。 

その延長保育料をそういう今ご説明のあったように見込んだということでありますけ

れども。前年度より半額ぐらいの見込みになっているんですけれども、そこら辺のとこ

ろも含めて説明をしていただきたいなと思います。 

それから国保会計については、ちょっと今の答弁ではお答えになっておらんかなと思

うわけですが。５，０００万円になったってという理由は私もわかっているわけです。

その結果８，０００万円ですと。でも住民目線からいったら、去年と同じ額しか繰り入

れられていない、繰出金になってないと。ということは、上がった分は全部負担が町民

にかかるのかなと、そういうふうにとられるんじゃないかと。だから前年度と比べて一

緒というのはどういうふうに考えるのかなということです。 

だから今年の分、２７年度伸びた分は申し訳ないけれど、全部去年と同じ額入れるか

ら増えた分は町民の皆さんにお願いしますという考え方という、そういうことでよろし
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いわけですか。 

○議長（関 克義） 保育料の関係につきまして。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 今回の予算の方に計上させていただいた内容につきましては先ほ

ど申しましたように、新しい保育料によって算出したものではなく、これまでの保育料

の実績に基づきまして、算出をしております。 

それでその際に保育標準時間と短時間につきまして、１０％程度の差額を仮定して、

その増額分をこれまでの保育料、延長料から削減引いたと。その部分は、要は保育短時

間の方でも標準時間の朝分、短時間の朝分、そして短時間の方の夕方分、これ相当を延

長保育ということで算出をさせていただいております。 

お答えになっているかどうか、お願いします。 

○議長（関 克義） 国庫繰出金について。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 保険給付費の伸びの部分のところに関しましての要因もあるわ

けなんですが、実はそのほかに今回前期高齢者の交付金の返還金の方が約６，２００万

円ほどの大きなその返還金が生じております。そのものが今回のこの給付の方に税率の

方に大きく影響を及ぼすということがございまして、金額は５，０００万円というよう

な形で同じでありますけれども、その部分のことを考慮をしての５，０００万円という

ことでありますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 保育料の方については、その前年度までの計算と同じ形式でやってきた

というもんだから、どうしてかというふうに、半分位になっているのはどうしてかって

お聞きしたんですけれど。ちょっとまた詳しく説明していただければと思いますけれど

も。 

今の説明だとまた同じだと言ってて、新しい部分の説明が加わってちょっとよく理解

難しいですね。 

それから国保については、住民目線で考えたらと言っているわけで、それが負担金が

上がっているとか、そういうことは問題じゃなくて、繰出金が少ない、同じということ

は、住民の皆さんにとっては負担が大きくなるんじゃないかなというふうにとられるん

じゃないかなと思うわけで、その点についてどう考えるかと聞いているわけで。国保税

が上がる理由を聞いているわけじゃないので、そこら辺のところをお聞きしたかったと
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いうところであります。 

○議長（関 克義） 保育料につきまして。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） もう一度ご説明させていただきます。 

今回の予算上、新しい制度を制度で保育短時間、保育標準時間が行われるということ

は見込んでおります。そして単価、保育料それぞれの階層の保育料につきましては、こ

れまでの保育料、これまでの実績に保育料に使っております。これまでの保育料を使っ

ております。 

要はこれまでは、今度新しい制度ではこれまでの保育料が保育短時間に相当しますの

で、時間的には。それを使いまして、保育標準時間につきましては１０％高い金額で想

定をいたしました。なおかつそこへ今度標準時間の方と短時間の方は、どのくらいの比

率がいるのかなということをこれも仮定ですが、３対７で積算をいたしました。要は元

になる単価につきましては、これまでの単価、今でいうと短時間、保育短時間の今の保

育料ですね、これを元にしております。それによって制度的には組み合わせがこういう

形になるということで算出をしました。 

その増額分、保育短時間、今度算出した金額の１０％上乗せしまして、なおかつ３０

対７０で標準時間短時間をしましたが、その差額分については延長の方に移行する分、

現状から控除できる分というふうに考えましたので、その部分を引いて延長保育料を出

しております。ですから制度的には形は新しい制度を入れておりますが、元の段階につ

きましては旧の制度を使っているということでお願いをしたいと思います。 

○議長（関 克義） 国保の繰出金につきましてもう一度。 

大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 今後の中で考えられることの中に、平成３０年度に長野県にこ

の国保の会計が県統一化されるということがあるわけであります。 

このことを先を考えた中で、現在町の方は保険料の方が若干安いということも、県下

の中では安い方ではありますけれども。この統一化を考えますと、負担の方が大きくな

るということも予測の中でされておりまして、そこら辺のことを考慮する中で、大きな

負担をいっぺんに強いるというようなことができるだけないように、激変緩和をすると

いうことの中の考えも入れましてやってきたところでありますけれども。 

これは住民の皆さんの生活の負担を軽減するという、その考え方はもちろん持ってお

ります。その中でも若干負担はお願いはしてまいらなければならないと思いますけれど
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も、そういう考えはきちんと持って、今回の中で繰り入れの方をお願いしてまいりたい

というところでありますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 保育料の関係でございます。 

昨日の全協でも話題になりましたけれど。 

一応この予算の歳入の部分、保育料の算定につきましては、新しい制度というものを

見込んで組んでまいりました。実際にじゃあ国保の所得税から町民税にという形で、階

層が変わっていくときにどのくらいの変化があるんだろうということで積み上げて階層

ごとに整理していきますと、私どもが見込んだこの保育料よりも若干抑え気味な形にな

りそうだということでございます。 

したがって、これはあくまでも暫定的な予算ということでご理解いただきまして、２

７年の４月から８月までは２５年度分の町民税を元にこれを算定しております。それか

らそれ以降につきましては、２６年度分の町民税を元に算出していきますので、また時

期を見計らって補正の方をお願いしたいとそういうふうに考えております。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） それでは質疑なしと認めます。 

これにて総括質疑を終わります。 

ここでお諮りをいたします。 

平成２７年度各会計予算の審査を各常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは平成２７年度各会計予算の審査を各常任委員会に付託いたします。 

審査の結果については、３月１９日に各常任委員長より報告をお願いいたします。 

 

散  会 

○議長（関 克義） 以上をもって本日の日程は終了しました。 

これにて散会といたします。 

なお、一般質問は、３月１７日午前９時３０分より行います。ご参集をお願いいたし
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ます。 

 

午後４時１８分  散  会 



 

 

 

 

 

 

平成２７年 松川町議会 第１回定例会 

（第 １３ 日 目） 
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平成２７年第１回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １３ 日 目 ） 

 

 

平成２７年 ３月１７日（火曜日）    午前９時３０分 開議 

 

 

開議宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 一 般 質 問 

１．熊 谷 宗 明        ２．加賀田   亮 

３．森 谷 岩 夫        ４．菅 沼 一 弘  

５．松 井 悦 子        ６．間 瀬 重 男 

７．黒 澤 哲 郎 

散  会 

 

出席議員  １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員   ０名 

（別表のとおり） 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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一 般 質 問 の 質 問 事 項 

平成２７年３月１７日 

順 序 発言通告者 質   問   事   項 頁 

１ 熊 谷 宗 明 １．新年度、人の和のある協働のまちづくりへの施策は 79 

２ 加賀田   亮 １．「サイレントマジョリティ」への公聴のあり方とは 195 

３ 森 谷 岩 夫 
１．教育委員会制度の改正をどうとらえていくか 

２．人口減少時代に対応する松川町の取るべき施策は 
207 

４ 菅 沼 一 弘 １．松川町ハーフマラソンについて 216 

５ 松 井 悦 子 
１．介護保険事業について 

２．国民健康保険事業について 
226 

６ 間 瀬 重 男 
１．松川青年の家の今後をどのように考えていくのか 

２．東小のあと利用について 
239 

７ 黒 澤 哲 朗 
１．町長就任以来、第 4次後期総合計画と照らしその評価

を具体的に伺う 
248 
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午前９時３０分 開 議 

開議宣告 

○議長（関 克義） おはようございます。出席議員が定足数に達しておりますので、ただい

まから平成２７年第１回松川町議会定例会を再開いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（関 克義） 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおり一般質問であり

ます。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

株式会社チャンネル・ユーの有線テレビ生中継の許可をしてあります。 

 

＝＝＝ 日程第１ 一般質問 ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第１、一般質問であります。 

一般質問は、７名の議員より通告されております。通告の受付順序により順次発言を

お願いいたします。 

なお、発言者、答弁者ともに簡潔にお願いします。 

ただいまから一般質問を行います。 

 

◇ 熊 谷 宗 明 ◇ 

○議長（関 克義） ５番、熊谷宗明議員。 

○５番（熊谷宗明） おはようございます。 

暑さ寒さも彼岸までと言われますが、まさにそんな春の息吹が感じられる朝を迎えて

おります。 

それでは通告に従いまして、新年度、人の和のある協働のまちづくりへの施策はと題

しまして質問をさせていただきます。 

町長の座右の銘であります江戸時代の儒学者の広瀬淡窓さんがうたわれました君は川

流を汲め我は薪を拾はんは、まさに人の和のある地域協働のまちづくりそのものだと私

も思っております。 

深津町政早４年、掲げた公約の実現は達成できたのか、職員だけでは実現不可能なこ

の目標にどのくらい近づけたのか。また、新年度骨格予算とはいえ、特別会計を含めま
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すと１０７億円の大きな予算編成となっております。 

４年間の総括を踏まえ、町長として特に思い入れのある事業や目指すべきまちづくり

は何かまずお尋ねしたいと思います。 

また、産業観光課長には、産業振興策についてお尋ねをさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） おはようございます。 

本日、一般質問にお答えをいたしてまいります。よろしくお願いをいたします。 

まず、熊谷宗明議員のご質問にお答えをいたします。 

町長、４年間の思いはどうだったかというご質問でございます。 

まず、私でありますけれども、４年前に町長になりました。その時に掲げた大きな目

標が、松川町に住んで良かったと実感のできるまちづくりをという大きなテーマを掲げ

ました。少しでも松川町に住んでおられる住民の皆さんが、ああ松川町に住んで良かっ

たな、松川町で良かったなと、そう思えるまちづくりをしたいという思いがございまし

た。 

そしてそのサブタイトルとして掲げた３つの言葉。それは総合計画にある人の和のあ

る地域協働の町まつかわをどうしていくか。地域協働の町をどうやってつくっていくん

だ。いろんな要素があろうかと思いますけれども、私としたらやはり情報の共有、それ

からコミュニケーション、対話を交わすこと、そして現場、現場へ足を運ぶことという

ことで、情報の共有、コミュニケーション、現場、この３つを掲げ、そしてそれらをす

べての政策の根底に掲げていってほしいということで職員の皆さんにもお願いをし、愚

直なまでにもこの３つの言葉をしっかりと胸に行動をいたしてまいりました。 

もう一つ、私の大きな考えの中に、行政はサービス業の会社であるという考え。民間

企業と行政、全く同じというわけにはいきません。しかしながら、行政の中に少しでも

民間感覚を取り入れよう。住民の皆さんが見ても、あれって思うこともたくさんござい

ます、行政には。しかし、少しでも住民の皆さんに理解をしていただくことが大切であ

るという考えのもと、サービス業の会社であるという思い。役場庁舎のレイアウト、住

民の皆さんが少しでも滞在をしていただく、職員とゆっくりと話ができる場所を作って

いきたいという思いがございました。 

職員の皆さんには、「町民の皆様は役場においでになるお客様だという感覚を持ってほ

しい」ということを強く申し上げてまいりました。役場に来て、気持ちよく帰っていた
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だいて、またリピーターになっていただきたい、そういう思いでございます。 

行政には物品を売っているわけではございません。しかし、それはやはり住民満足度

だというふうに考えております。 

そうした中で、少しでも住民の皆さんが、ひいては松川町に住んで良かったと思える

まちづくりを進めていきたいという思いの中から、そういった形をとってまいりました。 

また、経営感覚という形の中でＰＤＣＡ、ＰＤＣＡをしっかりやってほしいというこ

とを申し上げ、私が町長になりまして、四半期ごとにそれぞれの目標に対してのＰＤＣ

Ａをまとめ、議会に提示してきたところでございます。 

また、昨年の１１月から５Ｓに取り組んでおります。今、３つの課がそれぞれ目標を

立てて、課が一丸となって、すべては住民の皆さんのために、最後はそこにいきつくよ

うに今鋭意努力をしているところでございます。 

それぞれの政策等については、私は地域産業の活性化、それから安全安心な町、それ

から安心して手子育てのできる町、それから地域の宝、知財を再発見、再認識して松川

町を発信し、交流人口を増やしていきたいということ。それから行政の意識、発想の転

換を進めます。この５つが大きく掲げた目標でございます。 

また、職員の皆さんには、初登庁の訓示の折に、行政マンとしての意識と誇りを持っ

てほしいということ。行政のプロであるということ。この意識を持ってほしいというこ

と。それからあいさつをしてほしいということ。すべてはそこから始まるという考え。

それから問題意識を持ってほしいということ。ＰＤＣＡもそうですし、できる、できな

いじゃなくて、できることは何かを考えてほしいという。それから報告、連絡、相談、

報連相。これを約束してほしいということで、訓示として今の４つを職員の皆さんにも

初登庁の日、５月の２日でございますけれども、職員の皆さんに約束をしてほしいとい

うことを申し上げ、行政をこの４年あまり運営をしてきたところでございます。 

先ほど産業振興についてお話がございましたけれども、すぐに産業振興課を産業観光

課に名前を変えました。これは観光、交流人口を増やしていこう。観光、交流人口を増

やすことでやはり松川町の活力、それから定住対策にもつながっていくという考えを持

っておりました。 

人、物、情報、動かすこと、とにかく動くこと。地域のお祭りでも良いです。やはり

住民の皆さんが動くことによって活力が出てきます。神社のお祭りもそうです。やはり

住民の皆さんが動くことによって活力が出てきます。神社のお祭りもそうです。小さい

ものでも。いろんな小さな自治会のイベントもそうです。人が行き来すること、動くこ
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とで町の活力がわいてくるという考え方を持っております。 

この後担当課の方からお答えをしてまいりますけれども、産業観光課と、あえて観光

ということを前面に打ち出してやってきたつもりでございます。 

先日も担当課長と話を、産業観光、観光の振興についてどういうことをやってきたか

というものを、一回自分でも羅列したものをずっと見せてもらいました。自分でもちょ

っと苦笑をしながらよくやってきたなというふうに思います。 

産業観光面でありますけれども、町長になりまして企業訪問を行いました。これも私

にとっては、一つの大きな出来事でございます。１年目に製造業、２５社ぐらいだった

と思いますけれども、日程を調整しながら町内の企業訪問を行いました。次に、製造業

の後に行ったのが建設業の企業訪問でございます。その後行ったのが、商業の建設の企

業訪問でございます。その次に行ったのが農家訪問でございます。すべて２０数件でご

ざいましたけれども、一日の３～４件ずつ回って回りました。 

なぜそういうことをしたかということでありますけれども、やはり先ほど言ったコミ

ュニケーション、現場という考えのもとも強くございますし、やはりそういった人たち

に対して、町長が企業訪問をするということは、やはり受けられる方としてもやはり町

長がこの際来てくれる。そういう場でまた話をしたりいろいろする場を設けるというこ

との重要性を非常に痛感をいたしました。 

また、松川町に会社があって、本社が東京あるいは横浜、あるいは静岡にいる会社も、

一日かけて飛び回りました。そしてぜひとも松川町をよろしく頼む。それからまた新規

出店するような情報があったらぜひとも流してほしいということで訪問をした次第でご

ざいます。これも非常に大きな出来事であったなというふうに思っております。 

それから６次産業、あるいは異業種交流というものも、私の非常に一つの大きな目標

として掲げてきたところでございます。これらにつきましても、非常に商業、農業、工

業がまた交流が始まり、新しい芽が出てきていることということも実感をいたしており

ます。 

私は、町を少しでも明るく笑顔のある町にしていきたい。住んで良かったと思うとい

うことはそういうことでございます。していきたいという思いの中で行政運営をしてき

たわけでありますけれども。先ほど熊谷議員の方からも、そういった成果は現れている

かということでございますけれども、確実に前進をしているというふうに実感をいたし

ております。これは町長１人だけではなくて、職員の皆さんをはじめ、多くの住民の皆

さんにご協力をいただいたおかげだというふうに思っております。 
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それからこれからのまちづくりの大きな礎になっていくのは、先ほどの広瀬淡窓の言

葉ではありませんけれども、やはり君は川流を汲め我は薪を拾はん、私はこういうふう

にしていく、あなたはこうしてください、お互いのやはり協働のまちづくりがより重要

になってくるものというふうに認識をいたしております。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） 産業振興策についてということでございますけれども。 

今、町長がおっしゃっていただいたとおりかと思っておりますが。産業振興を担当す

る課といたしましては、これまで観光から交流、それから定住や産業振興へつなげると

いう、その基本的な考えのもとに総合的な取り組みを行ってきたということでありまし

て、これからもそれを続けていく必要があるかなというふうに思っています。 

観光面につきまして、今後ということでもありますけれども、やはり清流苑周辺の観

光資源を活かした取り組みを進めてまいりたいというふうに思っております。 

町内には様々な観光の資源がありますが、特に一つ挙げるとすればその点。およりて

の森につきましては、全国植樹祭が来年春に行われるということになっておりますし、

それでその関係の飯伊大会の会場が松川町のおよりての森に選ばれております。 

森林セラピー基地としても登録されておりまして、フォレストアドベンチャー２年目

ということになりますので、そこらの点を取り組んでいきたいというふうに思っていま

す。 

それから農業の関係につきましては、一つは果樹栽培１００周年記念を今年迎えます。

大正４年に先駆者の３人の農家の方が原野を切り開いていただいてから１００年目とい

うことでございます。 

これはこの産業振興は、やはり福祉の基盤となるものだというふうに思いますので、

果樹の栽培をされている方にとどまらず、町としても節目の年かなということで考えて

おりまして、１００周年の記念事業をイベント、あるいは記念式典等を行っていくとい

うことを考えております。 

それからもう一つは、遊休農地対策、あるいは担い手の育成という点で、農村観光交

流センターみらいで行っている事業をさらに充実していくということが必要かと思って

おります。 

その中では、新規集の受け入れ体制の充実を図っていくということと、それから担い

手農家さんへの農地への引き継ぎ継承という点では、今年行いました農業経営に関しま

すアンケート調査をしっかりと分析をして、来年度新たに設置させていただきます地域
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連携推進員の方と一緒になって進めていきたいというふうに考えております。 

それから商工業の関係でございますが、今、町長の発言にもありましたとおり、非常

にトップセールスといいますか、直接足を町長が運んでいただいて、企業と情報交換が

できてきたかなというふうに思っておりますので、これも引き続き行っていく必要があ

るかと思います。 

その中で、やはり重要になってくるのは、現在も企業誘致ということで、松川インタ

ー企業団地ございますので、誘致活動を行っておりますが、合わせてやはり企業留置、

現在ある企業の皆さんを支援してとどまっていただく、あるいはさらに拡充していただ

けるように支援を行っていくということも大事かと思っております。 

昨日も町内のある企業での増築の竣工式がありました。やはりその新たに企業を呼び

込むということも大事ですが、今ある企業さんにしっかりと産業を起こしていただくと

いうことを支援してまいりたいというところを感じたところであります。 

そのためにもやはり派手な事業も必要かもしれませんが、やはり自らの足で歩いて営

業といいますか、直接話を聞いていくということが大事かなと思っております。 

それから商業の関係でありますけれども、今年商店街の賑わい補助金ということで、

新井商店街のイベント支援、あるいは空き店舗対策の研究事業に取り組みを始めたもの

を支援させていただいたところであります。これも引き続き進めていく必要があるとい

うふうに思っております。 

それから最後に、農商工の連携という点でもお話がありましたが。例えば観光協会の

会長さんに以前は町長がなっておっていただいたものが、民間の方から着任していただ

いて、事業を行ったことですね、やはり非常にいろんな変化があったりしました。それ

から商工会と農業の連携でも、これは農業者の皆さんのご協力もあったわけですけれど

も、商工会の方に農業経営者の方３件の方が加入していただいたということがあります。

あれも一つのきっかけになりまして、非常に商工業と農業とのハードルというか、垣根

が下がったかなというような感じもしておりますので、そんなことも引き続き我々がで

きる部分と、それから我々の方で支援していく部分をしっかりと充実させて引き続いて

やっていきたいというふうに思っております。 

以上であります。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） ご答弁いただきました。 

町長４年間、まさに精力的に、そして愚直にという言葉もありましたが、愚直にとい
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うのは一直線に、そしてよそ見せずにやってこられたということであろうかと思います。

そして一日も休まず職務を遂行したということで、誰もが認めるとこでございます。 

なお、住んで良かった町とは、明るく笑顔のある町ということをおっしゃっていただ

きました。まさに私もそこが一番の地域協働の町の目指すところではないかなというふ

うに感じておるわけであります。 

確実に浸透してきているというお話もありましたが、このことについては私はまだま

だというイメージを持っておりますので、またその点をお聞きしてまいりたいと思いま

す。 

産業観光課長よりは、今年は果樹栽培１００周年というようなことで、基幹産業の果

樹は福祉の基盤というようなことを言っていただきました。また、企業留置、とどまる

政策というのも非常に大事だということであります。特に産業というのは、町を支える

土台でございますので、今後しっかりそれに向かって突き進んでいただきたいと思いま

す。 

それでは果樹栽培１００周年についてお尋ねをしてまいります。 

先人の創始者であります矢沢菊太さん、平沢兼四郎さん、鈴木源三郎さん、この３人

の創始者によって、今の松川町の果樹が開かれております。大変なご苦労に感謝すると

ともに、これからまた１００年続く果樹栽培を私たち議会としても推進していかなけれ

ばならないというふうに感じておるとこでございます。 

そこで、塩沢仁治さん発行の果樹園芸誌というのを読みましたら、鈴木源三郎さんが

りんごの苗を一本棒を植えたときは大正４年であります。その頃から世界的な世界経済

恐慌になりまして、まゆ価の低落で養蚕産業が不況のどん底に落ち込んでいったわけで

ございます。 

そして昭和７年になりますと、「世界の経済全体が良くならなければ、農村不況は解決

しない。政府や県に頼っていても駄目だ。これからは自分たちで少しでも身の回りの経

済を改善していくことが大切である」ということで、大島村の村長、村会議員、組合長

が集まり、協議した結果、経済改善委員会というのを発足して、自力更生活動というこ

とを進めて果樹振興策を図ったということで、その苦労と実績が長野県より評価されま

して、経済更正基準村ということで表彰を受け、他の市町村の模範となった経緯がある

というようなことが記されておりました。 

そこで驚いたことの中には、その事業計画に味噌や醤油を作る設備を作って、村中の

人が使う醤油や味噌を供給するということ。それからパン焼き工場を作り、小学校の給
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食に提供するとともに、一般の人たちにも実費で安く提供したということ。さらには、

村の後継者や家の後継者を次の時代のために要請していくというようなことを事業計画

でうたい、今でいう第６次産業化、なお新規就農者の育成というようなことを昭和７年

に既にやられてきたということに驚いたわけでございます。 

時代は輪廻すると申しますが、１００年違いますが、国や県に頼らず、自らの力で構

成してきた自力構成活動こそ今見直すべきことかなと感じておる次第であります。こう

いった歴史について、町長はどのように思われるか。 

また、この果樹１００周年をどうとらえているのか、お聞きしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 果樹１００周年に対する思いでございますけれども、ここ１年あまりを

かけて準備委員会の皆さんに２７年度１年間を通しての果樹栽培という、１００周年と

いうことを通じて、地域農業、それから意識、それから町の活性化につなげていってほ

しいという思いでやってきております。 

今、内容についてほぼまとまってきているわけでありますけれども、この１年間を通

じて松川町が果樹栽培１００周年という非常に大きな節目。そしてこれをきっかけにさ

らに２０年、３０年、５０年、１００年といったこの先に向けての農業を考え、みんな

で盛り上げていく一つのきっかけになってほしいという思いを持っております。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） いろんなイベントの中に本年は果樹１００周年ということを冠につけて

やっていただけるということで、去年から実行委員が立ち上がって粛々とやられておる

ということでございます。 

そこで商工会でも果樹１００周年ということを自分たちの活動としてとらえておられ

るということで。商工会に顔を出しますと、玄関には果樹１００周年ののぼりがありま

して、ドアを開けますと正面に果樹１００周年の旗があるというようなことで、本当に

ありがたいと思います。 

そこで１月に行われました商工会主体の産業懇談会の折にも私も出席しまして、その

時のテーマが商工会として果樹１００周年にどのように関わっていくかということで話

し合いがされました。そこにはくだもの観光協会の会長さんもおいでになり、お互いに

農商工という部分で連携を取り合ってやっていきましょうというような話し合いをされ

たわけであります。これは５年前６年前では考えられなかったことだと思いますが。 
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町の産業として一緒になって考え、自分たちの分野にとどまらず連携しているとこは

一緒にしていこう。町全体の産業発展に総意することで寄与していこうという、本当に

そういった息吹が盛り上がってきているということを思っております。 

また、商工会青年部と若武者の皆さんの交流も始まっております。こうした果樹１０

０周年の中で、産業が一つになって松川町を盛り上げていくということは非常にありが

たいことだと思っておりますが、町長は今までそういった流れに対してどういうふうに

お考えでありますか、お聞きをしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私の大きく掲げた一つの目標が、農商工連携でございました。 

今、先ほど課長の答弁、それから熊谷議員の今質問の中にもありましたように、農業

者と商業者、商工会が一緒の会議へ出席をするというような。これは私町長になって４

年目です。５年前は私は商工会の副会長でございました。 

おおむね５年ぐらい前に商工会の一つの目標として、農商工連携という言葉が出てま

いりました。おおむね５年。そのさらに５年前ぐらいというには、今議員が言われると

おり、考えられないことでした。それはもちろん時代背景もありましたけれども、商業

は商業、農業は農業、それでもやっていけれた時代がずっと続いてきたわけです。しか

しながら、やっぱりバブルも崩壊し、いろいろな形で地域の中がお互いが連携をしてや

っていかなくては、とても地域というもの存続、あるいは町の活性化というのは進まな

いという時代になってきた。そういった時代背景にもありますけれども、それでもやは

り若手の皆さん、先ほど今青年部、若武者等々の交流、非常にそういった交流が進んで

きたことに対しては非常にありがたく、また私もそれを一つの目標として掲げて町長に

なっているだけに、この４年あまりの動きというものに対しては、非常にありがたいな。

そしてそれらがすべて理事者、町側からの押しつけではなく、自分たちでそういうふう

な形がとれてきていうことに対しては大変にうれしく思っております。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） まさにありがたい流れだと思っております。 

その産業懇談会の時に説明がありました小規模企業振興基本法というのの紹介があり

まして、その資料の中に小規模企業の役割、課題、対応策という中に地域のブランド化、

また賑わいの創出によって地域全体の活力を推進する。そこからビジネスチャンスが生

まれ出てくるということが載っており、それを推進していくべきだということでござい

ました。 
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新井商店街、いろいろ問題を抱えておるところでございますが、頑張ります新井商店

街の皆さん、祇園祭、ぺっかん楽市、グルメサミット、それぞれぷらっとを中心にイベ

ントをされて取り組まれており、私も本当に敬服をしているところでございますけれど

も。 

そのイベントをいま一歩進めていくという、さらに地域協働といいますか、そういう

ことをどうしたら良いかという、求心力をどういうふうに持たせていくかということが

非常に課題ではないかなと感じております。 

その点では、２月７日にぷらっとで行われましたワインツーリズムキックオフ会議と

いうのは、５軒のりんご農家が自分のりんごでワインを作り、そのワインを飲み比べる。

それで松川町をりんごとりんごワインの町にしましょうと、そういう呼びかけの中で集

まって、大変和やかな良い会でありました。 

そういうところ、まさにその崇高な理念を持ってイベントをし、さらに向こうへ広げ

るという、そういうことの取り組みというのは、今までなかなかなかったところだと思

います。それが大きなビジネスチャンスに、農業だけじゃなくて商業にも浸透していく

んではないかなと考えておるわけでありますが、そういった新しい取り組みについて、

町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、りんごワインのお話が出ました。私も出席をいたしましたけれども、

りんご農家の若手５人の皆さんが、自家製の自分のとこのりんごを使ってりんごワイン

を作成して、それぞれラベルは全部自分のとこの、それからブレンド、これはふじとこ

ういうりんごを使って作ったワインですということでやられて、それを町の一つの特産

物として発信していきたいということで、素晴らしいことだというふうに思っておりま

す。 

その後日、若手の皆さんが私のとこにまいりまして、「町長、ワイン特区を取ってぜひ

ともブランド化していきたい」ということで提案がございました 

また、その時に私の方は、「前向きに取り組んでいきます」ということで返事をしたと

ころでございます。これまだ決定をしていることじゃないんであれですけれども。 

私は、先週金曜日に、広域連合の会議がありまして、ずっと飯田でございました。そ

の場へ、県の町村振興課の課長が出席をしておりました。そんな中で課長の口からいろ

んな地域の活性化の話が出ました。その時に特区という言葉がちらっと出たもんですか

ら、会議が終わりましてからすぐに課長のところへ行って、実はこういうことを考えて
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いると。よろしくまたその折にはバックアップしてほしい。 

会議が終わりましてから、実は地方事務所長にもすぐ、所長実はこうよ。そうしたら

所長はやっぱり親身に受けてくれまして、休憩時間にどうも調べたようでございまして、

深津さんこういうふうだ。それでこうでこうでこれは取れると。ぜひとも頑張るように

ということで、すぐにそういったことをしていただいております。 

これはまだそんなような動きを私はしております。町の地域のそういったブランド化、

活性化につながることはやっぱり良いと思うことは動いてやってまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） 県の方でも、伊那谷をワインバレー構想というようなことで、ワインに

よって交流人口を増やしていこうというような流れもありますし、松川町でそういう流

れが生まれてきたということは、大いに商業や工業にも波及していく部分が多いかなと

思いますので、ワイン特区となれば醸造も１／４で済みますし、波及効果も大きいと思

いますので、ぜひとも進めていただければと思っております。 

続きまして、このたびまち・ひと・しごと創生総合戦略によりまして、地方創生の補

助金が交付されることになり、平成２６年分が積極的に取り組まれ、今回補正として提

案されておるわけでございます。 

予算編成に対することの質問でございますが、この補助金については平成２６年度分

を早く申請しなければならないという、そういうことの中で、どのような対応をされて

きたのか。 

また、こういった予算がないとき、予算づけが非常に厳しい中での予算づけをする対

応も迫られておってきたわけでございます。 

そこで全国津々浦々の自治体職員の皆さんが知恵を絞る、そういうような時代になっ

てきておるわけでございますが。松川町においてこの予算編成に対するプロセスといい

ますか、課長会議ではこの予算編成についてどんな形をとられてやってきておられるの

かということを、町長並びにまちづくり政策課長にお聞きいたします。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 地方創生、まち・ひと・しごとに対する国からの交付金についてでござ

います。 

この情報につきましては、やはり今年になりまして、私も東京の方で会議がいくつか
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も続きましたけれども、そういったところで説明を受けて、こういうような形で交付金

を出していくということで。そして戻りまして、財政担当には、こういうふうだぞと。

とにかく使えるものはアイデアを出してすべて使っていくようにという。 

ただ、なかなかなかなか、そいじゃ金額どのくらいでどういうものに使っていくんだ

というものは、なかなかはっきりしてこなかったのも事実でございます。担当の方、大

変忙しかったんではないかというふうに思っております。 

それで５，５００万円という個人消費の拡大、それから地方創生先行型、２種類に分

けての２，８００万円、２，７００万円という交付金でございます。 

これについて、ようやくはっきりしてきたところで、後で課長がお答えすると思いま

すけれども、全課からアイデアを出して、そして全額使えるような体制をとっていくよ

うにしたところでございます。 

この補正の中で、私はこれから将来に向けてのまちづくりの大きな一つの要素になる

人口増定住対策というものが、一つの大きなテーマになろうかというふうに思っており

ます。出会い、結婚、出産、子育て、そして仕事、そして住居、この６つの総合政策を

地道に長年にわたって継続していくことだというふうに考えております。 

そうした中で、今回の補正予算の中に定住対策、あるいは新規就農者への対策の件、

それから婚活事業、これらは一つのこれからの将来に向けての施策というふうに考えて

おる次第でございます。 

それから２７年度の予算につきましては、国の予算についてはまだ決定ではありませ

んし、どういう流れでくるか。当然のことながら、国は地方創生に力を入れてまいりま

す。松川町として国の補助をいただいてできることは何かということ、精いっぱい吟味

して、使えるものは使いながら活性化を図ってまいりたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） まち・ひと・しごとの関係でございますが、地方創生の。 

各課の方へ情報提供をする中で、各課からそれに類似するものの提示をいただきまし

た。なかなか新規事業をここで提案するというのもなかなか難しい中で、結果的には２

７年度予算の前倒しという部分が多く含まれております。 

１２月の２４日から３月末までに、補正予算を組んだものに対する予算づけというこ

とでございました。先ほど町長申しましたように５，５００万円。消費関係につきまし

ては、松川町では４種類の消費喚起に関わるものを提案させていただいております。 

そういう中では、他町村ではなかなかそれを使いづらいという中で、一本でいく町村
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もございましたが、おかげに松川町の方ではプレミアム商品券から福祉の関係、また住

宅リフォーム補助、くだものの消費というような中で４種類ほど挙げていただいており

ます。各課から一応持ち寄った中での国の方へ提案をさせていただいておるのが現状で

ございます。 

国の方も一応お金が決めましたが、なかなか補助要綱がはっきりしてないのが状況で

ありました。最終的には、３月の頭まで要綱が変わってくるような状況で、なかなか期

間も短く、使いづらい予算だなと思っております。当然１００％いただける補助金でご

ざいますので、各課を挙げまして申請をさせていただのが現状でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） ご答弁いただきました。 

各課を挙げて予算編成に臨んできたということでございます。 

予算というのは非常に大変知恵も使い、難しい部分かなというふうに感じておるわけ

でございます。 

国からの補助ということで、少しばらまき的な要素はございますが、そういった部分

も踏まえながら、まちづくりのために使っていくという部分ではしっかり各課で検討し、

課長会議で練ってまた提案をしていただければと考えております。 

それでは課長会議についてお尋ねを申し上げます。 

先ほど来町長、役場は住民総合サービス株式会社であると言っておられます。町長が

社長、副町長は専務、職員は社員。一方、住民は税金を納めた株主でありまして、また

そのサービスを受ける顧客でもあるわけでございます。 

そこで課長以上で構成する課長会議はいわば経営会議であり、戦略の検討や調整、ま

た決裁の場と考えます。各課長が定期的に会合を持ち、大きい事業、いわば公民館の改

築であるとか、第５次総合計画策定会議など、横断的に取り組まれており、将来のまち

づくりの方向を共有化を図られているということについては、非常に良いことであると

感じておるわけでございますが。細部につきまして、私たち議員の質問に対して各課の

答弁が異なる場合というのもございます。もう少し各課連携を取り合って、踏み込んだ

議論をして、私たちに提示をしていただけないものかと考えるわけでございます。 

課長会後の中でそういった議論ができないものか。忙しい中で短時間で進めなければ

ならないということもよくわかりますが、もう少し助け合って協力しあうというような

そういう姿勢の中で課長会議、いわば経営会議をするべきではないかなと感じるわけで
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ございます。 

住民総合サービス株式会社のエンジン部分がこの課長会議でありますので、エンジン

がスムーズに回転し、まちづくりというエネルギーが発揮できるようにさらに充実させ

ていただきたいと私は思いますが、町長はいかがでしょうか。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 課長会議でございます。 

今は、私が就任当初よりは、テーマを一つ問題としている課から提案をもらって、み

んなが意見を言うということが、私が町長になりました時よりは多くなってきたなとい

うふうに感じております。 

しかし、やはり行政には、やっぱり一つの弊害として縦割り行政というものがありま

して、どうしても他の部署に対する意見を言いづらいというものもあるというふうに感

じております。それらをやはり松川町の幹部でありますので、やっぱり一丸となってい

くところは同じなんです。松川町の住民の皆さんが、少しでも明るく住みよいまちづく

りという、いくところは同じでございますので、やはりその認識をみんなが共有をして

やっていくことが大事ではないかというふうに思っております。 

よりそういった形に向けて努力してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） よろしくお願いいたします。 

それでは３問目でございます。 

町長の住んで良かったまちづくり、このことでございます。 

先ほど来住んで良かったまちづくりというのは、笑顔が輝くまちづくりだというお話

でございます。そういったことで、４年間推進して邁進してきておられるというふうに

思っております。 

そこで今、第５次総合計画の事業に入っているわけでございますが、町民アンケート

の結果によりますと、子育て支援が満足度が高く、ともに参加できる社会づくりという

のが低くランクされております。 

先ほど行われました福祉を考える集会。今年は認知症がテーマでございましたが、そ

の分科会の中でも、「自治会に加入してない人が増えて、認知症の人がどこにおるのかも

わからないということで、地域のコミュニティーが希薄化して悲しい」というようなこ

とを発言された方が多くて、残念に思った次第でございます。 

１００人に及ぶ聞き取り調査、第５次総合計画の聞き取り調査によりますと、ちょう
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ど良い規模の町である。暮らすにちょうど良い町だということが中心に据えられており

ました。住んで良かったまちづくりとは、このちょうど良い町の中でどのように進めら

れていくのか。この住んで良かったまちづくりというのは、まだまだ道半ばかと思って

おります。 

町長、この第５次のアンケート結果を見て、どう感じておられるか、その点を一つお

願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 第５次総合計画に向けてのヒアリング、あるいはアンケート調査の結果

が出ております。 

熊谷議員の言われるように、保育サービス、健康松川の推進、子育ての支援のついて

は満足度が高い。それから医療の充実、次代の親の教育、ともに参加できる社会づくり

などはまだ低いというふうにアンケート結果が出ております。それでいろんな人と人と

のつながりやいろんな面で、心地よさが感じられる町であるというようなアンケート結

果が出ております。 

ちょうど良いという言葉、これについては、もし自分がそういう立場にあって聞かれ

たらなんて答えるだろう。まあまあかなと答えるんじゃないかと、自分では思います。

そうすると、こういった不満もある。こういったところもある。直してもらいたいこと

もある。だけれども、こういう良い点もある。そういうのを総合すると。まあまあかな

というのがああいう言葉に乗って出てきているんじゃないかというふうに判断をいたし

ます。 

だからその言葉が、松川町に住んで良かった、松川町万々歳とはとらえておりません。

おそらくはそういった気持ちでくるだろうというふうな思いでございます。 

それからそのともに参加できる社会づくりということで、自治会の加入率のことを言

われました。おおむね８０％の加入率だというふうに認識をいたしております。 

私が町長になりましてから、未加入の皆さん方からのアンケートもとってございます。

なかなか難しいこちらとしたら、やはり地域コミュニティーというものも大切。それか

ら安全、安心という防災の面からも、やはりコミュニティーの大切さということを考え

ますと、やはり高めてはいかなくてはならない問題だというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 熊谷議員。 

○５番（熊谷宗明） 住んで良かったまちづくりにつきましては、住民の皆さんの幸福実現の

向上だと思っております。 
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そこで職員の皆様が、住民の皆様のためにどのように働けば町民の皆さんが幸せにな

るかという点で、現在社会人枠で職員も増やしておられるわけでございます。忙しい中

で、住民の幸せを思いという部分が希薄化される部分もあったかと思いますが、職員も

増えるというようなことで、余力が出てくる部分でそんなことを期待するわけでござい

ます。 

そんな職場環境づくり、住んで良かったまちづくり、みんな笑顔で暮らせるまちづく

り、そういったことの頂点、リーダーとして町長選に向けて深津町長の決意をお聞かせ

いただき、質問を終わらせていただきます。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私は、住んで良かったと実感のできるまちづくりをということで町長に

なりました。 

その１～２年後に掲げた役場の中へ貼ったのが、住みたい町をつくりましょうという

言葉を貼りました。 

これは住んで良かったと実感のできるまちづくりをなんとかして進めていこうという

強い思いは持っております。しかし、当然のことながら１人でできることじゃない。み

んなで考えて。 

そういった思いの中から、住みたい町をつくりましょう、住みたい町はどういう町で

すか。皆さん考えていきましょうよという思いを途中から抱いた次第でございます。 

別に責任を放棄するつもりは全くございませんけれども、あえて住みたい町をつくり

ましょう、つくりますじゃない、つくりましょう。そいじゃ住みたい町はどういう町で

すか。そういったことが、これからのまちづくりだというふうに思っております。 

今年度、古町地区では、古町地区としての地域のこれから５年計画というものを立て

てくれました。生東でもやはりこの地域を考えていこうということで会議が発足をいた

しております。自分たちの地域をどういうふうに考える。実際、自分たちの地域をこれ

から５年後１０年後、それぞれ地域によって特色がございます。どういうふうにつくっ

ていくんだということをともに考えていくということが、これからのまちづくりの大き

な課題だというふうに思っております。 

私も次期町長選に、その態度を明らかにしている身でございます。大きな課題になっ

てくるだろうやはり人口増、定住対策。それから１３年後、２０年後を見据えたそれぞ

れの地域がどうあるべきか。それから広域的には、やはりこの連携です。道路網あるい

は高速鉄道網ができてまいります。そうしたときにどうやって人を下りてくれた人を動
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かすか。これをいかに連携をとる中で、みんなで考えていかなくては大きな課題になっ

てくるというふうに思っております。 

私は、当然松川町の町長でございますので、まずは松川町を考えながら考えていく上

で、やはりそれぞれの単独町村がこれからの将来２０年３０年先のこの伊那谷をどうし

ていくかということをより連携を深めていくことがものすごい重要になってくるという

ふうに思っております。 

定住対策、それから今問題になっております青年の家の問題、それから東小学校の後

利用の問題、様々な問題点が課題があるというふうに認識をいたしております。それら

につきましても。 

それからやはり４年間のこれは経験の中で勉強してきたことでありますけれども、こ

れでいいというものはないというふうに考えております。やはり継続、農業の問題もそ

うです。少しずつでありますけれども、着実にいろんな形で問題点を浮き彫りにし、み

んなで考えてもらう要素はできてきているというふうに思っております。それをより深

める中で、どう高めていくかということが大きな課題だというふうに認識をいたしてお

ります。 

 

◇ 加賀田  亮 ◇ 

○議長（関 克義） 次に、１番、加賀田亮議員。 

○１番（加賀田亮） それでは通告に従いまして、一般質問を始めさせていただきます。 

先ほど熊谷議員の一般質問の中にもありまして、町長のご答弁の中にもあったと思い

ますけれども、町長は非常に現場、コミュニケーション、そして情報の共有ということ

に関して、非常に心を砕かれてきて、また実践をしてきたという自負が大変あるという

ふうに感じております。それは誰もが認めるとこではないかなというふうに感じておる

次第でございますが。 

一方で、通告に書きましたようなサイレントマジョリティというものが、世の中には

存在すると私は考えております。サイレントマジョリティ、直訳するともの言わぬ多数

派、声なき多数派という方々ですね。こういった方々も少なからずいらっしゃるのでは

ないかというふうに思っております。 

まずは、このサイレントマジョリティといわれている方々、こちらについてのまず１

点目ですけれども、町長の現状の認識というものをお聞かせいただきたいと思います。 

具体的には、何らかの要素、例えばこういう社会的な地位の人とか、こういうところ
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に住んでいる人とか、こういう年代の人とか、そういうふうな感じでもいいですが、ど

のような認識でおられるのかということをお聞きしたいのがまず１点です。 

２点目は、サイレントマジョリティというぐらいですからものを言わない。なぜもの

を言ってくれないのか、その原因はどこにあるのかということを町長のお考えをお聞か

せいただきたい。 

３点目でございます。３点目は、サイレントマジョリティというのは、私は少なから

ず存在しているものでありまして、これを放置しておいていいというわけではないと思

います。サイレントマジョリティに対しての対応というものを積極的に進めない場合、

言い換えるとちょっと放置してしまった場合というんですか、もしそういったことが仮

定としてあるとしたら、こういったときにはどんなリスクが発生するんだろうかという

こと、この３点について町長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 加賀田亮議員の質問にお答えをいたしてまいります。 

サイレントマジョリティということで、物言わぬ多数派ということでございます。 

私も町長になりましてから、いろんなところへ顔を出しております。そうした地域と

いうことではまちづくり懇談会だとか、自治会のまちづくり懇談会だとか、区の町政懇

談会だとか、いろんな形で顔を出します。また、今度は行政面の中で、様々な委員会だ

とか、あるいは様々な団体の総会だとか会議だとかへも様々なところへ顔を出してきて

おります。 

今、言われるように、総じてああいった会議の中で、陥りやすいのがやっぱり声の大

きい人、それから理詰めでぺっとこういうふうに言われる方がどうしても前面に出てし

まう。そして意見をもう何も言わずに終わってしまうという会議というのは、往々にし

てございます。 

自分の掲げた目標が情報の共有であり、対話であり、現場という思いが自分自身は持

っておりますので、できるだけそういったときに出席した折にざっくばらんな。それで

会議というのの持ち方というのは、やはり進行をしていく側の持っていきかたでいろん

な形の会があるというふうに私は感じております。いかに住民の皆さんの意見を引き出

す形に会を持っていくかということ。これも一つの重要な。これはやはり職員としての

職員なり進行側の資質、あるいは勉強の度合いに変わってくるというふうに思っており

ます。 
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自分自身がどういう対応をとってきたかということでございますけれども、これはで

きるだけ多くの人たちに自分から声をかけます。そしてその声のかけ方も、いわゆる理

屈やそういったことじゃなくて、元気という言葉がけからいろいろな話に発展をしてい

くというふうに考えて対応をしてきたところでございます。 

今、合わせて３つ質問いただきましたので、ちょっと頭の中がこんがらかっているん

ですけれども、一応いろんな会議。 

そうした中で感じたことでありますけれども、ワークショップ形式というのがござい

ます。公民館研究集会もこの間もそうでした。それから今、第５次総合計画の一番基本

となるまちづくり会議の進め方もワークショップ形式でございます。 

私は、例えば公民館研究集会のワークショップ、ちょうど東小学校、青年の家の今後

をどうしていくかというテーマのところへ顔を出しました。もちろん私はオブザーバー

でありますので、黙って若い人たち、ああいった会議。 

そうすると全く事情も知らない、何にもわからない高校生からも意見が出るわけです。

私はこう思う。私はおもしろいなと思って聞いておりましたけれども、そうした形。理

屈を全部わかっておって発言をされる方もおる。しかし、全然知らない純粋な気持ちの

中でああいう場所がこういうふうであったらほしいなそんなような考え方。それから地

域づくり会議も役場の職員たちが先導してどうこうするんではなくて、やはり住民の皆

さんの意見が自由にできるように。あれも一つの方法としてはいいなというふうに思っ

ております。大勢の会議になると、どうしても声の大きい人の意見になびいていってし

まうという傾向はあるなというふうに感じているところでございます。 

あと質問に答えていない内容がございましたら再質問でお願いをします。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

町長のお考えというものに関しましては、今理解をしていただいたつもりでございま

す。 

私自身のサイレントマジョリティについての考えなんでございますが。やはりかなり

のまず数がいるだろうというふうに予測しております。松川町民１３，０００人とした

場合には、場合によっては半分以上の方がこのもの言わぬ多数派なのかもしれないなと

いうふうな思いがございます。 

例えば今回の第５次のアンケートでも１，６００通のアンケートに対して７０７通の

返答ということで、約９００の方が未回答ということでございますね。ですので、そう
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いう方たちが例えばもうすべて信頼しきっているからとか、そういった意味で返事を出

さないというんではなくて、まさしくこういう方々がサイレントマジョリティなんじゃ

ないかなと思います。 

それからいろんな研究機関、シンクタンク、みずほ総研とかそういったところの試算

によりますと、やはり総じてやはり半数以上の方々がサイレントマジョリティであると

いうふうなことは、自治体研究の中でも叫ばれているとこでございます。 

先ほどの質問の中にもありましたけれども、いま一度教えていただきたいと思います

が。なぜ彼らは黙ってしまうのか。彼ら彼女らは口を開こうとしないんでしょうか。そ

れがまずどういったところに原因があるのかなということを、改めて町長のお考えをお

聞きしたいのが１点と、またこのサイレントマジョリティに対して行政がなすべきこと

というのを今後お聞きしたいとは思っておりますが、まずはその行政がもし何もしなか

った場合、このサイレントマジョリティを放置した場合にいったいどんなリスクが生ま

れてくるんだろうかということ、この２点についてお伺いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、加賀田議員のご質問でございますけれども、私もそういった会へい

ろいろ出ているというふうに言いましたけれども、今度は裏を返すとそういった会にも

出てこない方たちのことをどういうふうにするかという考えでございますけれども、こ

れ非常に難しいとこ。なぜ出てこないんだ。 

それで住民の皆さんが１００％政治に関心があり、町長にものが言いたい、あるいは

こういうことをやっていきたいという人が１００％というのは非常に難しいなという、

率直な感想でございます。だからいいのか悪いのかという問題ではなくて、やはりその

辺が難しいなという思いをしております。 

ですから、一切地域の皆さん、あるいはいろんな会議にも出席もせず、自分の職業の

中でずっとやっていかれる方もおいでになります。そういった方たちに対して、そいじ

ゃ会議へ出てくるようにどうのこうというのを強いるということもなかなか難しいかな

と、本人の気持ちもございます。 

そうした中で、どうしても課せられるのは、私ども役場の職員として、そういった方

たちもちゃんと見ながら、常日頃の中で声をかけたり、情報収集をすることが大事にな

るんではなかろうかなと、そんな感想でございます。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 
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町長のおっしゃるように、町長の体は一つでございます。それを町民全員なんていう

わけには当然いきませんし、また役場の方だってやはり限界があると思います。 

そういった中でもただ放っておいたらどうなるかというわけではないですが、例えば

昨今の投票率の低下とか、住民のいわゆる政治的な関心の薄さとか、そういったものに

も直結してくるし、あとは高齢者ですね。例えば７０後半から８０代以上の方なんてい

うのもなかなか地域でも声を発する機会がどんどんどんどんなくなっているんじゃない

かなと心配しております。 

まず、私なりに思うんですが、彼がなぜ黙ってしまうかというのには、やはりいろん

な層、構造的な要因があると思っています。例えば層でいいますと、まず最初は認知の

部分ですね、知らない。いわゆる行政について、政治について本当に知らない。知らな

いので、何も言いようがないという方々ですね。 

それからそれに一歩進んで今度は関心の部分ですね。関心がない。関心がないので言

わない、黙っているという方。 

さらに進んで、じゃあ今度は多少関心は示しているけれども、誤解している方。つま

り理解が完全ではないということで、いわゆる誤解して例えば何を言っても無駄だとか、

そういった意味での誤解があってものを言わないという方々。 

それからあとは欲求の部分ですね。自分のそれなりに思いはある。普段仕事や生活を

して、ああこうなったら良いな、ああなったら良いなというふうなことは思いはあるん

だけれども、言いたくない。要はみんなの前でちょっと自分をさらけ出して言うのには

大変気が引けるふうな意味での言いたくない。欲求の部分ですね。 

それから５番目の行動の部分ですね。いわゆる思いもある。言う勇気もある。ただ、

そのステージがない。つまりいろんな制約があって、時間であったり場所であったりと

か制約があって言いたいことがあるんだけれど、どこで言えばいいのかわからない。そ

ういう会議が開かれているけれども、自分には参加資格がない。そういった意味での私

なりに考えるとこの５段階があるかなというふうに思っております。 

じゃあそれぞれに対して、その半数近くの方々そのサイレントマジョリティだという

ふうに仮定いたしますと、やはりこれ住民の大多数ということになりますので、彼らの

意識を正確にくみ取るということも、やはり行政には課せられた大事な仕事かなと思い

ます。 

町長が先ほどおっしゃったように、個人的に大変気にかけていただいて、お声をかけ

ていただいたりとか、そういったことも大変重要なことだと思いますが、やはりなかな
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か限界もあるかなという感じがいたします。 

こういった中で、どうやってじゃあその１００％とはいかないとおっしゃいました。

もちろんそのとおりだとは思いますが、じゃあせめて半分だったものを１０％でも２

０％でも声を出しやすくしてあげる。声を出すようにしてあげるというふうな方法の中

で、どういうふうな方法をとればこういうふうな方々が、サイレントマジョリティから

声を出す多数派になっていくのかということをテーマとしたいというふうに思っており

ます。 

私からの提案を兼ねた質問でございますが。これは神奈川県の茅ヶ崎でやっている例

でもございますし、私が生まれた頃にドイツの学者さんが表明した考え方らしいんです

けれども。プランニングセルズという、そういうふうな手法があるらしいんですね。私

どもが、我々が町でやっているワークショップとか、住民参加型の協議会、こういった

ものにかなり近いというふうなことがあるんですけれど。 

２つかなり特異な点がございます。１つは、今回の第５次アンケートのように完全に

無作為でメンバーを集めるということですね。もちろん年齢や地区、そういう構成に応

じて分配させますけれども、メンバー員というのは完全に無作為で集めるというとこで

すね。こういったことで、サイレントマジョリティを担保していこうという考え方。 

それから彼らに仕事としてやる気を出していただくために有償でやるということ。多

い町では多い年では一日１万円とか、そのぐらいの報酬でやっているところもあるんだ

そうです。 

このサイレントマジョリティを少しでもなくす方法として、例えばこのプランニング

セルズ方式というんですか、いわゆる完全に無作為でやるということ、それから有償で

やるということ。こういうことによって、少しでも住民の意識を高めてもらって、意見

を出しやすくする環境を整えるというふうな考えはいかがでしょうか。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今のご質問の中に、サイレントマジョリティ、声なき多数派ということ

で、松川町を振り返ったときに、そいじゃサイレントマジョリティという分類に入るの

かという人たちがどのくらいいるのかということに関しては、これは私自身もちょっと

わからないというふうで、ただそういう方たちがいないというふうには認識はしており

ません。それから半数がそういう人たちだというふうにも認識はしておりません。 

それはやはり、自治会やいろいろのところへ借りていく中での私なりの個人的な判断

でございます。しかし、そういった声を出したくても出せない人たちという形がおられ
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るということは、やはりしっかりと認識をしてやっていかなくちゃならないなというふ

うに思っております。 

それから第５次総合計画に向けてのその調査のやり方等、進行については、担当課長

の方からお答えをしてまいります。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） ただいまご提案をいただきましてありがとうございます。 

松川町の総合計画の策定につきましては、有償にて委員をお願いしておるのが現状で

ございます。 

サイレントマジョリティにつきましても、古い話の中では、やっぱり逆にものを言わ

ない人は賛成派とか、そういうことも例として挙げられておると思いますが、なかなか

このサイレントマジョリティの方々を役場だけでその意見を収集するというのはなかな

か難しいとこがあると思います。 

今回のことにつきましても、ヒアリング等を行う中で、また次の方を紹介いただくと

か、役場がこの決めた方がじゃないという形の中で、そんな方も拾いたいなとはいう感

がございます。 

また、役場が開催する会議だけで意見を徴するということじゃなくて、会社であるだ

とか職場である、趣味の会であるだとか、そういった多方面によります中での意見も、

また役場の方へ頂戴できればと、そんなふうに考えておりますのでよろしくお願いいた

します。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

非常に難しい部分もあるかとは思っていますけれども、今ご説明のように、役場の方

でもいろいろと改善、進化されていると思います。少しずつ前に進んでいっていただけ

ればありがたいかなというふうに思います。 

なかなか役場でやれることも難しい、行政でやることも難しいというふうなことを申

し上げましたけれども、先ほどそのサイレントマジョリティの人たちのいわゆる構造的

な層というものを考えた場合に、まず最初に知らない、関心がない、それから誤解して

いる、この辺の層の方々に対しては、いわゆる積極的な情報提供をこういったもの、い

わゆるその非常に丁寧な説明の仕方。それはどんな仕方がいいかというのはまたいろい

ろと議論のあるとこだとは思いますが、もちろん町長が熱心にやっておられるまちづく

り懇談会もそうかもしれません。まちづくり政策課の方で担っていただいているホーム
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ページもそうかもしれません。いろんなチャネルで情報を積極的に提供していきながら、

もちろん相互のコミュニケーションもとっていくということが、やはり大事なのかなと

いうふうに思います。 

我々人間の欲求というのは無限です。行政に対する欲求もことすれば無限になってし

まう。ただ、行政というものは、やはり限られた税金の中でやっていきゃいけないとい

うふうなことを考えると、やはり費用対効果ということもきちっと住民に理解してもら

いながら事業を進めていくということが、やはりどうしても不可欠だというふうに思い

ます。そのためにも、行政の積極的な情報提供、説明責任というものが、いわゆるその

一義的な今まで言われてきたようないわゆる法体系としての情報提供とか、そういった

ことではなくて、いわゆる心の通った情報提供、情報公開、説明責任というものがこれ

からますます必要になってくるんじゃないかなと思っておりますが、その辺に関しては

いかがでございましょうか。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） この件に関してでございますけれども。一つには私が発言の中にまちづ

くり懇談会を非常に重要に、これは私にとっては非常に重要な事業というふうに考えて

おります。 

それで、これはまだ残念ながらできてはいないというふうに認識しているんですけれ

ども。それぞれの自治会には担当職員がついております。その辺の常日頃の活用。やっ

ぱりどうしても行政として地域の皆さんといったときに、今８０％あまりの加入率なん

ですけれども、どうしても一つには自治会単位のコミュニティーの中でどういうふうに

していくかということを考えます。 

そうした中で私は、その自治会担当職員を自治会と行政との一つの大きないろんな常

日頃呼んでいただいたりして、一緒に事業にも参加していくということを考えておりま

す。しかしながら、これは私も２年か３年ぐらい前からそういう思いとそういうような

ことを言っておりますけれども、現実にはまだできておりません。 

これらは一つの方法として充実をさせていく必要があるなというふうに感じておりま

す。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

なかなか進めるにあたって、いろんなハードルはあるとは思いますけれども、ぜひこ

の声なき声、ものをいわぬ多数派の方々に、なんとか寄り添うようなそういった行政の
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要望をするものであります。 

もう一つ、その声なき声の方々というふうな意味で、もう一つのブレークスルーとい

うかソリューションというもので、やはり例えばこれ私の分野になってしまいますけれ

ども、いわゆるその情報技術の活用というのも一つの手段ではないかなというふうに思

っております。 

いわゆるそのＩＴといいましても、いろんな分野がございますが、今世間で注目を集

めているのはいわゆるそのビッグデータの解析、そこから読み取れる住民の潜在的なニ

ーズとか欲求、こういったものを非常に世間では騒がしくやっております。 

今、そのデータに基づく経営ということで、ビジネスインテリジェントというふうな

ことで、盛んに大企業を中心にもう取り組んで何年もたつわけでございますけれども。

いよいよ自治体にもその波がきているのかなという感じがいたします。 

そういうふうな形でのＩＴの活用ですが、いくつかご提案申し上げれば、まずはそう

いうふうなビックデータの活用ということですね。こういったものというのは、非常に

掘り方、探索の仕方によってはいろんな面が出てくるというふうに思っております。 

今回の第５次のアンケートなんですけれども、例えば今回のデータ見させていただき

ましたら、最後のその他の自由記入欄のところを見させていただきました。２２２件の

ご回答がありましたけれども、そのうち２８件の方、約１２.６％の方が、要はアンケー

トが難しかったというふうなご回答もあります。こういうふうな形もありますので、な

かなかアンケートから見えてくるというのも難しい部分もあるのかなというふうには思

いますが。 

今回いただいたアンケートの方ですけれども、私なりに分析をさせていただいたとこ

ろ、非常にアンケートしては良いアンケートだなというふうに思っております。設問が

１００以上あったと思います。属性の項目が７項目以上あったと思いますので、私の方

で試算しましたんですけれども、全部で７２０通りのクロス集計ができました。それぞ

れ目通しましたらいわゆる相関件数ですね。いわゆるそのクロスの集計の縦軸と横軸の

相関の強いもの、０.５以上のものが約３００件ほど私の方で確認させていただいた。私

の中で、このアンケートから住民の皆さんの潜在的なニーズがこういうとこにあるんだ

なというのが非常に勉強になりました。 

こういったことも一つの小さな例でございますけれども、ぜひこういうふうなデータ

に基づく経営判断、行政運営、こういったものもひとつ必要になってくるんじゃないか

なというふうに思います。 
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ＩＴといいますととかくゲームであったりとか、セキュリティーであったりとか、そ

ういうとこも見がちですけれども、行政が持つ膨大なデータ、もちろん法の規制もある

とは思いますけれども、できうる限り組み合わせることによって、いろんなニーズが発

掘できるんじゃないかなというふうに思っております。こういった形への施策、そうい

ったものに関しての考えをお聞かせください。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ２６年２７年度をかけまして、計画を今進めております第５次総合計画、

これは将来に向けての非常に重要な事業だというふうに認識をいたしております。 

今、鋭意進めているところでございます。 

ご質問に対しましては、担当課長の方からお答えしてまいります。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） いろいろご教授いただきましてありがとうございます。 

今、ここの一般質問の中で言われても、私もちょっと今のマトリックスいろいろ言わ

れましたがわかりませんので、またぜひ担当の方へ詳しい加賀田議員が分析されました

ものにつきまして教えていただけばまた参考にしてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

私のような者がいろいろ申し上げることはないかもしれません。また、私もできる限

りのことはやりたいとは思っておりますが、その辺はまたよろしくお願いしたいという

ふうに思います。 

この情報技術の活用ということに関しまして、いろいろなアイデアがございますが、

例えば情報を皆さん、住民の皆さんの声をより聞きやすくする、出しやすくするという

ふうなところを行政の方が努めて整えておければ、サイレントマジョリティもだんだん

だんだん引き上がってきて、ものを言うようになってくるんじゃないかなというふうな

思いがあって提案させていただいた次第でございます。 

例えばこれは群馬県の太田市の例だと思うんですけれども。ご意見箱というかそうい

ったものがあるんだそうです。かつて我が県でも、田中知事が似たようなことをやって

いたと思うんで、それはそれでいいんですけれども。 

この太田市の特徴というのは、ただ一方的に話を聞きますとかいうんではなくて、行

政の方で２週間おきにテーマを変えていく。ごみの問題どうでしょうとか、保育所の問
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題どうでしょうとか、そういった感じでどんどんどんどんテーマを変えて、いわゆる住

民の方に飽きられないようにするというんですかね、そういうふうな工夫をして結構な

膨大な意見を集めることができたというふうな成果があるんだそうです。 

それからこれは自治労の研究集会で発表された事例ですけれども。今世間を騒がして

いるＬＩＮＥというやつですね。この前痛ましい事件もありましたけれども。悪い例ば

っかりが見られますけれども、いわゆる自治体専用のＬＩＮＥというものがございます。

いわゆる自治の世界で住民の広聴に非常に役立つツールとして非常に今注目されている

ものでございます。 

まだ、先進の事例のことではございますけれども、いわゆるそのＩＴを使ってサイレ

ントマジョリティから情報を引き出して、彼らをサイレントにさせなくしてものを言っ

てもらう。ひいては政治、行政に関心を持ってもらって、住民協働のまちづくりの一翼

を担ってもらう。そういうふうに行政が住民を育てるというふうな手法も必要なのでは

ないかなと思う次第でございます。 

以上につきまして、お考えがありましたらご意見お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、加賀田議員、いろんな提案をいただいております。 

サイレントマジョリティから質問が幅広くなりまして、いろんな形になってきている

んですけれども。 

声なき声をどう吸い上げていくかという言葉は、非常に行政にとっては大事なことだ

というふうに認識をいたしております。そしてそれらのやり方等は、いろんな形があろ

うかというふうに思いますので、また参考にしながら勉強していきたいというふうに思

っております。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

町長のおっしゃるようにサイレントマジョリティ、私の認識ではやはり半数近くの方

がそうではないかというふうな認識でおります。この辺に関しては、ずれもあるとは思

いますけれども、かなりの大部分の方が声を出していないんじゃないかという感じがい

たしております。そういったところは、いろいろとご意見もあるとは思いますけれども、

やはり彼らは放置しておくと、いわゆる例えばある附属機関で委員を募集しようとして

公募してもなかなか人が集まらない。それはそのものを知らない、次は関心がない、も

しくは誤解している。その上いろんなことになってくると思います。そういったことに
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関してもやはり委員会の活性化とか、ひいては町の活性化にかなり弊害になってしまう

んじゃないかなと懸念しております。 

それからもう一つは、いわゆるその逆に、町長も先ほど言及されておりましたけれど

も、非常に声の大きな方の意見ばっかりが通ってしまって、いわゆるサイレントマジョ

リティの方々が、どうせ自分らは何言っても無駄だなということで、行政であったり政

治に対してどんどんどんどん無関心になっていってしまうというふうな負のスパイラル

も生みかねないなというふうに思っております。 

それから例えば建設案件とか大型の公共事業案件などで、もう既に委員会や諮問機関

を通して何度も練り上げてきたものを例えばパブリックコメントなんかに上げたきに、

そこで初めて自分にとって非常に大事なことかもしれないというふうに住民の方が思っ

て意見を出したときには、もう既に遅いといったら語弊があるかもしれませんけれど、

そこを言われちゃったらもう一回過去にさかのぼって全部の委員会やり直さなきゃいけ

ないというふうなこともあります。 

サイレントマジョリティというのは、やはり放置しておくと行政にとってはいろいろ

デメリットが大きいと思います。そういった意味でも、行政の真摯なサイレントマジョ

リティの対応をぜひとも期待するとものであります。 

もしこれで最後になります時間でございますので最後になりますが、最後に何かあり

ましたらお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） サイレントマジョリティが松川町の半分の方たちはそうだという認識は、

若干私の認識と誤差はあります。 

加賀田議員、サイレントマジョリティということでひとつのグループ分け、しっかり

とこの人たちは妙にどうしても聞こえちゃうんで、やはり行政として声なき声を聞く。

あるいは声の小さい人たちのどんな考えを持っているのかということを聞くのかという

ことの重要性、そういったものは私もしっかりと認識をしているところでございます。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

声なき声を拾っていただけると、そういうふうな努力をされていただくということで、

大変ありがたいというふうに思っております。これからもよろしくお願いしたいと思う

次第でございます。 

時間でございますので、質問を閉じさせていただきます。 
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○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

ここで休憩をとりたいと思いますが、異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは１１時１０分まで休憩といたします。 

 

休  憩  午前１１時００分 

再  開  午前１１時１０分 

 

○議長（関 克義） 会議を再開いたします。 

 

◇ 森 谷 岩 夫 ◇ 

○議長（関 克義） ６番、森谷岩夫議員。 

○６番（森谷岩夫） それでは通告でお願いをしてありますが、２点ほどお願いをしたいとい

うふうに思います。 

まず、教育委員会制度の改正をどうとらえていくかと、この問題であります。 

去年も松井議員さんの方からご質問もあったりしましたが、非常に大事な問題であり

ますし、この４月１日から改正案が施行されると、こういうことでありますのでご質問

をさせていただきます。 

今申し上げたように、昨年の６月に教育改革法が成立をいたしまして、この４月１日

から教育委員会制度が大きく変わると、こういうことになってまいりました。 

皆さんご承知のとおりでありますけれども、戦前の教育行政というのは中央集権であ

りましたし、官僚が支配をいたしておりましたし、一般行政への従属ということが大き

な問題として出されておりまして、敗戦を契機にして、新しいアメリカの主導で新しい

教育委員会制度が採用されたと、こういう経過であります。 

その中では、今申し上げましたが、一般行政からの独立といいますか、きちっと別の

組織としていくと。それから直接住民が責任を負うというようなことで、住民が直接選

挙しておったとこういうことであります。 

もう一つは、教育長免許状というのがありまして、教育長の権限も非常に強かったわ

けでありますし、専門的なリーダーシップをとっていくと、こんなことで戦前の弊害を

改めるというようなことで戦後施行されたと、こういう経過だというふうに言及をして
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おります。 

それが昭和３１年になりまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律というの

が改正になりまして、教育委員の皆さんの公選制というのがこの時点から取りやめにな

ったと。この時に首長の任命制に移っていったとこれが経過であります。 

今回、その時から数えますと６２年ぶりでありますが、非常に大きな改正が行われる

とこういうことでありまして。この間私どもの小さい頃は、教育というのは大方学校任

せで、学校の先生方にお願いをするということが多かったというふうに思いますし、親

は生活に一生懸命で、子どもの教育までなかなか目がまわらなんだというようなことも

あったかもしれません。 

そんなことでありますが、ここ近年非常に教育関係に関わる不幸な出来事やあるいは

いじめの問題、また不祥事等が顕在化をしてきまして、勢い教育委員会という組織のあ

るいは仕組みの問題が問われる、そういう時代背景があるというふうに思っております

が。 

こんな中で今回は、これからのことでありますけれども、教育委員長と教育長を一体

化をさせて、責任の所在を明らかにしていくと。あるいはいろんな事案が発生した場合

には迅速に対応できるように機動性を持たせるというようなことであります。また、一

番大きなことは、首長の主唱をいたしまする総合教育会議というのが開催をされて、普

通で考えると首長の権限もかなり強くなって、教育行政に関わることが多くなると、こ

ういうことだというふうに思っておりますが。 

こんな中で、この松川町も非常に教育委員の皆様方熱心にやっておられますし、ここ

のこの近年では、北小学校の不祥事のことも、先生の不祥事のこともありましたが、東

小学校の閉校をきちんと教育委員会で結論を出していただいて、誘導してきたというよ

うなそういった仕事ぶりが評価をされるところだというふうに思っておりますが。 

今後、この教育行政をどうしていくかということが大事であります。松川町は、教育

長さんの任期がまだ残っておりますので、もう１年後からというふうに思っております

が、施行というか、実際にはそうなるということでありますが。 

この今回の改正でどんなふうに変わっていくというふうに思っておられるか、あるい

はこういうふうにこれから考えていくというようなことがあるかと思いますので、まず

町長と教育長お二人に現状の認識等も含めてお聞かせをいただくとお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 森谷岩夫議員の質問にお答えをしてまいります。 



 －209－ 

教育委員会制度の改革についてどうとらえるかということでございます。 

これは多分に私個人の思案もございますけれども、教育委員会制度というものが戦後

いろんな変遷を得る中で、やはり教育分野に政治が口を出すということはまずいという

形で、教育委員会制度がスタートをし、それなりの権限というものを持たせる中でずっ

ときているのが現状だというふうに思っております。そしてその教育委員会制度が、全

国の国の教育委員、教育ということに対して、大きな貢献をしてきたことも事実だとい

うふうに思っております。しかしながら、それが７０年近くずっと変遷をしてくる中で、

時代の中でその教育委員会制度というものを大幅な見直しというのはなかったわけでご

ざいます。 

そうした中で、本改革は、大津市のいじめ問題が一つの大きな発端であろうかという

ふうに思っております。様々な改革をしてきたわけです。 

どうしてこういうふうになってきたかというのは、私は思うに、やはり教育委員会部

局という言葉があります。それから町長部局という、お互いに二つの部局があってやっ

てきた。ところがお互いの部局同士の連携というものがやはり足りなくなってきたんで

はないかというふうに思っております。私個人は、やはり教育分野であっても、松川町

の最後の責任者は私は町長がとるべきだというふうに思っておりますし、自分はその気

持ちを持っております。どんなことがあっても、いろいろ学校で問題があり、教育長が

前面に出て謝罪をしたりする場面もありますけれども、最終的にはやっぱり首長だとい

うふうに思っております。 

そうした意味で、私は現教育長になりましてから、非常に連絡を密にとっております。

私の思い、基礎学力を教育長なんとかしてアップする方策をとっていってほしい。様々

な形で連携をとりながら、そして教育委員会の開催の経過を聞きながら、私なりの意見

も申し上げながらやってきているというのが現状でございます。 

そうした意味では、今松川町の教育委員会も非常に新たな一歩を踏み出してスタート

をしております。着々と新しい教育委員会のあり方というものも打ち出してきておりま

す。そうしたときの全国一律での教育委員会制度の改革ということでございますので、

松川町としたら取り組み始めてきたことを、おそらくはこれからも遂行していくという

ことになるんではなかろうかというふうに思っております。 

いろんな形の中で、それは教育委員会部局、あるいはそれは町長部局というような形

できているということ。 

いろんな不祥事がありますと、よく大阪やいろんなところでもそうであります。教育
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委員会がそれはやはり教育の分野でやってきたことでありますけれども、今度は首長の

皆さんからもそれは教育委員会が、あるいは教育長の部局でやったことという傾向が若

干私は見受けられるなというふうに思っている次第でございます。 

これからはやはり口を出すということではなくて、一緒に教育を考えていくというこ

とが大切ではないかというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 教育委員会の制度改革につきましては、この地教行法の改正のだいぶ

前から課題等が指摘されておりまして、そんな議論が重ねられておりました。 

私も町の教育長という立場で松川町の教育委員会をどうしていくかということを考え

ていく中で、やはり自らの改革と申しますか、自分たちの教育委員会の中でできること

は何かということをしっかり見据えていきたい、そんなふうに思いました。 

一番感じたのは、やはり教育行政に関わる教育委員の自覚と責任という、その部分か

なというふうに思います。 

おととしですか、教育委員会の見える化、言える化ということで、町民の皆さんの声

に耳を傾ける。私たちの仕事ぶりが見えるという、そういうところをしっかりやってい

きたいなということを考えておりまして、まずは教育委員会の取り組んでいく方針、施

策等をしっかり周知し、理解していただこうということを考えました。 

その中で、ぜひ教育委員会の会議にも足を運んでいただきたいということで、１年間

の定例会議の議題等々も広報でお知らせをし、なるべく関心の高い案件をその中に入れ

ました。それから移動の教育委員会、さらには教育懇談会等を実施させていただきまし

て教育委員と地域住民の方々との意見交換の場、そんなものも設けてきております。 

それからやっぱり町長の言う現場に足を運ぶということも大事にしながら、すべての

学校の教職員と教育委員との懇談会もこの間実施してきております。それからやはり先

ほども不祥事の話がありましたが、町の町立の学校職員であって、その自覚をしっかり

持っていただきたいという思いがあります。松川町の教育委員会が、先生方の含む監督

を担っているというその視点から、新任の教職員、つまり松川町に初めて来ていただい

た先生方との先生方への研修会を実施いたしまして、教育委員会の取り組み、そしてぜ

ひ町の子どもたちのために力を尽くしてほしいという、そういうお願いもしてきており

ます。 

これからはやはり先ほど町長も話がありましたが、総合教育会議等の席でお互いに意

見のすりあわせをしながら、この教育行政を進めていきたいと、そんなふうに思ってお
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ります。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） お二方のご認識を今お聞かせをいただいたわけであります。 

この教育委員会制度というのは、私が申し上げることではなくて、もう皆様方十分ご

存じのように、政治的な中立性の確保ということが非常に求められておりますし、町長

のお話にもありましたが、継続性だとか安定性、このことも非常に大事であります。 

もう一つは、地域住民の意向の反映ということがありまして。レイマンコントロール

といって言われておりますが、住民の意思の決定というものも非常に大事だというふう

に思います。 

議会としても今般、基礎学力の向上について、いろいろと住民の皆様との討論の中で

集約したものを提言書というようなことで、行政の方へもお願いをした経過もございま

すけれども。 

教育というのは、地域住民にとって非常に身近で関心の高い行政分野だというふうに

思うわけであります。比較的専門家の方にもうお任せすれば良いとというようなことに

なりがちでありますけれども、やはりそれだけではなくて、地域の皆さんもやっぱしき

ちっと一つ一つに取り組んで、それに面と向かってきちっと対応していくというような

ことが大事でありますので、住民の皆様の意向を踏まえていくということも非常に大事

になってくると、こんなふうに思っておるわけです。 

松川町がどうだという話を私はしておるわけではないわけでありますが、非常にいろ

んな面で教育行政に対して本当百家争鳴で、いろんな方がいろんなご意見を出されます。

ただ、お子様のおられる父兄の皆様という方のやはり意向というのも、非常に大事だと

いうふうに思っておるわけで、今般この教育委員会制度というのが改正になるというこ

とを大方の皆様方ご承知だというふうに思っておりますが、特別松川では変わることは

ないというお話も前に承ってもおります。 

今般、新しくなったといってもお話があったように、非常に基礎学力の向上だとか、

あるいは開かれた教育委員会だとか、そういったことを今度の教育長は非常に熱心に取

り組んでいただいておって、私どもも敬意を表するところでありますけれども。今度、

総合教育会議というのが首長のもとで開かれるというようなことでありますので、町長

にぜひこの町の教育をどうしていくかというようなことを、根本的なことをぜひ一言お

聞かせをいただきたいと、そんなふうに思っております。 



 －212－ 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 総合教育会議というのが、今度開催されるようになってまいります。も

ちろん町長として出席をしてまいりたいというふうに思っておりますけれども。 

私が今まで教育長にお願いをしたり、話をしている中で、今も基礎学力という言葉が

出ましたけれども、一つにはやっぱり基礎学力です。スポーツも、遊ぶことも、仕事す

ることもみんな大事でありますけれども、やはり教育でございます。一番根底の基礎学

力をしっかり身につけてほしいということ。 

それから子どもたちがのびのびと学校へ通える環境づくり、これも非常に大切だとい

うふうに認識をいたしております。 

それから子どもたちへの社会性、これも押しつけるんではなくてこれは先生、地域と

一緒になって考えていくことでありますけれども、知らず知らずのうちにふるさとのこ

の意識の醸成が進むような教育になってほしいなと、そんな気をいたしております。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 全国に教育行政調査と言われるものがありますけれども。この中に資料

がございまして、教育委員の皆様方の職種の一覧が載っております。全国の平均であり

ますけれども、市町村においては教育委員の職業というのは医師、教員、この皆様方が

２４％、それから会社の役員、経営者でありますが、これが２０％、農林業者１０％、

商工経営者７％、無職３６％、こういうような結果が出ております。 

この松川町の教育委員の皆様方のバランスを考えたときに、非常に松川町はバランス

が良いなと、そんなふうに思っておりますけれども。町長の任命、また議会で承認とい

うようなことでやっておりますけれども。やはり教育行政についても、住民の皆様の関

心を持っていただくと、このことも非常に大事でありますので、たまには手挙げ方式と

いうようなものも考えてはどうかというふうに思うところもあります。 

町の教育委員会に所属をして、教育行政に一生懸命取り組んでいただくという住民の

皆様、そういう熱心さがある方もおられるというふうに思いますので、そんなことも町

の独自の方法としてこれから考えたらどうかなと、そんなことも一つはご提案を申し上

げるわけであります。 

いずれにしましても、松川はそんなことはないというふうに思っておりますが、首長

ばかりが教育的な発言をするということではなくて、従来どおり教育長を中心にした教

育委員会の皆様方の検討がはっきり見える形で、教育行政が執行されるということが非

常に大事だというふうに思っておりまして、議会としてもいろいろな面で提言なりご意



 －213－ 

見を申し上げることもあるというふうに思いますけれども、町長も今申されましたが、

松川町に育つ子どもたちは郷土を愛しながら自分たちの夢に向かって進んでいけると、

このことが一番大事でありますので、大人がどれだけの支援ができるかと、これが問わ

れておるということでありますので、ぜひこれからの教育行政、また教育委員会の運営

等について、ご尽力を賜ればとそんなふうに思うわけであります。 

この件につきましてはこのぐらいにさせていただきまして。 

もう１点は、人口減少に対応する松川町のとるべき施策というようなことであります。 

このことは、もう本当に言い尽くされておって、いろんなご意見もお聞かせをいただ

いておりますし、町長からの答弁をいただいております。 

私は、今回このことを申し上げたいのは、ここへまいりまして地方創生の観点から連

携中枢都市についての発言が非常に強くなってきておるというふうに思っております。 

２０万都市ということでありますので、長野県は県都、それから松本、この二つとい

うことになると思いますが。基本的には、そういう大きい固まりに責任を持たせて、予

算的にも交付金等含めて多く配分をするというような中で、地域創生をしていくと、こ

れが眼目だというふうに思っておりますが。 

松川町は、この中には当然入りませんけれども、地域的に２０万都市の形成というの

はなかなか難しいというふうに思いますけれども。 

こういった施策がどんどんどんどん進んでまいりますると、単独の小さい町村はなか

なか予算等の確保の中で不利が生じるというふうに私は思っておりまして、１００％こ

れに賛同できないというふうに思っておりますが。 

今回のこの地方創生の中で、この今申し上げた連携中枢都市、こういったようなやり

方について、町長はどんなふうに思っておるかお聞かせをいただきたいと思う。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 国の方では、連携中枢都市構想ということで、東京・名古屋・大阪、大

都市圏への一極集中を防いでいこうということで、地方の中にもやはり中枢都市を指定

をして、そこを重点的にというような構想でございます。 

今、議員が申されましたように、私は実は非常に疑問視をしております。あまり地方

の活性化はこれは非常に良いことでありますけれども、私個人的にはあんまり賛成をし

かねる考えを持っております。 

そうすると、今度は、地方の中に今の東京みたいなところを作っていくのかという形

になる。それぞれの中小の基礎自治体が、今度は逆に地方の中で飲み込まれていく可能
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性が強いという。いわゆるその地方独特のそれぞれ今基礎自治体が今まで積み上げてき

て、これから目指していくそれぞれ多様なあり方というものがいかなくなってしまうん

ではないかという懸念を持っております。 

この事案については、非常に疑問であるというふうに認識をいたしております。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 町長の基本的な考え方、スタンスをお聞きしたんで、一安心というふう

に私は思っておりますけれども。 

今、お話のあったとおり、やっぱし地方に東京や大阪や名古屋を作るだけという部分

が非常に多いというふうに思いますので、すべてこういうやり方でどんどん進んでいく

と、なかなか小さい基礎自治体は生きていくのが大変になると、こんなふうに思ってお

ります。 

この飯田下伊那を見ても、結果的には自治体間で人口を取り合っておるだけでありま

して、大きい方へ人が集中していくと、こういうことで、村部なり外郭が少しずつ寂れ

ていくというようなことになっておりますので、非常にこのことを私は危惧をいたして

おります。 

今度の政府のこの地方創生の中で、人口減少対策が一番やはり眼目でありまして、５

カ年の中でまち・ひと・しごとの創生総合戦略というのを立てるという中で始まってお

りますが。 

この昨年１１月に成立をしました地方創生法は、地方版の戦略というものをそれぞれ

策定をしようという努力義務がついておるとこういうことでありますので、来年の３月

末までには戦略策定というのは各町村に求められるということでありますが。これにつ

いてどのようなお考えでこの策定を進めるか、ぜひお聞かせをいただきたいというふう

に思っております。 

町長は、新聞といいますか、ここのとこのアンケート等で、非常に松川町については

消滅はすることはなくて、その部分では心配はえらいしておらんと、こういうことで新

聞にも載っておりまして、私も安心をしておりますけれども。 

人口は当然こういう時代でありますので減っていく。創生会議の話でも９，５００人

ぐらいでありましたか、２０４０年と言っておりましたから２５年後でありますが。そ

こへいっても９，５００人ぐらいの要員は松川には残ると、こういうそのデータが出て

おりましたけれども。 

人口は減っていっても、やはり増やす努力も当然必要でありますが。今、お話をいた
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しましたようなその策定について、どんな考えで進めるか、ちょっとご意見をお聞かせ

をいただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） お答えする前に、その前に連携中枢都市構想、連携ということについて

でございますが。 

やはり地域間の連携というの必要性は痛感をしております。今までの答弁の中でもい

ろいろ答えてきましたけれども、広域的ないわゆる道路網だとか、やはりそれぞれの町

村というのはキャパシティーもどうしても小さなものでございます。それをいかに連携

する中で、この南信州伊那谷をアピールしていくかということの重要性は、非常に大き

な問題だというふうに思っております。 

ただ、国は、いろんな形でこういうふうに政策を出してまいります。つい数年前は自

立圏、定住自立圏の構想。そしてその前は、今度は南信州広域連合という形で、様々な

面をお互いに助け合って、補完をしあってやっていくということは大事なんですけれど

も、広域連合という形の中でやってきた。それが今度は定住自立圏という形で今度はや

ってきた。そうすると今度はまた新たな構想を打ち出してくるということで、この辺の

ところの一貫性というものをやはり持たせる中でやってほしいなという思いは若干持っ

ております。 

その自治体間の連携のあり方検討会というのが、今年の２月に県の中でできあがりま

した。お互いの自治体間の連携、そして県との連携、これをどうしていくかという研究

会でございますけれども、飯田下伊那の中から飯田市と松川町が、この二つの市町が参

加をするようになりました。そういったところでまた連携を図ってまいりたいというふ

うに思っております。 

それから地方の戦略の立て方でございます。 

実はこれにつきまして、金曜日の広域連合で県の方からきまして、課長の方から話が

ありました。そこで私がすぐに質問をいたしました。「松川町は今２６年、２７年かけて

非常に総合計画を今制作中である。それで非常にこれについては、将来にわたっての松

川町のありようについても重点的に考えている」と。「それで総合戦略というのを新たに

また立てなさいということなんだけれども、その整合性についてどういうふうに考えれ

ば良いか」というふうに課長に質問をしました。そうしたら課長の方からは、基本計画

の中からその時の言い方は「特に人口問題、人口問題を中枢する中で、それを総合戦略

としていってほしい」と。「それでいわゆる町としては、基本計画というのは町の大きな
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柱であると。それでは駄目なのか」という質問をしました。「ぜひ作っていただきたい」

長野県の中で塩尻市が先日いち早く総合戦略を立てました。「ぜひとも参考にする中で、

その内容についてもぜひ参考にしてほしい」という課長の言葉でございました。 

ですから松川町としては、今進んでいる総合基本計画をしっかり立てていく。もちろ

ん総合戦略として、その中から今度は人口問題だとか、産業の問題だとかをやはり整合

性を持たせる中で、これはもう立てなさいということでございますので、そういう中で

よく精査をする中で総合戦略を立てていきたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） ありがとうございました。 

今、お話にもありまして、先に熊谷議員の質問の中にもありましたけれども。 

５カ年計画をきちっとこれから確率をしていくという、そういうときでありますので、

いずれにしても人口問題というのが、これからも一番基礎自治体にとってはどうしてい

くかという頭を悩ます問題だというふうに思っております。特別な特効薬があるという

ふうに思いませんけれども、いずれにしても町長の今頑張ってやっておられる交流人口

を増やして、松川へ少しでも人を呼び込むというようなこういう中で、ある一定の成果

が見えてくるということになれば、非常にうれしいなと、こんなことを思うわけであり

ますけれども。 

これから絵に描いた餅でなくて、今までもいろんな計画を作ってきておりますけれど

も、ぜひ実効性のある計画になるように、そんなこともお願いをして質問を終わりたい

と思います。 

ありがとうございました。 

 

◇ 菅 沼 一 弘 ◇ 

○議長（関 克義） ２番、菅沼一弘議員。 

○２番（菅沼一弘） 通告に従いまして質問をさせていただくわけでございます。 

松川町のハーフマラソンについてということでお伺いをしてまいりたいと思います。 

まず、松川町のハーフマラソンは、今年度の１０月４日に予定されているということ

で、先般昨年の１０月の５日の日ですか、仮称南信州松川ハーフマラソンというような

形の中で決定をされお聞きをしております。 

私は、このマラソン大会を積極的に応援したいとは思っております。それが故に、い

くつ確認の意味で質問をさせていただきたいと思っております。 
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まず、松川町では、ロードレースが毎年秋に清流苑を中心に行われておりまして、多

くのランナーの皆さんに楽しんでいただいて、昨年で第８回を迎えたわけでございます

が。この間、実行委員の皆様方には町の当局の皆さんとともにご努力をいただき、これ

に対する敬意を表すところではございます。 

そんな中で、今国内でもランニングであるとお聞きしています。テレビでもランニン

グの番組は多くあります。それからタレントがフルマラソンやハーフマラソンに挑戦し、

ブームをより盛り上げておるところでございますが、全国では新たなマラソン大会が数

多く企画され、件数が増えてきております。 

そのような中、まず初めに南信州松川ハーフマラソンの実施について、町長の思いを

お伺いをしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 菅沼一弘議員のご質問にお答えをしてまいります。 

ハーフマラソンへの思いでございます。 

平成１７年に今のロードレース大会がスタートをいたしまして、昨年は１，３００人

の応募の皆さんを得て、第８回目を迎えたわけでございます。 

これまでの間、非常に実行委員会の皆様、それから地域の皆様の絶大なる協力により、

非常にふるさと、くだものの里まつかわの発信に非常に大きな貢献をいたしてきた大会

でございます。 

そんな中で、実行委員会の皆様方も１０ｋｍまでのロードレースじゃなくてハーフマ

ラソンをやってみたいという思いはずっと持ち続けておりました。そこへ私も自身の考

えもございました。 

やはり今のマラソン、あるいはランニング愛好者の増、あるいは地域の発信、くだも

のの里松川町、それからちょうど果樹栽培１００周年という記念の年でございます。そ

うした中で、ぜひともハーフマラソンをということで、今回計画をいたしたところでご

ざいます。 

この計画につきましては、非常に実行委員会の皆様自らが地域へ入り、また警察への

相談等非常にしっかりと動いていただいてやってきております。 

しかし、ハーフマラソンとなりますと、これは非常に大きな全地域を回ってのハーフ

になります。そうした意味では、全町を挙げてのイベントだというふうに考えておりま

す。 
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ぜひとこのハーフマラソンが成功裏のうちに終わって、くだものの里のさらなるアピ

ール、それから地域の活性化につながることを願う次第でございます。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） ありがとうございます。 

町長の思いもやっぱりくだもの１００周年、そんな形の中でもう大いに成功裏に進め

ていってほしいというようなお話でございます。 

また、この会合につきましても、実行委員員の皆様方が本当に親身になって、この実

行をするがために、回数でも延べ５０回の余の会合をされているというような形の中で

ございます。 

そんな中で、詳細な部分ですが、これからは担当の方にお伺いをしてまいりたいと思

います。 

町長の思いはよくわかりました。そんな形の中で、まずは実施時期から他のマラソン

と競合しているやに思われるわけでございますが、昨年の状況も判断をしてまいります

と、実施日の前の週は駒ヶ根のハーフマラソン。２週後には諏訪湖マラソン。近隣のマ

ラソン大会が参加者の競合するところが多いんではないかと思っております。 

そんな中で、まず５月の５日には中川村のハーフマラソン。それから今も申し上げま

したが、９月の２７日は駒ヶ根のハーフマラソン。それから松川町が１０月の４日ハー

フマラソン。それから１１月の８日には、これはまたちょっと違ったイベントでござい

ますけれども、飯島町では米俵マラソンというような形の中でイベントがあるやに聞い

ております。 

そんな中で、やっぱりこの大会については、参加者が非常に多いということで、１０

月の開催といってもあと半年しかないわけでございまして、周知とランナーの集客方法

などについてどのようなお考えで、また参加人数をどのような予定でお集めをするのか、

そんな点をお聞きしてまいりたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いいたします。 

まず、実施日に関してでございます。当初ロードレース大会第１回目第２回目あたり

は７月に実施しておりました。ですが、私どもの町はくだものの里でございます。でき

る限りくだものの里をＰＲしたいということで１０月に持ってきた経過がございます。

それが大きなポイントでございます。 
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それともう１点、ＰＲ方法に関してのお尋ねでございます。 

まず、４月に大会要綱、今作成しておる最中でありますが、完成４月にもっていきた

いと思っておりますが。そういったものができましたら、今議員申されました各種大会

にまず出向いていってＰＲしてまいりたいということが一つ。 

あともちろんホームページを通じてのＰＲ。あと新聞等マスコミ等を通じてのＰＲも

してまいります。 

そしてやはり一番大事なのは、今までロードレース大会、松川町を愛してこられた皆

様方、ここをやはり一番大事にしたいと思っております。リピーターの皆さんになる可

能性が高い皆さんです。この皆さん、今まで参加されてきた皆さんにダイレクトメール

を送って参加を呼びかけてまいる。そういった計画でございます。 

なお、第８回大会、平成２６年度去年の大会が１，３７９人の方がエントリーしてい

ただいております。なお、あいにくの雨天のため若干参加者が減ってしま０ったわけな

のですが、こういった皆さんもやはり呼びかけてまいります。 

他町村、他の市町村では、おおむね３，０００人くらいをハーフマラソンで予定して

ございますが、私どもまずやはり最初からあまり大きな大上段に構えてということは、

実行委員会の中では考えておらずにまず１，８００人、ハーフマラソンで１，８００人。

あと５ｋｍですとか３ｋｍを合わせて総勢２，３００人くらい規模を平成２７年度は予

定しております。そこでまず感触を得ながら進めてまいりたいというのが計画でござい

ます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） ありがとうございます。 

今もお話の中で、やっぱり大事にするのはくだものの町まつかわというような形の中

で、くだもののアピールというような形が強いかと思っております。 

そんな中で、大勢の方が松川町に見えるわけでございますが、だいたい２，３００人

くらいというようなお話でございました。この大勢の方が松川町に来ていただけるとい

うことは、日頃からも町長が申されておりますように、交流人口が増えるということ大

変うれしく思うわけでございますけれども。ランナーはもちろんそのご家族や同僚など

の応援者も大勢きてくれると期待するところでございますが、例えば宿泊などのどうさ

れるのか。また、多くの方は自家用車で見えることかと思います。がそんな当日の駐車

場はどんなような予定でこの大会に臨んでまいれるのか、そんな点をお聞かせ願いたい
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と思います。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いします。 

宿泊に関してですが、もちろん町内の宿泊施設だけでは多分賄いきれないだろうと思

います。そこで近隣町村にもお願いしながら、その宿泊をキープしてまいりたいと考え

ております。 

それともう一つ、自家用車でお見えになる駐車場の関係でございますが、駐車場は基

本的には中学校。中学校のスタートを今現在、中学校と役場の間のあの道路をスタート

位置と考えております。中学校、そして運動公園ですとか、近隣のグラウンド、それを

シャトルバスで送り迎えすると、そんな計画で参加者の皆様方の自家用車の収容を考え

ております。 

以上です。お願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） シャトルバスということでございますので、その点では良いかなという

ような感じもするわけでございますけれども。 

まず、今度はランニングコースについてお伺いをさせていただきたいと思います。 

松川町を横断するコースかと思いますが、簡単にどこを走るのか一応ご説明をいただ

ければありがたいと思っております。 

先般、議会のあの全協の場では、お話をいただいてあるんですが、一応説明をお願い

できたらと思っております。簡単な説明をお願いします。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではコースについてのご質問でございます。 

まず、先ほど申し上げましたとおり、中学校の手前の道路、そこをスタート地点とい

たしまして、平石橋を渡り、上片桐地籍へ入ります。上片桐の保育園、前を通過し、上

県道まで出ます。上県道まで出て、今度、片桐松川を渡ったところから清流苑方向に上

がります。ガード下をくぐりまして、桑園増野横断線を増野会所あたりまで走りまして、

それを往復になります。それから今度、片桐松川沿いを下りまして、コシブ精密前を通

過。宗源原地籍に入りまして、藤森のガード下をくぐります。そのあと新井の町を通り

まして、前河原を出まして、宮ヶ瀬橋を渡り竜東を天竜川の堤防頭走りまして、あと中

央小学校、あるいは中央公民館がゴールという、そういうようなコースでございます。 

お願いします。 
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○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） ありがとうございます。 

今、お聞きしておりますと、スタートから大変上片桐の上段まで長い上り坂、また桑

園の横断線を往復して、そこからまた馬坂まで下って、一気に下るというようなコース。

それから福与の天竜川を走り、また台城の下からまた一気に上がってくるというような

長い上り坂と長い下りの大変厳しいコースかと思いますが、このコースの魅力はどのよ

うなところにあるのかとお考えでしょうか。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 同じようなコース、実は今駒ヶ根市でハーフマラソンやって

おります、その前のロードレース大会でやはりアップダウンの厳しいコースでした。 

やはり特徴あるコースというようなことで関すれば、アップダウンの激しいコースと

いうのも一つの魅力ではないかと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） ありがとうございます。 

コースでいくつか気になるところがあるわけですが、例えば名子原から宗源原、宗源

原からガード下くぐって新井の町へ出る。この場所、小渋のところからコシブ精密のと

ころからは大変狭いやに思われるわけでございますけれども、ゴール付近はまた今狭い

ところ通りながらゴール付近でまた多分のその時期には中央公民館の建設というような

真っ最中になろうかと思いますが、その辺の対応は大丈夫なのかどうか、お聞かせを願

えればと思います。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それでは狭い箇所のあるコースというようなことでございま

す。 

実際のところそういったことも含めて２，３００人。ハーフは１，８００人といった

ところもあります。まず試してみないとわからないんですが。 

折しもその宗源原を通過する部分というのは、１０ｋｍくらいを経ておると思います。

かなりばらけてくるということで、ゴールするときも上がるというところもかなりばら

けてくるというようなことで、大丈夫ではないかと思っております。 

また、中央公民館の改築、確かにおっしゃるとおりでございます。第１候補は、中央

公民館の駐車場をゴールとしたいということがあったんですが、ただどういうような状
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況で中公民館の改築状況、どのくらいの今の駐車場です。駐車場を半分ぐらい工事にな

れば可能かと思いつつ、やはり安全性を考えたときには、第１候補は中央公民館として

ありますが、中央小学校をゴールにもっていくということを第２候補として挙げてあり

ます。第２候補の方がちょっと可能性としては高いかなとは思っておりますが。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

１２時になりましたが、このまま会議を続けたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

このまま会議を続けます。 

菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） ありがとうございます。 

コースで今申し上げましたけれども、第２候補が強いんではないかというようなお話

でございましたが。工事に支障のないような形で、一日かなというような感じもします

けれども、その一日前の準備等が大変じゃないかと思っております。 

また、そんな中で、コースについていろんな場所場所においてボランティアの皆さん

を募集しておいでのようでございますけれども、そのボランティアの集客というか、お

願いをするというような形の中で、どのような方法でお願いをしておるか、その状況を

ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いいたします。 

交通整理等のボランティアの皆さんですが、まずキーを握るのは交通安全協会の皆様

方、そして交通指導員の皆様方ということになってこようかと思いますが、キーの場所

にはその皆様方お願いしたいという思いがあり、そんなお願いをしてまいりました。 

それともう一つは、各地区、沿線自治会の皆様方にもお話かけを申し上げて、そうい

った協力をお願いしたいといったこと。また、ボランティア自体は、かなり大勢の皆様

方が必要になります。そこで関係の団体の皆様方、体育協会ですとか、そういった皆様

方にお願いをして進めてまいりたいということで今進めておるとこでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 



 －223－ 

○２番（菅沼一弘） 人数的には、２３０人くらいの人数を集められるというようなお話をち

ょっとちらっとお聞きしたんですが。それはそんなに集めれるかどうかというようなお

願いできるかというような感もあります。そのことはまた後でおっしゃっていただけれ

ば結構ですけれども。 

私が一番心配することについては、やっぱり交通規制であり、また実行委員の方々、

警察や交通課に何回も、確かにこの前の文書を見せていただきますと、会合やらそれか

ら許可をお願いに行っておられます。もしも１０月といえば秋の観光シーズンですので、

季候も良い時期ですが、県内外から多くの観光客が当町を訪れることはもう目に見えて

おるわけでございますし、また観光地に来ていただけるのも大変うれしいわけでござい

ます。 

そのような中で、上片桐、上大島地区では、並行して走る県道飯島飯田線がございま

すが、いわゆる広域農道、またそれから上新井地区では松川インターから大鹿線が長時

間にわたり通行止めとなるのではないかというような特に上片桐大島地区の農道は国道

１５３号線と並び伊那谷を南北を結ぶような重要な道路があるわけでございます。交通

量も大変多くありまして、その道路のバイパス的な県道飯島飯田線も同時に通行止めと

なるような大変心配される、特に上伊那方面と松川インターを結ぶ需要路線でもあり、

飯島、それから駒ヶ根市では道路の延長線上には観光施設に控えておりますので、この

対策は大変困難かと思いますが、対策はどのように交通規制の中で観光客との整合につ

いての対策はどのようにとられておるかというようなこともお聞かせ願えればと思って

おりますが。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） お願いします。 

先ほど議員、２５０名のボランティアっておっしゃいましたが、ロードレースの時は

そのぐらいでした。ハーフマラソンは６００人弱くらいになるということであります。 

それともう一つ、交通規制に関する周知のお話でございました。今現在も各自治会へ

回りまして、交通規制、時間帯だいたいどのくらいになるかということを沿線自治会の

皆様方並びに沿線自治会プラス影響のありそうな皆様方のところの自治会長さんのとこ

へ出向いて、実行委員会の中でご説明を申し上げてきておる、お願いを申し上げてきて

おるところでございます。 

当然近隣の町村にもお願いをしてまいり、あらかじめ看板等設置をさせていただきな

がら周知を図ってまいりたいというのが一つ。 



 －224－ 

それと今現時点では、さすがに１０月の話ということでまだ先というようなイメージ

が住民の皆様方当然のことながらお持ちかと思います。直前になりましたら再度ＰＲを

進めてまいるという、そんな計画でおります。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） ちょっと菅沼議員にお尋ねいたします。 

持ち時間いっぱいまでご質問の用意でございますか。 

結構であります。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） 今、議長さんの方からどのくらいかかるというようなお話もありました

けれども、私も一生懸命質問をさせていただいておりますので、そんな点を含めてお願

いをしたいと思います。 

そんな中で今もお話がございましたが、私の考えとしては桑園から増野横断線で折り

返しの往復ということで、他の車は完全に通行止めとなると思いますので、朝早い時間

帯であるとか、地元は丁寧な説明をきちっとするというようなことをお願いをしていた

だきたいと思いますが。 

駒ヶ根でも交通規制についてはパンフレットを作ってきちっと周知、徹底をしたそう

でございますので、そういう点は踏まえて近隣の市町村、それから地域の皆さんにはぜ

ひ徹底をしていただいて、安全の確保をお願いをしたいと思っております。 

今までロードレースより距離が延びることなどにより、実行委員の他の多くのスタッ

フが必要かといわれることで、先ほども６００人というようなボランティアの方を集め

られるということでございますが、必要であるということでございますが、必要である

ということでございますが。６００人という数は大変な数かと思いますが、ご協力願え

れるのかどうか否やにお考えでしょうか。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 様々な団体、ロードレースから引き続いての皆様方とともに、

実は中学校のボランティアの皆さんを考えております。そこら辺中学生に大勢協力して

いただければ助かるなと思っておりますし、本当それぞれ今一覧表がないもんで申し上

げられませんけれど、いろいろのところに声かけさせていただいております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） 今回のハーフマラソンは、松川町の中にこだわりを持って２１ｋｍ余の
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距離をなんとか作り出したというような感も見受けられんわけではありませんが。大変

素晴らしいかと思いますけれども、私が考えるには町内にこだわらず例えば高森町さん

と一緒にこのコースを設定し、桑園の横断線から上段の県道飯島飯田線を主体に設定す

れば交通規制も緩和され、それから景観も非常に良い場所を通れるんじゃないかという

ような形の中で考えます。 

そんな中で景色も本当に良い場所を走れるんじゃないかと思っておりますが、そんな

点は考えの中にあったかどうか、お聞かせ願えればまた来年度も反省の中でコースの設

定などはまた考えていただけるかなと思いますが、そんなことをランナーも楽しく走れ

る道路ではないかと思いますが、そんな話があったか否かやお聞かせください。 

○議長（関 克義） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） やはり実行委員会の中でも様々な意見が出された中でのコー

ス設定でございます。やはり松川町を大事にしたい。松川町が一体となりたいというよ

うな思いの中がございました。 

その中で、今回のコース先ほど来議員さんもおっしゃられておるとおり、警察にも何

回も足を運ばさせていただいて確定してきておるコースでございます。今年このコース

でやってまいりたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 菅沼議員。 

○２番（菅沼一弘） 最後になりますが、いろんなことを申し上げましたけれども、実行委員

の皆さんには本当に大変なことで頑張っていただけるような大会だと思っております。 

また、町民全体で盛り上げて、素晴らしいこのハーフマラソンの大会ができることを

願いまして、私の質問を終わらせていただきます。 

最後になりました。ありがとうございました。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

ここで休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） それでは１時まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後 ０時１５分 

再  開  午後 １時００分 
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○議長（関 克義） それでは会議を再開いたします。 

 

◇ 松 井 悦 子 ◇ 

○議長（関 克義） １１番、松井悦子議員。 

○１１番（松井悦子） それでは、介護保険事業とそれから国民健康保険事業という２点につ

いてお伺いをいたします。 

最初に介護保険でございます。 

第６期介護保険事業が、今年の平成２７年の４月から実施をされるわけでございます。

それに先立ちまして、松川町では介護保険料の引き上げについて条例案が、先般３月５

日の本会議において可決をされました。 

基準額が４，３００円から４，９００円と１３.９％の大きな引き上げということでご

ざいます。今後は、高齢者の生活にこれは大きな影響が及ぶというふうに私は思ってお

ります。 

そこでこれからの町の方針についてお聞きをしたいとそのように思っております。 

今回の条例改正では、所得段階を９段階というふうに設定をされました。しかしなが

ら近隣では、豊丘村で１０段階というふうに聞いております。飯島町が１１段階ですか。 

今回はこういうことでありますけれども、３年後には第７期という介護保険事業の第

７期というのがまいりますので、今後この区分を増やしていくということが必要ではな

いかと私は思います。そして負担能力のある方に極力ご協力をいただくという、そうい

った方向性がないのかということをまずお聞きをします。 

それからこのまま介護給付費は、おそらく増加をしていくだろうと思います。それで

それが増加をしていくということで、３年ごとに保険料にその増加した部分が転化をさ

れていくという、転化されていくということになったら、このままでは高齢者の生活は

本当に大変なものになってしまう。成り立たなくなってしまうんではないかと、そんな

ふうな不安を覚えます。 

今回、国の消費税の１０％ということに合わせたということなのかちょっとわかりま

せんけれども、１段階から３段階までについて、現行の軽減率からさらに軽減がされる

ということになりました。その分の財源については、国・県・町で按分した金額が繰り

入れられるというふうに聞いております。 

しかし、元々軽減分というのは、制度があったわけで、この元々の軽減分については、

基準段階以上の高齢者により負担がかかっておるというふうに思います。せめて今後は、
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この軽減分について、一般会計からの繰り入れということをしていく方向にしなければ、

この高齢者の生活は立ちゆかなくなるとそんなふうに思いますが、そのあたりまずお聞

きをいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 松井悦子議員の質問にお答えをしてまいります。 

介護保険税についてでございます。 

ちょうどこの時期、第５期の介護計画が終わりまして、第６期に臨むところでござい

ます。 

議会初日に条例案をお認めいただいたところでございますけれども、松川町において

８段階を９段階、これは国の基準によって９段階にさせていただきました。標準の税額

を４，９００円ということに上げさせていただいたところでございます。 

この金額につきましては、やはり値上げというのはやっぱりどうしてもしづらいもの

でありますし、議員の申されますように住民生活、今現在の住民生活を考えますと消費

税、あるいは国保、介護すべてこれからも水道料金やいろんな形も考えていかざるを得

ないという状況下になってきておりますだけに、住民生活に与える影響、それから個人

消費を今上げようという形の中で、国も地方もいろんな形の政策を打つわけであります

けれども、短絡的な計画だけでは、やはり住民生活の継続性というものは非常に難しい

ところもあるな、そんな認識を持っているところでございます。 

さて、４，９００円でございますけれども、この後課長の方から近隣町村の動向等も

あろうかと思いますけれども、近隣で一番安い大鹿村が４，９００円でございます。あ

と６，０００円、豊丘は６，１００円、あるいは５，０００円台の後半というような状

況下になっております。 

松川町では、介護給付費の準備金を２，０００万円取り崩して、急激なアップに備え

るという形の中で、今回２，０００万円を取り崩させていただいております。 

そんなことで私が考えるのは、一番大切なことは国保も介護もそうでありますけれど

も、いかに予防に力を入れて、少しでも介護認定を受けないように元気で過ごすことが

できることが一番だというふうに思っております。 

今年度の大きな一つの目標の中に３つの予防を掲げてやってまいりました。 

健康予防、介護予防、そして防災、災害に対する予防、この３つの予防ということを

力を入れてきたつもりでございます。個々におきましては、健やかマイレージという形。

また、介護予防ではコミュニティ・カフェという新たな事業を起こしました。少しでも
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予防に努めてまいったところでございます。 

細部につきましては、担当課の方でお答えをしてまいります。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 介護保険料の保険料設定のことにつきましては、高齢化の進行

に伴いまして、第１号の被保険者の数ですとか、介護給付費の増加、このことを見込ま

してこうした点を踏まえまして、今後のサービス料を勘案する中で、保健予防施策を行

うこと、そういったことも考えに入れて、給付費の抑制を反映をさせながら保険料の算

出を行ったということになっております。 

これまでの第５期までは、８段階としていましたものを第６期、２７年度から２９年

度までの第６期につきましては、所得水準に応じてきめ細やかな保険料設定を行うとい

うことの観点から、標準段階である９段階に見直しをさせていただきました。 

この９段階で先ほどこの９段階をもう少し広げることができないのかということの中

でのお話もありましたけれども。この９段階につきましては、１から４段階までは軽減

分という形の中で低く設定をし、第６から第９段階までの増加分がある部分について、

ここの部分を均衡を保つというようなことで、この９段階を国の方が設定してきており

まして、この考え方に基づきまして、町の方も今回設定をさせていただきました。 

その中で保険料設定が大きく金額が伸びるというようなことがあれば、またその段階

を広げるというようなこともあったかもしれませんが、そういった考えに基づいて９段

階で設定したものでございます。 

あと保険料の上昇の中で、それを一般会計からの繰り入れということのお話もござい

ましたけれども。これにつきましては、単独の減免を市町村の方で行うということにつ

きましては、健全なその介護保険の財政の運営と財政規律の保持の観点ということがあ

りまして、その観点からこの保険料減免分に一般の財源の投入ということは、国の方で

は行わないようにということの指導がございまして、町もここら辺は検討はしたとこで

はありますけれども、そういった考えに基づきまして保険料の方の一般繰り入れの繰り

入れというものは行っておりません。 

ただ、先ほど町長申し上げましたように、介護給付費の準備金の２，０００万円に充

てさせていただく中で、保険料を少しでも安くするというようなことでは今回の中で検

討をさせていただきました。 

近隣の介護保険料の最終的な状況ですけれども、全国平均では５，５５０円。長野県

平均では約５，４００円というような保険料が、標準の月額の中では出ております。町
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の方では４，９００円というようなことで、なんとか５，０００円を切るようなところ

での保険料設定ができました。今後の中で、やはりこれを少しでも上昇を抑えていくた

めには、やはり予防の事業を積極的に取り入れていくということが大事になってくるか

と思います。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） ありがとうございました。 

この介護保険制度は、１／２を総費用の１／２を介護保険料と、それから利用料で賄

うというそういう制度でありますが、そもそも無理があるというふうに考えます。 

そういう中で、どうやったら住民の生活を守りながら介護保険制度が維持できるか。

制度そのものは社会の介護の社会化ということが前提でありましたので、制度そのもの

が悪いわけではありませんけれども、運用の方法が少しこの過酷な制度だなというふう

に思います。 

そういう中で、予防ももちろん大事ですし、それから準備金の取り崩しもされて苦慮

していただいたという、そういったことはよくわかりますが、準備金が底をついたとき

にどうするのかという、そんなことにもなりますし、それから国の方では適当ではない

と、そのように確かに言っております。おりますが、何事にも建前というものがありま

すので、その辺全国のもう自治体では繰り入れをしなければやっていけないというとこ

ろがたくさんあって、事実そのような動きが、今回のまたこの第６期に向けて大きな動

きがあるだろうと、だんだんに情報も入ってくると思いますけれども、そんなふうに思

います。 

いずれにしても、そういったことを想定をして、一般会計からの繰り入れは想定をし

ていかなければ、おそらくこれは先がこのままの配分割合で維持していくとしたらやっ

ていけないのではないかとそのように思います。 

話は変わりますけれども、３月１１日の南信州新聞に、郡下のある村の予算案が載っ

ておりましたね。見出しが生活コストの削減事業拡大というふうに書かれてありました。

これを私拝見をしまして、これはもう行政として当然のことだというふうに感じました。

どんなに町が整ったり、それから立派な建物ができて整備がされたとしても、住民の懐

が寒々としておるようでは、これは町民の満足感は得られないとそのように思います。 

この原因が、日々の苦しいこの生活の原因が、重い税金のせいだったとか、そういう

ことになりますと、またこれは本当に悲しいことだというふうに思います。 
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この村ですけれども、国保税は県下で７２番目に低いわけですね。介護保険料も安い。

それから一部高齢者の自己負担分を６０％助成するというようなことで、村民の生活に

寄り添う施策が展開をされておると、そんなふうに読ませていただきました。 

老練な村長さんですね、村長さんの行政手腕だというふうに私は感心をして拝見をし

たわけですけれども。 

私はぜひ町長にも、そういう町民の生活に思いを馳せる町政、福祉の気持ちを軸に据

えた町政を進めるという気持ちになっていただきたいものだと、そんなふうに思ってお

るところであります。 

今回の介護保険料の引き上げによって、高齢者の生活はいっそう縮小していくだろう

というふうに思います。高齢者の認知症対策や介護予防の必要性が叫ばれておりますけ

れども、これにはすべて自己負担が伴うということですね。すべてといいますか、ほと

んど自己負担を必要とするものでありまして、お年寄りの生活は今でも本当に慎ましい

ものだというふうに、いろいろなところの皆さんの生活ぶりを見ますとそんなふうに思

います。 

これが介護保険料が上がるたびに、さらにいっそう倹約をしていかなければならない

ということになりますと、どうしてもお金を使わないということは外出を控えて、家で

テレビでも見ておるかというそういうことになってしまって閉じこもりがちになると。

結果、心身の健康の状態にも当然影響をしてくるということで、これは悪循環の方へ向

かってまいりますね。 

これですけれども、先ほど町長も申されましたけれども、明るく笑顔のある町とはた

してなるか。これは疑問だなというふうに私は思うわけでございます。 

それでこれはこのこういった問題に対しては、これはもう本当に行政の最重要課題だ

というふうに私は思っておりますけれども、そのあたり答弁の方をよろしくお願いをい

たします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 介護保険料というのが、住民の生活、それから高齢者の皆さんに大きく

のしかかっていく。ついては一般会計、あるいはもう少しバックアップしても良いんじ

ゃないかという提案でございますけれども、お気持ちは十分に承知はいたします。 

しっかりと精査をする中で、今後福祉行政に望んでいきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（関 克義） 松井議員。 
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○１１番（松井悦子） それでは保険料のことについては、これにいたしますが。 

第６期の介護保険事業について、大きな変化のあるところについてポイントだけをお

聞きをしたいと思います。 

松川町では、平成２８年４月から介護予防、それから日常生活支援総合事業を実施を

する予定とのお話がございました。これは医療、介護、介護予防、それから住まい、生

活支援サービスを切れ間なく提供する地域包括ケアシステムの構築のための一環だとい

うふうに理解をしております。要支援の方や元気な高齢者の介護予防や生活支援につい

て、町の事業として進めていくことになるので、取り組み方次第では要介護状態への影

響が左右をされる大変重要な事業になるのではないかというふうに思っております。 

したがって、この事業がうまく動いていくかどうか、ここを統括するコーディネータ

ーという存在が最大のポイントだと私は思っておりますが。 

方法として、まずコーディネーターを設置をして、そこから始めていくのが良いので

はないかというふうに考えておるわけですけれども、町としては現状どんな方向性があ

るのか、課長さんにお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） この介護予防日常生活支援事業の中で、今のお話のように、生

活支援コーディネーターの配置ということが言われております。 

この生活支援コーディネーターは、生活支援サービスにおきまして、社会資源の開発

ですとか、生活支援ネットワークの構築。また、あらゆるニーズと担い手をうまくマッ

チングをしていくということで、中心的にこういったことを行う方になります。 

これに合わせまして、協議会というものがありますけれども、そことも関連ありまし

て、多様な関係をします主体間の定期的な情報共有と連携ということで、共同の取り組

みをするものになってまいります。 

このコーディネーターのこれからの設置の方の考え方ですけれども、適任者の方がい

らっしゃる場合には、協議会とコーディネーターを同時に設置をしていくということに

なるかと思いますけれども。この生活支援サービスや配食サービスですとか、安否確認

などをこの行うのを社会福祉協議会ですとか、あと商工会さんですとか、ＪＡさん、そ

ういった団体との連携をとりながら、もちろんこれも地域包括支援センターとの連携に

よりまして、これ地域の実情に合わせまして、コーディネーターの配置と協議会という

ものを今後開催をしていくような考えでおりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 松井議員。 
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○１１番（松井悦子） 同時に設置をするというようなお話でしたね。 

そのわかる範囲といいますか、差し支えのない範囲で結構ですけれども、そのコーデ

ィネーターについては何人くらい。それからどのような方をお願いをするのか、ちょっ

とお願いします。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 人数におきましては、今各事業所ですが、いくつかのその関係

するサービスの内容を行う事業所が選ばれますので、そこに必要な人員を配置をしてい

くというようなことになってきますので、人数はそれに伴って変わってくるかと思いま

す。 

それと適任といわれる方がどのような方になるかということにつきましても、今のと

ころ今後の話になりますけれども、その事業所の方である程度専任をしていただくとい

うことになりますので、町の方でこの方が適当というような形で専任というよりも、そ

の事業所との話し合いによって、そういった適当な方を決めていくというようなことに

なってまいりますので、ある程度介護に精通といいますか、明るい方がこれからの中で

その設置として適任者という形の中で配置されてくるのかなというふうに考えておりま

す。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） このコーディネーターですけれど、どんな組織もそうですけれども、

この人この方大勢いれば良いというものではないと思うんですね。やっぱりこの方次第

でうまく動くか動かないかというのがかなり大きく左右をされるような気がしますので、

トップ１人おれば良いと思うんですね。その下に何人も副のサブをつけていただくとい

うようなこともあるかと思いますけれども。やはり目配り、気配りしっかりできる統括

のしっかりできる方という、そんなような人選でぜひお願いをしたいなとそんなふうに

思います。 

それから協議会ですけれどね、この協議会の中に利用者がそれから家族なんかを入れ

るという、そういったような予定はございますでしょうか。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 今後の進みといいますか、この協議会を開催をしていく、今そ

のもののそのどんなところでの協議会を組んでいくのかという、そのことがまだはっき

りしておりませんので、今後家族の皆さんですとか、そういった方にも入っていただく

ということが、そのこの協議会の中で必要ということであれば、今のご意見につきまし
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ては十分今後の考えの中に含みまして検討をしてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） ぜひよろしくお願いをしたいと思います。 

それでは地域包括ケアシステム、１０年後くらいにしっかり完成させようという国の

方針ですけれども。このことにつきまして、非常に人手がいるというふうに思いますね、

いろいろな面で。特に国は今、病院施設から地域家庭介護の現場を移そうというふうに

考えておりますので、１０年後には高齢者の５人に１人が認知症になるといったような

そんな予想もされております中で。そしてさらに要介護者は施設から家庭へということ

になると、かなりの人手がいると思うんですが、そのあたりの人手について今から心配

をするわけですけれども、需給の見通し、そんなあたりはどうでしょうか。また、公的

な手立てが必要なのではないかなというふうに思いますが。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 地域包括ケアシステムを進めていく上での人材確保が大変重要

ではないかというお話であります。 

おっしゃっていただきますように、非常にここら辺につきましては、大変大きな課題

であるのかなというふうに思います。担い手、在宅サービスを担っていく人材がいなけ

れば、この地域包括ケアシステムは機能はしてまいりません。 

その中で、やはり今それぞれの分野の方が、それぞれの業務を単独でしていてはうま

くいかないということの中で、在宅医療に関係する、また介護に関係する皆さんの連携

を十分とっていかなきゃいけないということの中で、ここのところきちんとしたそうい

った会議を持ちましょうということで、実は連携の推進会議の方が開かれてきておりま

す。先般も３月の１５日ですけれども、飯田の方で飯田の医師会さんと下伊那の町村と

が連携をするということの中で、在宅の医療を担う人材育成とまた他職種共同という形

の観点の中での研修会の方を行っております。 

そういった中では、非常に大事になってくる医療との連携、ここが欠かせないという

ことになってきておりまして、医師会の皆さんとも協力する中で、今後のその入院から

また在宅へ、退院から在宅へというような流れのところをきちんと介護の部分と一緒に

なって対応していくということを今から研究をしながら、それに伴った人材も確保して

いくということで始まっておりますので、そんな点を今後進めてまいりたいというふう

に思います。 
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○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） 切れ目なく医療、そして介護、家庭と地域家庭と、そういったことが

うまく回転をして回っていくということが理想だと思います。 

いろいろ国の政策もめまぐるしく変わりますので、それに対応するということもなか

なか自治体も大変だと思いますけれども、どうかよろしくお願いをしたいと思います。 

それでまたちょっと余談になりますが、介護予防の施策として、昨年の６月に開設を

されたコミュニティ・カフェですね、城山の。私、先日利用させていただきました。 

一生懸命のあのスタッフの方々のおかげで、大変良い運営がされておりまして、介護

予防事業としてヒット政策だなというふうに感じたわけでございます。これがもっとも

っと大きくなると良いというふうに思いました。 

一つ気になりましたのが、施設についてでございます。あの大広間が２階にあったり

して、足の手術をされた方もおられましたりして、階段の上り下りも考え方によっては

運動にもなりますけれども、難儀をされておる方もおって、負担も大きいなというふう

に思いました。施設自体も老朽化をしておりまして、手狭で不便な部分もたくさんあり

ます。これは早期に建て替える必要があるなというふうに考えて帰ってまいりましたけ

れども。このあたり、町長のお考えありましたらお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） コミュニティ・カフェについてでございます。 

松井議員参加をいただいたということで、非常に今１５０名近い皆さんが利用をされ

ております。非常に介護予防ということでは、一つの大きな今年度の事業であったな。

それから今後についても非常に重要視をしております。 

さて、あの建物についてでございますけれども、今２年に一回ずつ目視でありますけ

れども、耐震についてのアドバイスをいただいております。今のところ大丈夫であると

いうふうに認識をいたしております。 

ただ、老朽化、あるいは使い勝手、それを目的にして建てたものではございませんの

で、様々なそういった問題点がございます。老人福祉センターとしてスタートしたわけ

でございますけれども、老朽化が進んでおります。 

これにつきましては、公共施設を総合的に考える中で、次に考えてまいりたいという

ふうに思っております。 

あの場所で良いのかという問題もございます。福祉関係、ある程度まとめて利用のし

やすさというものも考えていかなくてはならないというふうに思っております。 
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これからの大きな一つの検討課題だというふうにはとらえております。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） 長年人生を歩んでこられた高齢者が、生き生きと尊厳を持って最後ま

で生きられるようにするのが行政の努めかなというふうに思います。 

このあたり、ぜひ最優先で取り組んでいただきたいなと、そんなふうに思います。 

それでは次に、国民健康保険事業についてお伺いをいたします。 

国民健康保険事業ですね、昔は自営業者や農林水産業の方が多かったわけですけれど

も、今は非正規で働く人や無職の方が８割を占めるという状況であります。 

保険料のあまりの高さから、滞納数も全国で３６０万世帯と、加入者全体の１７％に

及ぶというような状況であります。 

全国の市町村の５割が、一般会計からの法定外繰り入れをしておりまして、その金額

は平成２６年の５月に出された厚生労働省の調査によりますと、これ平成２４年分です

けれども３，９００億円。それでさらには繰上需要額が１，２００億円と。国保税保険

に転化をできない部分を法定外繰り入れをしているという状況が伺えるわけであります。 

この一般会計からの法定外繰り入れについては、厚労省は国保法では補てんを禁止で

きないというふうにいっております。 

さて、先日の全員協議会の折に、松川町国民健康保険事業運営安定化計画というもの

が発表をされました。やみくもにやるんではなくて、こういった計画を立てるというこ

とはこれは本当に良いことだと思います。ただし、その内容がよく読ませていただきま

すと、毎年医療費の伸びが３％と見ると、その半分は一般会計から繰り入れるというふ

うに書かれてありました。そして２８年度から一定の期間をかけて、法定外繰り入れの

金額を暫時減少させるように努力してまいりますというふうにも書かれてございました。

そうすると、全国の自治体が今行っている繰り入れの行為も、また厚労省が言っている

国保法では補てんを禁止できないという見解も、これはどうもあまり良くないことなの

で、暫時減少をさせたいというふうに松川町は見ているのかどうなのか。そのあたり３％

保険給付費が上がるというのに毎年３％上がるのに繰入額を減らしていけば、それは国

保税はもう倍々の勢いで上がってまいりますよね。 

そういったあたり、どのようなふうに見られておるのか、考えておられるのか、町長

さん、それから課長さん、よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 先日、議会初日の日にロビーに国保税、介護保険税のポスターが１階に
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貼ってあるということでございました。 

長野県の各町村の国保税の税額の状況、金額の状況。それから介護に対する状況様々

載っておりました。 

松川町は、非常に皆さんの協力と努力によって、低い位置で推移しているのが現状で

ございます。 

さて、その国保会計、特別会計へずっと入れていくのか、あるいはどこかで打ち切っ

ていくのかという問題でございますけれども、これはやはり減らしていこうという一つ

の目標を立ててやっていくことがベターというふうに考えております。しかしながら、

今のああいった数値でぴしっと出しますと、そいじゃこのときにはそれ以上は出せない

のか。そのときにはこうなのかというふうな問題が出てこようかと思いますけれども、

やはり原則の中では一つ計画を立てる中で、あとその時々のやはり判断も加味されてく

るだろうと思いますし、やはりそういった計画を立てる中で進めていくことが良いとい

うふうに考えているところでございます。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 今回の国民健康保険の事業の安定化計画につきましては、松井

議員さんもお話をいただきましたように、その加入者が高齢者の方であったりだとか、

無職者を含むというようなことで、非常に負担能力の低い方が加入しているというよう

なことがございます。 

その中で、国保税も年々上がってきている中で、一定の負担をお願いするというよう

なことが必要なわけですが、その中でその負担をどのように少しでも生活に影響を大き

く及ぼすことのないようにしていったらいいのかということの中で、中長期的な視点に

立ってこういった計画を立てることが必要だろうということで、今回計画の方をさせて

いただいたものになります。 

その中で大事にしてきたものは、やはり今後国保税がやはり給付費が伸びる中で、い

っぺんに大きな負担をいちどにしてもらうというようなことは、やはりそれは難しいで

あろうというそういう考え方がございました。 

その中で、今回全体的に総体的に見ますと、要因としてはいくつかのその伸びる要因

がございまして、そのものをいっぺんに負担で保険税に転化するということはできない。

その中で順次年々それを少しでも減らしていこうという考え方の中で、繰り入れも行い

つつ減らしていこうということの中で、財源をしていくという、そういう考え方に基づ

いて、今回の中で３年間をかけまして、計画的に繰入金も一定のルールに基づいたもの
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を入れさせていただいて減らしていこうという、そういう考え方に基づいてのものであ

ります。 

ですので、ここで手を打たないと、やはり一気に大きな保険税を１年度で単年度で負

担をしてもらうというようなことはやはり避けなければいけない。そういった考えのも

とにやってきたものであります。 

ですので、今後この繰り入れに関しては、続けてやってまいるということは計画の中

にも明記をしてございますし、その中で特に保険事業に関わることですとか、保険給付

費の伸びに対するものを一挙に国保の加入世帯の方に負担をするということになると大

きいですので、そこら辺は町との繰り入れも入れながら、そこで双方で補っていく、そ

ういう考え方でやってまいることに基づいてのものでありますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） ベースに例えば５，０００万円とかというベースがあって、それで３％

の伸び率があるとすれば１.５％を半分ですから１.５％を繰り入れるとかという話なら

わかるんですが、現行の５，０００万円をだんだんに減らしていって１，０００万円に

するよというそういう話だと、もうこれは大変な負担増になるというふうなことを思う

わけでありまして、そういうふうなことを考えておられるのかどうなのか、そのあたり

がちょっと心配なんですが。 

もう一つ、平成３０年度からの広域化について、広域化になると保険税が大きく大幅

に引き上げられるんだと、そういうことで激変緩和を避けるためにだんだんに国保税を

上げてならしておくというような説明もあったような気がいたします。しかし、この広

域化については何もまだ決まってないわけですね。国保税が高くなるんだか低くなるん

だかが決まっておらない。 

県が松川町の納付額を決めてきて、町へいくら払えという請求があるわけですね。そ

れでその町は、その金額を納めるということになるようです。もし払いきれないようで

あれば、そのときこそまた繰り入れが必要になるだろうというふうに思います。 

広域化になったときのことも想定をしながらというお話でしたけれども、広域化にな

ったら町は全く支援をしないという、そんなふうにも考えておられるのか、そのあたり

とそれから全国の自治会から切実な要望がありまして、今年度から国が１，７００億円

の財政支援をするということになりましたね。ずっとするそうですが。これについては、

町への影響はどのようなものか、そのあたりもお伺いしたいと思います。 
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○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 先に私の方から端的に申し上げておきます。 

広域化になった場合に松川町の国保の保険料がどうなるのかということは、これはま

だ流動的でございます。しかしながら、下がる、あるいは維持ということは若干考えづ

らいんではないかなというふうに認識しております。 

それからもう１点、今度広域化になっていったときに、いくら松川町の分担金がくる。

それでそれの国保の今度は急激な値上がり、あるいはそういった場合への支援をはして

いかないのかということでございますけれども、当然のことながらそれは支援は考えて

いかなくてはならないというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 広域化につきましては、やはりまだ不透明な部分というものが

あります。 

今回の中である程度はっきりしているものは、給付の責任主体を都道府県が一体的に

担っていく。その中で広域化する。また、地域の医療の提供の水準と標準的な保険税に

つきましては、住民の負担のあり方を総合的に検討して、県単位の中でそれを集めてい

くというようなことになっておるかと思います。 

そうした中で、この３０年度に向けては、会計の部分も当然その広域化になってその

会計がなくなるかということになりますと、そういったものはまだまだ引き続き会計を

残しながら、さらに新たなものへ移行していくということも十分考えられますので、そ

の中でこの繰り入れの関係につきましても、今町長の申し上げましたようにやっていく

という考え。さらに基金のことにつきましても、そういったものに対して準備をして、

原資として残していくというような考え方も合わせ持って考えを持っているところであ

ります。 

１，７００億円についてのことにつきましては、これは暫時国の方でもこの保険税を

負担の方を減らしていく、少なくしていくといいますか、大きな負担について軽減をし

ていくという施策の中で、そういったものが行われてくるということだと思いますので、

そのことがこの３年間の中でもう少しいろいろな施策を打ちながら、いっぺんの大きな

負担を広域化になった後に負担にならないようにというようなことで、だんだんだんだ

んいろんなものがはっきりしてくるかと思いますので、そういった情報につきましてき

ちんとこちらの方でも情報把握しまして、そのわかってきた段階におきましては、住民

の皆さんの方にまた情報の方提供してくるような形で考えておりますので、よろしくお
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願いいたします。 

○議長（関 克義） 松井議員。 

○１１番（松井悦子） 私が、介護保険や国保税について申し上げるというと、一般会計から

の繰り入れをと年中言うなというふうに思われるかもしれませんけれども、町民の生活

を守るにはこのほかに方法がないから申し上げておるわけですね。 

そういうわけで、この国保税も介護保険料もそうですけれども、加入者の生活の質を

過大な負担によって生活の質を下げるという、本当に大きく下げてしまうということで、

これがひいては健康や介護保険にも影響をしてまいる。そしてまたお年寄りと同居され

ておるということであれば、その家族へも波及していくということで、これは町民全体

の問題というふうに思います。 

このあたりぜひこれから重点的に取り組んでいっていただきたい。すべて予防の面に

関しても、またこの保険料のことについても真剣に考えていっていただきたいなと、そ

んなふうに思います。 

時間まいりましたので、以上で終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

◇ 間 瀬 重 男 ◇ 

○議長（関 克義） 次に、１０番、間瀬重男議員。 

○１０番（間瀬重男） 通告いたしました松川青年の家の今後をどの様に考えていくのか。２

点といたしまして、東小のあと利用について質問をさせていただきます。 

まず、松川青年の家の今後をどのように考えていくのかということでお伺いをいたし

ます。 

昭和５３年に建設された松川青年の家。今日で３７年を経過したわけであります。当

時としては、あの森林の中に素晴らしい施設ができたという思いがあったかと思います。

グラウンドや体育館、それから会議室、宿泊棟素晴らしい施設ができたということであ

ります。 

県としての役割を終えたとして、松川青年の家は、平成２２年度から松川町が県より

指定管理を受け、その管理運営にあたってきたわけでありますが、平成２５年１２月県

教委文化財生涯学習課より、青年の家の２６年度末廃止との意向が伝えられたとのこと

であります。 

これに対し、町教育委員会は、青年の家のこれまでに社会教育施設として大きな役割
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を果たしてきたことを訴え、青年の家を存続させることの必要性を主張してきたようで

あります。その一方で、県の県有施設あり方検討委員会の動向を注視しながら、町内の

横断会議等開催し、様々な意見が出たようでございます。 

これまでの青年の家の果たしてきた役割について、まず町長、教育長にお伺いをいた

します。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 間瀬重男議員の質問にお答えをいたしてまいります。 

松川青年の家でございますが、２８年度をもって県の施設としては終了をしていくと

いう意向でございます。 

最初平成２５年の１２月にありまして、２６年度にやめていくということでございま

したけれども、非常に期間が短い中での県からの連絡でありました。非常に戸惑いと私

どもからも大きく抗議をしたところでございます。それで２７年２８年の２年を延長を

していただいたということでございます。 

県の教育委員会へも正副議長、それから教育長とともに行ってまいりました。長野県

では、山の日を制定として、そしてこれからの一つの大きな柱の中に里山、山の風景と

いうものを出していると。そういう中では、非常に里山の中枢にある施設であり、まさ

に県の意向と一致しているがということで、教育長にも直訴をいたしましたけれども、

県の方ではやはり役目は終えたということでございます。 

松川町としましたら、松川プログラムというのを策定をいたしまして、年間総利用者

ではおおむね２万人が利用をしているわけでございます。その中でも生涯学習、子ども

たちの育成には大きな貢献をしてきたというふうに思っております。 

また、あの地域は、近隣清流苑を中心にしたああいった場所でございます。私どもと

しても、町をこれから発信をしていく中で、大きな場所でありましただけに、戸惑いも

大きく思ったところでございます。 

役割ということでございますので、そういったことで大きく貢献をいただきました。 

○議長（関 克義） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 松川青年の家の果たしてきた役割という、そういうご質問でございま

す。 

平成２２年度から町が青年の家の指定管理を受けてまいりまして、今町長から話があ

りましたように、それまで若干減少傾向であった利用者数を伸ばすために、様々な努力

を重ねてまいりました。特に実習研修のプログラムということで、松川プログラムの中



 －241－ 

で青年の家周辺の自然を活かした体験学習等で魅力ある提案をして、多くの方々のご利

用をいただいております。 

また学習、それから宿泊を伴った体験ということを青少年に与えることによりまして、

この施設を通していろいろな学び、そして集団としての自覚等も深まっていくというそ

んな意味でも、その施設が果たしてきた役割というのは非常に大きいなというふうに思

っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） それぞれ答弁をいただきました。 

松川青年の家の今まで果たしてきた役割がいかに大きかったかということが伺えた次

第であります。 

２月２０日の全員協議会で、教育委員会としての考えが示されました。今年の１月の

教育委員会定例会において、意見募集や青年の家運営検討委員会の内容を踏まえた協議

の結果、青年の家施設を集団宿泊研修を中心とした町の社会教育施設としての活用する

ことは難しいという意見でまとまったとしております。 

この難しいという意見でまとまったこの見解の主な問題点についてお伺いをいたしま

す。 

○議長（関 克義） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 教育委員会が出した結論の根拠ということでありますが。 

私ども２点視点を当てて考えてまいりました。基本的には、青年の家を引き続き継続

して私ども運営管理していきたいという、そういう強い要望を重ねて県には伝えてきた

わけでありますが、県の考え方が青年の家としての役割は既に終えているという、そう

いうお話でございました。 

その中で２７・２８年という２カ年にわたっての指定管理の延長をいただいたわけで

ありますが。その後、町としてあの施設を維持していくというそういう視点に立ったと

きに、町の社会教育の施設 としてどんな役割が果たせるかということが１点目であり

ます。 

それから２つ目は、町として運営していくということになりますと、当然それに関わ

る費用負担が生じてまいります。その費用負担の問題をどういうふうに考えていくかと、

この２点でございました。 

最初の論点の町として町の社会教育施設として青年の家を維持管理していくというよ
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うな視点に立ったときに、やはりどうしても現在の利用状況というものをしっかりとら

えていかなければいけないということでございます。 

先ほど宿泊というようなことでも、これまで果たしてきた役割の大きさをお話をさせ

ていただきましたが。県内の青年の家、少年自然の家４床ありますが、その中で一番宿

泊が少ないというそういう現状がございます。宿泊が全体の１５％ということで、残り

の８５％が日帰りの利用であるというそういう性格がございます。 

そして宿泊に関わっては、その利用者の多くが町外の方であるということであります。

したがって、町外の方々のためにここを町の社会教育施設として維持していくことはど

うかなということが１点ありました。 

したがって、宿泊、それから食堂、研修棟の施設が今後そのまま私ども町が維持して

いくことが適切かどうかというそういう問題でございます。 

それから２つ目は、町の費用負担の件でございます。 

指定管理料ということで、県から毎年２，７００万円近い指定管理料をいただいてお

ります。町が運営していくということになれば、その分については町の当然持ち出しが

生じてくるということ。それから昭和５３年に建てられた施設ということで、大変に老

朽化も進んできておりました。県にはもちろん施設の改修について、その都度その都度

要望してきたわけでありますが、なかなかその部分での改修が進んでないという現状も

あります。試算等もさせていただいて、研修棟や宿泊棟の屋根の改修だけでも４，００

０万円近い費用がかかるということであります。 

したがって、この２点を柱にして、今後の青年の家どうしていったらいいかというこ

とを教育委員会としては考えさせていただきました。 

以上です。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） 教育委員会としての見解の主なというか、ことについて答弁をいただ

きました。 

やはり町民の社会教育施設としてはということの中で、町外の利用者、その他の関係。

それから建物が老朽化している中でその修理の関係。それから運営していくには２，７

００万円ほどの管理費用がいるという点も踏まえたということでございます。 

町が県から指定管理を受けた背景の一つに、町民の社会教育施設として寄与すること。

それから２つ目に、西山一帯を中心としての交流人口の増加に寄与するということがあ

りました。私はこの２番目が大事かと思います。 
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現在、西山一帯は、清流苑、およりての森、池の平、松川ダム、昨年オープンしたフ

ォレストアドベンチャーなどがあり、これからリニア開通を見据えた交流人口増加が見

込まれる中で、青年の家の存在は大きく計り知れないものがあると思います。 

町の社会教育施設という枠組みを外し、グローバルな視点で検討してことが望ましい

と思われるとしておりますが、こちらの考えが大変大事かと思われるわけでございます。 

また、青年の家の施設の代替えに町内の体育施設を平均化して使用していく中で、進

めることが望ましい考えであるとも申されました。 

今もご説明がありましたけれども、施設全体が老朽化のため、継続して運営していく

ためには、大規模な改修が必要である。資料もいただいた中で、おおよそ税抜きで８，

０００万円余かかるということでございます。それから今も申し上げましたけれども、

県からの指定管理料がなくなるために２，７００万円の町負担が発生してくるというこ

とでございます。利用者の８５％が日帰りの利用で、その多くが体育館などの体育施設

の利用であるということでございます。 

見解は見解としてでございますけれども、以上のようなことで譲り受けることは適切

でないとしたということでございますが。 

町民の利用が多い体育館のみ譲り受けて運営するかどうかについては、今も教育長お

っしゃられたとおり、利用状況を分析しながら検討を進めるということでございます。 

２６年度末ということで、県は廃止を示してきたわけでございますが、２７年２８年

度までは指定管理を継続するということで、この２年間の中でいろいろ考えていかなく

てはならないかということでございます。 

この指定管理が終わった時点で、それではどういう考えをもっていかなければならな

いかということについてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 指定管理を終えるまでに考えるんでは遅いというふうに思っております。 

それから教育委員会は教育委員会としての考え方を示していただきました。もちろん

しっかりと話し合う中でいろんな懸念されること、いろんな形の中で提案をいただいた。

松川町の方針として決定をしたわけではございませんので、これは教育委員会が今まで

ずっと生涯学習ということで担当をしてきた。その流れの中で提案をいただいたという

ふうに認識をいたしております。 

それからいろいろ諸々ここをこうするといくらかかる。今間瀬議員も８，０００万円

と言った。そのお金を町が持つことはない。それをもうそういう前提で物事を考えてい
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くことは絶対におかしい。県のものですので、これはどうなるか結果はわからない。だ

けどもここを直すといくら、ここを直すといくら、それ町が全部やることじゃない。こ

こしっかりと考えて、県との話を進めていかなくてはならないというふうに思っており

ます。 

それからもう一つ、あの場所につきましては、非常に重要な場所でございます。おそ

らく松川町がもう何をやりませんということになれば全部更地にして売るか、町で後は

なんとかしてくださいということになるかちょっとわからないですけれども。利用でき

るものが今いくつか案が提案をいただいたり、前日の若い公民館研究集会の中の若手の

人たちからは、町長ぜひキャンプ場やオートキャンプ場の話も出ました。「キャンプ場は

町長ぜひ残した方がいいと思いますよ」といろいろな意見が出ております。まとまった

整理されたものを、また担当の方から出していただけるものというふうに思っておりま

すけれども、ああなるほどなと思って聞いたところでございます。 

ああいった場所をどうするかと判断したときに、維持、経費は必ずかかってまいりま

す。しかし、その維持、経費が、前向きの中で投資をしてやっていくことなのか、ある

いは大きな負担になってこれはもう財政の負担になっていくというふうにものを考える

のか、これは大きな違いがございます。もちろん今のままもすべてやっていくというこ

とはなかなか厳しいというふうに私は認識をしております。しかし、絞り込んだ中で、

ああいう場所でやるにこれから年間いくら経費がかかっていく。当然のことながら計算

をしなければ前へ進むことはできません。だけれども、そのお金が、これからの松川町

の将来にとって投資につながっていくのか、経費がかかってしょうがないというふうに

とらえるのか、これは大きな差を生んでまいります。その辺のところもしっかりと考え

る中で臨んでまいりたいというふうに考えております。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） 教育委員会の見解としての考えであって、町の全体の考えではないと

いうことで、私もそんなふうにとらえる中で。 

やはり青年の家、あそこの存在は非常に大きいものがあると思います。町長、常に申

し上げられておられる清流苑を中心とした西山一帯のこれからの開発計画もあるわけで

ございます。また、フォレストアドベンチャーができて、非常に県外からも大勢の集客

があったりして、ああいう建物があるということが非常に何かの頼りになるというか、

あそこを拠点としてまたその利用が大いに期待されるわけでございます。 

とにかく大きい建物でございます。宿泊施設が１００名、キャンプ場は１５０名、食
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堂も１００は入れるということの中で、なかなかこういう公共施設はないわけでござい

ます。 

もちろん老朽化している中で、県がある程度の対応をして、町に移管をするというこ

とになると思います。 

今、私も最近ちょっと外観で見たわけでございますけれども、とにかく屋根が一番傷

んできておる。建物はとにかく屋根が命でございまして、他の部分については耐震もで

きておるということでございますので、屋根、その他今すぐに改修というか、そういう

ものをしていけば永久建築物でございますので、まだまだこれから利用を長くできると

思います。また、グラウンドも広く、それからキャンプ場その他ああいう森林地帯にお

ける施設としては、本当にこの地域にはない施設だと思いますので、県との取り組みを

しっかりされて、この青年の家が継続され、また指定管理が外された場合には、なんと

かこの町で対応をしっかりしていっていただきたいと思うわけでございます。 

それから提案でございますけれども、宿泊施設が１００名ということ、それから食堂

棟もしっかり大きな受け入れ体制ができるということの中で、先ほどから一般質問でも

熊谷議員等質問をされている中で、果樹栽培１００年という節目を迎える中で、果樹園

地帯にお手伝いに来ていただくワーキングホリデーの皆さん等の宿泊対応とか、それか

ら今後リニア高速交通網が完成した時点においても、利用者が相当増えるのではないか

と思うわけでございます。そんな面も含めた中で、あの青年を家を生かすも殺すもやは

り町の方針一つだと思うわけでございますので、しっかりと管理をされていくことを望

むわけでございます。 

今、まだ２７年２８年度と指定管理という中ではございますけれども、将来的なこの

青年の家をどのように考えていかれるのか、いま一度お伺いをしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 青年の家、東小、どちらも次期町長にとりましては大きな近近の課題と

いうふうに思っております。 

今、議員申されましたけれども、指定管理が外された場合には、ぜひ町でということ

でございましたけれども、外された場合を考えておってはもう駄目です。私が思うには、

これは多分に今までの経験の中でございますけれども、指定管理はしていきませんよ。

これは県からさじを投げられたわけです。行政といたしましては、今いろんな情報収集

や形をとっておりますけれども、こういう形で町としたらやっていきたい。ついては県

はどういうふうにお金、あるいはどういうふうに修理をしていってくれるのかというこ
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とを明確に打ち出していかないと、ずるずるずるずるいって外す。もう外すことは決ま

っているんです。それで指定管理が外れるのを待ってということでは、私は県に対する

町としての姿勢としてやっぱり弱いというふうに思っております。 

おそらくは、地方創生の２７年度の国の予算が通ってくれば、おそらく地方自治体、

県にも地方創生のお金はおそらくると思います。そういう中で、地方創生のお金を使っ

てあの施設にどう投資していくかということでもできるわけでございます。その辺のと

ころをしっかりと町から提案をしてまいりたいというふうに思っております。 

それから現状の施設すべてを町が運営をしていくということは、なかなか厳しいんで

はないかなという思いを持っております。しかしながら、今言われたグラウンドについ

てもあのグラウンドでは駄目です。相当お金を入れて水はけ、それからスペースも最低

で１００ｍと６０ｍはなければ駄目です。あのグラウンドではとても後利用はできませ

ん。その辺のところもしっかりと精査する中で、それから東小学校の後利用との東小学

校の後利用検討委員会からも提案をいただいておりますけれども、他施設としての整合

性、連携性をどうもっていくかと、そんなようなことも考えながら臨んでまいりたいと

いうふうに思っております。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） 将来について、青年の家の将来について、指定管理が終わってからで

は遅い。私もそういう思いでございます。 

町長の力強い今後のことはともかく、早めの対応が大事であるというご意見をいただ

いたわけでございます。 

それでは青年の家については、このくらいにいたすわけでございますけれども。 

国は、高度成長期に建設した公共施設の管理について手を差し伸べていきたいという

報道が、確か民間のニュースであったわけでございますけれども。これは県の施設であ

りますので、ちょっと関係が外れるかと思いますけれども。例えば今も町長申されまし

たんですけれども、こんなような公共施設に例えば今の青年の家でしたけれども、町の

公共施設こんなような地方創生施策はあたるのかあたらないのか、そんなような考えは

どんなふうでしょうか。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 国の予算がまだ通っておりませんし、内容がわかっておりませんので、

今国の地方創生が使えるかどうかについては、なんとも返事はいたしかねますのと、ど

ういう形で残していってもらうのかというところについて、いまいちぴしゃっとしたも
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のを今ここで提示するというわけにもまいりません。 

それからあそこについては、ある団体からも直接提案をいただいたりともいたしてお

ります。その辺のところもしっかり加味する中でやってまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） ちょっと質問の仕方も悪かったかと思いますけれども、ご答弁をいた

だきました。 

２点目でございますけれども、東小のあと利用でございますが。 

いよいよ今月閉校となる東小のあと利用についてでございますが。まだまだというか、

いろんな検討委員会、あり方検討委員会の中での提案もある中で、今時点で何か動きが

あるか、そんなようなことをお聞きしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） こういう問題というのは、今のところこういうものを考えております。

しばらくたってこういうことも考えておりますというような形で提示していくというこ

とは、いかがなものかなという私には考えがございます。 

答申をいただきました。今日ここにも持ってまいりました。非常に１年間をかけて後

利用検討委員会の皆さんには先進地へ行っていただいたり、いろんな形で検討をしてき

て答申をいただき、６項目にわたってこういうことについて留意をして計画を立ててい

ってほしいということでいただいております。それを尊重する中で、複合的な施設にし

てまいりたいなというふうに思っております。 

これも何回かこうした場で答弁をいたしてきておりますけれども、複合的に答申の内

容にも載ってまいります。高齢者福祉の関係、それと地域との連携、それから子どもた

ち、それから学習の場ということを加味していってほしいというようなこと。それから

生産性のあるものも考えていってほしい。それは維持管理やいろいろにしていく中で、

そんなような収益性の若干でもある、あるいは雇用の生まれるようなものも考えていっ

てほしいというようなことでございますので、それらを尊重してまた地域の皆さん、検

討委員会の皆さんに再度お諮らいをしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） ご答弁をいただきました。 

複合的な施設の中で、ああいう生田の中山間地が元気になるような施設というような

ことで、それはこの時点ではいろんな具体的なものは無理かと思います。なんとか東小
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が素晴らしいあと利用ができることを願いまして、私の質問を終わります。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは２時４０分まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後 ２時３０分 

再  開  午後 ２時４０分 

 

○議長（関 克義） 会議を再開してまいります。 

 

◇ 黒 澤 哲 郎 ◇ 

○議長（関 克義） ３番、黒澤哲郎議員。 

○３番（黒澤哲郎） それでは深津町政４年最後の一般質問になるかと思いますけれども、よ

ろしくお願いいたします。 

それでは通告のとおりでまいりたいと思いますが。 

町長就任以来、第４次後期総合計画と照らし、その評価を具体的に伺うという大きな

テーマで質問させていただいておりますけれども。 

これを質問すればきりがないというか、時間が足りないことで絞って絞ってお伺いす

るわけであります。 

一番話題になっている人口増対策についてでありますけれども。 

当初、人口増対策室というような専門部署も設けて取り組んだりしておりました。そ

の後、分課等によって各課総動員で人口増対策に取り組むというような形できたわけで

すけれども。１０年前の第４次総合計画、それから５年たった後期の総合計画等にあり

ますけれども、１０年前には町長もご存じのとおりの目標。平成１６年度がピークとし

てずっと人口減少に移ってきているわけであります。 

後期の第４次の後期の目標としては１３，２００人というような目標を掲げて取り組

んできました。推計では１２，９９４人、約１３，０００人というところであったわけ

ですけれども、推計人口より２００人くらい多いというような結果になったのかなと。

目標値であります。それで現在のところは１３，３００人弱というようなところかなと
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いうふうに考えておるわけですけれども。その取り組みについての成果といいますか、

評価についてまずはお伺いしたいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 黒澤哲郎議員の質問にお答えをいたしてまいります。 

人口増対策、今一番喫緊の課題の案件についてでございます。 

後期基本計画、１３，２００人ということで、私もこの数値は承知はいたしておりま

して、こう見ておりますと、どうにかクリアをするかなというふうに思っております。 

しかしながら、この人口の予測をするという場面に私も議員時代実際に対応してきて

おります。 

いろんな数値を統計的に調べていくと、このぐらいまで減るだろう。だけれども、そ

のまんま数値による減る数値が目標としていいのかということで、賛否両論いろいろ意

見が出ました。そうした中で、せめてこのくらいまでに止めたいなという希望も含めた

中で、しかし増えるわけにはまいりませんので、いろんなすべての統計の中から減ると

いうことがはっきりと出ておりますので、その辺の中で出てきた数値だというふうに認

識しております。 

昨年１年間で松川町は５９人が減りました。高森町５８人、飯田市下伊那全町村、平

谷村がプラマイゼロでございました。長野県の中でも、町村で２～３の町村が増えただ

けということで、あとは減っていくという非常に難しい時代に入ってきております。 

人口構造からいってなかなか人口増をしていくということが難しい時代でありますけ

れども、いかに急激な減少を抑えていくことというのは、私はできるんではないかとい

うふうにこれからのことも含めて考えているところでございます。 

また、単に私もこの４年の中で一つの教訓として勉強してきたことが、単に宅地造成、

あるいは単に一部門だけをアピールしたとしても、なかなかそれが人口減少時代に歯止

めはかからないなということを自分では今思っております。先ほどちらっと申しました

けれども、出会いから始まっての総合的な政策。 

それからもう一つは、松川町を発信していく。空き家バンクだとかいろんな形をとっ

てきております。しかしながら、もう一つ踏み込んだ中での松川町に住んだ場合の生活

のプレゼン。こういった形。それから地域との連携のプレゼン、そういった形の中で松

川町に住んだときにはこういう生活が待っているという、いわゆるライフそのものをま

た情報発信していくことも大事だなということを痛感しているところでございます。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 
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○３番（黒澤哲郎） 現状もう人口増対策に取り組んでいるということは、なるべく減らない

ように増やしていくという方向を実現するためにやっていることかと思うわけでありま

すけれども。 

第５次の計画を既に作成を始めておるわけでありますが、現時点でこれこの後発表に

なってくるかと思いますけれども、町長の姿勢として推計と予想と目標とは違いますの

で、町長の姿勢としてどういう方向に向いていくのが松川町にとって良いのか確認のた

めお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今のご質問でありますけれども申し訳ないです。今の時点で私把握をち

ょっとしておりませんので、これからのことというふうにお願いをいたします。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） ５次の計画の詳細を把握してなくても、町長の姿勢を聞きたかったんで

すけれど、どうぞお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私は常に人口につきましては、資料を見ております。人口構造、いわゆ

る子どもたち、二十歳までの数、それから高齢者の数、それについては非常によく見て

おります。 

そうした中で、今の子どもたちがそいじゃ５年後どうなる、１０年後どうなるという

数値を見ていきますと、どうしてもできるだけ食い止めたいという思いはありますけれ

ども、減るというふうに私は思っております。 

そうすれば、そいじゃ今の黒澤議員ではありませんけれども、そいじゃどのぐらいを

想定するかということでございますけれども、今回の基本計画５年ということでござい

ます。今、おおむね１３，２００人から１３，５００人の間というふうに認識をいたし

ております。５年後には１２，０００人台にはなるだろうなというふうには思ってはお

りますけれども、その減りをどのくらい。私は２６年１年間の中での人口の減少という

ものは、正直なところで５９人という報道を見た時に、あれ割合下げ止まったなという

実はそんな気がいたしました。 

人口とそれからずっと飯田下伊那もちろん減るという結果が出ているわけですけれど

も、いろいろとこう精査をいたします。人数多い人数もあります。しかし、これは今度

は分母の数、分母の数に対してどういう減り方をしているかということを私は見ます。

計算します。 
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そういう中では、５８人という数字はもっと減るかなという思いを持っておりました

ので、自分としたら若干一つのよし頑張ろうという励みの数字だというふうに思ってお

ります。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 姿勢ということでお伺いしたところで、要するに何度も言いますけれど

も、推計と目標設定とはやっぱり違うと思います。その目標設定ができるからこそまた

ＰＤＣＡで、町長の言われるＰＤＣＡでまた政策を打っていけるわけですので、ぜひま

た明確な目標を提示していただければなと思っております。 

また、通告してありますけれども、急激な高齢化もその世帯数は増加して人口減とい

う中で、急激な高齢化も目に見えているわけですが、それに対応する構想について町長

考えがお持ちでしたらおおざっぱな考え方で結構ですのでお願いいたします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 松川町人口は減っております。ところが世帯数は毎年増えている。せめ

て同じぐらいでもあっても良いんじゃないかと思うんですけれども、世帯数は確実に増

えていきます。それだけ核家族化、あるいは若手と高齢者が世帯分離を行ってやってい

っているのかなというふうに思っております。 

それが良いか悪いかという問題になりますと、なかなかやっぱり今まで自分たちが育

ってきた環境、あるいはお年寄りと孫たちとの接点、いろんな場面でおじいちゃんおば

あちゃんたちというのは、長い経験の中でそれなりの人生を歩んできておりますので、

そういったことが継承、あるいは伝えられていかなくなってしまうという懸念もされる

ところだというふうに考えております。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） まさしく高齢化で世帯数増ということで、独居の方とか、高齢者世帯が

増えて急増するというのは目に見えているところでありますけれども。 

ぜひそこで、前から言っている協働のまちづくりの精神をぜひとも活かしていただい

て、ぜひ提案ですけれども、地域によってそれぞれ事情が違うと思いますけれども、モ

デル地域等指定しながら、みんなで支え合っていくという、そういう考え方を中心に持

った町頼りではなくてのできるそういう支え合いの協働のその高齢者対応というか、そ

ういうようなのをぜひ考えていっていただければなと思っているところであります。 

コミュニティ・カフェ等町でできる全体に対してできることは、また町としてやって

いかなきゃいけないと思いますし、大事なことだと思いますけれども。そういういろん
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な場面で、自分たちのことは自分たちでとこう言われておりますけれど、そういうこと

ができるような支援とか環境づくりというのが大事かなと思いますので、ぜひその点を

お願いしたいなと思うわけであります。 

じゃあ続いての質問に入っていきたいと思いますが。 

これも安心安全で住みやすいまちづくりを掲げてきたわけであります。こういう取り

組み、こういう政策もすべてこの人口増等に関係してくる取り組みかと思います。その

中でも、子育て支援とか教育支援の部分についていろいろある中で、この部分について

今回ちょっとお話を質問をさせていただきたいなということで。 

この部分でこの深津町政４年間、どんな充実が図れ、住民視点でどれだけ良くなって

きたかという部分について、町長でも良いし、担当課でも結構ですのでお答えいただき

たいと思います。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、黒澤議員の言われた質問の中に、これからのまちづくり、地域が今

言ったように世帯数が増えていく、高齢化も進んでいくという中で、今支え合いだとか、

それから地域でこうという言葉がございました。これらの言葉というのは、これからの

まちづくりの大きなポイントだというふうに思っております。 

これは自分がこの４年近くをやってきた経験の中からも、自分ではこれからのまちづ

くりというものは、町が手を引くとか町が応援をしないということではない。しかし、

そういった支え合う地域みんなで考えていくという町をどうやって作っていくかという

ことにかかっているというふうに自分は考えております。 

そしてそれをできるような体制づくり、あるいは投げかけをやっていくのが今度は行

政の大きな役割だというふうに認識をいたしております。 

それから安全、安心ということで、子育て支援、教育支援についてでございます。 

安全、安心、活力という言葉を３つ申し上げます。これについても、安易に考えたわ

けじゃございません。これはまちづくり懇談会の中で、地域の皆さんたちといろいろ話

を重ねて、そして自分としてどういうことに重点を置いて施策、あるいは予算を組んで

いくんだというときに考えたときに、非常に平凡な言葉ではあるけれども、住民の皆さ

んが一番望むのは、やっぱり安全で、安心して、そして活力のある町であろうというこ

とで、この三つの言葉を私も盛んに使ってきたところでございます。 

また、これは非常に松川町が行政と支援していく分野というのは、いっぱいあろうか

と思います。しかし、そうした中で、やっぱり子育て支援というものに対して支援をし
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ていきたいという思い、そればっかりにやるわけにはいきませんけれども、やはりそう

いったこと。 

それから教育ということに関しては、これもまた教育委員会の中でしっかり練ってい

ってもらうことなんですけれども。私も１０年ちょっといわゆる議会にもお世話になり、

いろんな問題点をいろいろ精査していろいろ突き詰めていくと、教育に突き当たるとい

う思いが、これは議員時代の時からでございますけれども、持っております。いろんな

問題を突き詰めていくと教育。これもそのことについても教育長にも話をしました。や

っぱり人間の基本になるのは、教育といっても学校教育、社会教育、家庭教育あろうか

と思いますけれども、やっぱり子どもたちの教育につながっていくんではないかという

思いを。これは今でも自分ではそんな思いを持っております。 

○議長（関 克義） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 私の方からは、教育支援ということでお話をさせていただきます。 

今、町長の方から話がありましたけれども、住みやすいまちづくりということで、保

護者や地域の方々にとっては、やはり魅力ある学校づくり、そして信頼を寄せられる学

校づくりが大事かなというふうに思います。一番の基本は、やはり一人一人の子どもた

ちに基礎学力をしっかりと身につけるということであります。子どもたちが自分の夢や

希望を持ってそれが実現できるための、自己実現できるための基盤を義務教育のうちに

はしっかり養っておきたいということであります。 

それからもう１点は、特別な支援を要する子どもたちへの配慮。障害のある子どもた

ちもおります。そういった子どもたちが、社会的に自立していけるような基盤を作って

あげたいなというふうに思っております。 

町の教育委員会の方では、保育園から高校まで、子ども一人一人の指導計画をしっか

り立てまして、その成長をサポートしていけるような体制づくりに心がけております。

また、小学校中学校に特別教育支援員というものを配置いたしまして、学級担任とは別

に、そういった先生方がそういったこのサポートができるような体制を作っております。

したがって、今お話をさせていただいた基礎学力の充実と子どもたちの社会的自立を促

すサポート体制、社会的自立のための力を身につけるという、そういった体制をいっそ

う充実させていきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 教育長の方からは、ソフト面というか教育部局の方での取り組み、十分
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私も理解しているつもりですし。 

この４年間でどんなことができたかというと、その寺子屋をはじめ様々に取り組んで

きていただいていると思います。 

子育て支援という意味では、他にその福祉の関係とか、総合的に見てこの４年間で充

実した部分はありますか。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 細部については、担当課長の方でお答えをしてまいりますけれども、子

育て支援、相当力を入れてきたつもりでございます。 

ここにもその住民の皆さんはどう感じておられるだろうかということを黒澤議員も質

問されております。これの把握が非常に難しくて、私はよく言っております。この２６・

２７のこの基本計画。基本計画というものに非常に力を入れていくと言っているのは、

ある反面行政はこの総合計画や基本計画を立てる折に、住民の皆さんからアンケートを

とったりそういう機会が非常に多いわけです。そういう意味で、私はこれを非常に重要

に考えております。情報が集まってきたり、それでその中に先ほどの先に質問された方

の中にもありましたけれども、満足をしている部分にやはり子育て支援、保育の充実等

が挙げられ、またああいったものが出るのは、これが毎年こう出すわけにはいかないし、

やはり５年に一度ぐらいはああいったものをしっかりとるのが大事だというふうに思っ

ておりますので、そういったところでしっかりと把握をしながらやってまいりたいとい

うふうに思っております。 

○議長（関 克義） 下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 子育て支援に関しましては、まず子育て支援センターの事業につ

きまして、上片桐の地区に設置されておりますけれど。子育てで孤立しないように育児

の情報交換、それとサークル活動をして、それぞれの年代に合った学習活動。これにつ

きましては、大変活発に行われておりまして、近隣の町村からも利用者がいらっしゃる

という状況でございます。 

そして保育園の関係につきましても、保育園の大島保育園におけます延長保育の新規

開始もいたしております。それと児童館、放課後児童の健全育成事業ですが、長期休み

につきましても、支援員を増やしまして対応をしているとそんな状況です。 

以上です。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 乳幼児の相談事業の推進のことにつきましてお願いしたいと思
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います。 

子育ての不満ですとか悩みに対して、子どもさんや育児の環境の実態を踏まえたお母

さんの育児力の形成という形での支援をしております。合わせて母親同士のつながりを

持つ場としての乳幼児の相談事業の実施を行っていることになります。 

この乳幼児の相談事業なんですけれども、学習会方式という形の中で、住民の方の視

点でもってお母さん方の意見を聞きながら事業の推進をしていまして、子育ての不安の

解消を図ることに役立っております。 

また、乳幼児の２歳児の家庭訪問の全戸訪問事業というものも行っておりまして、こ

れには保健師、助産師による子育て支援に関する情報提供ということを行わさせていた

だきまして、乳幼児を育て安環境の整備を図っているということで行っております。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） なにぶん時間がないと思って早口で申し訳ないと思っておりますけれど

も。 

大澤課長にお聞きしたいんですけれども、その感染症対策というような観点では、ど

んな取り組みがなされてきましたでしょうかね。この４年間で。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） 感染症につきましては、インフルエンザの予防接種をはじめと

しまして、ヒブのワクチン、子宮頸がんのワクチン等あとはそういったところのワクチ

ン接種の方は当初は独自で行っているという施策で行ってまいりましたが、国の方が定

期接種に移行ということになりましたら、そのことをシフトしながら引き続き町の方で

行ってきたという経緯がございます。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） そういう取り組みをやってきていていただいているわけなんですけれど

も。 

ぜひ、私ここちょっとお聞きしたいのは、そのインフルエンザの予防に関してですけ

れども。今年も大変はやったかと思うんです。一説にちょっとそのあんまりワクチンが

効かないというような、効かないあれが出てきたというようなことで、そういう影響も

あるというような話もあるわけですけれども。 

現実どのぐらいかかったかというようなのは把握していらっしゃいますかね。保健福

祉課の方で。 

それで学校では学級閉鎖等もあったと思うんですけれども、どんな状況だったでしょ
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うか。 

○議長（関 克義） 大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） ちょっと人数等については、今ちょっと手元に資料がございま

せんけれども。今年につきましてもインフルエンザが大変はやってくるということに関

して、保健所の方からその週ごとにそのインフルエンザにかかっている人たちが情報と

して入ってきますので、それにつきまして町の方がきちんと接種の方の状況をまず進め

るようにという形の対応の方はとりつつやってきました。 

最終的に人数等につきましては、ちょっとまだ手元にはありませんけれども、インフ

ルエンザについて今年の状況では今言う学級閉鎖等もあったりする中では、前もっての

予防策という形で関係するとことの連携をとりまして、周知の方を図ってきたとこであ

ります。 

○議長（関 克義） 下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 申し訳ありません。 

数字的にはちょっとクラス数が数字を持っておりませんが、中央小で学級閉鎖があり

ました。ちょっと数字には申し上げられません。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） このこれもみんな安心安全な住みやすい町、そして人口増につながるこ

とだと思うんですね。その子どもたちが学級閉鎖とか休めば、それだけ教育長も言って

た基礎学力に影響していっちゃうわけで、ぜひそういう部分についてさらに充実してい

ただきたいなというのが私のお願いであります。 

だから予防接種児童のうち、受けた人が何人がいて、発症率がどのくらいで、それだ

ったらいろんな影響考えたら全員無料で受けた方が良いかなとか、中学３年生なら高校

受験を控えているし、そういう取り組みが考えられるんじゃないかなと思うので、ぜひ

そういう調査、データをきちっととって、お金もかかることかもしれないですけれど、

どっちが大事かなというそういう観点でぜひ施策を打っていっていただきたいなという

ところであります。 

それからもう一つ、今までに私も４年間、総務社会におりまして、なかなか質問でき

なかったんですが。その以前の２年間でも教育問題で教育に関連して、奨学金だとか、

教育費の問題、教材費の問題、給食費の問題とかいくつも質問させてもらって提案もさ

せていただいてきたわけですけれども、その部分については私の認識ではあまり変化が

なかったかなと、この４年間。そういうふうに思っているわけです。 
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特に奨学金の問題については、現状も３万円。それで困難な方というような条件がつ

いていまして、ここにも持ってきていますけれど、広報を持ってきていますけれども。

本当に現状に見合わないんじゃないかとそういう提案をしてきているわけです。 

困難な方が３万円の奨学金をいただいて、はたして大学等へ行けるのかというような

話をしてきたわけですけれども、その点についてどんなふうにお考えになっておるかお

願いします。 

○議長（関 克義） 下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 奨学金のことにつきましては、先の総務社会委員会の時にも同じ

ようなご質問をいただきました。 

教育委員会で実施しております奨学金につきましては、高校、大学生につきましては

月３万円ということで、その３万円で大学に行けるかということになりますと金額的に

は少ない金額ではございますが。 

教育委員会としましては、真に教育進学の志の中でやむを得ず家庭の経済的な状況の

中で進学に支障があるこの支援ということで実施をしております。これまで人口増対策、

その委員会の中でもご質問いただきました。人口増対策という部分につきましては、帰

ってきたら例えば就職したら免除だとかいう部分につきましては、帰ってきたら奨励金

というような部分と類似する部分もありまして、これは人口増対策の中で検討を必要な

部分だというふうに考えておりまして、教育委員会の奨学金としてはそれについては今

の形を堅持しております。 

また、ご存じのように、学生機構と奨学金あります。そこら辺との差別化という部分

もありますので、現状で現在考えております。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 総務委員会でもそういう話が出ているということで、大変うれしいこと

かなと思いますけれども。全然改善されていないわけですよね。私に言わせるとやる気

があるのかなという気さえ起きます。 

他の奨学制度では３万、５万円、７万円とかあるわけです。そういうのがあるけれど

も、ぜひさっきも課長言われましたように、戻ってきてくれたらという部分、そういう

部分はそれこそ課の連携でやっていくようにということだったんじゃないのかなと思う

わけです。教育の部分、子育ての部分では課が違う部分だからということじゃなくて。

まさしくそれが連携でやっていってもらいたいということでずっと申し上げてきている

ことで。 
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やればできることだと思います。そんなにお金もかかることではないし。いろいろ医

学生のぜひお医者さんになってくれるような人には、もっとしっかりした奨学金を出し

てという話も聞こえているはずだと思うんですけれども、何も提案が出てこないという、

この４年間そういうふうに過ぎてしまったなと私は感じているわけですけれども。 

そういう部分について、町長はどんなふうに感じておられるかお願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 黒澤議員が以前にも何回も私にも提案をもらいましたし、私も何回も担

当課の方に指示をいたしております。 

しかしながら、結果的にこういう結果になっているということにつきましては、ちょ

っと忸怩たるものがあります。 

しっかりまた考えてまいりたいということと、それから今の答弁の中で、教育委員会

としてはこういうふうに考えて、人口増対策は全く。これはちょっと私の意図するとこ

ろじゃない答弁でございました。そこらも含めてまた時期しっかりと。このあと黒澤議

員の方から質問があるのか。いわゆる縦割り、あるいは横断的という言葉の中では、全

く相容れないことでございます。そんなことはまたしっかりと考えてまいりたいという

ふうに思っております。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） 東京へ出て行ってしまったような卒業生にもぜひ働きかけていうことで、

就職説明会等も何度もお願いをしてきました。成人式等で呼びかけているといいまして

も、やはり就職制度も変わってこの３月から、要するに大学生でいえば４年生になって

からというふうに変わってきましたけれども、やっぱり子どもたち直前になってこない

とそういう意識。 

それで夏のというか、もうそういう直前になってきたタイミング良くやっぱりこっち

からそういう情報を提供してやるということ大事だと思いますので、ぜひお願いをした

いかなと思います。 

本当になかなか職員の皆さんも忙しくても大変かと思うんですけれども、みんな人口

増につながることだと思いますし、できることはやるということで進めていってほしい

なと思うわけです。 

議会からもいろいろ提案してきておるわけですけれども、なかなかそういう意味で町

長も言われましたけれども、新しい提案が議会のところまで上がってこないなというの

が実感であります。それを考えたときに、町長の提案で始まったこの分課ですね。分課
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でまちづくり政策課等が出てきたわけですけれども、ここに財政を掌握する部分も持っ

ているわけであります。 

なかなか新しいことやるには、財政つきものだということでくっつけたのかもしれま

せんけれども、財政気にしておったら新しいことできないわけで、要するにあるお金を

どう使うかというのが町の役割だと思います。だから新しいことやれば補助金とか持っ

てこれればできるかもしれませんけれど、そうでなければ優先順位を変えてやるしかな

いのかなとは思うわけでありますけれども。 

そういった中で、そういう新しい提案とかが出にくい体制になっちゃっているんじゃ

ないかなって想像するわけですけれども、そこら辺のところは大丈夫でしょうかね、町

長。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 新しい提案や意見が出にくい体制を打破するために私は町長になったと

いう思いがございます。 

それでできるだけ職員とのミーティングやいろいろをしながら、出てくる提案に対し

てつぶさないようにという思いは強く持っております。しかしながら、やはりどうして

も総合的な枠がございます。 

本定例会の冒頭のあいさつでいいましたけれども、あれは柏市の市長の考えでござい

ます。裁量行政ができないと。裁量行政ができないがために、ずっと職員が硬くなって

いく。いつも近隣町村を伺い、県の顔を伺い、国の顔を伺ってやっていくことになって

いっちゃう。これはある意味それで今度は裁量行政、そうすると硬直化していってしま

う。そしていつも柏の市長の言い方を借りればいつも議会の目を気にして、みんなみん

な小さくなっていっちゃう。何かやろうとすると、今度はそんなことはないだろうけれ

ども、議会の皆さんにいろいろ言われる。そうするとどんどんどんどん小さくなってい

っちゃう。 

裁量行政ができないということは、地方自治体にとってこれもやむを得ないことだと

いうふうに思います。しかしながら、あまりにもそういったことが集中していくと駄目

だということ。それからはまずは予算。私は前にも何回か申し上げていると思うんです

けれども、いわゆるお金がない、この言葉というのはどれだけ重い言葉かと。お金がな

いお金がない。このお金がないとこへ新しいアイデアなんか出ってこない。 

私の腹の中には、もちろん厳しい、決して楽じゃない。だけれども、町長がお金がな

いお金がない、財政が厳しい厳しいといっていったら職員目も当てられん。私はそうい
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う考え持っている。できるだけそういったことは。 

もちろんのこと破綻に導いていくわけにはいかないから私よく言います。自分でも今

でも１０年間の財政状況も全部把握するように常に持っている。どういう状況、この辺

のところはどうしてもまだ大丈夫だなとか、そういったことはこれは最終判断はやっぱ

り首長です。その辺は十二分に受け止める中で、できるだけ意見が出てくるようなこと

をやりたいというふうに思っておる。 

それから先ほど横断的なということ、あるいは分課についてもありました。私は町長

になりましてすぐやったのが、産業振興課を産業観光課にしました。これは観光を前面

に出していく。それから環境水道、建設を分けました。環境課が住民生活の住民の中の

環境係をあえて環境と出した。これもこれからだと。それからまちづくり政策課はやっ

ぱり横断的なものの見方ができるようにという思いでやりました。もちろん道半ばでご

ざいます。 

しかしながら、これはやっぱり職員あるいは課長を先頭に立った中で、まずは職員の

意識をやっぱり横断的に。これから課題になってくるだろう人口増対策はもちろんいろ

んなものが絡んでまいりますので、これらについてはやっぱりワンステップ進めていく

には、一つの横断的な会議を持つことが大事かなというふうに今考えているところでご

ざいます。 

○議長（関 克義） 黒澤議員。 

○３番（黒澤哲郎） １年前にも、この分課についてのことを質問していたわけで、この２年

たっての町長の思いというか考えを今述べていただいたように思いますが。 

そうはいっても２年たっているわけで、横断的な部分、横の連携の難しさ、そこをま

ちづくり政策課がとるということであったけれども、なかなか難しい。 

私の感ずるに、課による格差といいますかね、人材育成とか労働力とか、能力の共有

というような観点からも、あまり細分化するとそのうまく作用しない部分もあるんじゃ

ないかなということさえ感ずるわけです。そういう部分を補いながらさらに継続するん

であれば、ぜひそういう問題点を解決する中で取り組んでもらいたいなと思いますし、

区切りといえば区切りですので、また考えていただきたいなと思うところであります。 

さて、先ほど来、加賀田議員からかな、サイレントマジョリティのお話も出ましたけ

れども。意見の出しやすさ、提案のしやすさというそういう環境を作ることが非常に大

事だということからなんですけれども。町のあの運営、町の職員に対しても同じだと思

うんですけれども。やはり町民の声に耳を傾けるということ大事だということで、先ほ
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ども議論されたかと思いますが。やはり審議会とか委員会とか公募で委員を募集すると

か、そういうところについてはあて職の方も多いわけで、そういった部分でもぜひ改善

をしていってもらいたいということと、そのやっぱり未来を執行していくまちづくりと

いうことですので、町長もさっき公民館の話で若い人たちのと言っていましたけれども、

ぜひとも若い人の意見を取り入れていっていただける取り組みをお願いしたいなと思う

わけです。 

私、この間ちょっとある番組を見ていた時に、その女川町の災害復興の取り組みの話

でちょっと衝撃を受けた話題がありまして、ちょっと時間もないですが紹介すると。そ

の女川町というのは復興のトップランナーだということで、もうどんどん復興がなされ

て、新たなまちづくりが進んでいるというわけですけれど。 

そのどうしてどうそうなったとかいうところが大事で。その復興連絡協議会というと

ころの座長さんというか委員長さんが、この還暦過ぎは口出すなということを銘打って、

若い人にどんどん意見を言わせて取り組んだということがすごく印象的だったわけです

けれど。 

やっぱりそういう環境を作るということが大事で、経験豊富な方、要するに還暦以上

の方たちはサポートに徹しようと。その委員長さんも実際６５歳でもう還暦過ぎなわけ

ですけれど、あえてそういう発言をする中で若い人たちに発言をしてもらうということ

は、発言によって自分に責任を持って動けるようになるということであります。 

ぜひ黙ったままでいるのが一番いやすいわけで、さっきサイレントマジョリティの話

もありましたけれど、逆に黙っていると楽なわけですね。責任ないですからね。そうじ

ゃなくてやっぱりどんどん発言をし、参加していくという環境はやっぱり作っていくこ

とが大事だなというふうに思ったわけであります。 

今の時代も多くの先輩の皆さんが築き上げてきてくれた今であり、現代であるわけで

すけれども、やっぱりこれから先は今の若い人たちがやっぱり作っていくべきものだと

思うわけで、ぜひそういう人たちの意見を反映させるような町の施策、方法をとってい

ただきたいなと思っているところであります。 

まだまだ言いたいところはいっぱいあるわけですけれども、もう時間もありませんの

で。 

もう一つだけ。これも小布施の話ですけれども、若者会議というのをやっているとい

うのご存じかと思いますけれども。全国の若者集めてやっているわけですが。その中の

場面で、ある職員が全体を変えようと思ってもなかなか難しいと。役場で机で考えてい
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ても駄目だと。やっぱり一歩前へ出て商店街の活性化なんですけれど、全体を活性化さ

せても無理だと。一つの商店の問題を変えることは向き合えるんだと。みんなそれぞれ

場面が違うんで、まずそこから一歩現場に出て、町長の言う現場に出て取り組むことが

大事だということを言ってて、そうだなと思ったわけであります。 

本当に役場の職員の方々のリーダーである町長、本当に大変だと思いますけれども、

ぜひとも今申し上げたようなことまた次期町長選にも向けて、公約にも取り上げていた

だいて、ぜひまた頑張ってやっていただければなと思っているところであります。 

以上をもって私の質問を終わりにいたします。 

ありがとうございました。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ぜひ、若者のご意見をということでありますけれども。 

私も今月若武者の総会に出席をして、いろいろと話をいたしました。それから公民館

研究集会も。 

それから今のまちづくり会議でありますけれども、平均３８歳。私それにまちづくり

会議のそのワークショップに一番最初に出席をしてお世話になりますということで、そ

れから非常に重要なことであります。「忌憚のないご意見を出し合ってほしい」というこ

とを申し上げました。 

その基本計画の時に私は思ったんです。いつも知っている高齢者といわないまでも５

０、６０、７０にならんとする人たちががらっと変わったなという印象を非常に受けま

した。良い傾向だというふうに思いました。 

それから若武者の総会に出た時にも、いろいろ一杯飲んで話をする中で、若者の人た

ちというのは非常に周りが見ているよりも、若武者の皆さんは特にそうかもしれません。

自分たちで必死で農業をやっております。 

いわゆる補助金だのみの農業をやっておっちゃ駄目だというようなことで話をいたし

ました。非常にしっかりした考えを持っているなというふうに思った次第でございます。 

そういった場面へも足を運ぶ中で、そういった情報を収集して、これからのまちづく

りに活かしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（関 克義） 通告のありました一般質問は以上で終わります。 

 

散 会 

○議長（関 克義） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 
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これにて散会といたします。 

 

午後３時２８分  散  会 



 

 

 

 

 

 

平成２７年 松川町議会 第１回定例会 

（第 １５ 日 目） 
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平成２７年第１回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １５ 日 目 ） 

 

 

平成２７年 ３月１９日（木曜日）    午後３時００分 開議 

 

 

開議宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 議案第１２号 平成２７年度松川町一般会計予算について 

第 ２ 議案第１３号 平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について 

第 ３ 議案第１４号 平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について 

第 ４ 議案第１５号 平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について 

第 ５ 議案第１６号 平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について 

第 ６ 議案第１７号 平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について 

第 ７ 議案第１８号 平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について 

第 ８ 議案第１９号 平成２７年度松川町青年の家特別会計予算について 

第 ９ 議案第２０号 平成２７年度松川町水道事業会計予算について 

第１０ 議案第２１号 平成２６年度松川町一般会計補正予算（第６回）について 

第１１ 議案第２２号 平成２６年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）

について 

第１２ 議案第２３号 平成２６年度松川町後期高齢者医療特別会計予算（第３回）につい

て 

第１３ 議案第２４号 平成２６年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）につ

いて 

第１４ 議案第２５号 平成２６年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回）に

ついて 

第１５ 議案第２６号 平成２６年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）

について 



 －268－ 

第１６ 議案第２７号 平成２６年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第４回）

について 

第１７ 議案第２８号 平成２６年度松川町青年の家特別会計補正予算（第２回）について 

第１８ 議案第２９号 平成２６年度松川町水道事業会計補正予算（第５回）について 

第１９ 議案第３０号 松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について 

第２０ 議案第３１号 松川町子どものための教育、保育給付の支給認定及び利用者負担に

関する条例の制定について 

第２１ 議案第３２号 松川町保育園設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

第２２ 議案第３３号 松川町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について 

第２３ 議案第３４号 松川町保育園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

第２４ 請願・陳情の審査 

請 願 １ 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願について 

陳 情 １ 開かれた中央公民館の実現に向けた陳情 

陳 情 ２ 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないよう

関係機関に意見書を提出することを求める陳情 

第２５ 発議第 １号 手話言語法（仮称）制定を求める意見書の提出について 

第２６ 発議第 ２号 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないこと

を求める意見書の提出について 

第２７ 継続審査・調査について 

第２８ 町長あいさつ 

閉  会 

 

出席議員  １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員  ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のために会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午後３時００分 開 議 

開議宣告 

○議長（関 克義） 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２７年第１

回松川町議会定例会を再開いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（関 克義） 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

佐々木代表監査委員の出席をいただいております。 

株式会社チャンネル・ユーのケーブルテレビ生中継の許可をしてあります。 

 

日  程 

＝＝＝ 日程第１ 議 案 審 議 ＝＝＝ 

◇ 議案第１２号 平成２７年度松川町一般会計予算について 

◇ 議案第１３号 平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について 

◇ 議案第１４号 平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について 

◇ 議案第１５号 平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について 

◇ 議案第１６号 平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について 

◇ 議案第１７号 平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について 

◇ 議案第１８号 平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について 

◇ 議案第１９号 平成２７年度松川町青年の家特別会計予算について 

◇ 議案第２０号 平成２７年度松川町水道事業会計予算について 

○議長（関 克義） 日程第１、議案第１２号、平成２７年度松川町一般会計予算について、

日程第２、議案第１３号、平成２７年度松川町国民健康保事業特別会計予算について、

日程第３、議案第１４号、平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について、

日程第４、議案第１５号、平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について、日

程第５、議案第１６号、平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について、日

程第６、議案第１７号、平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について、

日程第７、議案第１８号、平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について、

日程第８、議案第１９号、平成２７年度松川町青年の家特別会計予算について、日程第

９、議案第２０号、平成２７年度松川町水道事業会計予算についてを一括議題といたし
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ます。 

議案第１２号から２０号までにつきましては、審査を各常任委員会に付託してありま

す。その結果を順次報告をお願いいたします。 

初めに総務社会常任委員会の報告を熊谷宗明委員長。 

○総務社会常任委員長（熊谷宗明） それでは総務社会常任委員会の報告をいたします。 

本定例会において、総務社会常任委員会に審査を付託されました平成２７年度松川町

一般会計予算、平成２７年度松川町国民健康保険事業特別会計予算、平成２７年度松川

町後期高齢者医療特別会計予算、平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算、平成

２７年度松川町青年の家特別会計予算について、去る３月１１日と１２日に委員会を開

催し、理事者、関係課長、係長の出席を求め慎重に審査をいたしました。 

以下、審査の過程と結果を報告いたします。 

まず、一般会計予算であります。 

「消防団員の年俸年収が前年に比べ３０万円くらい減っている。定数２９６人に対し

現在２７０人である。機能別団員の充実、分団付き女性消防団の検討、一日体験入団の

実施により、今後の消防団体制の維持、強化を」との意見がありました。「今後の消防団

体制の改革素案はできており、消防委員会と審議して方向を構築していく。分団付き女

性消防は、ラッパ班や救護班などで活躍できるよう後押しをしていく」との答弁でした。 

次に、「システム関係の費用が約１億６，０００万円で、情報処理等の経費が毎年増え

ている。将来を見据え、庁内全部を横断的に見渡せる専門職員の育成、もしくは外部委

託によってシステムの監視、拡張できる体制づくりを」との意見がありました。「情報系

の共同化の研究会に参加し、できるだけ費用を抑える検討を行い、業者任せにならない

ようきちっと折衝していく」との答弁した。 

「旧東小学校管理費が３５７万円計上されている。あり方検討委員会の答申では、時

間をかけて正式な使い道を決めていくという内容だったが」との質問がありました。当

面、暫定的に生涯学習課で管理を行っていく。平成２７年度は空き教室の貸し出しのほ

かに、青年の家松川プログラムを３２回予定。合わせて中央小学校で行う事業を計画し

ている」との答弁でした。 

切符販売賃金等に３１０万円計上されている伊那大島駅の活性化についての質問があ

りました。「自発的な駅舎を守る会のような組織を作り、みんなが集える事業の展開や周

辺の美化活動の推進を」との提案に対して、「のらまいか飯田線プロジェクトの企画とし

て、駅舎の中にパンフレットトラックを置き、プランターを設置した。飯田線フォトコ
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ンテストの受賞作品を公共施設に掲示しＰＲしていく。また、駅舎に季節ごとで写真を

飾ってくれている地域のボランティアの方もいる」との答弁でした。 

マイナンバー制度導入に１，８００万円計上されているが、今後の動向についての質

問がありました。「１０月に紙ナンバーでお知らせをして、２８年１月より本人希望によ

ってプラスチック製に交換する。今のところ、住所、氏名、男女の別、生年月日の４情

報でスタートし、本格稼働は２９年１月となる」との答弁でした。 

次に、「飯伊診療情報システム更新負担金１５５万円について、診療の情報やカルテの

共有がデータを通してどのように活用されているか」との質問がありました。「夏以降の

機械の導入によって当面は、日赤病院では飯田市立病院のすべての情報を受け取ること

ができるが、日赤からの開示は一部に限られる。しかし、いずれはすべての情報が共有

される」との答弁でした。 

「大学、高校の奨学金貸付金７２０万円について、その見込みとふるさと松川に戻っ

てくるような条件はつけられないか」との質問がありました。「大学生が１８名、高校生

が３名で計上。新規には大学が５名、高校が１名と見込んでいる。現在は帰省としての

趣旨の考えを持っていない。小、中学生のうちに町に対する愛郷心をはぐくんで、専門

性を身につけて若者が町へ帰ってこれるよう基盤づくりを進めていきたい」との答弁で

した。 

次に、国保財政安定化支援事業分法定外繰出金５，０００万円について、その考え方

について質問と、「国保会計が県下統一化されたときに今調整しているものが無駄になら

ないよう精査して進めてほしい」との意見がありました。「今回５，０００万円の中は、

保育事業分と前年度から翌年度までの医療費の伸びの１／２に該当する部分の保険税が

含まれる形で計上した。基金の蓄えを含めて３年後に十分対応できるよう考えていく」

との答弁でした。 

「自立支援給付費が前年より１，６００万増えているのはなぜか。また給付費のチェ

ック体制はできているのか」との質問がありました。「昨年の７月から新たな事業所が開

設され、そこでの受け入れが増えており見越している。チェック体制は国保連でチェッ

クされたものを町で再度チェックして、間違いがないよう努めている」との答弁でした。 

以上が、一般会計予算で審査した主な内容です。 

次に、特別会計予算であります。 

国民健康保険事業特別会計予算について、担当課長、係長から予算と国保会計につい

ての説明がありました。「後期高齢者支援金が２億円余の大きな支出となっているが」と
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の質問がありました。「県の試算により、後期高齢者医療費の全国合計から自己負担分合

計を除いたものの４０％を市町村の加入者割合等に応じて、介護報酬支払基金へ納付し

ている」との答弁でした。「国民健康保険税の徴収率は９７％で３％の方が滞納している。

滞納したため保険証が交付されないと命に関わる。救済措置はあるのか」との質問があ

りました。「役場の壁をなくして顔見知りになることを一番に考えている。１８歳未満の

方は半年、それ以外の方は１カ月ごとで更新という短期保険証を交付し対応している」

との答弁でした。 

後期高齢者医療特別会計予算については、担当係長から説明がありました。質疑はあ

りませんでした。 

介護保険事業特別会計予算について、担当課長から説明の後、質疑が行われました。

「認知症初期集中事業支援事業１，０２０万円と認知症地域支援推進員５６０万円につ

いて質問がありました。新事業として下伊那赤十字病院へ委託し、チームを組んで初期

の段階で認知症を発見していく。地域支援推進員は包括支援センターと連携をとりなが

ら予防事業を行ったり、訪問して受診を促す業務を行っていく」との答弁でした。 

青年の家特別会計予算について、担当課長より説明の後、質疑が行われました。「教育

委員会では、社会教育施設としての維持は難しいとの方針が示されたが、今度は町とし

て指定管理後の青年の家をどう活かすか早急に方針を出すべきだ」との意見が出されま

した。「夏頃までには方向性を県へ投げかけるようになっているので、しっかり協議をし

ていく」との答弁でした。 

議員間討議の後、要望、再度の質問、審議が行われました。 

「今回、予算書等の訂正が何回も行われた。しっかり精査をして提出すべきである」

との指摘が各委員からあり、精査し、提出するよう強く要望をいたしました。 

「保育料改定について」多くの質問、意見が出されました。「国の制度改正によって保

育料の設定が住民税の所得割額に変わる。それにより、予算計上された保育料が１，０

００万円くらい減額になるが、その部分についてどう手当てしていくのか」との質問に

対し、「予備費は計画している事業があり、繰越金で考えていく」との答弁でした。 

また、この件について町長としての子育て支援の方針が予算概要等を含め明らかにさ

れていないことに対し、「町長就任１年目に８％保育料を下げている。今回の改訂による

値上げは避けるようにと申し上げた」との答弁でした。委員会では、関係資料を整備し、

全協で説明すべき」との意見が出されました。 

「東小学校の管理、実際の運用形態、ＰＴＡからの要望書の扱いについて」の質問に
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ついては、「東小に関わりの深い卒業生の皆さんが大勢おり、そういった地元の方にお願

いする予定である。松川プログラムに関しては、青年の家職員が東小に行って指導、あ

るいは講師を派遣し授業を行う。要望書は拝見している。ご意見いただいている点につ

いては今後も検討し、精査していくが、管理にあたっては愛着心を持ってそこに住んで

おられるそういう方のお力をお借りして管理にあたっていただく」との答弁でした。 

以上が付託されました各会計予算案に対する審査の主な内容です。 

採決の結果、一般会計予算は賛成者５名、反対者１名、国民健康保険事業特別会計予

算、後期高齢者医療特別会計予算、介護保険事業特別会計予算、青年の家特別会計予算

については、全員賛成でした。したがって、平成２７年度全会計予算とも原案どおり認

めることが妥当と当委員会では決しましたのでここに報告いたします。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（関 克義） 次に、産業建設常任委員会の報告を米山俊孝委員長。 

○産業建設常任委員長（米山俊孝） 平成２７年度第１回定例会産業建設常任委員会、平成２

７年３月１９日。 

産業建設常任委員会の報告をいたします。 

本定例会において産業建設常任委員会に審査を付託されました平成２７年度松川町一

般会計予算、平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算、平成２７年度松川町農

業集落排水事業特別会計予算、平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算、平

成２７年度松川町水道事業会計予算について、去る３月９日・１０日に委員会を開催し、

理事者、関係課長、係長の出席を求め詳細な説明を受け、慎重に審査をいたしました。 

審査の経過と結果を報告いたします。 

まず、一般会計予算であります。農業振興費で地域連携推進員を新たに設置すること

について質問が出されました。「平成２６年度に国の補助事業を活用し、営農意向アンケ

ート調査を実施したデータに基づき訪問調査等を行い、農地の斡旋に関わる人員である」

との説明を受け、「既に農協から出向している２名の職員と業務の棲み分けができるか。

また、具体的な担当業務の部分について説明を求めるとともに、農地集約まで先を考え

ての増員であってほしい」との要望も出されました。「営農意向調査の回答を得ていない

方があり、また樹園地が相談なく切られていく現状もあるため、対象農家へ出向き直接

意向を確認することによって、よりきめ細かな情報を収集し、空きの農地対策の実効が

上がるように活動する」との答弁がありました。議員からは、「一歩踏み出すことは大変

意義のあることで、地域連携推進員配置事業は賛成する」との意見もありました。 
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中山間地地域の活性化推進事業について、「１，０００万円弱の予算が計上されている

が、梅松苑などの関係施設を指定管理に出しているから良いのではなく、行政の持って

いる施設がどのように使われているか検証すべきではないか」との質問が出され、「施設

についてはこれまで事業としては役割を果たしてきていると考えているが、生東地域の

人口減少、高齢化もあり、役割を再確認する時期と思う。外からお客を呼び込み、施設

が活発になれば地域の皆さんが幸せになることならそれを目指すべきだとは思うが、生

東地域の課題に対応するための施設として考えることも大切ではないか」との答弁があ

りました。 

新規就農者に対する予算について、新規就農者の定着について疑問が投げかけられま

した。「新規就農者が定着しない事情をしっかり分析できているか、要因を把握している

か」との質問がありました。「受け入れに際しては、農村交流センターみらいが担当して、

受け入れ側の里親さんも含め定期的に顔を合わせたりして相談に乗ったりしている。助

言をするが、最終的に決めるのは本人であって、中には定着せずに帰ってしまうケース

もあるのが現状である。役場職員が受け入れ時点で判断して支援をしていくという部分

では難しい面もある」との答弁で、議員からは「事務職の采配には限界があり、現在と

違った公社を立ち上げるなどして、プロ集団の中で力をつけ自立させるような取り組み

も必要ではないか」との提案もありました。 

「まつかわの里温水プール施設費が昨年比マイナス１８９万円となっているが、その

説明と子ども水泳教室のインストラクターの報償費が盛られているが、どのような指導

が行われているか」との質問に、「昨年比１８９万円減の理由は１７４万円ほどが燃料費

の減。報償費の関係は、子ども水泳教室のインストラクターで、週に毎日というくらい

コマを持っていて子どもたちを指導している。講師は現在４名、１回７，６００円とい

う報償費単価になっている」との答弁がありました。 

「住宅費の中の住宅建築物耐震改修事業及びブロック塀の補助について、現在の状況

とどのような使い方をしているか」との質問に、住宅建築物耐震改修促進事業というこ

とで、９０万９千円の５棟分を予算化している。また、ブロック塀等の耐震改修につい

ては、１０万円かける３件ということで予算化した。こちらの住宅耐震に関しては、他

の町村では６０万円が上限で、松川町については上乗せ補助ということで３０万９千円

を上乗せして補助しており、耐震改修の促進を図っている」と答弁がありました。 

続いて特別会計の審査を行いました。 

松川町公共下水道事業特別会計予算について。 
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「松川浄化センターの耐震診断１，５００万円が計上されている。うち１／２の７５

０万円は国庫補助金が充当されているが、この耐震診断は必要なのか。また、簡易診断

では駄目なのか」という質問に、「松川浄化センターの耐震が必要かどうかということに

ついては、平成１０年供用開始で設計はその前に行われており、阪神淡路の前の設計基

準の設計とのことで、現在の耐震基準を満たしていない。今後の計画で、固定脱水機を

２階部分に設置していくにあたっては、基準に基づいて設置できるかどうか確認が必要

になる。建屋については耐震診断、またこの荷重に耐えるかどうかまず診断をしなけれ

ばならない。沈殿池についても、地震等の災害の際には、管路が破損して被害を受ける

ことが想定される中で、くみ取ってきた汚水を池の方に直接投入ということで、薬品処

理をして放流なりも想定されており、そのようなことも含め施設に対しての耐震診断が

必要になるということ。起債の償還等財政状況を考慮して進めていかなければならない

が、補助事業に持ち込んでいくためには、この耐震診断に基づいて設計等が行われてい

く必要があるとの答弁であったが、一般の耐震診断に比べ１，５００万円という金額が

大変高額だ。もっと安くできないか」との質問に、「建物ほか沈殿池など埋設物も含んで

おり、業者も限定される。内容・金額ともに十分精査して実施していきたい」との答弁

がありました。 

松川町農業集落排水事業特別会計予算について。 

「平成２６年度は繰越金が５００万円で、一般会計からの繰入金が３億２００万１千

円となっていた。平成２７年度においては、繰越金が７６０万円余あるにもかかわらず、

繰入金も３００万円ほど増加して３億５００万円となっている。繰入金がなぜ増加して

いるのか」との質問に、「繰越金は平成２６年度において加入金の負担金の増により繰越

金が増額となる見込みとなっている。償還金は、平成３５年頃までは、毎年ほぼ同額の

償還が見込まれている。繰入金の増は、各処理施設ともに経年により機器等に支障が出

ており、平成２７年度において大島クリーンセンターの攪拌装置の更新に７５６万円が

必要になってきた。これにより、繰入金が増加している」との答弁でした。 

「農集排、公共下水の起債償還について、今後の年次償還推移など一覧表での説明を

求める」との要望が出されました。償還計画表が提出され、「２８年度の予算時点で償還

すると、農集で約３０億円、公共で２０億円弱の残となる。その後、平成３５年から３

６年頃より急激に減って、農集で年間３億円、公共では２億円になる。この償還を踏ま

えて、今後の計画策定をすることになる」との説明でした。 

松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について。 
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「昨年、ＰＯＳレジを導入して、その効果としてどのようなことが起きたか」との質

問に、一番大きく変わったのはレストランがＰＯＳレジになり、レストランのどの商品

がどれだけ売れているかということが一目瞭然で出るようになった。メニューを変え、

品数を減らして経費を抑えてという作業を８月、９月、１０月と繰り返し、レストラン

に関してはＰＯＳレジの活用で数字が伸びている。オーダーを聞いてすぐその場で注文

ができるので、お客様の回転も速いという効果が出ているなどと感じている」との答弁

がありました。 

工事請負費について、じゅうたんの張り替え３００万円についての質問がありました。

「じゅうたんの張り替えについては、平成２２年にロビーのじゅうたんの張り替えを行

い、その後４年ほど経過。毎年クリーニングをかけているが、じゅうたんの伸縮性もな

くなってきており、この部分を変えていきたい」との答弁がありました。 

「パターゴルフ場の１月末時点での利用者数がマイナス１２％。去年は３６９万円ほ

どの利用手数料を当初計上していたが、これらについて今後はどのように考えているの

か」との質問に、「芝の管理は２９０万円支出している状態で、経営会議においてそうい

った経費を抑え、利益が出るようになることを検討していったらどうか」との意見も出

されており、「２７年度に進めていきたい」との答弁がありました。 

松川町水道事業会計予算について、特に質疑はありませんでした。 

以上が付託されました各会計予算案に対する審査の主な内容です。採決の結果、当委

員会としては全員賛成で、全会計とも原案どおり認めることが妥当と決しましたので、

ここにご報告いたします。 

以上でございます。 

○議長（関 克義） 各常任委員会からの報告を終わります。 

ただいまの報告について質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

松井議員。 

○１１番（松井悦子） この総務社会委員会の方の採決の状況は、国民健康保険、それから介

護保険事業について、問題なく採択ということというふうに今報告がされました。 

しかしながら、私は反対の立場でこの部分について、国民健康保険、それから介護保

険事業について、反対の立場で討論をさせていただきたいとそのように思います。 
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国民健康保険事業については、昨年５，０００万円の一般会計からの繰り入れがされ

たということですが、５，０００万円、また今年も５，０００万円ということで、この

質疑の中でこの５，０００万円が保険事業分と前年度から翌年度までの医療費の伸びの

１／２に該当する部分の保険税が含まれるという形で計上をしたというふうに説明があ

ったというふうに今、委員長さんからご報告がございましたが。 

この部分が誠に曖昧だなというふうに思います。５，０００万円にプラス医療費の伸

びの１／２ということであれば、昨年よりも繰り入れが多くなるということだと思いま

すけれども、前年と同じということでありますと、伸びた分の繰り入れはどうなったの

かという、そこのところが非常に疑問だということ。町民の生活が非常に今大変な時期

にこの大幅な引き上げということについては、６月に本算定がありますけれども、前年

よりも、昨年の６月の補正予算の時の国民健康保険税の額が３億１，５４９万円でした。

本年度、今回の国民健康保険税は３億３，５７８万円と、２，０２９万円の保険税をこ

の予算書でいきますと新たにご負担をいただかなければならないということになります。

２，０２９万円の負担ということ。これは非常に大きな負担増となるということは必死

だと思います。 

そういうわけで、繰り入れがもう少しされないと、町民生活に大きな影響を与えると

いうふうに思いますので、この部分は反対をさせていただきます。 

それから介護保険事業ですね。やはり全国平均ですとか、それから長野県の平均とい

うことも何回もお示しをいただきまして、そのことについてはわかりましたが。全体が

上がっている中で、日本中上がっているという中で、じゃあ松川町がどうなのかなとい

うことではなくて、第５期と比べてどうなのか、負担はどうなのかという視点でよそは

よそですから、松川町の町民の皆さんがどうなのかというそこの考え方でいきますと、

やはりこの部分も繰り入れていくしかこの負担増を減らしていく方法はないというふう

に思いますので。 

国の方針もあるというようなお話もございましたが、やはりその部分はその地方の自

治体の裁量でできる部分ということと考えると、この今回の６００円の基準額の増とい

うことはこれは大きな負担増となるということだと思います。町民生活に大きな多大な

影響を与えるということで、この部分も反対をさせていただきます。 

以上です。 

○議長（関 克義） ほかに討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 
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○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１２号、平成２７年度松川町一般会計予算について、原案に賛成の方の起立を

求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

議案第１２号、平成２７年度松川町一般会計予算については、原案のとおり可決され

ました。 

次に、議案第１３号、平成２７年度松川町国民健康保険事業特別会計予算について、

原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１２名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第１３号、平成２７年度松川町国民健康保険事業特別会計予算について

は、原案のとおり可決されました。 

議案第１４号、平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算について、原案に賛

成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第１４号、平成２７年度松川町後期高齢者医療特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。 

議案第１５号、平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算について、原案に賛成

の方の起立を求めます。 

（起立１２名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、議案第１５号、平成２７年度松川町介護保険事業特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。 

ここでお諮りいたします。 

議案第１６号から２０号までを一括して採決を行いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 議案第１６号から２０号までについて、原案に賛成の方の起立を求めま

す。 
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（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第１６号、平成２７年度松川町公共下水道事業特別会計予算について、

議案第１７号、平成２７年度松川町農業集落排水事業特別会計予算について、議案第１

８号、平成２７年度松川町保養宿泊施設事業特別会計予算について、議案第１９号、平

成２７年度松川町青年の家特別会計予算について、議案第２０号、平成２７年度松川町

水道事業会計予算については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第２１号 平成２６年度松川町一般会計補正予算（第６回）について 

◇ 議案第２２号 平成２６年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）につい

て 

◇ 議案第２３号 平成２６年度松川町後期高齢者医療特別会計予算（第３回）について 

◇ 議案第２４号 平成２６年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）について 

◇ 議案第２５号 平成２６年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回）について 

◇ 議案第２６号 平成２６年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）につい

て 

◇ 議案第２７号 平成２６年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第４回）につい

て 

◇ 議案第２８号 平成２６年度松川町青年の家特別会計補正予算（第２回）について 

◇ 議案第２９号 平成２６年度松川町水道事業会計補正予算（第５回）について 

○議長（関 克義） 日程第１０、議案第２１号、平成２６年度松川町一般会計補正予算（第

６回）について、日程第１１、議案第２２号、平成２６年度松川町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第４回）について、日程第１２、議案第２３号、平成２６年度松川町

後期高齢者医療特別会計予算（第３回）について、日程第１３、議案第２４号、平成２

６年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）について、日程第１４、議案第

２５号、平成２６年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回）について、日

程第１５、議案第２６号、平成２６年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２回）について、日程第１６、議案第２７号、平成２６年度松川町保養宿泊施設事業特

別会計補正予算（第４回）について、日程第１７、議案第２８号、平成２６年度松川町

青年の家特別会計補正予算（第２回）について、日程第１８、議案第２９号、平成２６

年度松川町水道事業会計補正予算（第５回）についてを一括議題といたします。 
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説明を求めます。吉澤副町長 

○副町長（吉澤澄久） それでは議案第２１号をお願いいたします。 

＝ 議案第２１号・第２２号・第２３号・第２４号・第２５号・第２６号・第２７号・

第２８号・第２９号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

ここでお諮りいたします。 

ここで休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは４時半まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後 ４時２１分 

再  開  午後 ４時３０分 

 

○議長（関 克義） ただいまの説明について総括して質疑を行います。 

質疑に際しましては、会計名、ページ数をお示しの上お願いいたします。 

質疑はありませんか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） それでは２点お尋ね申し上げます。 

一般会計の３０ページですね。まち・ひと・しごと創生で国交省の官舎の用地買収と

いうことで６，７２０万円というふうな形で計上されております。 

こちらに関しましては、全協や委員会などでも事前にご説明いただいております。今

日の補足資料にも載っておりますので、内容については理解しているつもりではござい

ます。 

もう少し詳しく教えていただきたいんですけれども。こちらの住宅、いわゆるここに

書いてあるような移住体験や新規就農研修者の住宅確保というふうな目的で書かれてお

ります。基本的には、それ専用に使っていくということなのか、それとももっと広げて、

例えばもうちょっとＩターンの方が入ってくるとか、逆に町から仕事の関係で飯田とか

高森に住まざるを得ない方々のためにもう一度松川に戻ってきてもらうような形で住ん

でもらうような、またそういった住宅としてご検討されているのかと、そういうふうな

将来的なちょっと用途について、もう少し詳しくご説明いただければありがたいかなと
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いうふうに思います。 

それからもう１点でございます。 

同じく３１ページでございます。３１ページの商工業振興費ですね。２目の商工業振

興費の同じくまち・ひと・しごと創生でプレミアム商品補助金ということで８３０万円

計上がございます。こちらについても確か、麻生政権の時だと思いましたけれども、や

はり過去にも似たようなことを当町もやったかなというふうに思っております。 

この８３０万円も消費喚起ということで大変結構だと思いますけれども、具体的に例

えばそれによって税収がどのくらい上がるとか、そういうふうな目標というんですかね、

そういったものというものがありましたらお示しいただければと思います。 

以上、２点お願いします。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） お願いいたします。 

まず、１点目の３０ページの１７節公有財産購入費であります。国交省官舎用地買収

についてでありますけれども。こちらにつきましては、用地につきましては敷地面積が

約３，５００㎡ということでございます。単価の方につきましては、公有地の売買事例

等を考慮しまして算出したものでございまして、現在の建物が１７棟立っております状

況です。 

こちらの地域創生先行型実施計画の中では、移住体験や新規就農研修者の住宅確保と

いう形で表現してありますけれども、実際にこちらの用地を購入したいというようにあ

たりまして、産業観光課の方では現在、今言われていた部分に合わせまして、地域お越

し協力隊の隊員の募集ですとか、そういったこともやっております。 

そういったことの中で、こういった住宅が低廉な形で確保できないかという状況の中

で、今回国土交通省の方からお話がありましたので、購入していきたいというような考

えたところでございます。 

ただ、今回の予算につきましては、用地の買収費の方を計上させていただいておりま

して、実際にはあちらには現在建物等がございまして、その建物等につきましては、今

後そのあの建物をそのまま利用していくのか、それとも取り壊して更地にして利用する

のかといった将来的な部分については、現在固まったものはございません。 

ただ、一方で、今言いました産業観光の関係で考えますと、やはり現在移住体験です

とか、新規就農者の住宅の確保については、移住体験についてはない状況で、新規就農

者については教員住宅をお借りしているというような状況でありますので、この点につ
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いては確保していきたいと考えるとしますと、そこら辺は全棟は必要ないかなと。現場

の感覚からすると３～４棟、あるいは４～５棟あれば事業としては成り立っていくかな

ということを考えているところでございます。 

ですので、その他の部分については、ちょっと今現段階では明確に申し上げることは

できませんけれども、今回この有利なといいますか、ひと・まち・しごとの関係で補助

金が充てられるということがありましたので、それを活用してこのすべてを購入、用地

費を購入するという予算を計上したということでございます。 

それから、３１ページのプレミアム商品券の方でございますけれども、全体でこれ８

３０万円計上しておりますが、商品券につきましては７００万円をそのプレミアム分と

して発行していきたいというふうに考えております。したがいまして、今考えておりま

す。 

それから残りの１３０万円につきましては、事務的な経費が発生してまいります。事

務の関係ですと印刷費、あるいは換金するにあたりまして、金融機関の手数料等発生い

たしますので、その点をこちらは充てていきたいというふうに思っております。 

それで発行の方法につきましては、今商工会さんを通じまして、関係の皆さんと協議

をしておりますが、方針としましてはプレミアムを２０％つけていきたいというふうの

考えておりますので。例えば１セット１万円でしたら１２，０００円分の商品券という

ような形になっていくというふうなことを考えております。 

具体的な内容につきましては、今後商工会さんを通じまして、関係団体と協議して決

めてまいりたいと思っておりますが。 

その効果につきましては、消費喚起額で２０％の補助をつけますので、最大で５倍の

消費喚起効果を誘発するというふうに考えますと、７００万円で約３，５００万円とい

う計算になります。つまりその２，０００円分をつけることによって、１万円の消費が

喚起がされると、計算すれば５倍ということで７００万円の５倍ということになります。 

ただ、これはあくまで机上の計算でありまして、もちろん補助金の交付申請にあたり

ましては、こういったことを考えなさいということも言われておりますので、そういっ

た計算式になります。 

今、回答できる部分については、そんなぐらいになります。 

以上であります。お願いします。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） 若干補足と申しますか、先ほどの国交省の関係でござい
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ますが。 

ここには先ほど片桐課長が申しましたが、移住だとかそういうことで書かせていただ

きますが。大きくは新しい人の流れというものを今後考えていきたいということで、と

りあえず移住体験だとか、新規就農ということで書かさせていただいておりますが。な

にせ１１棟ございますので、そういう中で今後また新しい人の流れ、定住というもので

考えてまいりたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 答弁いただきました。 

まず、国交省の用地買収の方でございますが。今、斉藤課長からも教わりましたよう

に、新しい人の流れということで、大変素晴らしいことじゃないかというふうに思って

おります。 

今後、またそういうふうな例えば子育て世代であるとか、そういったことに関しても

また応用ができるのかなというふうに考えております。 

ただ、１点、あくまでこれは確認というふうな意味で教えてほしいんですけれども。

確か、冬頃だと思いましたが、そのかつて町内でもいわゆる民間との競合という問題で、

いろいろと例えば民間、民業圧迫であるとか、そういう議論をかつてあったのかと思っ

ております。 

つい先だっても町内のアパートの資料をいただいて、今こんだけ空きもあるというふ

うな状況の中でというふうなご説明も確か冬頃にお正月頃にいただいたと思っておりま

す。 

そういうふうな状況は状況で。 

ただ、いわゆる行政が主導して、新しい人の流れを作るということに関しましては、

非常に大いに結構だと思いますが。 

ただ、これまでそういうふうな流れもあったというふうな話も聞いておりますので、

いわゆる住民説明というふうな意味で、その辺の整合性についてもう少し突っ込んだご

説明がいただければありがたいかなというふうに思います。 

それから２点目です。 

プレミアム商品券７００万円ということで、額面２０％ございますので、３，５００

万円の表面額は３，５００万円になりますので、その分の消費が行われるということは

非常に町にとってもよろしいのかなというふうに思っております。 
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こちらに関しましては、世間一般ではことによるといろんなご批判もあるというふう

な話も聞いておりますが、やはり町の産業活性のためには必要なことなのかなと思って

おります。ただ、いわゆるばらまきだという批判を受けないためにも、何か一本筋の通

った何か政策的なものもあってもいいのかなというふうに思います。 

例えば何か目的を持って、その何か条件に合致した場合にこの商品券を使える仕組み

にするとか、神奈川県の秦野の例だと思いましたけれども、確か節電型の商品券という

ことで、事業主に対して前年比１５％の節電を果たした事業者にのみ、そういった地域

振興券が使える、こういうふうなプレミアム商品券が使えるなんていう制度もあったと

思います。 

もう時間もあれですので、迫っている補正でございますので、難しいと思いますが、

もしそういうふうなお考えがありましたら、ちょっとお聞かせいただければというふう

に思います。 

以上、２点お願いします。 

○議長（関 克義） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今のご質問の先の質問の方について、私の方から考え方をご説明いたし

ます。 

今、人口減少時代という中で、やはり出会い、結婚、出産、子育て、仕事、住まい、

総合的な政策をこれからは長期間にわたって少しずつでも打っていかなくちゃならない

という考えは、今まで議会の中でも述べてまいりました。そうした意味でも、ずっとい

わゆる町の中には、町有地で、あるいは開発公社等を通じてこれから開拓できるところ

が何カ所かあります。それでそれらについては、ずっと検討を重ねてきております。 

そうした中で、やっぱりどういう形態がいいのか。そういったいろんなことを検討す

る中で、担当課の方で現在の松川町の民間のアパートの状況について、ああいった形で

精査をいたしました。ということはどういうことかというと、非常に重要な政策ではあ

るけれども、しっかりその辺のところも精査する中で踏み込んでいかないと、やはり間

違いもあるよという意味で受け取っております。 

ただ、町として、臨機応変に対応ができる、あるいは行政として、政策として強く打

ち出せる。空いているアパートの部屋もたくさんございます。その辺が、そいじゃそれ

がどういう場所にあって、どういう条件下で、どういう建築年数でというところまで把

握しているわけではないわけですので、次に打っていくことはこういうことだぞという

ことも検討をしている中で、今回ああした地方創生先行型という形でなってまいりまし
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たので、本補正の方に上げたという次第でございます。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） まず、１点目の用地買収の方につきましては、私の担当すると

ころだけお話しさせていただきますと。やはり移住体験住宅、あるいは新規就農者の方

の住宅となりますと、家族で体験に来られたりするケースがほとんどであります。そう

しますと、やっぱりお子様連れの方もいらっしゃるので、一戸建ての賃貸住宅というも

のをご用意したいというのがあります。 

それから今回の場所につきましては、集合しておりますので、一戸建てに入っていた

だいても、そうした方々がお互いに不安がある中で交流できるということもあるかなと

いうことで、そういったところで今回提案させていただいたところであります。 

なかなか民間の賃貸でそのアパートでということになると、それが達成できないとい

うことでございます。 

それからプレミアム付き商品券の項で、目的型でという話がありましたが。これにつ

きましては全体の予算の中で、後ほど斉藤課長の方からお話してもらいたいと思います

が。 

バランスをとる中で、私どもの方でこのプレミアム付き商工振興の関係でいただいた

金額になります。これは過去の２回ほど、平成２１年か２２年に同じようなことをやっ

ておりますので、そういったものの経験を踏まえまして、この金額を設定したという経

過があり。 

その中では、この話があった段階で、商工会長さん以下役員の皆さんが、これをぜひ

使ってやっていきたいというような要望も町の方にいただいておるということでござい

ますので、この点については、広く一般の方々、皆さんに使っていただきたいという点

で、この７００万円をご用意したということでございます。 

○議長（関 克義） 斉藤まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（斉藤和勇） アパートだとか、そういったことの民間の関係でござい

ますが。 

前回、土地開発公社の関係で資料を出させていただいたわけでございます。新たに土

地を取得して、そこで造成をかけて分譲をしていくという中での提案ということでござ

いました。今回はそこに建物があるということで、若干意味合いが違うのかなというこ

とで思っております。 

それと若者定住とか、そういった所得の関係もございますので、そういうことも踏ま
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えまして、今回は新たに土地開発公社で分譲をして、そういった用地を提供するという

ことじゃなくて、もうあるものを提供していきたいと。若干スピードが速くなれるんじ

ゃないかというようなことで考えております。 

それと商品券の関係でございますが、全体で松川町が交付金額２，７６１万７千円で

すね。そういう中で、松川町では一応４種類のプレミアム商品券をということで考えて

おります。国の方からは、６種類ほど提案がございました。その中で、松川町の方でも

２，７６１万７千円を、すべてプレミアム商品券ということでは、やっぱしそれだけ買

っていただけるのかとか、消費喚起があるのかとか。これは買っていただけないものは

すべて返還になってしまいますので、多くの住民の方に利用していただきたいというこ

とで、生活支援型の商品券の交付ということで、１５歳以下の児童の方、また１人暮ら

し世帯というようなものも設けさせていただきましたし、観光という面から、ふるさと

名物商品券というようなことで５００万円ほど。また、住宅リフォーム補助ということ

で、今年まで現金と券を配っておりましたが、今回のこの事業につきましては現金の交

付はできませんので、あくまでも今回の住宅リフォームにつきましては、商品券という

ことで提案をさせていただいておりまして、松川町では４種類の券を発行してまいりた

いと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） よろしいですか。 

そのほかございましたら。 

間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） ３４ページ・３５ページ・３６ページに関わりますけれども。 

消防施設費、また教育費、公民館費で、高額な減額がされておるわけでございますけ

れども。どこかで説明いただいたかもしれませんけれど。 

まず、消防施設費で、工事請負費の貯水場の工事費減７４０万円。それから北小学校

の次の教育費の北小学校の体育館の改修工事費の減が６００万円余。それから３６ペー

ジの公民館費で、名子原体育館の駐車場の正面設置工事減が発電装置ですね、４００万

円ほどございますが、この点について工事費の差金か、工事を縮小したのか、その辺の

説明をいただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） それでは消防施設の関係をお願いします。 

防火貯水槽の工事減７４０万円でありますが。２６年は名子中央保育園に１００㎥、
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それから古町の小的地籍に４０㎥の貯水槽を計画しまして、国へ５割補助の申請を行い

ました。結果の４０㎥の方は不採択ということになりました。この原因は、国の財源に

よるところだというふうに聞いております。 

事業費も７００万円を超える、また補助金も多額でありますので、単費での施工は困

難ということで、今回断念をしまして不用額とさせていただきました。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 北小体育館について。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） 北小学校の工事請負費の減でございますが。工事の発注における

入札の差金の減、それと当初見積もりからの設計費の段階での精査による減によりまし

て、工事費が減額になっております。 

○議長（関 克義） 公民館発電装置につきまして。 

小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 町民体育館の関係でございます。非常用発電なんですが。 

当初、一番冒頭の業者とのメーカーを決めてこの機種がということでやってきた時に、

おおむね１，２００万円ぐらいの予算がかかるかなというようなことを言っていました。

それでもある程度交渉の予算計上の上での交渉の中で、９００万円程度というようなこ

とでいけるのではないかというような話の中で計上した経過ございますが、それでも落

札額が５００万円弱であったというようなことで、すいません、過大な見積もりと思っ

ております。気をつけたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 間瀬議員。 

○１０番（間瀬重男） 貯水槽の関係においては、古町地区の貯水槽を断念したということで

ございます。また、北小学校の体育館の工事減については、工事差金ということの中で、

やはりちょっと過大な見積もりではなかったかと思うわけでございます。 

発電装置については、今説明がございましたけれども、やはりちょっと過大な見積も

りであったのかなと思いますので、今後極力しっかり精査した中で見積もりをお願いを

することが大事かと思います。 

以上です。 

○議長（関 克義） そのほかございましたら。 

森谷議員。 
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○６番（森谷岩夫） 私も今３４ページでありますか、一般の貯水槽の設置工事、気になって

おりましたら今、４０㎥の方、古町の方は今回不採択になったと、そういうことであれ

ば仕方ないわけでありますが。 

各自治会にもきちっとした自治体の消防組織等ができてきておりますので、計画的に

町長もよく言っておられることでありますが。これからはやはり安全なまちづくりとい

うことに関しては、この防火槽の設置というのは非常に大事だと思いますし、防火槽を

設置してその上にまた広場を作ったりというようなこともできますので、従来のただ池

があるというものとはまた違いますので、ぜひ粛々ときちっと整備をされていくと、そ

ういうことでお願いをしたいと思うんで、この古町のものは今後どうするか、それにつ

いてお願いをいたします。 

それからもう１点、１６ページでありますが、総務費の国庫補助金で、この１，３７

５万円という大きいお金がきておらんという、このようでありますけれども。社会保障

税番号制度のシステムの整備費というようなことで、当初予定にあったものがどうして

こうなったかということをお聞きをしたい。 

取りやめになったのならそれでいいわけでありますが、どうもそうではないというふ

うに思いますので、どうしてこの大きいものが減額になっておるか。 

それからもう１点は、この繰越明許費の中でありますけれども、この１０番の教育総

務費、地方教育行政の組織と運営に関する法律改正に伴う例規整備支援事業の５４万円

の繰り越しと、こういうことのようでありますが。これについてもう少し詳しくご説明

をいただきたいと思います。 

以上３点。 

○議長（関 克義） それでは貯水槽につきまして。 

高坂総務課長。 

○総務課長（高坂竜夫） この不採択となった古町の小的地籍は、自然水利が皆無であります。 

今、消火栓が３基設置しておりまして、消防の水利基準は満たしておりますが、やは

り必要だということで地元からも要望をいただいております。 

１０年前から、新設の貯水槽につきましては４０ｔ級以上で地下タンク方式で耐震で

あるということで、基準を決めております。その時に地元の負担率、いわゆる補助率の

引き上げも行って、今１割の地元からの負担をいただいているという現状でございます。 

いずれにしろ、国の方では、事業費ベースでは、事業費ベースで１，０００万円以上

の申請がないと採択というか、持ち上げられませんので、１，０００万円というと複数
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の貯水槽が必要になります。 

２７年度当初は盛り込んではありませんけれども、本日も新井地籍からぜひ要望した

いという声が聞いておりますので、それらと合わせましてぜひまた補正等で持ち上げれ

ばということで考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 番号システムにつきまして。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 社会保障税番号制度システムの整備補助金につきましては、平

成２６年度２７年、２年間の分を２６年の当初に載せてございました。すべてを載せて

おりましたけれども、国の方針が変わりまして、２６年度分を２６年で、２７年の分は

２７年でということで変更になっておりまして、本日採択していただきました当初予算

２７年の当初予算に再度載せてあるというものでございまして、平成２６年のうちで２

７年の予定であったものを全額落として２７年度にもっていったという経過がございま

す。ですから、今年度のものについては、いただくものはいただいておりますので、そ

のような事務処理という形になりました。 

繰越明許にあります上から３段目の３８０万円につきましては、２６年度で行うもの

のうちの厚生労働省分なんですけれども、こちらにつきましては２６年度ですべて終わ

りにしたかったのですが、システム開発で使うソフトの開発が全く手が付いておりませ

んので、２６年で終わりにする事業でありますけれども、繰り越しをさせていただいて、

続きを２７年度で行っていただくという予定でおります。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 繰越の教育費について。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） この例規整備につきましては、地方教育行政の組織と運営に関す

る法律改正に伴いまして、大きな部分では総合教育会議を設置。それと大綱の策定等あ

りますが。 

その背景の部分では、教育長、教育委員会、委員長等の身分、立場、これが変わって

まいります。それと教育委員会組織そのものの例規等も整備が必要になってまいります。

これをたくさんの例規の改正につきまして実施する予定でございました。しかしながら、

整備がこれ全国的に一斉おりまして、委託している業者、私どもの作業日程に遅れがあ

りまして、やむを得ず繰り越しをさせていただくものでございます。 
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よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） ここでお諮りいたします。 

まもなく５時になりますが、このまま会議を続けたいと思いますが、異議ございませ

んか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

それでは会議を続けます。 

森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 今の防火槽のことは承知をいたしまして。ぜひこれからもいくつも出て

くると思いますし、だんだんだんだん今用の防火槽が必要でありますので、１，０００

万円以上でないとというようなお話もありましたが、ぜひ古町の方も含めて、計画的に

整備をきちっとしていくと、そんなことでお願いをしたいというふうに思います。 

このシステムの改修のことについては、今ご説明があったので承知をいたしました。 

それで結局ここに繰越明許の方に中には３８０万円のこの社会保障、このシステムの

改修のソフトと言っておりましたが、これもありましたが、そうすると２７年度末をも

ってすべて完成できるのか、その点だけお願いをいたします。 

それから今のその地方教育委員会の組織のこれについては、基本的には４月１日が施

行というふうにお聞きをしておりますので、こども課長も非常に保育所のこともあった

りいろいろで大変だったとは思うけれども、本来は今松川の場合については、教育長の

任期はまだ残っておられるということで、経過措置というふうに承知をしておりますの

で、本来であれば国の法律がきちっと変わる４月１日にということでありますから、今

回３月の定例会あたりに条例が出てこんというのはおかしいというふうに思っておりま

すが。 

いずれにしても、この繰越明許というのはすぐ繰り越しておきゃいいという話じゃな

くて、それぞれ１年１年きちっと積み重ねてやっていただくということがもっぱらであ

りますので、国からお金がくるのを遅くなったとか、そういった事情ならともかくとし

て、きちっとしたものは一生懸命やって、どうしてもできん事業があって初めて繰り越

しと、こういうふうに理解をしておりますので、ぜひそうしていただくことが、仕事上

でも大事だとそんなふうに思います。 

この５４万円のこの例規集、いろんなものも多くいろいろ整備をしにゃとお聞きであ

りますが。いつ頃この整備をする予定であるか、そのあたり方をそれじゃお聞かせをい
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ただきたいと思います。 

○議長（関 克義） 番号制度について。 

塩倉住民税務課長。 

○住民税務課長（塩倉智文） 厚生労働省分の３８０万円につきましては、２７年度中に終了

する予定でございます。 

お願いします。 

全体を２７年度で終了する予定でございます。 

○議長（関 克義） 例規整備について。 

下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） まだ時期的にちょっと業者とあれですが、来年度半ば頃には制定、

整備をしたいというふうに考えております。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） わかりました。 

そいじゃぜひ頑張ってきちっとしたものを作っていただきたいと思いますが。 

いずれにしても、いろいろ業務が重なっておっても、国が法律上の行為でいつから施

行ということでありますから、当然基礎自治体も右に習うのが普通だというふうに思っ

ておりますので、できるだけこういうことのないようにというふうに思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（関 克義） 島田議員。 

○８番（島田弘美） 一般会計の１８ページに農業補助金２，３６６万２千円減と。それから

歳出の方で２９ページに農林水産事業費の中の農業費の２，０４３万円が減になってお

るわけですけれど。 

先ほどの副町長の説明によりますと、この補助金は事業者の方に直接払うようになっ

たからというご説明であったかと思います。どうしてこのような形になったのかという

ことのご説明をいただきたいということと、それからもう一つは、先ほど加賀田議員が

ご質問をしておりましたが、プレミアムの商品券でございますけれども。これに見てみ

ますと、商工会加入店舗等とＪＡで使用できる商品券とこういうふうになっております。 

例えば下の方に住宅リフォームの補助金が、今年度総事業費６，０００万円の中で補

助率１０％ということで、上限を１０万円ということで見ております。それでこれに変

わらない、いわゆるその建築の営繕費とか、いろいろあるわけであります。少額なもの

が。あるわけでありますけれども、そのものについてもこの住宅リフォームの補助金の
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商品券を買ってやるのか、あるいはプレミアム商品券も利用できるのか、そこら辺の取

り扱いの事業者というか、それの枠をできるだけシビアというか、拡大をさせていただ

いて、どちらでも使えるというような形をとっていただければありがたいというふうに

思いますので、その点についてお伺いをさせていただきます。 

○議長（関 克義） 片桐産業観光課長。 

○産業観光課長（片桐雅彦） ６次産業化ネットワーク活動交付金の減でございますが、こち

らにつきましては当初予算では町を通じて事業者の方に補助するということで計上させ

ていただきました。 

この事業につきましては、昨年度といいますか、本年度の年度途中までは国の方から

事業者の方に直接補助をするという事業でやっておりましたものが変わりまして、分権

といいますか、権限移譲で国からではなくて県を通じて町を通して補助を出すという制

度に、今年度の途中で切り替わりました。 

この事業者の方は、町にも書類を出していただいて、申請をしておったんですけれど

も、採択の段階で旧制度の方に採択がされるようになりましたので、旧制度は直接事業

者に補助するということになりましたので、今回町の方を通さずに直接補助を受けてい

くということで補正をさせていただきたいということでございます。 

それからプレミアム付き商品券とリフォーム補助券の部分で、建設の関係の棲み分け、

あるいはその取り扱いの柔軟性については、今ご要望というかご意見いただきました。

この点につきましては、これから商工会さんと最終的な部分は商工会さんを通じて、関

係団体の皆さんと詰めていきたいというふうに思っております。 

ただ、考え方としては、島田議員おっしゃっていただいた考え方と一致しております

ので。棲み分けはさせていただきたいと思っておりますので、これまでもリフォームに

ついてはリフォームの方でやってきておりますので、そちらはそちらで、あるいはその

リフォームの対象にならないものについてはプレミアム付きでとかというような形で、

きちんと棲み分けをする中でやっていきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（関 克義） 島田議員。 

○８番（島田弘美） 今、６次化産業の補助金の件でございますけれど、今ご説明いただきま

して。 

これからは町経費で出すということだということだそうでございます。 

なぜこれを申し上げたかと思いますのは、大変６次化産業にもっていくまでが、非常
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に農業の皆様方大変ご苦労をいただいておるというようなことで、やっぱしある程度の

指導がないと、なかなかそこに持ち上がらないということを聞いておりますので、ぜひ

とも行政を通すことにおいて、そうしたご指導をいただければということならばそれで

結構だと思います。ぜひ積極的に進めていただきたいというふうに思います。 

また、プレミアム商品券については、これからだということでございますので、あそ

こら辺のとこは考慮いただいて、ぜひ良い制度のプレミアム商品券となるように要望し

ておきたいと思います。 

以上でございます。結構であります。 

○議長（関 克義） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

議案第２１号から議案第２９号までを一括して採決を行いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第２１号から議案第２９号までについて、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第２１号、平成２６年度松川町一般会計補正予算（第６回）について、

議案第２２号、平成２６年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）につ

いて、議案第２３号、平成２６年度松川町後期高齢者医療特別会計予算（第３回）につ

いて、議案第２４号、平成２６年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）に

ついて、議案第２５号、平成２６年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回）

について、議案第２６号、平成２６年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２回）について、議案第２７号、平成２６年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予

算（第４回）について、議案第２８号、平成２６年度松川町青年の家特別会計補正予算

（第２回）について、議案第２９号、平成２６年度松川町水道事業会計補正予算（第５
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回）については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第３０号 松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（関 克義） 日程第１９、議案第３０号、松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。大澤保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大澤孝史） ではよろしくお願いいたします。 

＝ 議案第３０号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第３０号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

議案第３０号、松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第３１号 松川町子どものための教育、保育給付の支給認定及び利用者負担に関する

条例の制定について 

◇ 議案第３２号 松川町保育園設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

◇ 議案第３３号 松川町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について 

◇ 議案第３４号 松川町保育園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（関 克義） 日程第２０、議案第３１号、松川町子どものための教育、保育給付の支

給認定及び利用者負担に関する条例の制定について、日程第２１、議案第３２号、松川

町保育園設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定について、日程第２２、
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議案第３３号、松川町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について、日程第

２３、議案第３４号、松川町保育園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定につい

てを一括議題といたします。 

説明を求めます。下沢こども課長。 

○こども課長（下沢克裕） お願いします。 

＝ 議案第３１号・第３２号・第３３号・第３４号 朗読・説明 ＝ 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

議案第３１号から議案第３４号までを一括して採決を行いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第３１号から議案第３４号までについて、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、議案第３１号、松川町子どものための教育、保育給付の支給認定及び利用者

負担に関する条例の制定について、議案第３２号、松川町保育園設置及び運営に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３３号、松川町保育の実施に関する

条例を廃止する条例の制定について、議案第３４号、松川町保育園保育料徴収条例の一

部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

＝＝＝ 日程第２４ 請願・陳情の審査 ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第２４、請願・陳情の審査を議題といたします。 

お手元に配付の請願・陳情の審査をご覧ください。 

これにつきましては、総務社会常任委員会に審査を付託してあります。審査の結果に
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ついて報告をお願いします。 

それでは請願１、陳情１・陳情２について審査の報告を熊谷宗明総務社会常任委員長。 

○総務社会常任委員長（熊谷宗明） それでは本定例会におきまして、総務社会常任委員会に

付託されました請願１件、陳情２件につきまして審議の報告を申し上げます。 

去る３月１２日開催の委員会において、慎重に審査してまいりました。 

まず、手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書につきましては、社会福

祉法人長野県聴覚障がい者協会理事長井上萬成さんより提出されました。 

内容につきましては、手話は大切な情報獲得のコミュニケーションの手段として大切

に守られておりましたが、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことが禁

止されてきた長い歴史を踏まえ、手話が音声言語として対等であることを広く国民に広

め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手

話を言語として普及、研究することのできる環境整備を目的とした手話言語法の制定を

求めるという内容請願であります。 

この件につきましては、「常時手話通訳設置への条例へと進むのではないか」という心

配の意見もありましたが、手話言語法制定に対しましての反対の意見はありませんでし

た。 

以上、採決の結果、全員賛成で意見書提出となりましたのでご報告申し上げます。 

次に、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないよう関係機関に

意見書を求める陳情は、生田の北林皎さんより提出されました。 

内容につきましては、昨年の７月１日に、日本が攻撃を受けていなくても他国への攻

撃を武力で阻止する集団的自衛権の行使を容認する法定決定を与党内の協議のみで国民

に諮ることなく閣議決定を行い、それに基づいて法整備が進められている。 

それにつきましては１点目、武力攻撃事態法、自衛隊法に存立事態を加え、他国の戦

争に参戦を可能にしようとするものであり、国民を戦争に動員する諸法律にも適用して、

協力要請などを可能にしようとしている。 

２点目は、多国籍軍への戦闘、地域での後方支援を可能にする海外派兵恒久法の制定

とＰＫＯ法の改定をして、他国軍防護のため、武器使用を行う駆けつけ警護を可能にし

ようとしている。 

３点目は、グレーゾーンでも自衛隊の武器使用を可能にする検討がされているという

こと。 

これらの法改定は大変危険なもので、戦争を放棄し、戦力の不保持や交戦権否認を明
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記した憲法９条を根本から破壊してしまう。半世紀以上にもわたって積み重ねてきた憲

法解釈を変え、それを法制化することはアジア諸国との間にあって、あえて緊張感を強

め、誰しもが国を超えて、平和に生存していくことへの障害となる。 

よって、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備を行わないことを強く要請

するという陳情でございます。 

この審査につきましては、賛否が分かれましたので、まず採択反対の立場から出され

た主な意見を申し上げます。 

「憲法９条を守ることは賛成だが、今の世界情勢を見て日本は、各国に対して抑止力

がなさ過ぎる。よって、集団的自衛権は必要。憲法９条を守る範囲内で法整備すること

には慎重な対応を図られたい。しかし、集団的自衛権は、国際法上認められている。同

盟国に対しては戦争までいかない形で何らかの措置をしないと、国際法上からも認めら

れない。イスラム、北朝鮮、中国。特に中国に対する抑止力は外交上大事である。国民

の徴用などを可能にしようとしているとの報道もあるが、今の内閣は考えていない。集

団的自衛権は、日本とアメリカ、友好国との関係強化のために方向を出されたものだ」 

採択に賛成の立場からの主な意見としましては、「前回、松川町議会では、集団的自衛

権の法解釈を変更しないとの意見書を全会一致で採択している。また、その後に期間的

なことがあり、審議はされませんでしたが、松川町憲法９条を守る会からも、集団的自

衛権の閣議決定をしないよう求める陳情が提出されており、松川町議会としてそういっ

た経緯、経過、そういう気持ちは継続することが大事ではないか。また、憲法９条があ

るので、日本が周辺国との関係を長く平和に保ってきている。何か問題があれば、個別

的自衛権で十分対応できる。憲法９条が変わる方向へいくことに対しては反対。集団的

自衛権の法整備は戦争に巻き込まれる可能性があり、警鐘を鳴らしていかなければなら

ない」などの意見が出されました。 

審議をした後、委員長を除く６人で採決した結果、採択に賛成・反対が３人の同数と

なり、委員長判断となり、委員長の賛成をもって賛成が４人ということになり、意見書

提出となりましたので、ご報告を申し上げます。 

続きまして、開かれた中央公民館の実現に向けた陳情が、生田の竹内恵美子さん、ノ

ンタンの会有志ほか３８名の陳情者名簿が添えられて提出されました。 

内容につきましては、１つとして、中央公民館は住民サービス向上のため、年中無休

で対応できるよう職員配置工夫の努力を願うということ。 

２つとして、中央公民館図書館前でのフルーツバス伊那バスの乗降ができるようにす
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るという陳情であります。 

２点について審議したところ、反対意見はありませんでした。 

採択の結果、全員賛成で採択となりましたので、ご報告申し上げます。 

以上、総務社会委員会で審議をした内容を申し上げました。 

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（関 克義） 以上で総務社会常任委員会の報告を終わります。 

これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論ありませんか。 

坂本議員。 

○４番（坂本勇治） 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないようにと

いう陳情であります。 

それに対して、採択しない方向で反対意見を言わせていただきます。 

そもそも法整備を行わないようにということですが、ここに書いてある１、２、３の

理由書については、私個人的にはマイナス面だとは考えておりません。中国においては、

民間を使って領土侵入、当然のごとくやってきております。こういった面、あるいは昨

日においては、チュニジアでの暴動、テロといったＩＳＩＬイスラム国からの脅威とい

うのは、国同士だけでなく、もう世界情勢の悪化になっているわけで、やはり毅然とし

て日本がそういった武力、あるいは国の利益を損なうといった面であっても、そういっ

たことに抑止力として与えられるこの法整備というのはいかに早くするかということだ

と思います。そのことによって国土、日本の国民の安全、また国益が保てると考えます

ので、採択を反対したいと思います。 

○議長（関 克義） 森谷議員。 

○６番（森谷岩夫） 私も討論させていただきますが。 

この意見書の提出に賛成するものであります。 

今、委員長の報告にもありましたけれども、このことにつきましては２５年でありま

すが、２５年の１２月に松川町議会では同じことを採択して意見書の提出をしておりま

す。 

その時に一番の問題になったことは、集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅

持し、集団的自衛権の行使につながる憲法解釈の変更を行わないようにと、このことで
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私どもの議会は意見書を提出したと、そんなふうに理解もしております。 

私の担当の委員会でありましたので、全員の賛成をもってこの時は意見書の提出がで

きたと、そんなふうでありますけれども。お話にありましたように、９条を守る会でも

そのご意見書の提出についての陳情が出てまいりましたけれども、１年以上たっておら

んということでありますので、受け取りをしないと、申請を受け取らないというような

ことで、これは見送りになっておりますが。今回、同じことが出てまいって、実質的に

は法律行為の提出をしないようにと、こういうことであります。 

一番のことは、問題は、閣議決定でずっときておるということが一番問題であると私

も思っておりまして。このままこれを放置をいたしますと、ずるずるずるずるいくとい

うような懸念がどうしても消えません。 

従来違った政府見解ということでありますので、もう少し時の政府だけでなくて、も

う少し国民に議論を大きくして、その中でやっぱし決めていくということが大事だとい

うふうに思っておりまして、今のままでのやり方ではなかなか難しいだろうというふう

に私は思っておりまして、今回のこの意見書の提出には賛成をしたいというふうに思っ

ております。 

○議長（関 克義） ほかに討論ありませんか。 

橋本議員。 

○１０番（間瀬重男） 陳情２の集団的自衛権の関係についての陳情の関係についての提出に

ついて、反対の討論をちょっとさせていただきたいと思います。 

先ほど来お話がございましたけれども、現在の世界情勢の中で東アジアの安全保障、

また急速に変化しているこの国際情勢の悪化の中で、今我々日本国の人たちが、国民の

生命、自由、それから幸福等がやはり脅かされていることは事実でございます。 

そういう中で、やはり国連憲章の中には集団的自衛権というのは認められております

けれども、やはり日本国版でいいます自国と密接な関係にある外国に対する武力攻撃を

自国が直接攻撃されていないにもかかわらず、実力を持って阻止する権利ということで

ありますけれども、実際その我々今法整備ということで、一つ一つを憲法９条に合わせ

る中で、その憲法９条に抵触しないように法整備が一つ一つ今国会の方で審議されてい

るということで、どちらかというと私ども考えとしては、今現在たまたま後方支援の問

題もありますけれども、後方支援の関係についてもそれぞれの部署の方でいろいろ研究

されて対応されている現状でございます。 

でありますので、やはり我々としてはもう少し方向性を見ながら対応していくことが
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必要じゃないことで、反対の討論をさせていただきたいと思います。 

○議長（関 克義） ほかに討論ありますか。 

米山議員。 

○１２番（米山由子） 私もこの集団的自衛権容認に関する法整備を行わないようにというこ

とには不採択に賛成をさせていただきたいと思っております。 

いろんな方々がご意見出されましたけれども、委員会の中でも私は申しましたけれど

も、憲法９条を変えて戦争をしていくんだということではありません。これはいろんな

資料を見てみますと、憲法改正は基本的には憲法の考え方は変えないんだと、そうした

考え方からいいますと、戦争を望む国民が今いるでしょうか、日本に。私は戦争は望み

ません。しかし、日本の国を平和で安定的にしていくためには、どうしてもほかの国と

の間で相互に協力をしあいながら、特に友好国との間での協力というようなものについ

て、協力していたけれど、日本はやりませんよということでは今通用しない時代になっ

てきているんじゃないかという気がします。 

もう一つは、ここに３つの理由が出ておりますけれども、他国の戦争に参戦する集団

的自衛権行使を可能にしようとするものだといいますけれども、他国の防衛事態を目的

とした行使は認めないんだと言っていますね。 

それから２つ目につきましても、駆けつけ警護になるんじゃないかと言っております

けれども、駆けつけ警護というのは戦争ではない。武力行使をすることではなくて、警

察的な活動をしていくんだというようなことから言いますと、あまりにも曲げて解釈を

されるのではなくて、私どもは今の日本の現状をやはり冷静に見てみますと、これから

の日本が本当に安定的で平和に、そして積極的な平和主義を進めていくという、そうい

う考え方の中では、私はその考えに賛成をいたしますので、この出されております陳情

については不採択の意見を申し上げます。 

○議長（関 克義） そのほか討論はありますか。 

白川議員。 

○１３番（白川靖浩） 私は後で一応上げるようなメンバーの方へ入っておりますので、言わ

んようにしようかなと思ったけれど、やっぱし今皆さんのお話を聞いておると、ちょっ

と認識がおかしいんじゃないかという。もちろんそれは考え方がそれぞれありますので

これはしょうがないと思うんだけれど。 

昔のことを言わせてもらえれば、私は昭和１６年の生まれで、戦争の体験はありっこ

ねえんだけれども、その時の３歳いくつの年の印象で思っておるんです。祖父が雑音混
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じりのラジオから大本営発表といって言うと、その前であぐらをかいてよしよしといっ

てやっておる姿を思い出すわけでございます。後でお聞きすればし、見聞きすれば、も

うそれがでたらめの報道であったということ。それでそれを国民が鵜呑みにして、ああ

いう悲惨な戦争に突入していったという、そういう経過をやっぱしきちんと学ぶべきだ

と思います。 

今、いろいろ出ましたけれども、一方戦争へ向けての衆の話は、東洋平和のためなら

ばなんで命が惜しかろうというようなことで、国民がそっち突き進んでいったという、

そういう歴史があるわけでありまして、今の毎日新聞やラジオを見ますと、一皮一皮何

か危険な方向へ向かっていっておるような気がしますので、ぜひこれは採択としてもら

って、政府に警告をならす意味でもご賛同願いたいと思いますが。 

よろしくお願いします。 

○議長（関 克義） ほかに討論ありますか。 

加賀田議員。 

○１番（加賀田亮） 私もこちらの陳情に関しまして、採択の立場から意見を述べたいと思い

ます。 

今回、いわゆる法整備についてが論点だと思っております。ただ、集団的自衛権のい

わゆる運用というふうな意味で、このいわゆる手段について、このような形で今現在国

で論じられているということに関して、非常な危機感を覚えます。 

私自身の個人の見解ではございますが、もちろん国が国際社会においてどのようなつ

ながりを保たなければいけないかということに関しましては、百家争鳴の意見があると

思いますし、そうあるべきだと思っておりますが。 

その前にやはりでは私たちの国日本というのはどういう国であるのか、そういうこと

に関しての議論をきちっと詰め切っていないと私は思っております。いわゆる先の大戦

から我が国は、どういう国であってどういうふうな手順でどういうふうにしてああいう

ふうな結果を招いたのかということの総括をきっちりと行ったというふうには私は思っ

ておりません。その部分をあやふやにしたまま戦後７０年の時を過ごしてきたというふ

うに考えております。そして今、それに対して本来追求すべき国の根本のあり方である

そういったことであったりとか、国とは何か、そういった議論を抜きにして些末や手段

の話ばかりが先行している。 

このような形は戦前にも見られたことで、いわゆる本質から目をそらして、細かな法

整備であるとか細かな既成事実、この積み上げによっていつの間にか四方八方ふさがっ
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ていて、あのような決断で大変な事態に突入していったというふうなことと私は理解し

ております。 

そういったことを地方の議会からもの申すというふうな意味でも、この陳情は採択し

たいと考えております。 

以上です。 

○議長（関 克義） そのほか討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

請願１、手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願について、原案のとおり

採決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、請願１は、採択と決定いたしました。 

続きまして陳情１、開かれた中央公民館の実現に向けた陳情について、原案のとおり

採択することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、陳情１は、採択と決定いたしました。 

続きまして陳情２、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備を行わないよう

関係機関に意見書を提出することを求める陳情について、原案のとおり採択することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成７名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、陳情２は、採択と決定いたしました。 

 

◇ 発議第１号 手話言語法（仮称）制定を求める意見書の提出について 

○議長（関 克義） 日程第２５、発議第１号、手話言語法（仮称）制定を求める意見書の提

出についてを議題といたします。 

説明を求めます。坂本勇治議員。 

○４番（坂本勇治） 発議第１号、手話言語法（仮称）制定を求める意見書。 
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地方自治法第９９条の規定により、関係機関に提出するため主題のことについて別紙

のとおり意見書の議決を求めます。 

平成２７年３月１９日提出。 

提出者松川町議会議員坂本勇治、賛成者松川町議会議員熊谷宗明、同白川靖浩、同米

山由子、同島田弘美、同加賀田亮。 

次のページをお願いします。 

意見書の朗読にもって説明に代えさせていただきます。 

手話言語法（仮称）制定を求める意見書案。 

手話とは、日本語を音声ではなく、手や指、体などの動きを顔の表情を使う独自の語

彙や文法体系を持つ言語である。 

手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切な情報獲得と

コミュニケーションの手段として大切に守られてきました。しかしながら、ろう学校で

は、手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史がありました。 

平成１８年１２月に採択された国連の障がい者権利条約には、手話は言語であること

が明記されています。 

障がい者権利条例の批准に向けて、日本政府は国内法の整備を進め、平成２３年８月

に成立した改正障がい者基本法では、すべて障がい者は可能な限り言語（手話を含む）

その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保されると定められました。

また、同法第２２条では、国・地方・公共団体に対し情報保障施策を義務づけており、

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を

身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及研究するこ

とのできる環境整備に向けた法整備を国として実現することが必要であると考えます。 

よって、政府と国会が下記事項を講ずるよう強く求めます。 

記、手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが

手話を身につけ、手話で学び、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研

究することのできる環境整備を目的とした手話言語法（仮称）を制定することを求めま

す。 

以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出します。 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣あ

て。 

以上、よろしく審議をお願いいたします。 
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○議長（関 克義） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を締結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

発議第１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（関 克義） 全員賛成であります。 

よって、発議第１号、手話言語法（仮称）制定を求める意見書の提出については、原

案のとおり可決されました。 

 

◇ 発議第２号 集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないことを求める

意見書の提出について 

○議長（関 克義） 日程第２６、発議第２号、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法

整備等を行わないことを求める意見書の提出についてを議題といたします。 

説明を求めます。白川靖浩議員。 

○１３番（白川靖浩） 発議第２号、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行

わないことを求める意見書。 

地方自治法第９９条の規定により、関係機関に提出するため主題のことについて、別

紙のとおり意見書の議決を求める。 

平成２７年３月１９日。 

提出者松川町議会議員白川靖浩、賛成者松川町議会議員熊谷宗明、同加賀田亮であり

ます。 

朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わないことを求める意見書。 

政府は昨年７月１日の臨時閣議で、憲法の解釈を変更し、集団的自衛権行使容認の閣

議決定を行い、現在武力攻撃事態法、自衛隊法、ＰＫＯ法など、関連法の改定に向けて

準備に着手しています。 
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しかし、集団的自衛権について、これまで歴代政府は、国際法上当然に集団的自衛権

を有しているが、これを行使して我が国が直接攻撃されていないにもかかわらず、他国

に加えられた武力攻撃を実力で阻止することは、憲法第９条のもとで容認される実力の

行使の範囲を超えるものであり、許されないとしてきました。 

国の安全保障政策は、立憲主義に基づき憲法前文と第９条に基づいて策定されている

ことは当然のことであり、集団的自衛権の行使についてはその時々の政府の判断で解釈

を変更することはあってはならないことです。とりわけ集団的自衛権を巡る論議は、こ

れまで国会においても積み重ねられてきており、これを無視して強引に解釈を変えよう

とすることは国会答弁を形骸化させるものといわざるを得ません。 

憲法第９条を遵守するためにも、以下の点を強く求めます。 

記、国においては、集団的自衛権容認にもとづく、法整備等を行わないことを強く要

望します。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣、外務大臣、防衛大臣あてであり

ます。 

先ほどからも議論されましたが、当委員会においても意見の分かれるとこでございま

したけれども、過去の歴史に学び将来の子どもたちのために皆様のご理解とご協力をよ

ろしくお願いします。 

○議長（関 克義） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

発議第２号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立７名） 

○議長（関 克義） 賛成多数であります。 

よって、発議第２号、集団的自衛権容認の閣議決定にもとづく、法整備等を行わない

ことを求める意見書の提出については、原案のとおり可決されました。 
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＝＝＝ 日程第２７ 継続審査・調査について ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第２７、継続審査・調査についてを議題といたします。 

各常任委員長、議会運営委員長から、目下委員会において、審査及び調査の件につい

て、議会会議規則第７４条の規定により、閉会中の審査・調査の申し出がありました。 

お諮りいたします。 

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の審査及び調査することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の審査及び調査することに決定いたし

ました。 

 

（閉会決議） 

○議長（関 克義） 以上をもちまして、本定例会に付議された議案はすべて終了いたしまし

た。 

これにて閉会することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（関 克義） 異議なしと認めます。 

 

＝＝＝ 日程第２８ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（関 克義） 日程第２８、町長あいさつであります。 

深津町長お願いします。 

○町長（深津 徹） 本日は、雨の一日になりましたけれども、それでも先週に比べますとぐ

っと気温も上がりました。暖かい日が続く今週になりました。 

３月の５日に開会をいたしました第１回松川議会定例会、本日最終日を迎えました。 

２７年度の予算、２６年度の補正予算案、それに国の補正予算案に伴う案件等非常に

多くの案件につきましてご協議をいただき、そして本日上程をいたしましたすべての案

件についてご認定をいただきましたこと、心からお礼を申し上げる次第でございます。

大変にありがとうございました。 

昨日から卒業式が町内の学校始まりました。昨日は中学校、そして今日の午前中には

各小学校の卒業式が行われました。議員の皆さんにもご出席をいただいたわけでありま
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すけれども、私は東小学校の最後の卒業式に行ってまいりました。卒業生３人、在校生

６人、非常に厳粛なうちに挙行をされ、卒業式が終わった後閉校式が行われました。そ

してその後、離任式が行われたわけでありますけれども、今までにも学校の卒業式等行

って転退職の先生方のあいさつを聞いておりますけれども、本日の転退職の先生方のご

案内は、東小学校１２名の先生方全員でございました。 

東小学校、この３月３１日をもって閉校をいたしてまいります。様々な思いを持つ中、

それから今まで幾度となく危機を乗り越えて地域の皆様方、ＰＴＡの皆様方、すべての

皆さん方のご理解を得て危機を乗り越えて本日まできた次第でございます。 

私自身にとりましても、この判断、行く末、すべては子どもたちのことに一番に思い

を寄せる中で、こういう方向を地域の皆さんにもご相談を申し上げる中で決定を見てき

たところでございます。 

子どもたちが、それぞれの学校へ行ってからも、健やかに元気に過ごすことをまず一

番に願う次第でございます。 

あと利用につきましては、また地域の皆様方のご意見等をいただきながら、あの地域

のシンボルであった東小学校の後を活かしてまいりたいというふうに思う次第でござい

ます。 

本議会、非常に多くの案件でご意見等もいただきました。これからの政策運営に活か

してまいりたいと受け止める次第でございます。 

私も４年１期目の最後の定例会でございました。今までにも定例会終わるたびに正直

申し上げて、あそこをこうしておけば良かったな、もっとここのところへ力を入れてし

っかりとやっておけば良かったかな、これは正直に申し上げますけれども、そのたびに

やっぱりございます。 

そうした中で、それらを活かして次にぴしゃっとできたかって問われますと、なかな

かできていない一面もあり、自分としても残念に思うところでございます。 

しかしながら、こうした最後のあいさつの中で皆さん方からいただいたご意見をしっ

かりと受け止めてまいりたいという言葉には偽りはございません。できた、できなんだ

ということに関しますと、私も反省するところが多いわけでございます。本当に松川町

のために、それで皆さんとともにこの松川町に住んで良かった、実感のできるまちづく

りをということでやってまいりました。私のこの４年間あまりの思い、こういう思い出

というようなことはそれぞれ総括の中、また一般質問の中でお答えしてきた次第でござ

います。 



 －309－ 

これからの松川町は、よりいっそう発信をし、松川町の住んで良かった、少しでも思

えるまちづくりをなおいっそう目指していかなくてはなりません。一番の課題は、人口

減少。人口に定住対策についてだというふうに思います。 

議会の開会中に申し上げましたように、出会いから始まって、出会い、結婚、出産、

子育て、そして仕事、住宅、それらの総合政策をずっと打っていくことが、大きな政策

になってくるんではなかろうかというふうに思っております。ストップ人口急減社会と

いうふうに考えております。その辺のところはまた今後様々な場面で活かしてまいりた

いなというふうに思っている次第でございます。 

大変に長期間にわたりまして、議会の中でご審議をいただきましたことにお礼を申し

上げまして、閉会の言葉といたします。 

大変にお世話様になりました。 

 

閉  会 

○議長（関 克義） これにて平成２７年第１回松川町議会定例会を閉会といたします。 

 

閉  会  午後６時０８分 



 

 

 

 

 

 

議員・説明員・事務局出席表 
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Ⅰ．議 員 出 席 表 

議 席 

番 号 
氏    名 

第１日 第２日 第１３日 第１５日 

3 月 5 日 3 月 6 日 3 月 17 日 3 月 19 日 

１ 加賀田   亮 ○ ○ ○ ○ 

２ 菅 沼 一 弘 ○ ○ ○ ○ 

３ 黒 澤 哲 郎 ○ ○ ○ ○ 

４ 坂 本 勇 治 ○ ○ ○ ○ 

５ 熊 谷 宗 明 ○ ○ ○ ○ 

６ 森 谷 岩 夫 ○ ○ ○ ○ 

７ 米 山 俊 孝 ○ ○ ○ ○ 

８ 島 田 弘 美 ○ ○ ○ ○ 

９ 橋 本 喜 治 ○ ○ ○ ○ 

１０ 間 瀬 重 男 ○ ○ ○ ○ 

１１ 松 井 悦 子 ○ ○ ○ ○ 

１２ 米 山 由 子 ○ ○ ○ ○ 

１３ 白 川 靖 浩 ○ ○ ○ ○ 

１４ 関   克 義 ○ ○ ○ ○ 
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Ⅱ．地方自治法第 121 条の規定による出席者の職・氏名 

職   名 氏    名 
第１日 第２日 第１３日 第１５日 

3 月 5 日 3 月 6 日 3 月 17 日 3 月 19 日 

町      長 深 津   徹 ○ ○ ○ ○ 

副 町 長 吉 澤 澄 久 ○ ○ ○ ○ 

教   育   長 高 坂 敏 昭 ○ ○ ○ ○ 

会 計 管 理 者 高 坂 竜 夫 ○ ○ ○ ○ 

総  務  課  長 高 坂 竜 夫 ○ ○ ○ ○ 

まちづくり政策課長 斉 藤 和 勇 ○ ○ ○ ○ 

住 民 税 務 課 長 塩 倉 智 文 ○ ○ ○ ○ 

保 健 福 祉 課 長 大 澤 孝 史 ○ ○ ○ ○ 

環 境 水 道 課 長 福 島 敏 美 ○ ○ ○ ○ 

建 設 課 長 田 中   学 ○ ○ ○ ○ 

産 業 観 光 課 長 片 桐 雅 彦 ○ ○ ○ ○ 

こ ど も 課 長 下 沢 克 裕 ○ ○ ○ ○ 

生 涯 学 習 課 長 小木曽 雅 彦 ○ ○ ○ ○ 

議 会 事 務 局 長 酒 井   仁 ○ ○ ○ ○ 

代 表 監 査 委 員 佐々木 光 男 ― ○ ― ○ 

 

Ⅲ．本会議に職務のため出席した者の職･氏名 

職   名 氏    名 
第１日 第２日 第１３日 第１５日 

3 月 5 日 3 月 6 日 3 月 17 日 3 月 19 日 

議 会 事 務 局 長 酒 井   仁 ○ ○ ○ ○ 

書   記 榛 葉 美 穂 ○ ○ ○ ○ 
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以上、会議の内容に相違なきことを認め、地方自治法第１２３条の規定によりここに

署名する。 

 

 

 

平成   年   月   日 

 

 

 

 

松川町議会議長   関   克 義 

 

 

 

 

署 名 議 員   松 井 悦 子 

 

 

 

 

署 名 議 員   米 山 由 子 
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